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第 1発掘区航空写真（2) 図版68 第25号住居跡

図版63 第 1発掘区全景 第26号住居跡

第 1号住居跡 第27号住居跡

第 1号住居跡カマド 第28号住居跡

第2号住居跡 第29号住居跡

第3号住居跡 第29局住居跡遺物出土状況

図版64 第4号住居跡 第30号住居跡

第4号住居跡カマド 第30号住居跡遺物出土状況

第5号住居跡 図版69 第31号住居跡

第6号住居跡 第32号住居跡

第7号住居跡 第33号住居跡

第7号住居跡カマド 第34号住居跡

第8号住居跡 第35号住居跡

第8号住居跡カマド 第36号住居跡

図版65 第8号住居跡貯蔵穴 第37号住居跡

第10号住居跡 第38号住居跡

第12• 13号住居跡 図版70 第39号住居跡

第12• 13号住居跡遺物出土状況 第40号住居跡

第14号住居跡 第40号住居跡貯蔵穴

第14号住居跡遺物出土状況 第41号住居跡

第11号住居跡 第41号住居跡遺物出土状況

第15号住居跡 第42号住居跡

図版66 第15号住居跡カマド 第42号住居跡貯蔵穴

第15号住居跡貯蔵穴A 第43号住居跡

第15号住居跡貯蔵穴B 図版71 第44号住居跡

第16号住居跡 第45号住居跡

第17号住居跡 第46号住居跡

第18号住居跡 第47号住居跡

第18号住居跡遺物出土状況 第148号住居跡

第19号住居跡 第148号住居跡貯蔵穴

図版67 第19号住居跡 第149号住居跡

第19号住居跡遺物出土状況 第1号井戸



図版72 第 1兌掘区土師器杯類（1) 第59号仕居跡

図版73 第 1発掘区土師器坪類(2) 第59号住居跡遺物出土状況

図版74 第 1発掘区土師器坪類（3) 第60号件居跡

図版75 第 1発掘区土師器坪類（4) 第61号住居跡

図版76 第 1発掘区土師器坪類(5) 第61号住居跡遺物出土状況

図版77 第 1発掘区土師器閻坪（1) 図版98 第62• 63号住居跡

図版78 第 1発掘区土師器高坪(2) 第64号住居跡

図版79 第 1発掘区土師器高坪(3) 第64号住居跡遺物出土状況

図版80 第 1発掘区土師器高坪（4).甕類（1). 第65号住居跡

鉢他 第66号住居跡

図版81 第 1発掘区土師器他・須恵器虹 第66号住居跡遺物出土状況

図版82 第 1発掘区土師器鉢．甕類(2)他 第67号住居跡

図版83 第 1発掘区土師器甕類（3) 第68号住居跡

図版84 第 1発掘区土師器甕類(4)他 図版99 第70号住居跡

図版85 第 1発掘区土師器甕類(5) 第71号住居跡

図版86 第 1発掘区土師器甕類(6) 第72号住居跡

図版87 第 1発掘区土師器甕類（7) 第73号住居跡

図版88 第 1発掘区土師器甕類（8) 第73号住居跡カマド

図版89 第 1発掘区土師器甕類（9) 第73号住居跡貯蔵穴

図版90 第 1発掘区土師器甕類(10) 第75号住居跡

図版91 第 1発掘区土帥器甕類(11) 第75号住居跡貯蔵穴

図版92 第 1発掘区土師器甕類（12) 図版100 第77号住居跡

図版93 第 1発掘区土師器甕類(13) 第78号住居跡

図版94 第 1発掘区土師器甑・支脚 第78号住居跡遺物出土状況

図版95 第2発掘区全景 第78号住居跡カマド

第49号住居跡 第78号住居跡貯蔵穴

第50号住居跡 第79号住居跡

第51号住居跡 第79号住居跡貯蔵穴

第51号住居跡遺物出土状況 第81号住居跡

図版96 第52号住居跡 図版101 第82号住居跡

第53号住居跡 第82号住居跡カマド

第53号住居跡遺物出土状況 第84号住居跡カマド

第53号住居跡貯蔵穴 第84号住居跡子持勾玉出土状況

第54号住居跡 第85号住居跡

第55号住居跡 第85号住居跡カマド

第56号住居跡 第87号住居跡

第56号住居跡遺物出上状況 第87号住居跡カマド

図版97 第57号住居跡 図版102 第87号住居跡紺物石出土状況

第57号住居跡遺物出土状況 第88号住居跡

第58号住居跡 第88号住居跡カマド



第90号住居跡 図版127 第2発掘区土師器支脚（2)

第91号住居跡

第93号住居跡

第94号住居跡

第94号住居跡カマド

図版103 第94号住居跡貯蔵穴

第96• 97号住居跡

第97号住居跡

第96号住居跡貯蔵穴

第99号住居跡

第1号掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡

第19号土坑

図版104 第2発掘区土師器坪類（1)

図版105 第2発掘区土師器坪類(2)

図版106 第2発掘区土師器坪類(3)

図版107 第2発掘区土師器応類（4)

図版108 第2発掘区土師器坪類(5)

図版109 第2発掘区土師器坪類（6)

図版110 第2発掘区土師器坪類（7)

須恵器坪類

図版111 第2発掘区土師器蓋

須恵器蓋（1).椀．Jlil

図版112 第2発掘区土師器高坪（1).鉢他

須恵器蓋（2)

図版113 第2発掘区土師器高井(2)

図版114 第2発掘区士師器高坪(3)他

図版115 第2発掘区土師器高杯(4)他

図版116 第2発掘区土師器 ミニチュア他

図版117 第2発掘区土師器甕類（1)

図版118 第2発掘区土師器鉢他

図版119 第2発掘区土師器甑（1)

図版120 第2発掘区土師器甑（2).甕類(2)

図版121 第2発掘区土師器甕類(3)他

図版122 第2発掘区土師器甑（3).甕類(4)他

図版123 第2発掘区土師器甕類(5)

図版124 第2発掘区土師器甕類（6)

図版125 第2発掘区土師器甕類（7)

須恵器甕

図版126 第2発掘区土師器甕類（8)・支脚（1)



汀古墳 遺構と遺物

1 第 1梵掘

第 1発掘区は、仝発掘区域の東端、 X軸のメ～と(+23.050~+23.140)、Y軸の355~378(-

47.646~-48。384) にあたる。遺構確認面における標高は平均32.6mである。発掘区中央に現道が

東西に走り、工事の閏係でこの部分の調査は第 3発掘区の調査終了後に行なわれている。そのため

発掘区中央に位置している第148~155号住居跡の遣構番号は第 3発掘区に続いて振られている。地

形的には発掘区の東端で検出されている大きな谷に向かってごく緩やかに傾斜している。東側に隣

接する新犀敷東遺跡とはこの谷によって分けられている。またこの谷を古代の榛沢郡と幡羅郡の境

罪とする説もある。

発掘区の西半分にあたるY軸の372~377の範団は瓦生産のための土取りによって大規模な削平を

受けている。そのため遺構はおもに発掘区の東半分からのみ確認されている。しかし地形が平坦で

あり、また第 2発掘区の遺構分布から、本来の遺構の分布は均ーであったものと誰定される。噴砂

の亀裂は各所に訊められ 特に東半部においてはその影響が激しい。なかには遣構の平面形状が大

きく歪められているものもある。

第 1発掘区で検出されている遣構は、住居跡56軒（第 1~48号。第148~155号） ・土坑8基（第

l ~ 8号） 。井戸跡 1基（第 1号） c 溝 1条（第 1号）である。遣構の掘り込みは比較的東側の方

が深い。これは谷に向かう緩やかな斜面であることと、西側の削平によるものと思われる。現道下

の部分については、南側に調査の際に掘り込んだ排水溝が平行して走っている。また現道工事の際

に削平されており、遣構の残存状態は悪い。

住居跡は、発掘区東端部においては谷に沿って構築され、遺跡（集落）の端にあたることも影響

して重複は少ない。これに対して発掘区中央部においては重複が激しい。カマドは確認されている

ほとんどのものが北側もしくは東側の辺に造られ、南側が1軒、西側が2軒認められている。これ

らの時期別の内訳は、古墳時代中期］4軒、古墳時代後期30軒、奈良時代 5軒、平安時代前半 3軒、

不明 4軒である。

井戸跡は、第47峠住居跡に掘り込まれている。土坑は 5基（第 l~ 5号）が谷に沿って集中し、

ほかは分散している。遣物は第 8号土坑のみ検出されている。溝は谷に平行し、遺物は出土してい

ない。第 1~ 5号土坑と溝は分布地点から、谷に関係するものと推測される。

(1) 住居跡

第 l住居跡（第133図）

ス 361Gridに位置している。南東コーナ一部および北西コーナ一部から南東コーナ一部にかか

る滑状の攪乱を受けている。規模は主軸辺3.89m・短辺3.36m、深さ0.01~0.13mであり、主軸方

位けN-3° -Eを測る。壁ははぽ垂直に立ち上がり、南壁を除いて幅0.08~0.14m、深さ0.03~
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第133図 第1号住居跡（1)

0.07mの壁溝が廻っている。 カマドは北壁の中央やや東よりに構築され、全長0.75m、焚き口幅

0.53mを測る。煙道部は検出されていない。袖部は地山を掘り残して形成され、燃焼部は不整形を

呈している。摺り鉢状に掘り込まれ、火床面中央部は隆起している。貯蔵穴は円形で、南東コーナ

一部に位置している。 ピットは 2基検出されているが、用途等は明確ではない。遺物はカマドおよ

び周辺部から出土し、その多くは土師器である。ほかに須恵器2片、灰釉陶器 1片がある。

第2号住居跡（第137図）

スー360、ン一360Gridに位置し、第 1号溝によって南半分が切られている。東西3.27m、深さ

0.10~0.14mで、主軸方位はN 34°-Wを測る。カマドは北壁中央に構築され、現存長l.llm、焚

き口幅0.55mである。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は不整方形を呈している。火床面は両端が浅

いピット状に掘り窪められ、階段状に立ち上がっている。煙道部ば燃焼部に比べて幅が狭く、先端

部は発掘区域外にかかっている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は北西コーナ一部と北辺のカマ

ドの東側に存在している。幅0.03~0.22m、深さ0.05~0.08mの規模をもっている。 ピットは 4基

確認されているが、柱穴は明確ではない。貯蔵穴は検出されていない。遺物はたいへん少なく、図

示し得たものは杯形土器 3点のみである。
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第1号住居跡カマド

A Iこぶい黄橙色土 天井部広焼士粒千・プロック多贔、炭化物粒了含むロ

しまりあり。

灰層。焼十・炭化物粒子含む。ザラザラ。

Bより、しまりやや強。

D にぶい黄橙色t []`ーム土主体。焼土・炭化物粒子若干、暗赤色上粒子含む。

B 褐灰色土

C 褐灰色土

゜
1m 

21 

゜
10cm 

第135図 第 1号住居跡（2)・出土遺物(2)
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第136図 第 2号住居跡出土遣物

第1号住居跡（第134.135図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口11.8 高3.5 B十川十W' （内）橙～浅黄橙 100 嵐6。

（外）黒褐

2 坪 口11.6 高3.9 B+W （内）黒（外）橙 50 内面黒色

3 坪 口13.3 高3.9 B濯＋ii' （内）黒（外）橙 100 No.11。内面黒色

4 坪 口(13.3) 高4.1 B+R 橙 30 

5 坪 口11.6 B+¥'I 橙 70 No.14。

6 坪 口(12.4) 高4.0 B濯＇多 橙 50 No.10。放射状暗文

7 坪 口11.8 高3.7 B十川 橙 90 嵐4。放射状暗文

8 坪 口(11.5) B 橙 50 No.14。放射状暗文

， 坪 口(10.0) Ii （内）橙（外）明黄橙 20 風化が著しい

10 坪 口10。6 高2.8 B+W十屑＇ 橙 100 No.15。

11 坪 口11.6 高3.2 B 橙 100 No.12。風化が著しい

12 坪 口15.6 高4.2 B多＋屑 橙 90 No.13。

13 盤 口16.8 高2.1 B+R+W （内）黒（外）橙 95 嵐17。内面黒色

14 鉢 口(18.0) 底8.0 H 橙 80 No.3。底部木葉痕底部周辺に砂粒を多

高8.0 く含む粘土付着

15 甕 底5.8 闇 （内）にぶい橙 30 No.3・8。瞬砂ズリ
（外）橙

16 甕 口(18.0) 底4.7 B多＋R渭多 橙 70 No2。疇ケズリ

高25.3

17 窺 w 橙 疇 30 No.8。

18 甕 底5.4 R+W （内）浅黄橙（外）橙 下半部 80 No.l。疇ケズリ

19 甕 底8.0 RH/多 橙 50 No.16。疇木葉痕

20 甕 口(28.6) H 橙 30 No.7。外面に粘土紐積み上げ痕

21 甑 口(25.2) H （内）黒（外）橙～黒 上半部 30 No.5・9。内外面黒変

大きさ(c11)
I 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 I 坪 Iロ(12.2) IR多 （内）淡橙 10 風化が著しい

（外）にぶい橙

2 I 坪 口(12.2) R多＋W' 橙 10 風化が著しい

3 I 坪 口(14。4) H 橙 10 風化
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第3号住居跡

1 渇色土 暗赤褐色土粒了多く、若二「の焼十・炭化物粒子含む 2

しまり強。

2 明褐色土 ］より黄褐色昧強。若干0)焼十・炭化物粒千含む。

3 黄褐色土 黄褐色十主体。砂笠粒了多く混入口

4 褐色土 ］近似，，焼土・炭化物・賠赤掲色上粒了含む。

第 3号｛i居跡ピット 0-0'

j 褐仄色十 砂紐 c 凸・’び） ［Iーム的＋、灰褐位粘1合む。

ど にふい負褐色十 焼I．彎炭化物粒・f含む＂しまり・枯性あ 9J" 

げ 1、ふし＼貨橙色 1 ？近似 やや則lる＜砂阿。

第138図第 3号住居跡

第3号住居跡（第138図）

スー358• 359、ン一358• 359Gridに位置している。西側を第 1号溝によって切られ、北側が発掘

区域外にかかっている。規模は明確ではないが、大型の住居跡であったものと推定される。南壁の

方位はN-79°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立ち上がり、南壁に沿って幅0.75m、深さ0.2mの溝状

の落ち込みがある。ピットは 2基検出され、深さは0.1~0.3mと浅い。溝状に入り込んでいる噴砂

の亀裂の影響によって、床面に段差が生じている。カマド。貯蔵穴は検出されていない。遺物は中
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第139図 第 3号住居跡出土遺物（1)

- 183 -



0 10cm 
9 (・-)  

第140図 第 3号住居跡出土遺物 (2)

第3号住居跡（第139.140図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口14.8 底4.2 R+W 橙 95 嵐6・7・10。風化か著しい

高4.9

2 坪 口(16.2) R 橙 30 風化が著しい

3 坪 口(16.4) R多 （内）橙（外）褐灰 30 嵐8。

4 坪 口(11.8) w 橙 10 風化か著しい

5 坪 口(lo.2) R多 橙 40 No.2。風化が著しい

6 坪 口13.6 高5.4 B+R多 （内）浅黄橙 80 No.4。内面風化
（外）橙

7 壷 口(8.0) R＋屑 橙 口縁 20

8 高坪 R濯多 橙～にぶい橙 疇 70 No.12。外面風化が著しい

， 椀 口11.7 底3.8 R多 橙～明赤褐 50 No.3。風化が著しい
高8.6

10 壷 口(16.6) 底4.8 R多＋屑 橙 30 風化か著しい

高19.1

11 壷 口(12.2) R多＋H 橙 30 No.11。粘土紐積み上げ痕明瞭

12 壷 口(13.2) B多＋R+W+W' 浅黄橙 口縁 10 風化が著しい

13 甕 口(16.0) R濯＋W＇ にぶい橙 口緑 10 風化か著しい

14 甕 口(23.8) R多＋H 橙 20 風化が著しい

15 甕 口18.2 高27.3 R多 橙～浅黄橙 80 No.5。

16 甕 底4.2 R多＋H （内）橙 疇 30 No.9。風化が著しい

（外）にぶい橙

17 甕 底5.8 R多＋H多 明赤褐～暗赤褐 40 No.1。粘土紐積み上げ痕明瞭

18 琵 B多惰少 （内）灰（外）暗灰 外面平行タタキ内面ナデ
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第141図 第4号住居跡（1)

央部床面直上から出土し、図示し得たもののほかに須恵器2片がある。 19• 20は磨石で、 19は16.3

Xl8.2X2.lcm、970g、 20は6.9Xl0.9X7.7cm、645gを測る。

第4号住居跡（第141• 142図）

スー358、ン一358Gridに位置している。第 3号住居跡から続いている噴砂の亀裂によって、北コ

ーナ一部が変形されている。規模は主軸辺4.06m・短辺3.12m、深さ0.24~0.27mであり、主軸方

位はN-33°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.12~0.36m、深さ0.04~0.05mの壁溝が

ほぽ全周している。カマドは北壁中央に構築され、全長1.64m、焚き口幅0.52mである。燃焼部が

壁外に掘り込まれ、袖部は検出されていない。燃焼部は摺り鉢状に掘り窪められ、不整方形を呈し

ている。火床面はよく焼け、急激に立ち上がって煙道部に続いている。貯蔵穴・ピットは検出され

ていない。遺物は少なく、ほかに土錘 1点、須恵器3片が出土している。

- 185 -



4̀
 

＜
 

c_ 

8 

B' 
ヽ

□□□ロ
」

8 
3万

F
℃
腐＜
 

二
や
』

9
「1

，
唸
g,
d
[

迄
奏
r

}

涵
鯰

羨
ぎ
竺
こ
＿
f]
c

[

言．
L

．
的
｝
言
言
・

`

r

』

r
竺

□
，

己

言

『

恕
そ
ご
言
·
（

□
C
r
]
[
I
_
[
{
•
《

n
l
,
[
·汁
認
言
立
斎
さ
』
三
「
畠
也
一

3

＜
工
’
」
呈
藝
]
ご
送
，
C
（

'
‘
1
1
[
,
・

り

｛

菰

]

'

『
{

c

玉

匡

門

起

翠

レ

f

u-
――

棄

喜

゜

迄

仁

沖

芯

」

詞

暴

喜

・

十

ぎ

，

「

国

翠

ご

H

r

)

。
二
要
年
今
，
棗
茫
ミ
A

I
い
l

]

号
こ
羹
蓋
]
}
送

・
T
甜

□｛言
｛

｛

g

『

コ

。
『
1

}

『
`
j
』
+
,
>
塁
万
ぶ

□c
L

4

辺

芝

二

忌
奇
全
号
夫

'
-
-
1
\
]
'勾如
，
圧7迎
葵
〗
｝
惚
'
-
，
樹
r
-｝｝r

〔
『
[
'
「
こ
｝
定
』

0賢
詞
'
[
→
.
]
二
竺
：
〖
，
i
＇
[
(
·
こ
こ
g
]
'
如
胄
言
：

9
-
エ

互

ご

こ

こ

[

'

瞑

，

l

[

一

[

-

"

と

｝

,
7
-
Y
，
只
諏
西
，
l

｝
会
寸
茫

~' C 
百てF 一」

゜
1m 

第142図 第4号住居跡(2)

第4号

言□藷

ヽ
？

）

 J
 

ー蓉ヽ力

言

化

旦

一

面

属

内

化

凡

疇
マ

｀

内

じ

カ

i'
1

3

 

＿

風

3

ド

ー

□

1
2
0
1
:
8
0□40

蘊

m
]
1
0
3
0

疇

虚

事

140
疇

一

燈

唸

褐

し

し

一

赤

ぶ

ぷ

―

齊

に

に

,

‘

j

 

-

9

j

内

灰

控

橙

梱

橙

控

榜

橙

（

＿

f

多

渭

多

一

屑

屑

＂

＂

“

+

T

+

’

+

[

 

R

B

B

-

6

0

-

5

叩

:

-

|
'
{
 

萎

翌

萎

一iいし

2
 
坪 口(11.4)

3
 
坪 口(lLO)

4
 
嚢 口(11。2)

5
 
台付翌 1台8,2

池1。

風化か著しい

風化が箸しい

； 

-- ---J 

- 186 



¥,―-1  

＼＼ 

□三］ーニ
□ / ニ 5

／ 

□□ (6  

゜
10cm 

第143図 第4号住居跡出土遺物

第5号住居跡（第144• 145図）

スー358・ン一357• 358、いー357• 358Gridに位置し、北西コーナ一部が発掘区域外にかかって

いる。第 3号住居跡から連なる噴砂による影響が激しく、平面形態が大きく歪められ、床面には段

差が生じている。規模は主軸辺5.53m・長辺6.80m、深さ0.17~0.62mを測るが、本来の規模は若

干小さいものと思われる。主軸方位はN-66°-Eである。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は確認

されていない。カマドは東壁中央に 2基並んで構築されている。南側がカマドA、北側がカマドB

である。カマドBば煙道部のみが検出されている。現存長1.04mを測り、攪乱を受けている。カマ

ドBの存在は本住居跡が拡張もしくは建替えられたことを示唆している。これに伴ってカマドBが

廃絶され、新たにカマドAが造り替えられたものと推定される。カマドAには噴砂の亀裂が入り込

み、大きく歪められている。そのため、十分な調査が行なえなかった。現全長2.15m、焚き口幅

0.38mを測り、地山を掘り残している袖部が一部のみ確認されている。火床面は平坦で、急激に立

ち上がって煙道部へ続いている。噴砂の影響がなければ、比較的残存状態の良好なカマドであった

と推測される。貯蔵穴は検出されていない。ピットは 3基で、柱穴はみられない。遺物は噴砂の影

響を受けていない北側の部分でおもに出土し、図示し得たもののほかに編物石が1点ある。

- 187 -



,
8
 

ヽ

内

公

心

b

q
 

忍

4

立＜
 

ー

A 

象総も魯ボ

婚怜鬱

9
』

，
 °ヮ

砂焙 唄砂 A' 

第 5号住居跡

1 にぶい褐色土

2 にふい褐色土

口
3 にぶい褐色土

3' にふい褐色土

4 橙色土

5 橙色土

6 明褐色土

砂質士。細かい焼土・炭化物・ローム粒子均ーで多い。

1より暗い。焼上・炭化物・ローム粒子含む。砂質土多い。

しまリやや強、粘性欠。

2よ＇）暗く、焼t・炭化物粒了が細かく、少ない。しまり強。

3近似。やや暗く、粘性あり。

ローム・砂粒子主体。しま＇）・粘性強。

ロームプロック含み、しまリ・粘性強。

地山風化。黄褐色上主体。 ゜
2m 

第144図 第 5号住居跡（1)
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第5号住居跡カマドA 第5号住居跡カマドB

A 橙色土 若干の焼土・ローム・砂粒子含む。しまり強。 A にぶい褐色土 焼土・炭化物粒子含む。しまりやや弱。

B にぶい褐色土 若干の焼土・炭化物粒子含む。ローム粒子がつまっている。 B にぶい褐色土 焼土粒子・プロック多い。しまりやや弱、

B にぶい褐色土 Bより焼土プロック多い（天井部の崩壊がみられる）。 粘性弱。

C 橙色土 砂質層。焼土プロック含む。しまり弱。 C 明赤褐色土 焼土層。

D 褐色土 焼土・炭化物粒子含む。しまり強。 D 明褐色土 ローム・砂粒子主体。若干の焼土・炭化物

E 褐色土 砂質の黄褐色土ローム層。 粒子混入。

第145図第 5号住居跡（2)
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第146図 第 5号住居跡出土遺物（1)
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第147図 第5号住居跡出土遺物(2)

第6号住居跡（第148図）

ヱ一360。361、ヒー361Gridに位置している。南半部が発掘区域外にかかっているが、残存状態

は比較的よい。規模ぱ主軸辺4.85m、深さ0.36~0.51 m で、主軸方位はN―-70°~E を測る。壁はほ

ば垂直に立ち上がり、幅0.13~0.29m、深さ0.05~0.13mの喫溝がほぼ全周している。カマドは東

壁に構築され、全長2.13m、焚き□幅0.53mの規模をもっている。袖部は地山を掘り残し、燃焼部

で「ハ」の字に開いている。火床面は平坦で、急激に立ち上がって悼道部へ続いている。婢道部は

燃焼部に比べて幅が狭い。支脚には高杯形土器の脚が転用されている。特筆すべきことは、住居跡

中央部から小鍛冶跡が検出されている。一部が発掘区域外にかかっているが、イチジク状の平面形

態で幅0。23mを測る。 フイゴの羽口には高坪形土器の脚を再利用し、 スラグが付着している。貯蔵

穴は検出されておらず、、 4某のピ、ノトのうちPl• P2は柱穴である。貼床は堅くしまっている。遺
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第5号住据跡（第146• 147屎）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 椀 口(14.8) 底3.2 R多＋H 橙 70 No.16・17。風化が著しい
高6.2

2 椀 口13.8 高6.0 B+R多＋H多 橙 90 No.4。内面風化が著しい外面に黒色部
分

3 椀 口(12.2) B+R+W （内）橙 30 
（外）にぶい赤褐

4 坪 口(12.0) 高5.4 R多 橙 20 外面風化

5 坪 口12.8 R多 橙 50 風化が著しい

6 坪 口12.6 高5.5 R多 橙 80 No.11。

7 坪 口13.4 高5.5 R多 橙 80 底部黒斑

8 坪 口12.4 高5.5 R多 橙 70 No.6。風化が著しい

， 坪 口(14.0) R多＋H 橙 30 風化が著しい

10 坪 口(14.2) R 橙 10 

11 坪 口(12.0) R多 橙 10 内面風化

12 高坪 口16.5 B+R渭多 橙～灰赤 坪部 90 No.23。全体的に黒変

13 高坪 口(16.8) R+W 橙 坪部 20

14 高坪 R 橙 坪部 40 No.15。風化

15 高坪 口15.2 R+W （内）明赤褐（外）橙 坪部 50 No.26。内外面に黒色部分

16 椀 口14.4 底3.8 R多 橙～にぶい橙 80 No.1。
高10.2

17 ミニチュ 口6.4 高4.2 R多 にぶい橙 90 Nn.3。底部ケズリ
ア

18 這 R多惰 明赤褐 40 風化が著しい

19 壷 底3.4 R多 橙 胴部 100 No.28。風化が著しい

20 小型壷 口12.4 底4.0 R多 橙 80 No.8・ 13。風化が著しい
高16.3

21 壷 口20.6 B+W 橙 40 No.34。

22 甕 口(13.2) H多＋礫 にぶい橙 口縁 30 No.24。胴部中位に黒色部分

23 甕 口(20.8) R多＋W+W'多 橙 20 No.18。内面風化

24 壷 底7.0 R渭＇＋礫多 （内）淡橙 下半部 30 No.12。風化
（外）にぶい橙

25 壷 口(34.8) R+W 橙 40 No.27。風化が著しい

26 甕 口(15.0) R＋礫多 橙 40 No.32。内面に指頭圧痕

27 高坪 脚10.2 B+R+W 橙 臓部 40 坪部と調部の接合痕が明瞭
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第6号住居跡

1 黄茶褐色土 茶褐色土粒子(3mm)含む。しまり・粘性あり。

2 黄褐色土 焼土粒子(2~3mm)少屋、炭化物粒子(3mm)微量含む．

しまり・粘性あり。

3 暗灰褐色土 焼土粒子(3~10mm)、極多量の炭化物粒子（微粒～5mm)含む．

しまりあり、粘性やや弱．

4 褐色土 焼土粒子(3~5mm)、少量の炭化物粒子(3mm)含む．しまり・粘性あり。

5 黄灰褐色土 炭化物粒子(2~3mm)微量含む。しまり・粘性あり。

6 灰褐色土 炭化物粒子（微粒～5mm)極多量含む。しまりあり、粘性やや弱。

7 暗褐色土 焼土粒子(3mm)微量、炭化物微粒子含む。しまり・粘性あり。

8 暗褐色土 7よりやや砂質強、やや暗い。多量の炭化物粒子(3mm)含む．

しまり・粘性あり．

9 暗黄褐色土 炭化物微粒子少量含む。しまり・粘性あり。

10 黄褐色土 焼土・炭化物粒子なし。黄色土粒子(2~10mm)多量含む。

しまリ・粘性あり。

第148図第 6号住居跡
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20 9 ,  1_0cm 
1--- 1 -- •--—-4 21 

第150図 第 6号仕居跡出土遺物(2)

第6号住届跡カマド 第6号住I,I}跡小鍛冶 F -F' 

A 黒掲色士 少呈 0)焼一十競了、炭化物訳i千含む。しま I•J・粘性あ IJ。 I 白に色十 i悶几／竹を受け、良く焼1）しよった焙ぃ

13 暗灰贔色十 少星の焼 I粒了(3iKIn)、以化物微粒[・合む。しまiJ・祐性あリ。 ？ 暗卯位」＿ 迎Jしf薗な• ！：リまく地11」か酪化したKりU

（： 贄掲色上 焼土粒子(1cm)多最、炭化物即＋（3InIn)少旦合む。 ’I 賠苗褐色寸~ 助I]IU

しまリ・村刈•あリ。

]) 晶樹（り」． 少贔の焼」＿粒千（：E5nlfll)、炭（I’物微粒―f含む しまリ・粘怜•あリ。

1り 戯！火色1 焼t~・炭化物微粒了少：，：含む，．しより・枯付•あり。

It＇ 亦掲（立上 良く焼け仁婚1＿一l_ （本。しよりあiJ、帖I刈―兄~

第151図 第 1~ 5号住居跡近景
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第6一9ー、一 （第149• 150医）
No. 器種 大きさ（c■) 胎土 色調 残存率（X） 備 考

1 坪 口15.0 底4.8 R多＋H 橙 60 No.18。
高4.6

2 坪 口15.4 B+W 橙～にぶい橙 40 No.16。

3 椀 口(14.4) 底4.0 R多 橙 50 No.39 • 44。風化が著しい
高5.5

4 坪 口14.6 R+W 橙 50 No.30・32。

5 坪 口(13.4) 底1.4 B+R多＋H 橙 60 No.20・29。
高5.6

6 椀 口(15.4) 底3.0 R多 （内）浅黄橙（外）橙 40 No.3。
高5.6

7 高坪 口(15.8) R+W 橙 碑 30 No.8。風化が著しい

8 高坪 口(18.2) R多 赤～淡赤橙 坪部 30 No.19。

， 高坪 調14.2 B+W' 橙 脚部 90 No.21。羽口転用スラグ付着

10 高坪 臓14.2 R+W 橙 調部 60 羽口嗣スラグ付着

11 高坪 B+W多 橙 調部 80 No.23。羽口転用スラグ付着

12 高坪 R多＋H （内）明赤褐（外）橙 調部 70 No.25。羽口転用スラグ付着

13 高坪 R多 橙 調部 80 No.22・24。羽口転用スラグ付着

14 高坪 R+W 橙 調部 90 No.37。外面風化が著しい

15 高坪 R多＋H＇多 橙 胴部 70 No.2。坪部と調部の接合痕明瞭

16 小型甕 口(14.8) 赤 口縁 40 No.9。粘土紐積み上げ痕明瞭

17 甕 底6.8 B+R＋礫多 （内）浅黄橙（外）橙底部 30 No.48・49。底部外面黒色

18 甕 口19.0 底7.0 R十川＋礫 にぶい赤褐～にぶ 70 No.1 • 2。胴部黒斑
高26.6 胴24.7 い黄橙

19 甕 口19.6 胴24.5 R多渭＋礫 橙 70 No.41。胴部外面黒色部分

20 壷 口17.8 底7.5 R渭＋礫 橙 95 No.51。胴部黒斑
高27.1 胴23.8

21 甕 口18.2 底7.5 R＋礫多 橙～明赤褐 80 No.4。胴部黒斑粘土紐積み上げ痕明瞭
高27.2 胴24.2

物はカマド、小鍛冶跡周辺、西側コーナ一部から出士し、ほかに須恵器 1片、編物石 1点がある。

また一部に、床面より浮いた状態で厚さ2~5cmの炭化物層が確認されている。

第 7号住居跡（第152• 154図）

ヱ一362• 363、ヒー362• 363Gridに位置し、南半部は大きく攪乱を受けている。規模は主軸辺

4.97m ・長辺5.13m、深さ0.19~0.30mであり、主軸方位はN-84°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立

ち上がり、攪乱部分については明確ではないが、壁溝は全周しているものと想定している。北辺中

央部において内側に湾曲し、幅0.15~0.39m、深さ0.03~O.llmの規模をもっている。カマドは東

壁中央やや南側に構築され、全長1.60m、焚き口幅0.43mを測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼
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第7号住居跡

］ 暗黄色上 炭化物微粒了微醤含む。しまり・粘性あり。

2 暗黄褐色土~ 焼士粒了(5~10mm)少凪含む。しまり・粘件あり。

3 賠褐色上 炭化物微粒子微最含む口しまリ・粘性あり。

4 賠黄灰色土 焼十粒子（微粒～3mm）、少星0)炭化物粒子(2~3mm)含む。

しまり・粘性あリ。

5 暗灰褐色十 砂粒少最含む。しまりあり、粘性やや欠。

6 暗荼褐色上 焼土粒了•(5mm) 少量含む。しまリ・粘性あリい

7 暗灰褐色十 炭化物粒子(l-~2mm)少試含む。しまり・粘性あリ。

8 灰茶褐色上 焼七粒子(5mm)少星含む。しまり・粘性あり。

第152図第 7号住居跡(1)
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第153図 第 7号住居跡出土遺物（1)
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第7号仕），r；跡）Jマト

A 暗岳褐伝」： 焼」一粒―f(3IilIll）少呈含む。しまi)・粘淵おり，

「］ 賠苗／火色寸 ）J,t—+罰 I'· ]I了‘J/) (+、 211",111)名恐合む。しま IJ・粘性あり

（＇ 昭灰褐色 1 少‘畠の焼十ゾ「J"Iク（＇llIIII,)、炭化物店『 (‘I911111）含むn しよりー粘舛あり＂
い 暗橙褐和＿し 焼I_j泣了（微お＇｛ー、：］ ll町）忍昂合も’ しよ IJ払 IJ、枯件弱＂

-----•」

-'  20 0 10cm 
1.----- - 1 - ---1 

□ 22 

□ 
／ 

24 

第154図 第7号仕居跡（2)・出上遣物(2)

部で「ハ」の字に開いている。火床面はよく焼けており、摺り鉢状にわずかに窪んでいる。緩やか

に立ち上がって匠道部に続き、腫 I_-1-i部は熟を受けてよく焼けている。貯蔵穴はカマド南側の南東コ

ーナ一部に位置している。円形で、南北0.79m。東西0.73m、深さ0.55mを測る。 2基検出されて

いるピ；；トは柱穴で、これと対恥する 2基のビ゜；；トは攪乱のため確認されていない。貼床はカマド

の周辺品では頴著に認められているが、はかはあまりしっかりしていない。遣物はカマドおよび周

辺部から出土している。
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第7号住居 （第153• 154図）
No. 器種 大きさ(clll) 胎土 色調 残存率（匁） 備 考

1 坪 口13.0 底3.6 R多 明赤褐 90 No.19。底部外面に黒色部分
高4.0

2 坪 口(14.0) R+l'I 橙 20 口縁部内面が帯状に黒変

3 坪 口(13.5) R＋闇 橙 25 風化

4 椀 口14.2 底3.8 R多刊 （内）にふい橙 100 嵐15。風化が著しい
高5.8 （外）橙

5 椀 口14.0 底4.5 R多 橙 95 No.13 • 14。内面風化が著しい
高5.6

6 椀 口15.4 底4.4 高 R多＋屑 橙～暗赤褐 50 llo.9 •17 。風化が著しい
5.6 

7 椀 口15.4 底4.0 R多 橙 100 No.7。風化か著しい
高5.9

8 椀 口15.2 高5.8 R多 橙 100 No.23。風化外面に黒色部分

， 高坪 口(13.8) R 橙 暉 20 叩 9・カマド。風化が著しい黒斑

10 高坪 口(15.2) 脚13.0 R多 橙 80 No.18。風化
高13.0

11 高坪 口17.4 脚14.2 R多 橙 70 カマド。

高15.7

12 高坪 口(18.0) R多 橙 坪部 10 No.11。

13 高坪 R多＋屑 （内）にぶい橙 坪部 30 No.4。内面風化
（外）明赤褐

14 高坪 R多＋N 橙 脚部 40 坪部・脚部の接合痕明瞭

15 小型甕 口11.8 底3.4 R多 橙 100 No22。底部ケズリ外面風化底部付近
高10.7 胴13.4 に黒斑

16 小型甕 口13.0 底5.2 R＋屑 橙 100 四。疇ケズリ

高13.0 胴15.4

17 小型甕 口(15.6) 底6.6 砂多 橙 50 疇ケズリ胴螂町半に黒色翻が

高16.6 胴15.B 帯状に廻る粘土紐積み上げ痕

18 甕 口17.4 底7.2 R＋砂 橙 70 No.16。底部ケズリ胴部黒斑粘土紐積
高25.0 胴22.4 み上げ痕明療

19 甕 底8.0 R＋砂多 （内）にぶい橙 底部 30 No.1•2 。底部ケズリ内面風化
（外）明赤褐

20 甑 口18.2 底5.6 R多＋H 橙 100 No.20。胴部外面下半に黒色部分
高14.4

21 鉢 口19.6 底4.4 R多 橙～明赤褐 95 No.12。鵬砂ズリ内疇化か著しい
高11.3

22 高坪 脚(9.2) R にぶい橙 脚部 80 風化が著しい

23 甕 底5.2 Wt砂 （内）にぶい橙 底部 40 疇ケズリ風化が著しい
（外）明赤褐

24 壷 底8.2 砂多 （内）橙 底部 30 疇ケズリ醗訊疇色
（外）にぶい橙

第 8号住居跡（第155• 156図）

ヒー361• 362、モー361。362Gridに位置し、南東コーナ一部が攪乱されている。覆土には多量の

焼土粒子。ブロックが含まれている。規模は主軸辺5.57m・短辺4.57m、深さ0.20~0.25mで、主

軸方位はN-4°-Eを測る。壁はほぱ垂直に立ち上がり、壁溝はほぼ全周している。壁溝の規模は

幅0.17~0.38m、深さ 0.01~0.06mである。カマドは北壁中央に構築され、全長0.79m、焚き口
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第 8号仕居跡

上 暗茶褐色」一

2 暗贔灰色士

ヽ暗閲掲色土

焼十灼了・(5~]0mm)少屎含む。しまり・粘性あリ。

焼土粒子(5~]0mm)多呈含む。しま IJ・帖性ぁ IJ.,

焼上粒子・プロッタ (5mm~I0cm)多旦、炭化物的＋（3～5nIm)

少塁含む口しまり・粘性あリ。

焼十粒了 (3~5lilIn)少呈含む。しまり・粘性あり

少9叡の焼上拉千(5~10mm)、炭化物粒子(2・~3mm)含む。

しま IJ・粘件あり。

細粒砂少酋含む。しま IJ.粘性強。

少贔の焼上・炭化物微粒了、細粒砂含む，しま IJ

廃土主体。しまり・粘性あリ。

焼上粒了'(!cm)少量、炭化物粒了(1~2cm)多最含む。しま IJ

粘性あり。

］（） 賠灰褐色士 極多品の焼t（微粒～5cm)・炭化物（微粒～2cm)含む。

しまリあ IJ、粘舛弱。

焼十粒子(3~I0mm)少塁、炭化物粕子（微疑～1cm)多呈含む，

しまリ・粘性あリ◇

暗褐色 L

荼褐(5+.

G
ヮ

J

O
い
ハ
ー

暗黄渇色土

暗黄褐色土

賠栢色十

暗贄灰色七

第8号住居跡貯萩穴A

し 陪褐色土 少是の焼土微粒了、炭化物粒子(5mm）、黄白色粘上

粒子(2~3cm)含む。しまり・粘性強。

茶褐色士 焼土粒子(3~10mm)多芸、極多星の炭化物(5~10mm)

黄白色粘土拉子(5~20mm)含むC しまり・粘性強。

仇灰色土 焼上粒子(3mm)少篭、炭化物微粒子含む。しまリ

粘性あり。

第8号住居跡貯蔵穴B

粘性あリ。［ 暗荼褐色土 焼土 c 炭化物粒子含むn しまり 粘件弱。

］ ］ 灰褐色t

第1561';!! 第 8月住居跡（2)

幅0.45mの規模を有している。内壁はきわめてよ〈焼けている。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は

隅丸長方形を呈している。摺り鉢状に掘り込まれ、火床面から に立ち上がって坪道部に続いて

いる。煉道部の幅は燃焼部に比べてたいへん狭い。 は2撃検出されている。貯蔵穴Aは南壁

に接し、南北0.81m・東西1.54m 深さ0.28mを測る半円形である。囮蔵穴Bけ南東部コ・ーナーに

位置し、上方部は攪乱されている。円形で、南北080mの東西0,74m、深さは1,03mと深い。 ピッ

トは 7基確認されている。東壁際のP7上に黄白色帖土が固まって検出芦れている。自然科学的な

.-2 0 2 
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第157図 第8号住居跡出土遺物（1)
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第158図 第8号住居跡出土遺物（2)
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第159図 第8号住居跡出士遺物(3)

分析を行なってはいないが、土器製作のためのものと推測される。貼床はほぽ全面に施されている

が、床面には凹凸が認められる。遺物はカマド・貯蔵穴およびカマドの東側の部分に集中して出土

している。ほかに須恵器2片、絹物石 1点がある。

第9 • 10号住居跡（第160• 161図）

第9• 10号住居跡は、い一356• 357、ろ一356• 357Gridに位置している。新旧関係は第10号住居

跡より第 9号住居跡の方が古い。第 9号住居跡の北西コーナ一部が発掘区域外にかかり、南部の遺
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置 157~159図）
大きさ（C阻） 胎土 色調 残存率（災） 備 考 I 
高50 R多 橙 40 嵐しピット 1。風化か著しい

I 

B+R 明赤褐 40 風化

坪

I 
口(14.0) R多柑

橙（内）橙

20 拗22。風化が著しい

坪 口J.40 0 R+W 30 嵐24。内面風化外面と口縁部内面黒色

（外）にふい赤褐

坪 □13.6 R多 如f豆 30 風化が著しい

坪 口13.4 高5.7 R多 橙

| 
70 

坪 口13.8 高5.7 R多 橙 50 IN認ピット 1。

坪 ロ(14.0) 高5.0 k多 にぶい橙 20 

坪 口(14.2) R 橙 10 I風化か著しい

I 
l 10 

坪 口13,2 IR多 I橙 140 l外面黒色

11 I 坪 1口13.6 IR多 I橙 130 濁26。

12 坪 口(13.2) R 橙 30 風化か著しい

坪 口（14.0) R多舟 橙 10 風化が著しい

14 I 坪 口(136) 高5.6 R多惰櫂' （内）にぶい橙 50 No.25。内面風化
（外）橙

15 I 坪 口13.8 高6.1 R多 明赤褐 170 INo.5。

16 1 坪 口(14.0) 高7.0 R+付 （内）橙（外）明赤褐 40 l紅29。

17 | 坪 口1200 高5.2 R多 橙～にぶい橙 90 甑6• 7 ・ピット 1。風化か著しい

18 | 坪 口(14.5) R多 橙 120 諷化が著しい

19 I 坪 口（14.G) R多 橙 130 庫3。

1:: 
坪 ロ(13,1) 高6.9 R多 橙 140 園8。

椀 ロ(1出0)

厖；

（内）橙 120 1外面に黒色部分

橙（外）にぷい赤褐

22 坪 口14。0 高6。2 180 憚32。

z3 I 坪 1口13.0 直61 IR多 1（内）橙（外）暗赤褐190 |t紅40貯叡。外面黒色

I 24 I 坪 ロ(12.2) R 撥 10 内面風化

125 
祠 口12A 高5.8 R 明赤褐 95 恥9・貯蔵穴。

26 椀 口(12.4) 高7.3 R 控 40 恥35。

27 1 坪 口(13.2) R 橙～にぷい橙 30 No.5・貯蔵穴。

28 | 坪 口(12、0) R 橙 10 風化か著しい

29 翌 隅15.4 R多 極 疇 90 恥19°34。風化

し
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35 I 高坪

36 高坪

37 銘
高14。7

33 壼 ロ(21.8)

39 I 穿鯰孜？ 口1g」2

40 I 哀且石 口(26,0)

41 I 壼 口1806 

認 I 蒻 口(18.4) 

43 I 瑳 口(2U)

44 I 醗 口(17,0)

45 I 甕

46 I 萎

47 I 寅一

認 I 甑

底7。5
胴16『1；

50 I 亨盆 口13.0 肥20.8

5 l I 甕 口18。0 胴23,?

認 I 甕 口］9.6 底7.0
1 胴2204

箋 1口(19.2)底7.8
胴22。4

構工十部は攪乱そ受けている。

第 9号仕居跡は、東西6.55n-1。南北5.81 m、深さ0.14..・0.70mの規模をもつ。想定される主軸方

は『J-87r-Eを澗る。壁はほぽ乖伯に立ち上がり、 は南壁のみ確認されている。幅は0.09~

0.20m、深さは0,01~0.02mある。ピノトは 4悲のうち 3基が柱穴である。カマド e貯蔵穴は検出

されていない。本件居跡のカマドは第10号件届跡と重複している東壁に構鯖されていたものと抑測

することもできる。しかし遺物の年代や住居跡中央やや北よりの床面から焼上が集中して検出され

ていることから、この部分が炉跡となる確率も高い。もしカマドが設置されていれげ、初源期の

207 -



— 吃28

+316  

0, 

呪。
h
 

c---

B 

くや2

<

◎19 
。サ⑤22 

~P, 
止Ig 唸

Dヽ'~ 

ら Os B' 

SJ9 ら
辻

£.i 
心

孔亨

も

）

6

`

じ

3
 

E 

＜
 

~I 

E' 

B' 
B―--33,0m 

E
O
.
C
E
 ．
 

＜
 

2m ［＝＝＝＝こ＝＝＝—第9号住居跡 ーム粒子均—ー。しまリあり。1 やや暗い。炭化物・ロ ーム粒子含む。しまり強。2 1より暗い。焼土・炭化物・ロ 含む。粘性あリ。3 2より暗い。焼上・炭化物粒子やや多く
3＇明るい。黄褐色土わすかに含む。

4 焼土親子、炭化物多く含む。
5 3'近似。しまりやや弱、粘性弱。6 焼士~・炭化物・ 1こ］ーム粒f含む。灰褐色・粘性あり。

第160図第 9 • 10号住居跡(1)
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喰砂

第10号住居跡カマド

A にぶい黄褐色土 若干0)焼七・炭化物粒子含む。

B にぶい黄褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまリ・粘性強。

C にぶい黄褐色土 焼土・炭化物粒子含む。 2よリ粘性強。

D にぶい黄褐色土 焼土・炭化物粒子含む。 3より粘性強。

E にぶい黄褐色土 焼士層。焼土粒子・プロック多く含む。

F にふい茶褐色十 灰履炭化物粒子主体。焼土粒子混入。

G 褐灰色上 5近似。焼土層。

H 黄褐色土 ローム粒子、焼十ー・炭化物粒子多く含むロ

゜
1m 

第161図 第 9 • 10号住居跡(2)
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第162図 第 9号付居跡出土遺物（1)
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第163図 第 9号住居跡出土遺物(2)
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第164図 第 9号住居跡出土遺物(3)
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第165図 第 9号住居跡出土遺物 (4)

0 10cm 
| 1 --1 

゜
10cm 

第166図 第10号住居跡出土遣物

第9号住居跡（第162~165図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) R 橙 30 内面風化

2 坪 口(11.7) 高4.7 R多 にぶい橙 30 風化か著しい

3 坪 口(13.8) H にぶい橙 20 風化か著しい

4 坪 口12.0 底1.0 B+R 橙 70 No.16。内面風化
高4.9

5 椀 口14.2 底3.5 R多 橙 50 No.7。内面風化
高5.0
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6 椀 口15.0 底3.5 R多 橙～浅橙 100 拗以・25,内面風化

高5.3

7 椀 口13.2 底4.5 B 橙 95 No.1出疇ケズリ
高6.3

8 椀 口(14.0) 橙 10 甑3。風化

， 椀 口(13.2) 底3.8 橙 70 風化が著しい

高6。2

10 椀 口14.0 R+H 橙 30 

11 椀 口(14.0) 底4.0 R 橙 30 風化が著しい

高5.0

12 坪 口(14.0) B 橙 20 風化

13 坪 口(14.1) R 橙～淡橙 20 風化が著しい

l4 坪 口(14.0) R多 にぶい橙 暉 20 風化が著しい

15 椀 口（14.2) R 橙 30 風化が著しい

16 高坪 口24.7 R多 橙 暉 50 口緑部と体部の接合痕明瞭風化か著し
し、

17 高坪 口18.7 R多 橙 坪部 80 嵐54。口縁部外面黒斑

18 高坪 口18.6 R多 橙 坪部 40 外面風化

19 高坪 口(15.3) B+R＋闇 橙 坪部 20 池10。

20 高坪 口(16.4) R多 橙 坪部 10 風化が著しい

21 高坪 口(14.0) R+¥'/ 橙 坪部 40

22 高坪 口17.0 R 橙 坪部 60 池49・55。内面風化

23 高坪 R多 橙 臓 70 llo.40。風化が著しい

24 高坪 砂 明赤褐 20 風化

25 高坪 脚(12.4) R多 橙 醐部 30

26 高坪 R 橙 疇 70 詢．3。

27 高坪 脚12.2 R多 橙 脚部 80 N認2。羽口転用スラグ・スス付着

28 高坪 脚12.0 R 橙 40 嵐l。羽口転用スラグ付着

29 高坪 醐13.0 R 橙 疇 30 ！姐2。

30 高坪 R （内）橙（外）明黄褐 鵬 20 恥15。外面風化

31 高坪 R 橙 脚部 80 嵐33。外面風化が著しい

32 高坪 橙 疇 80 No.4。外面風化

33 高坪 R 疇灰 疇 70 恥17。

34 高坪 脚13.6 R+H 橙 脚裾部 40

35 鉢 口(16.2) R多 橙 口縁 20 風化
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:~_q  ̀

厖シ 橙

（内）橙（外）明赤矯Ii詞部 60

彫多＋砂多

51 I 褻 底（7.0) 砂多

52 I 謡 底6、2 彫釦砂多

53 I 嘉 底9.0 厖多＋闇

54 I 嚢 底7.0 R多

55 I 甕 口17.6 底7.0 叡砂多
高30.4 胴23.0

56 I 甕 口17.0 刷19.4 B＋即砂

令 9 9 ～ョ~ ＇ ゴー・ - - - 3 ._. .2二`'

明斎奇認

橙～浅黄橙

橙～にふい祖

控

底部 50

上半部 30I恥37.390

疇 10

50 

70 

榜～にぶい赤樗 170 

にぷい橙

淡橙

（内）褐灰（外）橙 I底部 30 1内面風化

（内）灰黄褐
（外）明赤褐

橙

證

楓

浅黄橙

70 

30 

血3り 35•3釘底部ケズリ粘土紐租み上
げ痕

粘土紐積み上げ痕

船9。風化が著しい

諷化が普しい

恥45。

疇応ズリ

拗認。底部ケズリ

國 8。32。43。攀防ズl）外醐化力噌

しい粘士紐禎み上げ痰

恥43。底部ケズリ胴部黒斑

嵐41・42。疇ケズリ風化瞬訥面黒
色

郎3。底部ケズ＇）内面黒色

底部ケズリ胴部外面黒色

嵐31。風化

疇 60 疇ケズリ

底部 100 I底部ケズリ内面風化

底部 100 1~認。思部ケズリ

80 趾18・19。風化底部ケズリ胴部黒斑
粘土紐積み上げ痕

60 INo.18。

--J---

墨1_0号住居跡＿（第166図）
恥． 器種 大きさ(Clil） 胎土

， 上 台付鉢 口13.6 R 

2 遜 口20.4 胴21.0 砂多

3 羽釜 口(18。2) B 

考備

諏

一

掏
一

芦

ロ
ものてある。またプランは明確ではないが、住居跡中央部に小鍛冶状の痕跡が認められている。フ

イゴの羽口に再利用され人と思われる、スラグが付着している高恥形土器の脚も検出されている。

このことから小鍛冶が営まれていた可能性が闇い0 遺物は全面に広がっているが、特に西壁際付近

には集中して出土している。ほかに編物石 2点がある。

- 215 



＋サ

1
,
-

排

吹

溝

。
均
如
こ
k
,
:
[
j
い
や
＝
l
{

，
い
｛
菜
ギ
匹
，
＞
ふ
り
ぺ
云
ぎ
｝
窓

丘
如
中
認
斎
ー
[
」
.
]
]

三
兌
岱
砧
よ
羹
＇
「
ぶ

⇒
，
勾
郊
汗
甜
辱
]
}
選
'
]
'
き

碕
岳
志
甜
・
（
一
舟

2

，
勾
佃
十
認
桑
〗
｝
慰'
T
起

厨
辛
^
牙
[
こ
叫

⇒
ぐ
心
岱
口
侶
琶
シ
翠
：
「
志

]
-
'
己
定
苔
図

十
如
亨

T

芸
芸
出
図
＇

T

T
 
lJ:j 

サ
匂
函
ご
迦
―

m

七
如
定
'
{
，
匁

□
-
マ

十
如
翠
｛
J

0 2m 
1--ヘ--- 1 ← I 

第167図 第11号住居跡

第10号住居跡の南西コーナ一部は攪乱のため明確ではない。規模は主軸辺3.08m・長辺3.50m、

深さ0.03~0.22mで、主軸方位はN-74°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。カマドは

東壁中央に構築されている。焚き口幅は0.45mで、燃焼部が壁外に掘り込まれている。袖部は確認

されていない。火床面は比較的よく焼けている。煙道部は発掘区域外にかかり、燃焼部には噴砂の

亀裂が入り込んでおり、残存状態はあまりよいとはいえない。貯蔵穴・ピソト・壁溝等の施設は検

出されていない。堅くしまっている貼床が施されている。遣物は少ない。

第11号住居跡（第167図）

は一356、にー356Gridに位置している。大半は発掘区域外にかかり、東壁付近のみ確認されてい

る。噴砂の亀裂が入り込んでいるが、大きな影響を及ぽしてはいない。規模は、南北5.17m・深さ

0.41~0.68mで、東壁の方位はN-1 °-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。 カマド・貯

蔵穴・ピット。壁溝等の施設は検出されていない。貼床は全面に施され、 その直上には厚さ 1~ 

2 cm程度の炭化物層が認められている。炭化物は繊維がきわめて良好に残存している。東壁際はよ

く焼けており、遺構確認面において多量の焼土ブロックが幅 2cmほどの帯状に確認されている。
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第168図 第11号住居跡出土遺物

第11― （第168図）
No. 器種 大きさ(CIB） 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口12.2 高5.7 H 橙～浅黄橙 100 No.8・9。胎土密外面に黒斑

2 坪 口12.2 高5.1 W+W'多 橙～明赤褐 100 No.7。内外面に円形の黒斑

3 坪 口13.0 高6.2 W+W' 橙～赤橙 100 No.11. 

4 坪 口11.5 高4.9 H多＋w'＋砂多 橙 100 No.13。器面粗外面に黒斑

5 坪 口(12.2) R+W+W' （内）橙 20 No.14。外面に黒斑
（外）橙～浅黄橙

6 坪 口(14.6) 高6.4 R多＋H 橙 60 No.12。

7 高坪 調（12.6) W+W' 橙 調部 50 No.3。

8 壷 口9.7 B+R+W' 橙 口縁 50 No.2。内外面にうすい黒色部分

， 甕 口(18.2) B多渭'+砂多 黄橙 口縁 25

10 甕 口(16.4) W'＋砂多 浅黄橙 上半部 15No.10。内外面に黒色部分
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第 12A号住居跡

1 にぶい黄褐色土

2
 

2'にぷい黄褐色土

3 にぶい黄褐色土

4 にぶい黄褐色土

若干の焼土・炭化物粒子含む。

しまリ・粘性弱。

にぶい黄褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。

しまり・粘性蒻

2よりやや暗いロ

2よりやや明るい。焼土粒子含む。

焼土・炭化物・ローム粒子含むロ

しまり・粘性弱。

焼土・炭化物粒子含む。しまリあり。

ローム粒子含む。しまリ・粘性あリ。

暗掲色土

6 褐色土

第12 B号住居跡

1 暗褐色土 炭化物粒子含む。しまり・粘性強。

2 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子含む。しまリ・粘性

あり。

焼土粒子主体。

土 0ーム粒子主体。若干の焼土・炭化物

3 赤色土

4 暗黄褐色

5 黄褐色土

粒子含む。

二次堆積ローム主体。

第 13号住居跡炉跡

l 赤褐色上 焼士層。炭化物粒子混入口

2 黄褐色上 ローム土丁体。若干の炭化物粒子混入。

3 黄褐色上 0ーム上屯体。若干の炭化物粒子混人。

第13号住居跡ピット

1 明褐色土 若干の炭化物粒子含む。しまりやや弱、

粘性あい

lJl褐色十＿ 1よりやや暗い。若下の炭化物粒十含む。

しまり弧

3 黄褐色土 口—ム土主体。砂粒子若干混入。

しまりやや強。

黄褐色土 1コーム上主体。しまり・粘性あり。4
 

0 2m 
1 1 | 

第170図 第12• 13号住居跡(2)

第12• 13号住居跡（第169• 170 • 171図）

発掘区域の幅が狭い、にー355• 356、ほー355• 356Gridに位置し、東西が発掘区域外にかかって

いる。祈旧閏係は、第12号住居跡が第13号住居跡よりも新しし。

把択

第12号住居跡は 2基のカマドが設置され、床面に段差があることから、 2軒の住居跡として調査

を行なっている。規模が大きく、東壁にカマド（カマドA) が構築されている住居跡を第12A号住

居跡、規模が小さく、西壁にカマド（カマドB) が構築されている住居跡を第12B号住居跡として

していた。しかし東壁。南壁が一致し、西壁。北壁が平行閏係にあることから、整理作業段階
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第174図 第12号住居跡出土遺物(3)
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第177図 第12号住居跡出土遺物(6)
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第179図 第12号住居跡出士遺物(8)
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第180図 第12号住居跡出土遣物(9)
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第182図 第12号住居跡出士遺物(11)

第12勺ムー （第172~182図）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口10.8 高5.0 R+W' 橙 100 No.5・カマド。

2 坪 口(12.2) R+W' 橙～浅黄橙 40 No.20。内面に黒色の付着物外面に黒色
部分

3 坪 口(12.0) B+R 黄橙～にぶい黄橙 30 

4 坪 口(10.0) B 橙 15 

5 坪 口(12.1) B+R （内）橙（外）にぶい 30 
橙～浅黄橙

6 坪 口(12.2) 高5.1 R+W （内）橙 40 外面に黒色部分
（外）橙～黄橙

7 坪 口（6.3) 高6.0 B+W' 橙～浅黄橙 60 カマド。外面に黒色部分

8 坪 口(17.0) B+R多 橙～浅黄橙 30 風化内外面にうすい黒色部分

， 坪 口(12.2) R+W 橙～明赤褐 40 

10 坪 口12.6 高5.2 B+W （内）浅黄橙 50 No.13。
（外）橙～浅黄橙

11 坪 口(14.0) B+W （内）にぶい橙 20 内外面に黒色部分
（外）淡橙～明赤橙

12 坪 口(12.6) R+W （内）橙 40 内外面に黒色部分
（外）明赤褐

13 坪 口(12.8) B+R多 （内）橙～黄橙 30 
（外）橙

14 坪 口(12.2) H 明赤褐 20 

15 坪 口(16.0) B+W'多 （内）橙～淡橙 20 内外面に黒色部分
（外）橙

16 坪 口(14.2) W' 橙 20 外面と口縁部黒色部分

17 坪 口14.9 高6.5 W+W' 橙 90 No.83。

18 坪 口14.0 高5.7 R多 （内）橙 80 No.2。外面に黒色部分
（外）橙～浅黄橙

19 坪 口(14.2) B+W （内）橙～明赤褐 40 No.69。内外面に黒色部分
（外）橙

20 坪 口(14.2) B 橙～にぶい橙 15 内外面に黒色部分

21 坪 口(14.2) B+R 黄橙～浅黄橙 20 内外面に黒色部分
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22 坪 口(16.0) B+R多 （内）浅黄橙～にぶ 15 外面に黒色部分

い橙（外）橙

23 坪 口(15.8) R 橙～黄橙 30 

24 椀 口(12.2) R濯＇ （内）橙 40 外面に黒色部分

（外）橙～浅黄橙

25 椀 口(11.2) N （内）橙～明赤橙 20 
（外）橙～にぶい橙

26 椀 口9.3 高5.6 R+W' （内）橙 100 No.16。外面に黒色部分
（外）橙～浅黄橙

27 椀 口14.0 高6.8 B+l'l+W' 橙～黄橙 100 嵐12。外面に黒色部分

28 椀 口12.2 高6.7 H多惰＇ 橙～にぶい橙 95 疇繹孔外面に黒色醐

29 椀 口(13.8) R+W' 疇～浅疇 75 No.26。外面に黒色部分

30 椀 口14.4 底4.4 R渭多＋屑' （内）橙～にぶい橙 90 No.13。外面に黒色部分
高5.7 （外）橙～にぶい橙

31 坪 口(7.0) B+W' 橙 20 風化

32 坪 口(15.0) R+W 橙 30 No.10。

33 椀 口(14.6) 底1.8 R多＋屑＋砂 橙～明赤褐 60 疇ケズリ外面に黒色部分

高7.1

34 椀 口14.5 底3.2 R+W+W' 赤橙 90 疇ケズリ

高6.0

35 椀 口14.8 底3.8 B濯＇＋砂 橙～明赤褐 95 嵐84。鵬砂ズリ外面に黒色部分

高4.8

36 椀 底(3.0) B 明赤褐 20 疇ケズリ内外面に黒色部分

37 椀 底4.5 W' （内）橙（外）赤褐 50 No.55。麒砂ズリ内外面に黒色部分

38 椀 底（3.0) W+W' にぶい橙 疇 30 疇ケズリ

39 椀 底(3.4) B+R （内）明赤褐（外）橙 底部 30 疇ケズリ風化内外面にうすい黒色
部分

40 甕 底4.2 R （内）橙～灰褐 疇 50 疇ケズリ風化
（外）橙

41 鉢 口(17.6) 底3.2 W 橙～赤褐 25 風化が著しい

高4.9

42 椀 口（9.0) 底2.8 R濯' 橙～浅黄橙 40 底部内外面に黒色部分

高5.5

43 ミニチュ W+W' （内）橙 70 No.4。内外面に黒色部分多い

ア （外）橙～赤褐

44 ミニチュ 口6.0 高4.4 B+R 橙～浅黄橙 100 No.l。焼成前2孔1対外面に黒色部分
ア

45 高坪 口(16.6) 脚13.2 R多＋H多＋柑＇ 橙 70 No.54。
高15.7

46 高坪 口16.2 脚(10.0) R多＋il 橙～明赤褐 80 No.3。坪部外面に黒色部分

高13.0

47 高坪 口15.7 脚(12.8) R多＋屑十W' 橙～黄橙 85 No.1・2・3・4・5・カマドB。坪部内面に黒
高12。5 色の付着物

48 高坪 口16.9 il+W'多 橙～赤褐 坪部 100 No.5。内外面に黒色部分

49 高坪 口(17.2) R多惰 橙 坪部 25 No.33。

50 高坪 口(17.8) R多柑＇ 橙～にぶい橙 口縁 15 嵐68。内外面に黒色部分

51 高坪 脚11.6 B＋屑＇ 橙 脚部 70 No.9。内外面に黒色部分
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52 高坪 胴16.0 B+R 橙～明赤褐 坪部 30 放射状の沈線

53 高坪 胴14.4 R 橙～黄橙 坪部 10 風化

54 高坪 脚(12.4) Wt¥'/' 橙～にぶい橙 疇 30

55 壷 B多＋R多 橙 胴部 100 嵐83。底部外面に黒色部分

56 小型甕 B渭多＋柑＇ （内）橙～赤橙 疇 25
（外）明赤橙～赤橙

57 壺 底(8.8) R多舟＋W' 橙 胴部 70 No.4 7。底部ケズリ部分的に剥離胴部
下半に黒色部分

58 壷 口19.1 底6.5 B+R多 橙 70 No.41。瞬砂ズリ岬訂半に黒色部分
高27.3 胴25.8

59 壷 口17.8 B十川＇多 橙 口縁 70 No.50。

60 壷 底8.5 B+R多 橙～浅黄橙 胴部 70 No.1・カマド。底部ケズリ外面に黒色部分

61 壷 口13.2 B多柑多＋砂 （内）橙～にぶい橙 口縁 100 内外面にうすい黒色部分
（外）橙～浅黄橙

62 壺 口(20.8) 底(5.0)B+R多 橙 80 No.48 • 52。疇剥離胴部外面下半に黒
高31.1 胴32.4 色部分

63 甕 口23.3 底7.0 B+W多＋砂 橙 90 訛35。底部ケズリ内面黒色胴部外面
高31.2 胴26.2 下半に黒色部分が帯状に回る

64 甕 口20.4 底7.1 B+R＋砂 浅黄橙～暉易灰 90 No22 • 81。疇ケズリ胴鋤面に黒色
高30.5 胴26.1 部分

65 甕 口24.6 胴27.5 B+R＋砂 橙～浅黄橙 上半部 60 No.31。疇内外面に黒色部分

66 甕 口21.0 胴25.0 B多＋R柑多＋砂多 橙～浅黄橙 上半部 80 No.6・カマドB。内外面にうすい黒色部分

67 壷 胴(42.8) B多濯＋砂 橙～浅黄橙 疇 40 No.24 • 25。内外面に黒色部分

68 甕 口22.4 底7.0 B+R濯多 橙～にぶい橙 80 No.32 • 36。疇ケズリ内外面に黒色部
高28.5 胴25.5 分粘土紐積み上げ痕

69 甕 口20.0 底6.4 B+W 橙 95 No.37 • 39。疇ケズリ胴鋤面に黒色
高28.1 胴25.4 部分

70 甕 口(30.2) B多＋R+w' （内）にぶい橙～褐 口縁 20
灰（外）橙～にぶい

71 甕 口(26.5) 底6.7 B+R＋砂 橙～にぶい橙 80 No.53・ 54。疇ケズリ器疇内外面に
高32.0 胴30.2 黒色部分

72 甕 口18.0 胴23.1 R瑾＋砂多 橙～浅黄橙 上半部 60 No.54。胴部外面に黒色部分

73 甕 口17.1 底7.3 B多渭多＋砂多 橙～黄橙 100 No23。疇ケズリ内外面に黒色部分
高27.6 胴22.0

74 甕 口(20.2) B＋砂 （内）にぶい橙～黄上半部 40 No.52。内外面に黒色部分
橙

（外）橙～にぶい橙
75 甕 口(18.2) B＋関＋砂多 橙 上半部 30 風化

76 壺 口19.7 底6.8 B多＋R多＋砂 浅黄橙～明赤褐 90 No.40。疇ケズリ犀外面F半に黒色
高29.1 胴20.0 部分か帯状に廻る

77 甕 口18.5 底6.3 B濯＋砂 橙 70 No.18。疇ケズリ疇・瞬隅色
高29.4 胴20。6

78 褻 口18.1 底5.8 B多＋砂 橙～浅黄橙 90 No.38。製作時の基台未調整胴部外面下
高32.5 胴20.4 半に黒色部分か帯状に廻る

79 甕 口19.0 底5.6 B多＋R＋砂 にぶい橙～浅黄橙 80 No.49・ 51。底部ケズリ内外面に黒色部
高30.2 胴21.5 分胴部外面下半に黒色部分か帯状に廻

る
80 頸 口(18.4) B多＋砂多 橙 上半部 30 器面粗

81 甕 口18.2 B+R多 橙～淡橙 口縁 50 内外面にうすい黒色部分
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82 甕 口17.5 底(7.1) B+R （内）にぷい橙 70 嵐45・46。瞬砂ズリ岬訊面黒色

高32.1 胴215 （外）浅黄橙

83 甕 口17。4 底5.9 R多＋H 橙～明赤褐 90 llo,34。底部ケズリ風化胴部外面下半

高32.5 胴21.1 に黒色部分が帯状に廻る

84 萎 口17.1 底5.8 ll＋船砂 橙～にぶい橙 85 嵐30。瞬砂ズリ疇外町半に黒色

高33.8 胴21.3 部分

85 甕 口19。9 底7.4 B多瑶 （内）浅黄橙 70 叩•3• カマド。底部ケズリ胴部外面に

高32.6 胴20.6 （外）にぶい楼 黒色部分

86 型 口17.8 B多瑾＋砂 橙～にぶい橙 上半部 50 No.47・79。

87 亜 口(17.4) il+R多＋砂 （内）浅黄橙～褐灰 上半部 30 内外面に黒色部分

（外）浅黄橙～iこふ

い橙

88 襄 口(18.4)胴(22.2)R多濯 棺～明赤褐 上半部 30

89 蚕 口18。4 胴20。1 B多＋R惰多＋砂多 橙～浅黄橙 上半部 60 llo.43。胴部外面に黒色部分

90 琵 口19.6 底6.2 B多＋R惰＇多 （内）にぶい橙～浅 70 嵐4・カマド。底部ケズリ内外面に黒色

胴20.0 疇（外）にぶい橙 部分

～灰白

91 蓋 口(23.4) 底6.5 B多＋砂 橙 50 嵐47・48。製作時の基台未調整外面が

高32.0 全体的にうすい黒色

92 萎 口17。1 底6.6 B+H' （内）明赤褐 80 恥44。瞬砂ズl) 内外面に黒色鰤

高31.1 胴18.5 （外）橙～にぶい橙

93 甕 口18.8 胴20.4 R+H多＋砂 浅疇 70 油29。犀訊面に黒色部分粘土細陵み

上げ痕

94 甕 底6.0 R多→関瑾' 橙～にぶい橙 胴 50 嵐43・47 0 底部ケズリ胴部外面下半黒

色

95 甕 底6.6 B＋砂 橙 70 図 9。聡砂ズリ胴訛外面下半黒色

96 壺 底3.6 B多刊＇＋砂 橙 下半部 70 疇ケズリ内外面に黒色鰤

97 甕 底7.4 B＋砂 （内）にふい橙 下半部 60 池54。底部ケズリ内面風化内外面に

（外）浅黄橙 黒色部分

98 甕 底(6。4) 胆屑＇＋砂多 浅黄橙 下半部 40 甑28。麟砂ズリ麟陪面うすい黒色

99 萎 口17.0 屑多舟＇＋砂 橙～浅黄橙 口緑 70 風化

100 嘉 底6.2 B多＋砂 にふい橙～浅黄橙 下半部 60 疇ケズ，）外面に黒色部分

101 蚕 底7.4 B+W 橙 下半部 60 疇ケズリ内外面に黒色部分

102 甕 底7.5 B+R瑾＋砂 橙～疇 胴部 80 池34・44。疇ケズリ胴麟□半黒
色＇粘土紐積み上げ痕

103 霙笠 底7.6 B 浅黄橙 疇 90 『虹27。底部ケズリ胴部断面棟円形胴

部外面下半黒色粘土紐積み上げ痕

104 蓋 底6.4 B多＋砂 橙～浅黄橙 疇 70 疇ケス°l)外面に黒色鰤

105 蚕 底7.4 R多濯多 （内）明渇灰 疇 75 疇ケズリ外面に黒色部分

（外）樅～にぷい格

106 至 底(6.4) 尉H' （内）褐灰（外）橙 疇 30 疇ケズリ風化

107 甕 底6.1 関多＋砂 （内）浅黄橙 疇 100 疇諒葉痕風化

（外）橙～黄橙

108 甕 底5.2 B＋尉砂多 橙～浅黄橙 疇 70 底部ケズ）外面に黒色部分

109 褻 底6。O Rt付+'Ii'多 橙～明赤褐 疇 100 嵐7・カマドB。底部ケズl)外面に黒色

部分

110 甕 底(8.8) B+R （内）明赤褐 疇 25 底部ケズリ

（外）にぶい黄控

ll. l 甕 底7.0 ll+H 明赤褐～橙 疇 80 疇ケズl)外面に黒色鰤
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112I台付甕 1台(8.9)

113 I台付甕台10.0

B+R 

B+R 

橙～浅黄橙 脚部 60 1風化

橙～にぶい橙 I脚部 90 INo.19。風化

において第12A号住居跡は第12B号住居跡が拡張されたものと判断した。カマドBが煙道部のみ確認

されていることからも傍証されよう。床面は深い第12B号住居跡を埋めて、第12A号住居跡の床面

を形成している。第12A号住居跡の規模は、主軸辺5.39m・長辺5.64m、深さ0.57m、第12B号住

居跡は主軸辺4.03m・長辺4.44m、深さ0.72mで、主軸方位はN-84°-Eを測る。壁はほぽ垂直に

立ち上がり、壁溝・貯蔵穴は検出されていない。カマドAは煙道部先端が発掘区域外にかかり、現

存長1.98m、焚き口幅0.41mを測る。袖部は地山を掘り残して形成されている。燃焼部は方形を呈

し、摺り鉢状に掘り窪められている。カマドBぱ煙道部と燃焼部の一部が確認され、焚き口幅は

0.48mを測る。覆上は第12A号住居跡堆積層に流れ込んでいる。遺物は南西コーナ一部付近に集中

し、拡張前後の 2段階に分類される土器が混在して出土している。

第13号住居跡は大部分が発掘区域外にかかり、また第12号住居跡と重複している。そのため北東

コーナ部が残存するのみで、深さは0.05mと浅い。壁溝が廻っていることから、辛うじて住居跡と

して確認できた。壁溝の規模は、幅0.12~0.17m、深さ0.06~O.llmを測る。カマドは構築されて

おらず、 0.63X0.65m、深さ0.12mを測る炉跡が北東コーナ一部付近に検出されている。ピットは

2基確認されている。遺物は出土していない。

第183図第9~13号住居跡近景
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第14号住居跡

1 暗褐色土 焼土・炭化物・ローム・砂粒子含む。しまり強、粘性弱。

2 暗褐色土 炭化物粒子、木炭片極多量含む。しまりやや弱、粘性弱。

2'暗褐色士 やや暗い。焼土・炭化物粒子多く含む。

2"暗褐色土 やや明るい。焼土・炭化物粒子多く含むロ

3 茶褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまり弱。

4 黄褐色土 若干の炭化物粒子含む。しまりあり、粘性強。

5 赤褐色土 焼土主体。炭化材混入。しまりややあり。

6 黄褐色士 7より口＿ム粒子やや多く含む。

7 茶褐色土 若干の焼土・炭化物粒子含む。しまり・粘性あり。

8 黄褐色土 二次堆積ローム主体。しまり・粘性強。

第14号住居跡ピット 3

1 褐色土 炭化物、灰色砂粒含む。しまりあり。

2 暗褐色土 灰色砂粒若干含む。しまりあリ。

3 褐色土 灰色砂粒多く含む。しまりあり。

゜
2m 

第184図第14号住居跡

第14号住居跡（第184図）

セー365• 366Gridに位置し、北半部は発掘区域外にかかっている。噴砂の亀裂が入り込み、床面

には若干の段差が生じている。東西5.45m、深さ0.36~0.46mの規模を有し、西壁はN-7°-Eに

向けている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は西壁・南壁に廻っている。壁溝の規模は、幅0.18

~0.24m、深さ0.10mを測る。ピットは 3基確認されている。カマド・貯蔵穴等の施設は検出され

ていない。床面直上に焼土・炭化物が存在していることから、火災住居跡の可能性もある。遺物は

散在し、特に南東コーナ一部からは甕形土器類がまとまって出土している。
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第185図 第14号住居跡出土遺物（1)
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10cm 

第186図 第14号住居跡出土遺物(2)

第14号住居！ぷ（第185。186図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口12.5 高5.3 B+R＋闇 橙 100 No.21。

2 坪 口(13.0) R多渭 橙 20 

3 坪 口(12.6) R 橙 30 

4 坪 口(12.4) R 橙～にぷい赤褐 20 

5 坪 口13.2 高5.2 R多＋H 橙 70 

6 坪 口13.0 高5.0 R多＋11 橙 90 No.20・23-36。内面風化

7 ミニチュ 口（8.2) 底2.6 R多＋H 橙 30 

ア 高4.9

8 ミニチュ 底3.2 R+H 橙 下半部 60 No.1。外面風化
ア， ～：：：ー一プ→ユ 底(2。2) B+R＋闇 （内）橙（外）明黄褐 30 外面風化

ア

10 坪 口(15.2) 高5.0 R 橙 20 恥3°4。内面風化

11 坪 口(16.0) R多惰＇ 橙 20 嵐30。内面風化

12 坪 口16。O R多柑 橙～にぶい橙 40 勘26。

13 坪 口(17.8) 底3.2 R多＋H 橙 20 No.12。内面風化
高5.3

14 高坪 口18.4 R多＋屑 橙 暉 80 鰤 •8。内面風化

15 高坪 口15.8 B+R多舟 橙 坪 90 嵐38。内面風化

16 椀 口(18.0) R 橙 口縁 30 嵐11。風化
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17 椀 口14.8 底3.5 B+R+W 橙 80 No.28。底部ケズリ
高11.1 胴15.4

18 小型甕 口15.4 底6.8 砂 橙～浅黄橙 80 No.31。底部ケズリ
高17.6 胴16.4

19 小型壷 胴(16.4) R+W 橙 胴部 40 粘土紐積み上げ痕

20 小型甕 口13.0 底4.2 R多渭 橙 80 No.32・37。底部ケズリ
高8.8

21 小型甕 口10.0 底3.3 R多＋H 橙 80 底部ケズリ
高9.4 胴10.4

22 小型甕 口13.4 底4.6 R にぶい橙 60 No.36。底部ケズリ内面風化
高12.7 胴14.7

23 甑 口21.0 底5.2 R多＋H 橙 70 No.15 • 16 • 17。粘土紐積み上げ痕
高14.7

24 台付甕 台9.2 R 橙 調部 70 風化

25 壷 口(18.6) R多＋H 橙 口縁 20

26 壷 底7.2 R+W＋砂 にぶい橙 底部 80 No.29。底部ケズリ

27 甕 口20.4 底7.8 R多＋砂 橙～浅黄橙 70 No.2・ 10 • 25 • 27 • 33・ 39。底部ケズリ粘
高29.9 胴24.0 土紐積み上げ痕

28 甕 口17.4 底6.4 B+R+W+W' （内）橙 80 No.34。底部ケズリ粘土紐積み上げ痕
高27.8 胴24.2 （外）にぶい黄橙

第15号住居跡（第187• 188 • 189図）

モー365• 366、セー366Gridに位置し、南壁が第19号住居跡北西コーナ一部と接している。床面

には炭化材が散在していることから、焼失住居跡と考えられる。覆土にも焼土・炭化物が多贔に含

まれている。規模は主軸辺4.80m・短辺4.67m、深さ0.43~0.50mであり、主軸方位はN-9°-E

を測る。壁はやや傾斜をもって立ち上がり、幅0.10~0.37m、深さ0.02~0.03mの壁溝がほぽ全周

している。カマドは北壁中央に構築され、全長2.26m、焚き口幅0.41mの規模をもっている。袖部

は地山を掘り残して形成し、燃焼部は隅丸長方形を呈している。火床面はよく焼けており、平坦面

から立ち上がっで煙道部に続いている。煙道の天井部が一部残っており、高さは0.2~0.3m程度で

ある。煙道部床面ば煙出部に向かって緩やかな傾斜を上り、いったん立ち上がって煙出部に達して

いる。煙出部分に土器が集中して検出されており、煙出口部に使用されていたものと思われる。貯

蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に位置している貯蔵穴Aと、南東コーナ一部に位置している貯

蔵穴Bの2基が確認されている。貯蔵穴Aは楕円形で、南北0.48m・東西0.67m、深さ0.16m、貯

蔵穴Bは方形で、南北0.72m・東西1.05m、深さ0.48mを測る。 4基のピットはすべて柱穴である。

南西コーナ一部には黄白色の粘土が3~4cmほど堆積し、炭化物・赤色粒子が多量に含まれている。貼

床が全面に施されており、カマドに対向している南壁際は隆起している。位置から住居跡の入口部で

ある可能性が高い。遺物はカマドおよび2基の貯蔵穴とその周辺部から出土している。

第16号住居跡（第194図）

ヒー364・モー364• 365Gridに位置している。第17• 18号住居跡と重複し、新旧関係は第17• 18 

号住居跡よりも新しい。北東コーナ一部は調査時に排水溝によって壊されている。規模は主軸辺

5.75m・短辺4.llm、深さ0.18~0.23mで、主軸方位はN-116°-Eを測る。壁はやや傾斜をもっ
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第 15弓住屈跡

］ 褐色＿i_ 焼1 ．炭化物粕—臼衿 l• 含む。砂粒渥入，．

しまりあり、粘件弱じ

ロ 褐色＿十 焼十．．炭化物粒了多く含む。砂粒混入。

しよりあリ、粘性弱，

3 暗渇色上 焼＿L粒了ー・プロック、炭化物粒了多鼠に含む。

しまリ・砧件ややあり。

4 暗褐色上 炭化物粒了、炭化物多く、焼士粒子若干含む。

しまリあり、粘性強。

5 貨褐芭＿し 燒上・ 1炭化物郎）f多く含む。ローム料げ混入。

しまりあリ、粘性強。

［ぅ 褐仇」ー ：］類仰ーロ ム十粒了＿K'；干含む。しまりあリ、

枯杵ややあり。

7 黄褐色十 ［Iーム粒千含む。しまりあり、粘性強。

筍 I5号住届跡貯蔵穴A

I 褐仇 I 灰色砂粒f多く、焼tわI-f、炭化物合む。

I,まりあり，．

ロ 暗褐色十 仄色砂料If芳I、灼上位（、炭化物含む，
しまリあり．）

:1 ／沢褐色t 灰色砂粒fあく、炭化物含む。軟尼［。

第 l,,号ti居跡貯蔵穴B

l 褐色十 ぶ1 |―-0) 仄色砂粒子、焼十・灰化物粒—f

微試合む 軟質，

已褐色卜 以化物多く、焼＿L粒（,;I含む。

ふ II音見渇色1＿ 訳色砂~焼ト・炭化物粒了·若干含む．

しより杭 IJ。

] --- 2m 
-- | --- 1 

第188図第15号住居跡（2)
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第15号住居跡カマド

A 褐色士 焼上・炭化物粒了少呈含む。

13 賠褐色土 焼土・炭化物粒了多梵含む。

c 暗褐色土 炭化物若十、焼土塊多く含む。

fl暗褐色十 焼十、炭化物若千含む。

1, 灰黒褐色土 焼士、炭化物若干含む。

F 暗褐色十 焼十粒千極多．鼠含む。

G 暗I火赤褐色」ー 焼十粒千枷多是、炭化物少鼠含む。

しまりあり＂

B 

0 1m 
I I - 1 

第189図第15号住居跡(3)

て立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは東壁南よりに構築され、全長0.92m、焚き口幅

0.42mを測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は方形を呈している。また袖部先端にピットが検出

されている。貯蔵穴はカマド南側の南東コーナ一部に位置している。円形で、南北0.41m。東西

0.39m、深さ0.26mの規模をもっている。柱穴は確認されていない。遣物は床面のほぼ全面から出

土し、石製勾王 1点、石製臼玉 1点、編物石2点がある。また床面直上から炭化物が検出されている。

第17号住居跡（第197図）

モー364• 365Gridに位置している。第16• 18号住居跡と重複し、新旧関係は第16号住居跡より古

く、第18号住居跡より新しい。カマドは確認されていない。規模は東西4.62m・南北4.26m、深さ

0.09~0.25mで、長軸辺の方位はN-95゚ Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻って

いない。貯蔵穴は南東コーナー部に位置している。南北0.83m・東西1.00m、深さ0.40mで、不整

形を呈している。ピットは10基検出され、 Pl~P4が主柱穴である。南西コーナ一部から南壁中央
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第190図 第15号住居跡出土遺物(1)
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第191図 第15号住居跡出土遣物(2)
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゜
10cm 

第192図 第15号住居跡出土遣物(3)
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第15号住居跡（第190~192図）
No. 器種 大きさ（C覧） 胎土 色調 残存率（災） 偏 考

1 椀 口(12.2) R多柑 橙 30 尚．45・46。内面風化

2 椀 口12。0 底3。5 R多舟 橙 80 疇ケズリ
高5.5

3 坪 口（14.0) B 橙 20 

4 坪 口12.0 B+R＋関 橙 80 No.32。

5 坪 口13.0 高5.0 B+R 橙～浅黄橙 90 池35.37。

6 坪 口13。2 高5。2 R 橙 90 勘.39。

7 坪 口(13.0) B+R+W 橙 40 

8 坪 口12。0 高4.9 B+R多 橙 100 恥38。

， 坪 口(12.0) R+W 橙 30 

10 坪 口12.6 高5.5 B+R多 橙 90 ｝り34。

11 坪 口12.0 高5.6 B廿｛ にぷい赤褐 50 恥50。

12 坪 口(11。8) R 橙 30 恥84。

13 坪 口(13.0) 高6.4 R 橙 50 恥3。

14 坪 口(12.0) R多舟 明赤褐 20 No.53。

15 坪 口14.0 高6.1 R 明赤褐 80 No.16。

16 坪 口(11.8) R多＋屑 橙 40 恥64。65• 68。

17 坪 口12.4 高4。8 R 橙～にぶい黄橙 90 嵐57。風化

18 坪 口13.0 高5.4 R多＋H 橙 100 No.9。風化

19 坪 口13.2 高5.5 R多＋闇 橙 100 池55。

20 坪 口14.4 高4.6 B+R＋屑 橙 80 恥33。

21 坪 口13.2 高5.0 R多＋付 橙 80 No.1。

22 坪 口13.4 高5.3 R+W 橙 80 No54。

23 坪 口（14.0) R 明赤褐 10 

24 椀 口12.6 底4.5 R多柑 明赤褐 100 No.8。製作時の基台未調整
高6.7

25 坪 口(14.0) R 橙 20 恥30。内面風化

26 坪 口13.8 R多＋柑 明赤褐 50 No.92。

27 坪 口12。2 高5.5 R多舟 明赤褐 90 No.40。

28 坪 口13.5 高6.9 R多瑾 明赤褐 90 No.23。

29 坪 口11.0 高7.4 R多瑾 橙 100 邸 0。
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30 坪 口10.6 高11.0 R多翡 橙 60 No.2。

31 坪 口(13.8) R にふい赤褐 30 嵐12・64・66。

32 椀 口13。2 高8.3 B+R多 橙 70 勘。5。

33 小型甕 口(12.4) R多＋料 橙 20 嵐76。内面風化

34 小型甕 口12.6 R 明赤褐 上半部 30 No.77・78。内面風化

35 高坪 口(16』) 屈 淡橙 坪部 60

36 高坪 朦(130) R多＋村 橙 疇 30

37 甑 口(18.2) 底3。4 関 橙～明赤褐 40 甑5。6。外面黒斑

高14.1

38 鉢 口17.0 底5.6 R+W にぶい赤褐 70 諏10。攀砂ズリ粘填積み上げ痕
高10.l

39 歪 口18。2 底6。O 砂 橙 90 勘25。28。疇周辺に粘土細胴部外
高30。0 胴2203 面に黒斑粘土紐積み上げ痕明療

40 甕 口17.8 R＋砂多 浅黄橙 上半部 60 No.41。

41 甕 底7.0 R＋砂多 橙 下半部 40 No.BO・貯蔵穴B。底部周辺に粘土貼付

42 甕 口20.3 底5.8 R多噸＋砂 （内）浅黄橙 90 Ro.82。疇ケズリ

高30.0 胴21.8 （外）橙～浅黄橙

43 甕 口19.0 底6.7 砂 橙 40 底部周辺に粘土貼付粘土経積み上げ痕

高30.3 胴21.0

44 萎 口15.6 底6.5 砂 橙 80 恥17・貯蔵穴B。底部周辺に粘土貼付
高27.6 胴20.6 胴部外面中位に黒色部分粘土紐積み上

げ痕明康

45 甕 口19.2 底6.5 砂 にふい橙 90 No.18。疇周辺に粘且紺
高27.0 胴22.0

46 壺 口20.0 胴30.5 月 明赤褐 上半部 70 No.4。粘土紐積み上げ痕

第193図 第16号住居跡遺物出土状況
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第16号住居跡

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまりややあり、粘性弱。

2 暗褐色土 1より黄色い。焼土・炭化物・ローム粒子含む。

3 黄褐色土 ローム粒子主体。しまり・粘性弱。

4 茶褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまり弱。

5 明赤褐色土 焼土・ローム粒子含む。

6 赤褐色土 焼土・炭化物・ローム粒子含む。しまりやや弱、粘性弱。

7 黄褐色土 ローム土主体。しまり・粘性あり。

8 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子含む。

9 褐色土 焼土・炭化物粒子含む。

10 住居跡覆土1と同じ。

11 住居跡覆土2と同じ。

12 住居跡覆土3と同じ。

、3

疇冒

゜
2m 

第194図 第16号住居跡
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第195図 第16号住居跡出土遺物（1)
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第196図 第16号件居跡出土遺物 (2)

第16号住居跡（第195• 196図）
No. 器種 大きさ(cll!） 胎土 色調 残存率（駕） 俯 考

1 蓋 口(1208) R+H 灰 20 

2 坪 口(12.2) 高5.4 R （内）橙 40 勘．5。14。

（外）にぷい痘

3 坪 口12。2 R多濯 （内）黒（外）橙 70 恥42・55。

4 坪 口12.0 底3.0 R+H 橙 60 
高4.4

5 坪 口(13。2) 11 橙 30 恥3l. o 

6 坪 口1300 R 橙～褐灰 30 ilo22c尻化

7 坪 口(14.0) R 橙 10 
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8 坪 口13.6 B多＋R＋屑 橙 80 No.83・84・85・86・87。

， 坪 口13.4 R 橙 40 No.20 • 105。

10 坪 口(14.o) H 橙 口縁 30

11 坪 口(14.0) R多＋W 橙～浅黄橙 30 No.65。

12 坪 口(14.0) R 橙 20 

13 椀 口(14.0) R＋肖 橙 20 No.103。

14 椀 口(13.8) R （内）浅黄橙（外）橙 10 風化

15 鉢 R多＋H にぶい橙 40 No.81 ・82。底部外面周辺のみナデ

16 高坪 口15.8 R多＋砂 にぶい橙～にぶい 坪部 50 No.53。内面風化
赤褐

17 高坪 騨（13.4) R多＋H多＋w＇多 橙 胴部 30

18 高坪 調17.0 R多渭 橙～にぶい橙 調部 100 No.88。

19 甑 底7.4 B+R多渭 浅黄橙～にふい黄下半部 40No.4・ 34。外面に黒色部分
橙

20 甑 口16.4 底5.0 R多惰 橙 80 No.78・ 79。風化胴部外面中位に黒色部
高6.4 分

21 壷 口13.6 胴23.5 B+R多渭 明赤褐 70 No.37。内面風化胴部外面中位に黒斑

22 壷 口(14.2) R+W 橙～黒褐 口縁 20

23 甕 口(18.0) R＋砂 淡黄橙 口縁 20 No.47。内面風化

24 甕 口(18.0) Rt砂 淡黄橙 口縁 10 No.18。内面風化粘土紐積み上げ痕

25 甕 口(18.2) 胴23.2 R多＋H多 橙～にぶい黄橙 上半部 70No.66・70・71・72・74・97・98。胴部内外
面中位に帯状にスス付着

26 甕 口(20.0) W多＋砂 橙～暗赤褐 口縁 20 No.45。

27 甕 底7.6 砂 （内）にぶい橙 底部 100 No.BO。底部ケズリ外面風化
（外）橙

28 甕 底7.4 砂 （内）にぶい橙 底部 50
（外）黒褐

29 甕 底6.8 R渭＋砂 橙 底部 40 底部ケズリ内面風化

30 甕 底7.0 Rt砂多 にぶい褐 底部 50 疇ケズリ風化

31 甕 口(16.0) 底7.0 R＋砂多 橙 70 No.32・33。疇ケズリ内疇化
高31.7 

32 甕 底4.0 R＋砂多 浅黄橙 下半部 90No.1 • 4。底部ケズリ

33 甕 口(18.0) H＋砂 （内）浅黄橙（外）橙 30 No.99。内面風化

部にかけて粘土塊が確認されている。用途・性格等については明確ではないが、位置からカマドに

関連したものである可能性もある。遺物は貯蔵穴および粘土塊周辺からおもに出土し、ほかに石製

臼玉 1点がある。
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第17号住居跡

1 暗茶褐色土 焼土粒子(3ma)少景、炭化物粒子(5mm)多く含む口しまリ・粘件あ')。
2 暗黄褐色土 焼土微粒子、少鼠の炭化物微粒子含む。しまリ・粘性強。

3 黄褐色土 ローム粒子含む。しまり・粘性強。

4 暗褐色土 焼土微粒子、少械の炭化物微粒子含む口しまリ・粘性あり口

5 茶褐色土 焼土粒子(3~10mm)、多量の炭化物粒子(5~7mm)含む。しまり

粘性あり。

6 褐色土 炭化物微粒子少屋含む。しまり・粘性あり。

7 暗赤褐色土 焼土粒子(5~10mm)極多拭、炭化物粒子多最含む。しまり・

粘性あり。

8 賠赤色土 焼土層。炭化物粒子(3mm)少昂含む。しまりあり、粘性やや弱。

9 暗黄褐色上 炭化物粒子(3mm)少凪、赤色粒子(5mm)含む口しまり・粘性あい
10 暗灰色土 焼土粒子(1cm)、炭化物微粒子多最含む。しまりあり、粘性やや弱。

第17号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色土 焼土プロック (2~3cm)少量、炭化物粒子

(5~10mm)極多巌含む。しまり・粘性あり。

2 暗黄褐色土 炭化物粒子(5mm)少量含む。しまり・粘性強。

3 暗茶褐色土 炭化物微粒了少巖含む。しまリ・粘性あリ。

4 暗黄灰色土 やや砂質。炭化物粒子(5mm)微星含む。

しまりあり、粘性やや弱。

第197図第17号住居跡
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第198図 第17号住居跡出土遺物
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第17号住居跡（第198図）
No. 器種 大きさ(c鼠） 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 口(14.0) R にふい橙 10 内面風化

2 坪 口(14.0) R （内）にぶい赤褐 30 
（外）橙

3 坪 口(14。0) R 橙～にぶい橙 30 

4 坪 口11.2 高5.6 R多埠 橙～浅黄橙 80 

5 坪 口12.8 高5.4 R多惰 橙 80 池2。内面風化

6 坪 口14.0 高6.0 R 橙 70 池1。

7 坪 口(13.0) R多＋M 橙 40 甑44。外面風化

8 坪 口(13.0) 高5.5 R 橙 60 油8。

， 坪 口(13.8) 高5.0 H 橙～にぶい橙 30 No.11。内面風化

10 坪 口(13.2) R （内）橙 20 恥13。
（外）にぶい橙

11 坪 口(14.0) R 橙～黒褐 20 

12 坪 口13.0 闇 橙 30 内面風化

13 坪 口(13.B) R＋甘 （内）褐灰 20 図 0。内面風化
（外）にぶい橙

14 鉢 口(18.0) R 橙～浅黄橙 10 即 2。風化

15 壺 口(16.6) R多濯 橙～浅黄橙 上半部 30No.36 • 38。粘土紐積み上げ痕

16 甕 口(20.2) 砂 橙 上半部 30No.24 • 40 • 46。口縁部風化

17 甕 口(18。O) 砂多 橙～灰白 口縁 20 No.7・ 15。

18 甕 底8.0 胴21.8 R濯多 （内）黒褐 下半部 40 嵐19-28-58・22・29。鰤砂ズリ
（外）にぷい橙

第18号住居跡（第199図）

モー364、セー364Gridに位置し、第16• 17号住居跡と重複している。新旧関係は第16• 17号住居

跡よりも古い。規模は南北5.25m・東西4.47m、深さ0.12~0.16mで、長軸の方位はN-18°-Wを

測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。幅0.09~0.29m、深さ0.08~0.19mの壁溝がほぼ全周し

ている。焼土塊が東壁中央部付近に検出され、この部分には壁溝が廻っていない。これを炉跡とす

るならば最終段階のものである。明確ではないが、壁溝が途切れていることから、構造は不明であ

るけれども、原初的なカマドである可能性も残されている。ピットは 7基検出されている。なかで

もPl• PZは、位置および規模から貯蔵穴と把握すべきかもしれない。

第19号住居跡（第203• 204図）

ヱ一364• 365 • 366、ヒー364。365 • 366、モー365 • 366Gridに位置している。規模は主軸辺

9.15m ・短辺8.79m、深さ0.29~0.44mで、周辺に位置している住居跡に比べて群を抜いている。

主軸方位はN-12°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、南壁を除いて、幅0.17~0.53m、深さ
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第18号住居跡

1 暗茶褐色土 炭化物プロック (3cm)少鼠含む。しまリ・粘性あり。

2 茶渇色土 多量の焼土微粒子、炭化物粒子(3mm)含む。しまりあり、粘性やや弱。

3 褐色土 焼土粒子(3mm)、少景の炭化物粒子(3mm)含む。しまり・粘性あり。

第18号住居跡ピット D-D' 

1 焼土

2 赤褐色土 焼土粒子・プロック多星含む。しまりあリ。

3 灰黄褐色ナ 焼土粒子わずかに含む。しまリあり。

第18号住居跡ピット E-E'

1 暗褐色土 焼上粒子(5~10mm)少堡含む口しまり・粘性あり口

2 暗黄褐色土 炭化物粒子(5~10mm)少最含む。しまり・粘性あり。

3 暗褐色土 炭化物粒子(5~10mm)少星含む。砂粒多。しまり・粘性やや弱。

4 暗黄色土 黄白色粘土プロック (2cm)少拭含む。しまり・粘性あり。

第199図第18号住居跡
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第200図 第18号住居跡出土遺物 (1)
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第201図 第18号住居跡出土遺物 (2)

第202図 第19号住居跡カマド周辺遺物出土状況
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第18号住居跡（第200.201図）
No. 器種 大きさ(clil) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口13.8 底4.4 R多 橙～にぶい橙 100 No.40。疇周辺に記螂外面に黒斑
高6.3

2 坪 口12.6 底3.4 B+R多＋屑 橙～浅黄橙 80 恥46。鰤砂ズリ外面に黒色部分
高6.1

3 坪 口(14.6) 底3.0 R多＋H （内）灰白 50 No.37。疇ケズリロ縁部内面に黒色部
高6.0 （外）橙～にぶい橙 分が帯状に廻る

4 高坪 口18.6 R多舟 橙 坪部 90 No27。外面風化

5 高坪 口20.4 R多惰 橙 坪部 90 恥55。口縁部外面に黒色部分

6 高坪 膨(15.4) R多 橙 鵬 30 風化

7 高坪 口17。4 R多惰多 （内）橙～黒（外）明 坪 100 池邸。内面に黒色部分力噂眈はに廻る
赤褐～にぶい赤褐

8 高坪 腿12.4 R多舟多 橙 疇 90 嵐18・19 • 24・42。風化

， 高坪 口19.6 R多柑 橙～にぶい橙 暉 90 甑52。口縁部に黒変部分

10 高坪 胴（15.2) R多舟 橙 鵬 40 No.57。

11 高坪 口19.2 R+W多 橙 坪部 100 嵐44。外面風化

12 高坪 W多 （内）黒褐（外）橙 疇 80 llo.58。

13 高坪 口19.0 腿15.2 R 橙 80 No.56。
高15.8

14 椀 口13.0 底3.0 R多＋屑 明赤褐 40 No.12 • 45。内面風化底部内面に黒色部
高9.4 分

15 小型壷 底2.6 胴14.8 R多＋屑 浅黄橙 80 No.48。内面風化

16 小型甕 口14.2 胴(14.B) R多 橙 上半部 40No.11・15。内面風化

17 甕 口12.6 胴(16.6) R＋屑惰＇多 橙～灰白 上半部 70No.53。粘土紐積み上げ痕明瞭

18 ミニチュ R 橙 40 No.1。
ア

19 甑 口21.8 底3.6 R+¥11 橙～浅黄橙 70 No.47。
高14.8

20 壼 口(20.0) R多＋屑 橙 10 嵐39。内面風化

21 壷 口19.6 R+M 明赤褐～暗赤褐 口縁 90 No.51。

22 壷 口16.2 R舟＋砂 橙 口縁 100 No.49。

23 甕 底7.2 R+W'多 （内）にぶい橙 底部 80 外面風化が著しい
（外）橙

24 甕 口16.2 底7.6 R＋屑十N'多 （内）黒～灰白 60 No.3-4-5 • 8・ 10・ 15 • 17。風化が著しい
高26.3 胴24.6 （外）橙～にぶい褐

25 甕 口16.4 底9.0 W多 橙～灰白 70 No.50。底部ケズリ内面風化胴部下半
高26.1 胴22。6 黒変

0.02~0.20mの壁溝が廻っている。カマドは北壁中央に構築されている。煙道部先端が第17号住居

跡によって切られ、焚き口幅0.65mを測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼部で大きく「ハ」の字に

開いている。貯蔵穴は 2基設置され、カマドの西側の北西コーナ一部の貯蔵穴Aと、南西コーナー

部の貯蔵穴Bが検出されている。貯蔵穴Aは方形で、南北1.02m・東西0.80m、深さ0.13m、貯蔵

穴Bは不整形を呈し、南北1.30m。東西1.65m、深さ0.22mを測る。 7基のピットのうち、 Pl以外
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第 19号住居跡

］ 苓褐色十 焼土・炭化物拉［政量、 1焙灰色砂恥．f含む 1.ま I)あり、粘性弱。 4 茶褐色土 石・斤の焼十▲炭化物粒子、賠灰総砂粒f・多術含む。しよし）あり、枯は弱

0 2m ＇； 黒褐色士 芥土粒子若丁、炭化物多婿、茶喝色籾 l・合む。しまり・粘性あり。 り 暗茶渇色t 暗灰色砂・暗褐釦 粋子若干含む口しまりあり、粘・ド1屯L

~- ----1 - 1 し．： 暗褐色土 紐士・炭化物既千若干含む。しまり~枯性あり。 し 暗褐仔土 暗仄色砂粒子若 I含む，しまりあり、枯性弱。

第203図 第19号住居跡（1)
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第19号住居跡カマド

A 橙色土 よく焼けた焼土層。しまりあり、粘性弱。

13 暗黄褐色土 焼七粒子(5~10mm)少景含む。しまり・粘性あり。

C 暗黄褐色土 13よりも明るい。焼土粒子（微粒～10mm)多く含む

しま＇）・粘性あり。

D 暗褐色土 焼土プロック (2~3cm)多最、炭化物微粒子少星含

む。しまり・粘性あり。

E 暗灰色土 焼土プロック (3~4cm)多く、炭化物微粒子極多凪

含む。しまリ・粘性弱。

『 暗赤掲色上 よく焼けた焼土屑ロプロック状。 [U1凸がある＾

B' 

A--
A' 

B 
330m 

8' 

第19号住居跡貯蔵穴B B-B' 

1 暗茶褐色土 炭化物粒子(3mm)少旦含む。しまり・粘性あり口

2 黄褐色土 ローム粒子多く含む。しまり・粘性あり。

3 暗黄褐色土 焼士粒子(3~5mm)、少景0)炭化物粒子(3mm)含む口しまり・粘性あり。

4 暗黄色士 炭化物微粒子少旦含む。しまり・粘性あり。

5 暗灰色七 炭化物微粒子多巌含む。しまり・粘性あり。

6 暗褐色土 炭化物微粒千少畏含む。しまり・粘性あり。

A' 

言三三疇
第19号住居跡貯蔵穴A A-A' 

1 茶褐色土 焼土粒子、焼七塊、炭化物多く含む。

しまりあり。

2 灰褐色土 灰色砂粒了多く、炭化物、焼土粒子

若f含む。しまリあり。

3 灰褐色土 灰色砂粒子若千含む。しまりあり。

第204図第19号住居跡（2)
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第205図 第19号住居跡出土遺物（1)
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第208図 第19号仕居跡出ナ遣物（4)
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第209図 第19号住居跡出土遺物(5)
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第210図 第19号住居跡出土遺物(6)
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第212図 第19り仕屈跡出士遣物(8)

は柱穴である。 カマドに対向する南壁際中央部は、床面が馬蹄形状に盛り上がっている。陪くしま

っており、 この部分が人口部であったと考えられる。追物はたいへん多く出土し、ほかに打製石斧

1点、編物石 7点がある。

第20号住居跡（第213。214図）

モー367、セー367Gridに位置し、第22。30号住居跡と重複している。新旧関係は第22。30号住居

跡よりも新しい。規模は主軸辺4.63 m。長辺4.73m、深さ0.28~0.43mで、主軸方位はN-59° W 

を測る。壁はやや傾斜をもって立ち上がり、幅0.15~0.32m、深さ0.06~0.10mの壁溝かほほ全周
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第19号住居跡（第205~212医）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(13.6) R多＋H 橙 20 内面風化

2 坪 口(13.8) R 橙 20 内面風化

3 坪 口10.4 高3.5 B+R+W+W'少 橙 50 口縁端部面トリ外面に黒色部分

4 坪 口(13.0) R多 にぶい橙～浅黄橙 20 外面に黒色部分

5 坪 口13.2 底4.0 R 橙 95 No.236・カマド。
高5.3

6 坪 口(12.4) R 橙 40 No.202・カマド。

7 坪 口(11.0) 底(2.3)B 赤橙～淡橙 50 内面風化
高(4.2)

8 坪 口(14.0) 底3.2 R 橙～にぶい橙 30 No.240。内面風化
高5.0， 坪 口13.8 底3.8 R多 橙～にぶい黄橙 70 No.319。内面風化
高5.1

10 坪 口13.5 底4.0 R 明赤褐 70 No.224 • 225 • 226。
高5.8

11 坪 口(12.8) 底3.6 R多 橙 30 風化
高5.9

12 坪 口12.0 底3.6 R＋砂 橙 95 疇ケズリ
高5.2

13 坪 口14.0 底3.2 砂 橙 100 No.51。風化口縁部外面に黒色部分
高6.3

14 坪 口13.8 底3.8 B+R+W 橙 80 No.311。外面に黒色部分
高5.7

15 坪 口16.2 底3.0 R 橙～にぶい橙 100 No.171。内面風化口縁部黒色部分
高5.4

16 坪 口14.3 底5.2 R 橙 80 No.53。
高5.2

17 坪 口(13.6) 底3.4 R （内）浅黄橙（外）橙 50 No.1。内面風化
高5.0

18 坪 口15.4 底4.2 R多＋H 橙～浅黄橙 70 No.127。風化
高5.3

19 坪 口16.0 底3.4 R多 橙 90 No.57・276。
高5.8

20 坪 口16.2 底5.0 R多＋H 明赤褐 80 No.3。
高6.0

21 坪 口13.6 高6.0 R 橙～淡黄橙 70 No.77。風化

22 坪 口(13.6) 底3.2 R 橙 25 No.172。風化が著しい
高5.0

23 坪 口(14.5) R多 橙 30 No.125。風化が著しい

24 坪 口13.2 高5.2 R 橙 90 No.41 • 54。内面風化

25 坪 口(15.9) 高4.3 H 橙 30 No.86。内面風化

26 坪 口(16.0) R多 橙 40 No.62。

27 坪 口(16.2) 高4.6 R多 橙 40 No.96。

28 椀 口17.0 底4.4 R多 （内）橙（外）明赤褐 80 No.42。口縁部嘩黒色
高7.1

29 椀 口14.8 底4.0 R 橙～淡黄橙 80 No.77 ・99。風化が著しい
高5.6
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30 椀 口15.6 底4.0 R 橙 95 No.250。内面黒色
高6.8

31 椀 口12.8 高4.8 R 橙 95 No.194。

32 椀 口10.9 底1.8 R 明赤褐 90 No.123。風化
高4.7

33 椀 口16.2 底4.6 R+W 橙 70 No.126。
高6.6

34 椀 口14.6 底3.0 R多渭 橙 90 No.105。底部ケズリ
高5.7

35 椀 口14.0 高5.9 R多 （内）橙 80 No.39 • 50。風化
（外）にぶい橙

36 椀 口12.2 底4.6 H多＋W＇多 明赤褐 70 No.93。疇ケズリ
高6.0

37 椀 口(11.2)底2.8 R多渭 橙～明黄褐 50 No.108。内面風化
高6.1

38 椀 口12.8 高6.4 R 橙 90 No.254。

39 椀 口13.6 高6.1 R多 橙～明赤褐 70 No.60・67・70。

40 椀 口(13.2) 底3.2 R多 橙～淡橙 70 No.112。
高6.9

41 椀 口12.0 底4.2 R 橙 100 No.176。内面風化が著しい
高5.6

42 椀 口11.2 底3.4 R 橙 95 No.222・カマド。風化
高5.5

43 椀 口(15.0) 底3.6 R 橙 70 No.147。風化が著しい
高5.8

44 椀 口17.8 底5.0 B+R多十H 橙～浅黄橙 90 No.63 • 64 • 124。風化外面に黒色部分
高6.8

45 椀 口9.6 底3.3 R 橙 90 No.101。
高7.6

46 椀 口12.0 底4.8 R 橙 40 No.263。
高7.7

47 小型壷 口(9.2) R多 橙～明赤褐 口縁 70 No.94・ 315。胴部に黒色部分

48 椀 口(14.1) R多 明赤褐 40 No.154。内面風化

49 小型甕 口(11.4) R多＋H 明赤褐 70 No.ll9。内面風化

50 小型甕 口(11.6) 底2.5 R多 明赤褐 30 No.74。内面風化
高8.8

51 小型琵 口10.0 底3.0 R多＋H 明赤褐 70 外面風化
高9.5

52 高坪 口17.8 脚12.6 R+W+W' 橙 90 No.287。坪部内面風化が著しい口縁端
高14.4 部面トリ

53 高坪 口17.8 脚（13.0) B+R多 橙 70 No.186 • 187 • 249。
高14.6

54 高坪 口16.8 脚(13.0) R多 （内）にぶい橙 80 No.162・ 174・ 1750坪部内面風化口縁部
高14.3 （外）橙 に黒色部分

55 高坪 口(17.4)脚(12.6) R多 明赤褐 70 調端部に沈線
高12.3

56 高坪 口17.8 R 橙 80 No.227・カマド。

57 高坪 口(17.0) R多 橙 坪部 60

58 高坪 口15.1 R多 橙～にぶい橙 坪部 70 No.318。暉と鵬の齢痕明瞭

59 高坪 口(20.6) R 明赤褐 坪部 40 No.204・ 246・カマド。口縁端部面トリ
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60 1 高坪 I口17.4 IR多 阿隅ー赤一褐［坪部三90 |}虹218・122・129。口緑端疇iトリ
］ 61 I 高坪 I口166 IR多 9カマド。内面風化

62 I i島坪 口(20.2) R 橙 好部 20 lfo.239。カマド。

63 I 高坪 橙 奸部` 20 内面風化

紅 I高坪 橙 疇 40 内面風化

65 I 高坪 R 橙 疇 60 甑4。

66 I 高坪 R 橙 暉 40 尚公88。風化が蓉しい

67 I 高坪 口17.2 R （内）にふい橙 疇 100 嵐323。脚部との接合痕明康
（外）明赤褐

68 I 高坪

R＋問

橙祖

坪部 30 庫188。

69 麻坪瞬（11.6) 脱陪E80 INa161。

I 70 高坪瞬13.4 IR 濯 90 枷283。内外面風化

71 高坪 脚(12.0)
RR 多

（内）にぷい橙 60 1嵐97,外面属化
（外）橙

72 高坪閥1400 橙 60 枷286。外面風化

I 73 I 高坪 R 橙 鴫~ 80 鷹化

74 I 高坪 R 橙 疇 70

75 I 高坪 H 橙 諏~ 30 外面風化

76 I 高坪 R 橙 疇 80 I Na179。

77 I 高坪 R 橙 響 80 |Na104。

78 I 高坪 R+W多 橙 疇 l80 1No248。

79 I 高坪 R 橙 餌郡 90 憎認55。

ao I 高坪 R 橙 脚部 80 憤認850

81 1 高坪 R 橙 闘部 70 |Na301。

82 i 高坪 橙 鴫~ 80 INa190。

83 I 高坪 橙 腔陪~ 80 恥1牡5。

84 I 高坪 H 橙 朋 80 屈1820外面風化が著しい

135 I 高坪 炉＇，翌． 薗部 80 沿130c

86 I 高坪 にぶい黄控 疇 70 風化

37 I 高坪 橙 疇 80 討o.153。外面凰化

I I 88 誦坪 警 腐部 70 llo.280 • 281。風化が著しい

89 高坪 橙 疇 10 風化が著しい

- 272 -



so Iミニチュ ＇ 口7.2 底3.0 R多

明に赤ぷ褐い橙

50 悔］44。
ァ高3.0

I l ！ 91 ミニチュ
R多 疇 30 風化が著しい

ア

92 ミニチュ底3.2 最大7.0 IR多 博 園部 50 庫45。内面黒色

93 アミニチュロ2.6 底2.0 R にふい黄控 150 
ア 高2,1 埓文3,8

ミニチュ 口(fin(l)底(2。2) R多 橙 40 風化

ア 高6.9

95 I手捏土器 口(8.0) 底4u2 R にふい橙 80 外面と内面下半に黒色部分

商6.4

96 Iはそう情司(10.7) R 橙 20 風化が奢しい

R 稔 口緑 70 風化

IR 濯～浅黄橙 1胴部 40 伽146。157。

99 !紺 I IR 博～浅黄橙 1胴部 10 ！外面風化

100 I 均庫16.6 IR l橙 20 枷7。

l01 |均 I底3.5 IR Itこぷい橙 1下半部 40|嵐192。

102 I 11甘 底4.0 R 橙 疇 90 勘2‘1()。

103 I 紡口17.0 底4.o R＋砂多 ふ企た又 60 尚6・20。瞬砂ズリ
高9。7

104 I 鉢 口(14.6)胴15.6 R 橙 60 恥79・103・287。内面風化

105 I小型甕口13.6 底4.3 R 橙～にぶい橙 80 拗290・292。底部ケズリ胴部外面下半
喬！2.5 胴15.2 に黒色部分粘土紐積み上げ痕

1 0 6 ! 甕 口(16,6) 底5,6 R 橙 30 勘,201・207・208・210,疇ケズリ
.7 脹il8.2 

107 小型窪 口14.0 底4.6 R 橙 90 尚215。麟砂ズリ粘這瀾み上げ痕
高143 胴15.3I i i08 JJ翌墨底5。2 IR多 1（内）橙（外）淡授 1底部 60 疇奴l)麟付近に黒色翻

109 小型甕口(12.4) 底4.5 R 
橙橙～赤褐

40 伽公03・カマド。底部ケズリ胴部内面風
高13¢ 胴(14。1)

化面］00・298・306。外面下半に黒色部分1 10 甑 口186 底5,2 R多 80 
高17,9 

！ l 1 1 l 甑 口19.0 底5.6 R, 橙 80 郎299・306。外面中位に黒色部分粘土
高l.9.0 紐稼み上げ痕

i 12 壼 口18.6 R,•記砂 橙 口縁 50 向291。

113 蜜 口19.2 R多碍 橙 口緑 80

114 I 壼 1口2L5 1口緑帥

1151 壼

l 

口18.2 胴位8。4 R多 證 上半部 60 恥78・81。264。粘土紐稿み上げ痕

llSI 喪 口12.8 胴29.0 賢多 袴～にぷい黄橙 70 恥5・14・ 15・22・26・33・266。内面匿化
粘土紐禎み上げ痕明寂

1 •l7 1 翌 口(.29.0) 底7.2 R豆弩 樫 70 詢6・7・8・U・12• 13 • l 6 • 1 7 • 18 • 19 • 21・
高料．1 胴28.5 I橙 寧801四己，；t:ロ．ニ118 I 蛮 6 原i20.0 IR 
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119 甕 口20.6 底6.5 B+W 橙～浅黄橙 90 No.29・32・34・271・273・274・277・278・2 
高29・0 胴25.8 79。底部ケズリ胴部に黒色部分

120 甕 口18.2 胴26.8 B+R多＋N 橙 70 No.65・75・79・85・92・95・107・111。

121 甕 口18.2 底7.4 B+R多＋H 橙 100 No.309。底部ケズリ胴部中位に黒色部
高30.5 胴27.0 分

122 琵 口19.0 底7.0 R多＋H多 にぶい赤褐 90 No.310。底部ケズリ
高29.2 胴24.6

123 嚢 口19.8 底6.4 R多＋砂多 にぶい橙～明赤褐 80 No.44 ・49 • 55・ 73 • 76 • 256 • 257。底部ケ
高28.4 胴24.4 ズリ胴部中位に黒色部分

124 甕 口18.2 底7.2 B+R+W 浅 80 No.221・カマド。底部周辺に帖土貼付胴
高28.3 胴22.6 部外面に黒斑

125 甕 口18.9 胴24.2 B＋砂 橙～浅黄橙 70 No.223・カマド。胴部外面に黒色部分

126 甕 口18.2 R多＋砂多 橙～にぶい黄橙 口縁 50 No.167・170。

127 夏 口17.4 底7.2 R＋砂 にぶい橙 90 No.219・カマド。底部ケズリ胴部中位に
高27.8 胴24.0 黒色部分

128 甕 口17.2 底8.4 R＋砂 にぶい橙 90 No.237・カマド。底部ケズリ胴部中位に
高26.9 胴22.9 黒色部分

129 嚢 口19.4 底6.4 R+W多＋砂 にぶい橙 100 No.220・カマド。底部ケズリ
高28.9 胴23.4

130 甕 口17.6 底7.0 R多＋砂多 にぶい橙 90 No.173。底部ケズリ内面に黒色部分
高29.8 胴21.4

131 窺 底(7.4) R多＋屑 （内）にぶい黄橙 胴部 50 No.262。内面風化胴部外面に黒色部分
（外）明赤褐

132 甕 口19.2 底5.8 R多 橙 90 No.294。底部ケズリ胴部外面に黒色部
高27.3 胴22.5 分粘土紐積み上げ痕

133 襄 口16.6 底4.0 H多 にぶい橙～にぶい70 No.4・9・10・24・31・39・267・268。底部ケ
高28.2 胴22.6 褐 ズリ外面に黒色部分

134 襄 口18.5 底8.0 B+R 橙～灰白 80 No.91 • 98 • 282。底部ケズリ外面にスス
高26.6 胴21.6 付着

135 甕 口(20.0) 胴22.0 B+R （内）にぶい黄橙 30 
（外）橙～にぶい黄
橙

している。カマドは西壁に構築され、しっかりした造りである。全長2.13m、焚き口幅0.45mを測

り、袖部は地山を掘り残している。燃焼部は長方形に掘り込まれ、火床面も平坦である。貯蔵穴は

カマド南側の南西コーナ一部に位置している。南北0.84m・東西0.86m、深さ0.60mで、隅丸方形

を呈している。ピットは 4基検出され、すべて柱穴である。遺物は比較的少なく、ほかに編物石 1

点が出土している。

第21号住居跡（第216• 217図）

セー367• 368、スー367Gridに位置し、第22号住居跡と重複している。新旧関係は第22号住居跡

よりも新しい。規模は主軸辺4.54m・長辺5.52m、深さ0.03~0.13mで、主軸方位はN-87°-Eを

測る。削平のため掘り込みが浅く、壁溝は廻っていない。カマドは東壁中央に構築され、全長

2.36m、焚き口幅0.42mを測る。袖部は地山を掘り残し、火床面はよく焼けている。貯蔵穴はカマ

ド南側の南東コーナ一部に位置している。南北0.81m・東西0.69m、深さ0.63mで、楕円形を呈し

ている。ピットは 4基検出され、すべて柱穴である。遺物はカマドおよび貯蔵穴から出土し、石製

臼玉 1点、土玉3点がある。
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第214図 第20号付居跡（2)

第22住居跡（第219• 220図）

モ 367、セ 367。368、ス 367Gridに位置し、第20• 21号住居跡と軍複している。規模は、主

軸辺6.33m・短辺6.12m、深さ0.21~0.38mで、主軸方位はN-34°-Eを測る。壁はほほ亜由に立

ち上がり、幅0.07~0.52m、深さ0.11~0.58mの壁溝が途切れながら廻っている。カマドは北東壁

中央に構築され、現存長し98m、焚き□幅0.52mを測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は方形を

呈している。貯蔵穴はカマド西側に位置している。楕円形で、南北0.71 m ・東西0.63m、深さ

0.34mの規模である。 ピソトは 4某検出され、すべて柱穴である。貼床はしっかりしているが、噴

砂の亀裂によって凹凸がある。北東コーナー謡床面直上に焼土が確認されている。遺物はカマド周

辺部から出土し、石製口王 2点、土製不明品 1点がある。

第23• 24号住居跡（第226図）

スー368• 369、ン一-368。369Gridに位悩している。第23号住居跡の大部分は現道下にあり、
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第20号住居 祢（第215図）
No. 器種 大きさ（C匿） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口(15.4) B+R にぶい橙 30 嵐3。

2 坪 口(12.0) B 浅黄橙 10 

3 坪 ロ(12.2) R 橙 20 風化が著しい

4 坪 口(12.2) R 橙 20 風化が著しい

5 坪 口(14.2) 高5.5 R 橙～にぶい黄橙 30 No.9。風化が著しい

6 坪 口（7.0) 底3.4 R多＋闇惰＇ 明赤褐 30 外面に黒色部分
高4.4

7 坪 口12.2 B+R 橙 60 駆•4。

8 椀 口18.2 高7.6 R＋砂多 橙 80 No.11・12・16・18・カマド。底部外面に黒
色部分， 椀 口(15.6) B+W十屑' 橙 口縁 30 No.16。

10 小型蛮 B （内）橙（外）浅黄橙 頚部 10

11 小型壷 口11。2 底3.2 B+W （内）橙 90 No.32。内外面に黒色部分
高12.9 胴16.4 （外）橙～明赤褐

12 小型壷 口12.4 底1.4 屑＋屑＇ （内）橙～明赤褐 100 No.50。胴部下半に黒色部分
高14.9 胴14.2 （外）橙～にぷい橙

13 高坪 口(17.0) R多 （内）橙 坪部 40 No.3。風化が著しい
（外）橙～黄橙

14 高坪 R 橙 疇 20 風化が著しい

15 高坪 B＋屑 （内）橙 脚部 60 No.15。
（外）橙～黄橙

16 高坪 R 橙 脚部 60 No.l。

17 甕 口(20.2) 砂 浅黄橙 口緑 10

18 甕 底(6.6) 闇＇ （内）橙 疇 20 内外面に黒色部分
（外）橙～明赤褐

19 蓋 口18.2 胴26.1 屑＋砂多 （内）浅黄橙 上半部 50 嵐14・20・46。内外面にうすい黒色部分
（外）橙～浅黄橙

20 壷 口20.0 R多＋砂 橙 口緑 80 嵐19。

21 甑 底9.7 R 橙～浅黄橙 50 No.7 • 10。外面にスス付着

に分けて調査を行なっている。そのため道路建設による削平を大きく受け、カマド周辺部のみ貼床

が検出されているにすぎない。第23号住届跡は第153• 155号住居跡と、第24号住居跡は第28号住居

跡と重複している。新旧関係は、第23号住居跡は第24• 153 • 155号住居跡より新しく、第24号住居

跡は第28号住居跡よりも古い。

第23号住居跡は主軸方向に拡張され、これに伴う壁溝（幅0.04~0.41m、深さ0.09~0.19m) が

2条検出されている。規模は拡張後が主軸辺5.40m・長辺5.94m、深さ0.09~0.22m、拡張前は主

軸辺4.29mであり、主軸方位はN-35°-Eを測る。カマドは北壁に構築され、全長が1.63m、焚き

口幅は0.75mある。袖部は地山を掘り残しているが規模は小さい。燃焼部は鶏卵形で、深く掘り込

まれている。煙道部は短い。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナー部に位置し、南北1.08m・東西
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第り 1号住I,i：切

］ 暗茶掲色上

9

]

3

4

5

6

 

暗黄褐色土

賠掲色上

暗茶褐色土

暗褐色上

暗褐色十．

焼士粒了•(3mm）、少昌の炭化物微粒子含む。

しまリ・粘性あり。

炭化物粒了(3mm)少鍵含む。しまり・粘性あり。

炭化物微粒千微最含む。しまり・粘性あ l)ロ

焼ナ粒—f(3~10mm) 多羅含む。しまり・粘性あり。

焼土粒了(3mm)少呈含む。しまり・粘性あり口

焼上粒子(3~10mm)、炭化物粒子(3mm)少晟含む。

しまり・粘性あり。

第217図

第21号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色土 焼土粒子(5mm)少呈含む。しまり・粘性あり。

2 暗灰色土 炭化物微粒子多凪含む。しまり・粘性あり。

3 暗灰褐色土 焼土粒子(3mm)、炭化物粒子(3rrtm)少儲含む。

しまリ・粘性あり。

4 暗茶褐色土 焼土粒子(3~5mm)、炭化物粒子(3mm)少蓋含む。

しまリ・粘性あり。

暗黄褐色土 焼七粒子(3田m)微蓋含む。しまリ・粘性あり。

暗灰褐色土 焼土粒子(3mm)微最含む。しまり・粘性あり。

5

6

 

第21号住居跡 (2)

第21号住居跡（第218図）
恥． 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口14.7 高3.5 B多＋R 橙 100 N(l.l。

2 坪 口(14.0) B+R （内）橙（外）浅黄橙 10 内面風化

3 坪 口(13.8) 橙 ロ縁 30

4 坪 ロ(14.4) R 橙 30 風化か著しい

5 坪 口(12.0) B 浅黄橙 30 
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第218図 第21号住居跡出士遺物

6 坪 口13.6 R （内）橙 20 外面に黒色部分
（外）にぶい黄橙

7 椀 口(14.0) 底9.6 砂 橙 50 No.13-28。内面黒色
高7.6

8 椀 口13.0 高11.0 砂 橙～褐灰 80 No.14。外面に黒色部分

， 甕 口(22.8) B 橙 30 No.12・ 17 • 18・ 19。粘土紐積み上げ痕

10 甕 口(22.2) B にぶい橙 口縁 10 No.15 • 16。外面黒色

11 甕 底4.0 砂 （内）橙（外）淡橙 底部 80 No.2 • 4。底部ケズリ外面に黒色部分内
面風化

12 高坪 H （内）橙 坪部 10 坪部と脚部の接合痕明瞭
（外）にぶい橙

13 支調 上端5.2 下端11.6 R+W 橙 70 No24。
高17.4
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三 第22号住／苫跡

1 )火褐色十

2 )火黄褪色七

2' 灰黄褐色土

3 賠灰褐色土

3'患褐色七

焼十・炭化物粒了わすかに含む。しまリあリ。

焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

焼土・炭化物粒了・集中部分。

焼t.炭化物粒了・多く含む。軟質。

炭化物ー［休。焼寸：プロック若干混入。軟質。

0 2m 
I --1 1 

第219図 第22号住居跡(1)
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第22号住屈跡カマド

A 暗1火褐色上 焼七粒子・ブロック、炭化物若干含むいしまりあり。

B 暗赤褐色士 焼上粒子・ブロック乍体。しまり弱ロ

C 暗灰色土 灰層。焼上・炭化物粒千若干含む。しまり弱、軟質。

D IX黄褐色上 焼十・炭化物粒下多く含む。軟質。

円 暗1火赤褐｛り上 焼上粒子多く含む。しまリあり。

F 灰褐色土 灰、焼上粒千・ブロック、炭化物粒千若千含む。しまりあ 9)。

゜
1m 

第22号住居跡貯蔵穴

1 灰貨褐色士 焼上・炭化物粒千若干含む。

2 暗灰色上 焼土・炭化物粒千多く含む。一部焼ナプロック混入口しまり弱。

3 黄褐色：L 焼十・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

4 灰色士 焼土・炭化物粒了若十含む。黄褐色士プロック混入。しまリ弱。

5 灰褐色土 焼上・炭化物粒子わすかに含む。しまり弱。

第220図第22号住居跡（2)
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第223図 第22号住居跡出土遺物（3)
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第22号什― （第221~225屈 l
No. 器種 大きさ(c■) 胎土・ 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口12.0 高6.1 R 橙 100 No.11。口縁端部面トリ外面に黒色部分

2 坪 口12.6 高5.5 B+R+W 橙 100 No.129。口縁端部面トリ内面に黒色の
付

3 椀 口(13.2) R 赤 口緑 40 No.137・カマド・貯蔵穴。

4 椀 口(12.0) R 赤 20 No.37。風化

5 椀 口12.6 高5.9 R 橙 70 No21。外面に黒色部分

6 椀 口13.5 高5.9 R 橙 100 No.86。外面に黒色部分

7 坪 口(12.6) 高6.0 R 橙 40 No.123。口縁端部面トリ

8 坪 口(12.2) R 淡橙 20 口緑端部面トリ

9 坪 口(13.5) R+W 橙 30 口縁端部面トリ

10 坪 口12.0 高5.3 R 橙 60 No.38。口縁端部面トリ

11 坪 口(13.0) 高5.7 B 橙 30 No.116 • 119。口縁端部面トリ

12 坪 口12.8 高6.1 R 橙 95 No.127。

13 坪 口13.2 高5.4 B 橙 100 No.9.口緑端部面トリ

14 坪 口(13.0) 高5.0 R 橙～にぶい赤褐 30 No.144・貯蔵穴。口縁端部面トリ外面に
黒色部分

15 坪 口(12.2) 高5.4 R 橙 30 風化外面黒色

16 坪 口(12.0) 高5.3 R 橙 30 No.63。風化

17 坪 口13.0 R 橙 40 No.63。風化

18 坪 口(12.6) R 橙 40 No.32。内面風化

19 坪 口(12.5) B+R多＋屑 橙 30 No.68。

20 坪 口(13.1) R にぶい橙 20 No.100.口縁端部面トリ

21 坪 口(12.0) にぶい橙 20 口縁端部面トリ

22 坪 口(12.0) R 橙 30 風化が著しい

23 坪 口(11.8) R 橙 20 口縁端部面トリ風化が著しい

24 坪 口(13.5) R+W 橙 30 風化が著しい

25 坪 口14.0 R 橙 10 口縁端部面トリ

26 坪 口(13.6) R 橙 20 口縁端部面トリ

27 坪 口14.o R 橙 30 No.Bl。内面風化

28 坪 口10.2 高5.1 B+R多 橙 90 

29 坪 口(14.2) R 橙 40 No.30・カマド。風化が著しい
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30 坪 口(14.0) R （内）橙 10 口縁端部面トリ

（外）にぶい橙

31 坪 口(1600) 高5.7 R 橙 40 嵐51。口緑端疇トリ内面風化

32 坪 口14.0 R多舟 橙 20 口縁端部面トリ風化か著しい

33 坪 口(13.2) B （内）黒（外）赤 60 内面黒色

34 坪 口（14.2) Rt¥'/ 橙 10 外面に黒色部分

35 坪 口(14.0) R 橙～にぶい橙 20 風化が著しい

36 椀 口7.3 高7.5 R にぶい橙 80 No.36 • 60。口縁端部面トリ

37 高坪 口12.5 脚9.6 R 橙 80 No.91・92・93。口縁端部面トリ

高9.4

38 高坪 口(12.6) 脚8.6 B+R多 橙 50 No25・ 26。口縁端部面トリロ縁部外面

高9.1 に黒斑

39 高坪 口(13.6) 胴9.8 R I 橙 70 No.53。口縁端部面トリ
高9.9

40 高坪 口12.2 R にぶい赤褐 坪部 80 No.7 • 8。口縁端部面トリ

41 高坪 脚9.7 B+R （内）黒褐（外）橙 腿部 100 No.102。内面黒色

42 高坪 口18.0 脚12.8 R （内）にぶい橙 70 嵐69。

高13.2 （外）橙

43 高坪 口18.2 脚12.2 R 浅黄橙 90 嵐12。口縁端部面トリ

高13.3

44 高坪 脚16.2 R 橙 脚部 80 No.140・ 142・貯蔵穴。

45 高坪 口17.2 脚13。1 B+R 橙～浅黄橙 80 No.143・貯蔵穴。
高13.8

46 高坪 口17.7 脚12.3 R 橙～にぶい黄橙 70 No.73・76・90・94。
高13.6

47 高坪 口18.2 R 橙 坪部 90 No.95・96。

48 高坪 B+R 橙 坪部 80 No.141・貯蔵穴。

49 高坪 R 橙 脚部 60 No.98。外面風化

50 高坪 R 橙 腿部 80 恥59。風化が著しい

51 高坪 口14.0 脚9.2 R 橙 90 No.42 • 43 • 136・貯蔵穴。口縁端部面トリ
高13.3 粘土紐積み上げ痕

52 高坪 口13.8 脚8.4 B+R 橙 50 N⑫9.34。風化が著しい

高13.2

53 鉢 口22.4 B+R多 橙 30 No.28 • 85 • 131。口縁端部面トリ粘土紐
積み上げ痕

54 鉢 口(21.6)底5.3 R 橙 50 No.122 • 124 • 126。底部外面黒色
高9.6

55 鉢 口(23.4) R+W 橙 30 嵐55。内面黒色

56 鉢 口22.4 高16.1 R 橙 70 No.58・64・65・103。粘土紐積み上げ痕

57 小型甕 口13.0 底6.6 R＋砂多 赤～明褐灰 60 恥87・88・89・91・125・カマド。底部ケズ

高18.5 胴15.2 リ風化が著しい口縁部と底部に黒色

部分

58 小型琵 口14.2 底7.0 B多＋R多＋N 橙 70 No.3・4・5。底部ケズリ底部外面黒色
高11.8

59 甕 口18。2 胴20.3 R＋砂多 明赤褐 60 No.77 • 78。
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60 甕 口(16.4) 胴19.4 砂 橙～にぶい橙 70 No.16 • 17 • 13 9・貯蔵穴。胴部下半が赤褐
色を呈する

61 襄 口18.4 底7.0 R多＋砂多 橙 90 No.39 • 50。底部ケズリ風化
高31.7 胴21.4

62 窺 口18.2 底7.5 B+R+W 橙 80 No.93 • 128・カマド。底部ケズリロ縁
高31.8 胴22.2 部・胴部外面に黒色部分

63 甕 口17.4 R 浅黄橙 口縁 40 No.19・66。

64 甕 口(18.0) R＋砂 橙 口縁 10

65 甕 口18.5 底6.4 R にぶい橙 90 No.138・貯蔵穴。底部ケズリ胴部内外面
高34.0 胴21.6 に黒色部分

66 甕 口(19.6) 胴21.8 R 橙 30 No.107・ 108・114・115。胴部下半に黒色
部分

67 甕 口18.0 底7.0 B+R多 橙 90 No.23 • 27・31 • 41・ 45 ・46・48・ 130 • 132 • 
高33.6 胴22.4 カマド・貯蔵穴。底部ケズリ胴部外面

下半に黒色部分

68 甕 口(18.7) 底7.2 砂 橙 70 No.104 • 105 • 106 • 110 • 113。底部ケズリ
高30.9 胴20.4 胴部・底部外面に黒色部分

69 襄 口18.2 底6.2 R多＋砂 橙 90 No.40・52・79・カマド。底部ケズリ胴部
高32.2 胴22.0 外面下半に黒色部分

70 窺 口(16.6) 底6.2 R＋砂 にぶい橙 70 No.84・カマド。底部ケズリ胴部外面に
高32.2 胴20.4 黒色部分

71 甕 口(20.0) H 橙 口縁 20 No.24. 

72 甕 底6.8 砂 （内）橙～にぶい橙 疇 40 No.14。疇ケズリ顧訊面に黒色部分
（外）赤褐

73 甕 底6.5 B+R+W （内）橙 下半部 60No.33 ・70 • 101。底部ケズリ外面に黒色
（外）にぶい橙 部分

74 壷 底6.0 R 橙 底部 30 No.135・貯蔵穴。底部ケズリ

75 甕 底6.5 R （内）にぶい黄橙 底部 50 疇ケズリ外暉砒暉しい
（外）にぶい橙

76 甕 底4.6 H’＋砂 （内）にぶい黄橙 底部 80 No.22。外面に黒色部分外面風化
（外）浅黄橙

77 甕 底4.6 砂 橙 底部 80 No.56。底部木葉痕

78 支臓 下端12.0 R 橙 調部 90 No.20。粘土紐積み上げ痕明鞭

0.95m、深さ0.67mを測る楕円形である。ピットはPl~P3が拡張後の柱穴で、ほかは床下土坑状

のものである。遺物は鉄製の鎌 1点、不明品 1点、 8.1X9.8X4.5cm • 500 gの磨石 1点、編物石 4

点が出土している。

第24号住居跡は第23号住居跡との重複と道路建設の削平によって、南西コーナ一部のみ検出され

ている。そのため規模等の詳細は不明で、出土遺物も少ない。

第25号住居跡（第230• 231図）

モー369、セー369• 370、スー369Gridに位置し、重複する第29• 34号住居跡よりも新しい。噴砂

の亀裂によって、床面の凹凸が激しい。規模は主軸辺3.61m・長辺6.47m、深さ0.16~0.98mで、

主軸辺が極端に短い。主軸方位はN-46°-Wを測る。壁溝は廻っていない。カマドは北西壁に構築

され、全長0.99m、焚き口幅0.61mである。地山を掘り残した袖部で、燃焼部は鶏卵形を呈してい

る。円形の貯蔵穴がカマド東脇に設置され、南北0.75m・東西0.70m、深さ0.34mの規模である。

ピットは 4基検出されている。遺物は少なく、ほかに縄文土器3片が出土している。

- 291 -



G  

F  

I
 

rn
 

S J 1 5 3  

。
/
'
 

-
A
 

| 2 9 2

ー

0 I m

 

L -

i _ 1 ' , -

餐 2 2 6 阿

r ' ) ' , 9 r , F J ー I I Kl r l ｝ （ 卜 ｀

｀
 

A'
 

第
/
.
:
i
号
付
居
跡
カ
マ
ト

八
I火
褐
色
土

焼
1
粒
—
J
'
•
J
 r
l
ッ
ク
(
5
~
1
0
m
m
)
、
炭
化
物
粒
f
少
呈
含
む
。

灰
褐
色
＿
L
焼
t
粒
了
・
プ
rl
、
ソ
ク
(
1
0~
:l
1)
In
m)
、
炭
化
物
粒
了
、
灰
多
く
含
む
。

黒
色
1
炭
化
物
王
体
。
焼
J
_
_
粒
千
わ
す
か
に
含
む
。
軟
質
。

I火
褐
但
＿
［
焼
十
粒
了
・
フ
ロ
ッ
ク
(
I
l
l
~
2
0
m
m
)
少
星
、
炭
化
物
、
拡
多
く
含
む
。

灰
色
I
-
.
I火
居
。
焼
土
・
炭
化
物
粒
子
少
捐
含
む
。
軟
質
。

灰
褐
色
「
焼
L
・
炭
化
物
知
千
わ
す
か
に
含
む
。
し
ま
I)
あ
り
。

放
褐
色
上

焼
ト
・
炭
化
物
粒
f
•
、
放
わ
す
か
に
、
黄

I9J
色
J
_
_
粒
千
少
呈
含
む
，

暗
灰
芭
＿
L
焼
t
粒
了
・
プ
ロ
ッ
ク
、
1火
渇
色
七
粒
了
少
贔
、
灰
、
炭
化
物
多
く
含
む
。
軟
質
。

暗
褐
色
J
_
．
焼
土
・
炭
化
物
粒
了
、
／
火
少
最
含
む
。
し
ま
り
あ
り
口

黄
臼
色
上
焼
ナ
粒
子
・
ブ
ロ
ッ
ク
、
炭
化
物
・
灰
褐
色
士
粒
子
少
呈
含
む
口
し
ま
り
あ
リ
。

黄
白
色
上
焼
こ
卜
粒
了
、
炭
化
物
フ
ロ
ッ
ク
＋
｛
本
。
黄
白
色
土
粒
子
混
入
。
し
ま
り
あ
り
。

A
/
 

:̀  
C'
 

0 2 m

 

r r -

ー | — 上

G `  

／ ＼ ＼ □口 ) 《 / s

。ロ

E  

D 、

F 、



繋 2 3 . 2 4 心 1

G  
．  

3 3 0 m  

F  
．  
H O m  

蒋 決 函

2 9 3 ー

゜
G 、

蒋 き , 0 F 、

2 m  

第
2
3
号
住
居
跡
貯
蔵
穴

1
 
灰
渇
色
土

焼
土
粒
千
・
プ
「
J
ッ
ク

(
5
~
1
0
m
m
)
、
炭
化
物
粒
了
—
少
鈷
含
む
。

炭
化
物
が
部
分
的
に
磨
を
な
す
。

焼
卜
粒
了
・
プ
ロ
ッ
ク
(
5
~
1
0
m
m
)
、
黄
白
免
上
ー
プ
ロ
ッ
ク

少
呈
、
炭
化
物
恥
'
i
-
f
わ
す
か
に
含
む
ロ

2
 
灰
褐
色
」
＿

E 、

3
 
灰
褐
色
土

4
 
灰
褐
色
十

D  
．  

3 3 0 m  

：
 

写 沿 沿 0 、

c  

3 3 0 ヨ

瑶 渋 i E 芦 C 、

;
 

B 、

A  
．  

3 3 0 m  

：
 

：
 

A  

焼
上
粒
子
・
プ
［
）
ッ
ク
(
5
~
1
0
m
m
)
少
昼
、
黄
白
色
上
プ
ロ
ッ

ク
多
呈
、
炭
化
物
粒
了
わ
す
か
に
含
む
。

焼
土
粒
了
・
フ
ロ
ッ
ク
(
5
~
1
0
m
m
)
、
炭
化
物
粒
了
わ
ず
か
に

含
む
。
砂
質
。



II ー、 111 : 」-4 ¥--、 \~N Il /4  

三｝口5 □三
ロ／ こロー／ □□戸／
□／ ロニ］一〖 ＼三

｀ロニ □／5 
ロニ こ言／ こ口

ここ。ロニ／

｀ ／ ロニロ ：三］ ／4 
ロ ニ／口□ （
□ /7ロ
ロ`
□1]／／□ □□ 〔

9 | 110cm 

第227図 第23号住居跡出土遺物（1)
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第229図 第23号件居跡出土遺物 (3).第24号住居跡出上遺物

第23号住居跡（第227~229図）
No. 器種 大きさ(era) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 坪 底7.5 屑＋針 褐灰 50 回転糸切り離し後、周辺ヘラケズリ

2 坪 底7.0 B＋砂＋針 灰白 40 回転糸切り雌し後、周辺ヘラケズリ

3 坪 底7.0 B＋針多 にぷい黄橙 20 回転糸切り離し

4 坪 口(13.0) H 褐灰 20 火だすき風の痕跡

5 坪 口(13.8) B+R＋関惰＇ 橙 20 ピット 6。螺線加暗文底部黒色

6 坪 口14.1 B+R+W+W' 橙 60 ピット6。螺線状暗文外面に黒色部分

7 坪 口(13.7) B+R+W少＋関＇ 橙 20 放射状暗文

8 坪 口(13.7) 高3.4 B+R+W+W' 橙～黄橙 40 ピット6。放射状暗文底部黒色

， 坪 口(13.7) B十叱少柑＇少 疇～浅疇 20 螺線状暗文黒色部分

10 坪 口(11.9) B+R少輝＋W' 橙～黄橙 20 ピット 1。

11 坪 口(14.0) B+R惰＋H＇ 黄橙 25 

12 坪 口14.2 底11.7 B渭少惰＇ 橙 70 No.7。
高2.7

13 坪 口14.1 高3.7 B濯濯＇ にぶい橙 80 No.8。内外面に黒色部分多い

14 坪 口(12.3) B+R少刊少刊＇ 疇～橙 20 ピット 1。

15 坪 口(12.1) B+W少＋関＇少 にぶい橙～黄橙 40 

16 坪 口(12.4) B+R少斗関少 にぶい黄橙 20 

17 坪 口(13.0) B+R瑾少 橙～にぶい黄橙 20 

18 坪 口(12.7) B渭少叶ず 橙～にぷい黄橙 30 ピット 2。外面に黒色部分

19 坪 口(13.4) 高3.2 B+W少刊＇ にぶい橙 20 

20 坪 口13.6 高3.9 B+W少＋簡 疇～橙 95 ピット6。
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21 坪 口(13.5) B+R+W少刊＇少 疇 40 ピット 6。

22 坪 口（14.1) B+R少刊少濯＇少 にぷい黄橙 25 ピット 6。

23 坪 口(139) 高3、O B＋闇少斗屑＇ にぷい橙 30 ピット 6。

24 坪 口13.9 B+R+M少＋W' 橙～黄橙 20 ピット 6。外面に黒色部分

25 坪 口(l48) 高3.5 B+R少柑＇ 橙～黄橙 60 ピット 6。

26 坪 口13。7 高3。9 B瑶少濯少＋屑＇少 橙～黄橙 95 ピット 6。

27 坪 口(16。0) B+W十肘＇ にぶい黄橙 20 カマド。

28 坪 口15.7 B+R＋怜＋関＇ 黄 50 ピット 6。風化が著しい底部黒色

29 坪 口(12。2) 高5o0 B+R＋関＋付＇ 赤橙～橙 40 詢3。

30 小型甕 ロ(13.0) B＋附渭＇ 疇 口縁 25 ピット 6。内外面に黒色部分

31 台付甕 台8.7 B＋屑十W' 黄橙～橙 疇 70 ピット4。

32 甕 口(20.1) B+R柑少 疇～橙 口緑 20 ピット 6。

33 嚢 口(19.1) B+R+W にぶい橙 口縁 25 ピット 8。

34 甕 口(19.3) B+R濯' 橙 ロ緑 20

35 甕 口(19.9) B少＋R少碍濯＇少 赤橙～橙 口縁 25

36 甕 口20。O B+R少＋関＋関＇ 橙～灰褐 口縁 20 カマド。全体的に黒色

37 甕 口17.2 B+R+"十川' 橙 口縁 70 ピット 5。

38 甕 口(19.6) B十屑 橙 口縁 20 ピット 6。

39 窺 口(21.0) B+R少＋関＋W' にぶい橙～褐灰 ロ縁 20 カマド。全体的に黒色

40 甕 口(19。6) B+ll+W 橙 上半部 30 No.10。

41 甕 口(19.2) B+R+"十屑' 橙～にぷい黄橙 口縁 20 カマド。外面に黒色部分

42 甕 口(21.0) B+R+"十帽' 抱～黄橙 ロ縁 20 ピット 14。

43 甕 口(21.0) B濯少瑾＇ 褐灰 口緑 10

44 甕 口(22.3) B+R＋屑十屑＇ 橙～黄橙 口縁 25 ピット 6。

45 甕 口(21.2) B＋屑＇ 橙～浅黄橙 口縁 20 口縁部内外面に黒色部分

46 甕 口(21.7) B+R惰渭＇ 橙～にふい黄橙 上半部 30 カマド。

47 甕 B+R+li＋馴 橙 胴部 30 lio.9。疇ケズリ外面に黒色部分

48 甕 底5.2 B＋屑瑾' （内）灰褐（外）橙 疇 70 疇ケズリ

49 甕 底5。3 B+R+¥HW' 橙～にぶい橙 疇 70 ピット 3。

51 甕 B＋屑＋砂 灰 外面平行タタキ内面青海波文

52 甕 B （内）淡黄（外）灰白 恥6。外面平行タタキ内面ナデ
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第24号住居跡（第229図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 口(13.5) B+R渭少 疇 25 

2 高坪 口(18.4) B+R+W+W' 橙 坪部 20

3 壷 口(21.2) B濯少＋N'少 橙 口縁 20
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第2b号住居跡貯蔵穴

l 賠1火褐免十 焼土・炭化物粒子若干含む。

2 暗黄灰褐色十 灰色砂粒了若F含む。しまりあり。

第25号住居跡

1 暗褐色土 焼土粒子(3mm)少呈含む。しまリ・粘性あり。

2 茶褐色土 焼土粒千(2~5mm)、炭化物粒了'(3mm)少贔含む。

しまり・粘性あリ。

3 暗黄褐色土 焼土粒子(3~5mm)、炭化物粒千(5~10mm)少呈含む。

しまリ・粘性あり。

4 暗黄色土 炭化物微粒子少最含む。しまリ・粘性あリ。

5 賠黄色土 4よリ暗い。焼土粒＋（5mm)少贔含む。しまリ・粘件あ IJ。

6 黄褐色土 炭化物粒子（微粒～3mm)少呈含む。しまり・粘性あり。

第230図第25号住居跡（1)

- 298 -



、V く

＜
 

EO~EE 

~
 ＜
 

m̀ 

E

O

E

E

 ．
 

m
 

゜
1m 

第25号住居跡カマド

A 暗灰褐色土 焼上プロック (2cm)少星含む口しま')・粘性あり。

B 暗黄褐色土 焼上プロック(I~1cm)多量含む。しまり・粘性あり。

c 暗赤褐色土 焼士粒子極多呈含む。粘性強。
D 暗褐色土 焼土プロック (2cm)極多醤含む。しまり・枯性あり。

E 灰白色土 焼土プロック (2cm)少星、灰白色土微粒子極多量含む。

しまりあリ、粘性弱。

F 灰褐色上 炭化物層。焼上プロック (3~20mm)極多最、灰白色

微粒子少盤含む。しまり・粘性弱。

G 灰褐色土 焼土プロック(10~30mm)極多最、炭化物(2cm)少旦

含む。しまリ・粘性弱口 Fより焼士プロック多い。

H 暗灰褐色土 焼土粒子(5~10mm)多量含む。しまり・粘性あり。

］ 暗灰褐色土 焼十粒子(5~20mm)、炭化物粒子（傲粒～3mm)多醤

含む。しまリ・粘性強。

』 暗灰色上 焼上粒子(5~10mm)多く、炭化物粒子（微粒～10mm)

極多量含む。しまり・粘性弱。

k 暗茶褐色士 焼土粒子(5~10mm)、炭化物粒子(3mm)少鼠含む。

しまり・粘性あり。

L 暗灰褐色土 焼土粒子(5~10mm)少贔含む。しまリ・粘性あり。

□¥¥] /1ロヽ ／ 

＼ 口／

口ロロニ ロロニ
¥7  
口＿□-

~11 

□]// 

!~— 

~l-~ 

14 

第231図 第25号住居跡（2)・出土遺物

第26号住居跡（第232図）

ヒ 368 • 369、モー368• 369Gridに位置し、南側の大半が削平されている。規模は東西3.97m、

深さ0.17~0.22mで、主軸方位はN-28°-Wを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻ってい
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第25号住居跡（第231図）
No. 器租 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（%) 偏 考

1 坪 口(13.8) B+W 灰白～にぶい黄橙 20 火だすき風の痕跡

2 坪 口(14.o) B瑾＋針多 灰白 10 火だすき風の痕跡

3 坪 底7.3 R少刊 灰白 40 疇ヘラケズリ

4 坪 ロ(14.0) B+R＋屑少刊＇ 橙 10 No.4。

5 坪 口(12.1) B+R少柑少濯少 橙～にぶい橙 25 口縁部に黒色部分

6 坪 口(11.8) B+R渭少瑾＇少 黄橙 20 

7 坪 口12.2 高7.3 B+R少渭＋11' 黄 80 No5。

8 坪 口(11.9) B+R＋屑少＋11'少 にぶい橙～橙 45 悔9。内面に黒色部分

， 坪 口(13.8) B+R濯少吋＇少 疇 20 

10 椀 口(14.0) B+R濯＋け＇ 橙 15 内面に黒色部分

11 台付甕 B+R少＋W+W' 褐灰 疇 60 風化が著しい全体的に黒色

12 甕 口(19.6) B+R+l'/+l/1' 橙 口縁 20 カマド。内外面に黒色部分

13 琵 口21.3 B+R+W少叶＇少 橙 口緑 60 勘2。

14 甕 底4.6 B+R+W惰' 橙 疇 95 疇ケズリ外面に黒色部分

ない。カマドは北壁に 2基並んで設置され、西側がカマドA、東側がカマドBである。カマドAは

全長1.84m、焚き口幅0.43mである。袖部が地山を掘り残していることから、住居構簗時のものと

いえる。燃焼部は扇状で、摺り鉢状に掘り込まれている。カマドBは全長1.17m、焚き口幅0.42m

の規模をもつ。楕円形を呈し、袖部は検出されていない。貯蔵穴はカマドA西側の北西コーナ一部

に位置している。不整円形で、南北0.79m・東西0.72m、深さ0.44mを測る。ピ、J卜は 5基検出さ

れている。遣物は少なく、石錘 1点、石棒 1点が出土している。ほかに須恵器 15片、編物石 1点

がある。

第27号住居跡（第234図）

ピー367• 368、モー367。368Gridに位置している。削平によって残存状態は悪く、本来ならば重

複している第26号住居跡よりも古い。規模は主軸辺3.llm・短辺2.87m、深さ0.14~0.71 mで、主

軸方位はN-38°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構

築され、全長1.96m、焚き口幅0.34mを測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は不整長方形を呈し

ている。火床面は平坦で、あまり焼けていない。貯蔵穴は南東コーナ一部に設置されている。不整

方形で、南北0.69m・東西0.72m、深さ0.77mの規模をもつ。ピ、ノトは検出されていない。遺物は

中央部・カマド周辺部から出土し、ほかに須恵器 1片、編物石 2点がある。
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第26号住居跡

1 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子若千含む。

2 灰黒褐色土 焼土・炭化物粒子多量含む．しまりやや弱。

3 灰褐色土 焼土・炭化物粒子若千含む。

4 灰暗褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。

5 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子少巌、灰色砂粒子多く含む．

しまりあり。

6 暗褐色土 焼土粒子微蓋含む。しまりあり。

第26号住居跡貯蔵穴

1 灰褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物若千含む。

2 暗灰褐色土 焼土粒子・プロック多量、炭化物粒子若千含む。

粘性ややあり。

3 暗灰褐色土 焼土・炭化物粒子若千含む。粘性ややあり。

4 灰黄褐色土 灰色砂粒子多く、焼土・炭化物粒子若干含む。

第26号住居跡カマドA

A 灰褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物多蓋含む。

B 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子多量含む。

C 暗黄褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物多量含む。

D 灰黄褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物多く含む。粘性あり。

E 灰色土 灰層。焼土粒子、炭化物わずかに含む。

F 灰褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。

第26号住居跡カマドB

A 灰褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物多く含む。

B 灰黒褐色土 灰層。焼土粒子・プロック、炭化物多量含む。

C 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。

D 灰褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。

E 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに、灰白色砂粒子多く含む。

F 灰褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物若干含む。

G 灰黒褐色土 灰層。焼土・炭化物粒子多く含む。

第232図第26号住居跡

第29号住居跡（第236• 237図）

モー368• 369、セー368• 369、スー368Gridに位置し、重複している第25号住居跡よりも古い。

南東コーナ一部は第22号住居跡に接している。噴砂の亀裂が南西コーナ一部を東西に走り、床面に

段差が生じている。規模は主軸辺5.16m・短辺5.12m、深さ 0.13~0.35mで、主軸方位は

N-36°-Wを測る。壁はほぽ垂直に立ち上がり、幅0.14~0.26m、深さ0.25~0.41mの壁溝が北壁
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第233図

第27号住居跡

1 灰褐色土

2 灰黄褐色上

3 灰黄褐色七

4 灰黄褐色土

5 灰黄褐色土

焼士粒予少望含む。

焼土・炭化物粒子若干含む。

2よし）灰色砂粒了多い。

焼土・炭化物粒千多く、灰色砂粒了含む。

焼上粒子若下、炭化物多品含む。

第26号住居跡出土遺物

第27号住居跡貯蔵穴

1 賠灰色＿十 焼上粒了ー、炭化物粒了・プロック多く含む。

灰黄褐色上プロック多く混入。粘性ややあり。

焼十粒千わすかに含む。

焼十ブロック若干含む。

1に灰荼褐色十プIコック混入。

焼」．粒子、炭化物若干含む。

4よi)灰黄褐色土プロック少ない。粘性ややあり。

焼上粒子、炭化物微砿含む。粘性ややあり。

2

3

4

5

6

7

 

灰黄褐色上

暗灰色上

賠灰色十

灰掛色十

暗灰色上

灰褐色t
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第27号住居跡カマド

A 灰褐色士 焼土・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

B 灰黄褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。

しまりあり。

C 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子多量含む。しまりあり。

D 灰黄褐色土 焼土・炭化物粒子若千、焼土プロック多量含む。

しまりあり。

E 灰黒褐色土 灰層。焼土・炭化物粒子若干含む。しまリ弱。

軟質。

F 暗黄褐色土 焼土粒子微量含む。しまりあり。

G 暗灰褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

H 暗黄褐色土 焼土粒子・プロック、炭化物粒子若千含む。

しまりあり。

I 灰暗褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまりあり。

゜
1m 

第234図第27号住居跡
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第235図 第27号住居跡出土遺物

璽26号住居踵旦音233図）
Noo 器種 大きさ(crn) 胎土 色調 摯率（駕） 備 考

1 坪 口14.0 高3.9 B+R＋即＋屑＇ 橙 100 嵐5。放射祖暗文

2 坪 口(13.8) B+R＋屑十W' にぷい橙 20 放射状暗文全体的に黒色

3 坪 口(lU) B+R 疇～浅黄橙 20 

4 坪 口(12.0) B+R+i1少碍' 橙～黄橙 30 カマド。

5 坪 口(11.9) B十閲 橙 20 

6 椀 口13.6 B+R柑＋肘＇ 橙 30 口縁部と内面黒色

I 

7 椀 B+R惰＋W' 橙 30 疇ケズリ外面黒色

8 鉢 底805 B+R+W+lf にぶい橙 疇 20 疇ケズリ外面に黒色部分

， 登 ロ(21.4) B+R少刊少濯＇少 にぶい黄橙～浅黄 口緑 20 N認。

橙
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10 蜜 ロ(22.4) B+R少碍＋W' にぶい橙～橙

11 褻 口24.0 B+R少吋化W' 橙～黄橙

12 甕 口(19.9) B少＋i'/＋屑＇ 橙～明赤橙

13 甕 口(22.2) B+R惰＋W' 橙

14 萎 底608 B渭濯＇ 橙

15 壷 底7。2 B+R少渭少瑾＇少 橙～黄橙

16 窒 底10.3 B+R濯舟＇ 橙～黄橙

第27号住居跡（第235図）
No. 器種 大きさ（C目） 胎土 色調

1 坪 ロ(13.5) B少斗R＋叱少 橙

2 坪 口13.4 高5.6 B+R濯＋屑＇ 橙～浅黄橙

3 坪 口12.2 高5.4 B+R＋関瑾＇ 橙

4 坪 口12.6 高5.3 B少斗R+W少＋11’ 少 にぶい橙

5 坪 口(13.0) B+R．濯＋W' 浅黄橙～橙

6 坪 口(1:30 3) 高5.0 B+R渭柑＇ 橙

7 坪 口(13.6) B少頃＋関＋関＇少 橙

8 坪 口(11.2)高5.2 B+R濯少＋削少 浅黄橙～黄橙

， 坪 口(16.6) B+R濯少堺＇少 橙

10 ミニチュ 口6,3 高．3.1 B+R+l!/+W' 浅黄橙～橙

ア

11 ミニチュ B+R+11+li' 橙

ア

12 ミニチュ 口6.7 底出6 橙

ア 高6.3 最大8.1

13 椀 口10.7 高7。4 B4R濯' にぶい橙

14 高坪 口16。8 B少斗R＋甘／少舟＇少 橙

15 高坪 口18.0 B+R惰＋t！' 橙

I 

16 高坪 B+R＋附＋tl' 橙

17 甕 底4.1 B+R+t！少濯’少 橙

18 預 底7.3 B+R+l'/+W' 橙～浅黄橙

19 甑 口(27.5) 底10.3 B•tRt屑十W' 橙
高24.4

―-—一二↓--嘗--—、．ヽ→-―｀―- -—=1 ←m -ー- =--L―→l一ユ」一—== -
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口縁 40

口縁 25

ロ縁 20

口縁 20

疇 50

疇 60

疇 70

残存率（％）

30 

60 

70 

70 

45 

40 

20 

40 

45 

100 

60 

70 

40 

坪部 95

坪 95

疇 85

疇 20

疇 60

30 

恥1。

風化が著しい

底部ケズリ外面黒色

疇ケズリ風化か著しい外面黒色

疇ケズリ麟隅色

備 ギ弓

恥44。外面に黒色予

No。15。外面に黒色i

N揺。外面に黒色剖

恥37・39・40。口褪

色部分

N認3。口縁攀B面

No.34。口緑端部面

池6・7。口縁端部且

No.5。口縁端部面ト

嵐1。口縁端部面

色

No.41。外面黒色

No.29。

Na1凡麟ケズリ

カマド。底部外面

血36。

No.1几風化が著し

No20e 

Na24。麟砂ズリ

嵐31。疇砂ズリ

怖！認¢・18。内面に

トリ外面に黒

外面に黒色部分

外面に黒色部分 1

縁部と内面黒

に黒色部分

内外面黒色

I 

りーロ:---]
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第29号住居跡

1 灰褐色上 焼上・炭化物粒了わすかに含む。しま I)あ IJ。

2 灰褐色土 焼土・炭化物粒千若干含むししま IJあリ。

3 灰黄褐色士 焼土・炭化物粒若干合む。しまリあり。

第29号什居跡粘 1焙

1 臼色枯」＿ 暗）火色粘」：プ [Iック (3mm)含む， 2よりもろく、粘性強ロ

2 ]褐色粘＿1→ 1 (})十壌化（ h＼色味増）＂ ［I色粘十プロック(1~2mm)含む。

しまリ・粘性あ IJ。

4 暗灰渇色十 焼十・灰化物粒千若干、焼•tブ IIツクわすかに含む ：｝ 褐色1 焼＿1＿拉千(3nIIn)微星含む。しまり・粘性あり。

しまりあリ。

5 灰黄褐色十 灰色砂粒了ぷ干、焼」．·炭化物粒—fわすかに含む＂

しまりあり a

6 暗灰褐色土 焼十・炭化物粒了、焼1プ］―1・ソク多く合む

しまりあり。

7 )火赤褐色上 焼上粒千多く含む。

8 暗灰褐色十 焼i.炭化物粒千、灰多く含む，〉

第237図第29号住居跡（2)

を除いて廻っている。カマドは北壁中央に設置され、重複する第25号住居跡の構簗時に大幅に削平

されている。現存長1.22m、焚き口幅0.45mで、袖部は地IIIが掘り残されている。貯蔵穴はカマド

西側の北西コーナー部に位置し、不整形を呈している。東部がカマドの前方にまで張り出し、南北

1.28m・東西1.59m、深さ0.38mを測る。ピ、J卜は 8基検出され、 Pl~P4が柱穴である。南東コ

ーナ一部および南西コーナ一部に白色粘土が堆積し、この部分は壁溝が途切れている。用途等は明

確ではない。遣物は土師器のほかに、須恵器 4片、石製［［玉 1点、石製剣形品 1点、磨石 l点

(12. 9 X 15. 3 X 5. 3cm、1,620g)、編物石18点、縄文土器4片が出土している。

第30号住居跡（第241図）

モー367• 368Gridに位置している。重複している第20号住居跡よりも古い。規模は東西2.9lm• 

南北2.93m、深さ0.12~0.70mを測り、北辺をN-53°-Eに向けている。壁は傾斜をもって立ち上

がり、壁溝は廻っていない。住居跡中央に炉跡が検出され、カマドは構築されていない。東西

0.54m ・南北0.36mを測る楕円形を呈している。ピソトは 7払確認されている。遺物は少なく、第

1発掘区で唯一の五領期末～和泉期初頭の時期の住居跡である。

第28号住居跡（第243図）

スー369• 370Gridに位置している。北側の大半部が道路建設による削平を受け、南コーナ一部の

み確認されている。重複している第24• 34号住居跡よりも新しい。南東壁はN-59°-Eを測り、規

模は不明である。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.14~0.28m、深さ0.22~0.84mの壁溝が廻って

いる。ピットは 1基で、用途等は明確ではない。カマド・貯蔵穴等の施設は検出されていない。遺

物は少なく、ほかに須恵器 l片が出士している。
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第238図 第29号住居跡出土遺物(1)
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第239図 第29号住居跡出土遺物（2)
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第240図 第29号住居跡出土遺物（3)

第29号住居跡（第238~240図）
No。器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.6 高4.0 B+R+i/+W' 黄橙～浅黄橙 100 No.5。口縁端部面トリ器面粗

2 坪 口(12.0) 高4.1 B+R舟少＋H'少 橙～黄橙 40 No.77。外面に黒色部分

3 坪 口13.0 B少＋R柑少刊＇少 橙～にぶい黄橙 80 No.25。

4 坪 口13.3 高4.6 B+R濯＋W' 橙～明赤褐 70 No.56。内外面に黒色部分

5 坪 口13.5 高4.1 B+R+W+W' 橙 70 No.23。内外面に黒色部分

6 坪 口(13.7) B+R少惰＋W' 橙～黄橙 20 

7 坪 口(13。9) B+R濯＋W' 橙 20 嵐63。

8 坪 口(14.0) B＋柑＋屑＇ 橙～にぶい橙 20 

， 坪 口(13.0) B渭少＋H＇少 橙～黄橙 25 

10 坪 口(14.3) 高4.0 B+R+屑＋W' 橙 45 No.1。

11 坪 口(14.9) B+R渭少柑' 橙 25 

12 坪 口11.7 高4。3 B+R+¥'/+W' 黄橙 90 No.23。外面に黒色部分

13 坪 口(13.9) B+R少刊＋W' 黄橙 20 内外面に黒色部分

14 坪 口14.6 高4.6 B+R濯 （内）黒（外）橙 90 No.2。内面黒色

15 坪 口(13.5) B+R渭＋W' 黄橙～橙 30 

16 高坪 口18.1 B+R+闇十W' 橙 坪部 70 No.13。内外面に黒色部分

17 小型甕 口(13.1) 底3.6 B+R+W+'II’ 淡赤橙～橙 50 No.3 • 62。疇ケズリロ疇外面に黒色
高10.5 部分

18 小型嘉 口(13.7) B+R渭＋W' 橙～明赤褐 口縁 40 No.53。外面黒色

19 椀 口(13.7) B+R+W+W' 橙 40 No.43. 
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20 小型甕 底(5.8) B+R惰少＋W' 黄橙～橙 底部 70 No.12。底部ケズリ外面黒色

21 椀 底3.9 B+R+W+W' 橙～明赤褐 疇 80 No.42。

22 小型甕 口16.6 B+R+W渭＇＋砂多 淡赤橙～橙 80 No.6 • 7。外面に黒色部分

23 甕 口(14.3) B+R少渭少渭’少 橙～黄橙 口縁 45 No.19・76．胴部内面に黒色部分

24 鉢 口(21.3) 高14.9 B+R少渭＋W' 橙～黄橙 50 No.14。内外面に黒色部分

25 鉢 口21.9 B+R+W+W' 橙～黄橙 90 No.27・28。焼成後穿孔内外面に黒色部
分

26 鉢 口20.2 B+R+W＋肖＇ 橙 60 口縁部と外面に黒色部分

27 甕 底8.4 B+R+W渭＇＋砂少 にぶい黄橙～灰白 底部 50 No.9 • 52。底部ケズリ胴部外面に黒色部
分

28 甕 底6.2 胴19.2 B+R+W+W' 橙～黄橙 底部 70 No.37。底部ケズリ

29 甕 口18.3 底6.6 B+R+W+W' 橙～淡赤橙 90 No.6 • 8 • 47 • 49 • 50。底部ケズリ胴部内
高28.5 胴23.2 外面下半に黒色部分粘土紐積み上げ痕

30 甕 口(21.9) B+R+W+W' 橙～明赤褐 口縁 30 No.18。内面に黒色部分

31 甑 口(23.7) B+R+W十川＇ 黄橙 口縁 20 No.18。内面に黒色部分

32 甑 口(23.5) B+R+W+W' 浅黄橙～橙 30 No.13・44・66。外面に黒色部分

33 甑 口(27.5) B+R+W+W' 橙～黄橙 口縁 30 No.16。内面に黒色部分
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第241図 第30号住居跡
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第242図 第30号住居跡出土遣物

第30号住居跡（第242図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 小型壷 口(7.0) B+W' （内）浅黄橙 ロ縁 25 外面に黒色部分
（外）黄橙

2 小型壺 口(10.4) 胴10.6 B濯濯＇＋砂少 （内）淡黄 上半部 30 嵐30。内外面に部分的に黒色

（外）淡黄～浅黄橙

3 甕 口(16.6) 胴26.2 B渭＋W' （内）淡黄 上半部 25 No.8。風化が著しい胴部内外面に黒色
（外）浅黄橙～橙 部分

4 台付甕 口17.8 台8.9 B＋柑十¥'I' （内）橙 100 No.48。単口縁胴部外面に黒斑
高31.7 胴27.2 （外）黄橙～橙

5 台付甕 口20.6 B渭＋W' （内）淡黄 口縁 50 詢17。単口縁部分的に黒色
（外）淡黄～橙

6 台付甕 口15.8 胴20.8 B+W惰＇＋砂少 （内）淡黄 上半部 40 No.1。単口縁胴部外面に黒色部分
（外）淡黄～橙

7 壺 底7.8 関瑾'+砂沙 （内）浅黄橙 下半部 30 No.4・5・7・18。疇ケズリ風化か著しい
（外）浅黄橙～橙 胴部内面に黒色部分
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第28号住居跡（第243図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(14.0) B+R+W+W' 橙 20 

2 高坪 口(16.1) B+R+W十川' 橙～にぶい橙 坪部 20 内面黒色

3 壷 ロ(17.7) B+R＋屑＋W' 橙 口縁 15 外面が全体的に黒色

4 鉢 口(22.9) B+R少＋屑＋附＇ 橙 20 口縁端部面トリ外面黒色

5 鉢 口(18.0) B+R少＋屑＋W 橙～にぶい橙 口縁 20 No.3。外面黒色
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第31号住居跡（第246。247図）

ピー369• 370 • 371、モ 369 • 370 • 371Gridに位岡している。 Il負砂の亀裂が入り込んでいるが、

影稗は少ない。規模は主軸辺7.92m・短辺7.78m、深さ0.25~0.39mで、主軸方位はN-25°-Eを

測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構築され、仝長1.85m、

焚き口幅0.63m の規模をもつ。地ill を掘り残し〖いる袖部は、燃焼部で「ハ」の字に開いている。

火床面はよく焼けている。貯蔵穴は確認されていない。ピソトは14崖検出され、 Pl~P4が柱穴で

ある。カマド西側のP10には焼土が詰まっていた。用途は明確ではないが、カマドに閃連した機能

をもつものと思われる。 P7。P8は小鍛冶跡である。フイゴの羽口には高杯形土器の脚が転用され

第244図 第31号仕屈跡遣物出土状況

第245図 第31号住居跡小鍛冶跡
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1 暗黄褐色ニ
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竺 茶褐化i
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5 橙色土

6 灰黒色土

m
 

r

9

,

8

 

賠渇色ゴ

褐色t

炭化物粒子（微粒～3mm)少益含む。しまり 粘性あり。

炭化物粒子(3~10mm)少絨含む口しま，），粘性あ1）。

焼土粒子(3~10lnm)多盤、炭化物粒子(Imm)少羅含む。

しまり・粘性あり。

暗糸掲色土 焼十粕子(3-、・lOmm)、炭化物粒了 (3~10mm)多星含む3

しまり・沿’i性やや弱。

焼！プ［Iノク、少量の炭イ！・物粒『(3nun)含む。し正りあり、粘性欠。

諸赤り焼lこプロック (2cm)、炭生物粒子極名屈含む。

し：、：＇．砧件あり。

炭化物粒チ(3mm)少斌含む。しまリ・柏性あリ。

炭化物微粒子少砧含む。しまり・粘性あリ。

第 clI号住居跡小鍛冶関連ピゾト E-E' 

］ 褐色上 炭化物粒！（諏杜—、3mm) 少舟含むC 砂は。しよリあリ、粘袢欠。

2 暗黄褐色十 炭化物微粒子微星含む。砂列. しまりあり、粘性§出

3 暗灰色十 炭化物（微蘊～20mm)極多屈、焼ナ粒子(5~7m09)少い含む99

しまり・粘性あり。

暗赤褐色士 よく焼けた焼土キ体っしま＇）さわめてあり＼粗，＼竹弱。4
 

:r: :I l l; {i:)心跡小鍛冶1及1丈191ット F -F' 
l 茶記（11・!-. 炭化物粒j'(g→ 5IIJIn） 洸土粒子(1~2m,)

しまり・料性あり。

炭化物微粒（•少），｛含む＂ しま IIあi＇、栄， l，,PIり出色い匂
~. 
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第31号住居跡(2)

ている。遣物はおもに、 カマド周辺部および南東コーナーから出土している。特に石製品出土が多

く、有孔円板 2点、勾玉 1，点、切子王 1点、剣形品 1点、紡錘車 3点が検出されている。ほかに、

刀子］点、打製石斧 l点がある。

第32号住居跡（第252• 253図）

セー370• 371、スー370• 371Gridに位置し、西側部分は土取りによって削平されている。また北

壁の一部も攪乱されている。第34号住届跡と重複し、祈旧閲係は新しい。規模は主軸辺6.73m・短

辺6.52m、深さ0。17~0.67mを測る。主軸方位はS-37°-Wで、 カマドが南壁に構築されている。

カマドの悼道部は削平されており、推定長1.12m、焚き口幅0.38mを測る。袖部は地ll_1を掘り残し

ており、火床面はよく焼けている。住届跡の壁はほぼ雨直に立ち上がり、幅0.19~0.67m、深さ

0.17~0.37mの壁溝がほぼ全周しているようである。貯蔵穴はカマド東側の南東コーナ一部に位置

している。由北0.67m。東西0.97m、深さ0.51mで、隅丸方形を呈している。 3某検出されている

ピ、ノトは、すべて柱穴である。貯蔵穴と東壁の間に、用途不明の白色粘土が確認されている。遺物

はカマド・東壁際中央。 Pl付近から出土している。

点がある。

なかでも土錘が8点と多く、ほかに編物石 9

--317 --
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第31号せ― （第248~251図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 偏 考

1 椀 口(13.9) B+R渭少＋H＇少 赤橙～橙 20 No.116。内外面に黒色部分

2 椀 口13.2 底3.2 B+R+W 橙 90 No.64。底部ケズリ
高5.1

3 坪 口(12.9) B+R少渭＋W' 黄橙～浅黄橙 40 

4 坪 口12.1 高4.7 B少＋R渭＋H' 橙～赤橙 60 

5 坪 口14.3 高5.3 B+R+W+W' 橙～黄橙 90 No.121・144。内外面赤彩内外面に黒色
部分

6 坪 口(16.3) B+R+W+W' 橙～黄橙 30 No.131。

7 坪 口15.5 底3.2 B+R少渭＋W' 橙 100 底部ケズリ
高6.0

8 坪 口14.1 高6.0 B少＋R+W少＋H'少 橙 95 No.149。

， 坪 口14.7 高6.1 B+R渭少＋H＇少 赤橙～橙 90 No.34。内外面赤彩内面に黒色部分

10 坪 口12.7 高5.0 B+R+W+W' 赤橙～橙 80 No.24・ 35。外面赤彩内面に黒色部分

11 坪 口13.5 底3.5 B+R+W'少 黄橙～橙 70 底部ケズリ
高5.1

12 坪 口(14.6) 高4.5 B+R+W+W' 黄橙～橙 40 内外面に黒色部分

13 坪 口14.9 底4.4 B+R+W+W' 赤橙～橙 90 No.27。内外面赤彩内外面に黒色部分
高5.3

14 坪 口(14.9) 底4.5 B+R+W+W' 橙 50 No.63。内面に黒色部分
高5.6

15 坪 口(15.6) B+R+W+W' 橙 25 

16 坪 口(15.6) 底2.5 B少＋R渭少渭＇少 浅黄橙～橙 40 No.126。
高5.3

17 坪 口(16.1) B+R+W+W' 橙 20 No.87。風化が著しい

18 椀 口13.9 底4.9 B少＋R渭少渭＇少 橙 70 
高5.9

19 椀 口10.7 高6.0 B+R+W+W' 浅黄橙～橙 80 No.79。外面に黒色部分

20 椀 口(18.1) B+R渭少渭＇少 橙～黄橙 20 

21 椀 口16.0 底4.4 B+R渭＋W' 橙 90 No.133。底部ケズリ
高7.1

22 椀 口(14.0) B+R+W+W' 橙 40 No.78。

23 椀 口(17.9) B+R渭少＋w＇少 浅黄橙～橙 20 No.56。

24 高坪 口(15.3) B+R+W+W' 橙 坪部 40 No.128。口縁端部面トリ

25 高坪 口(17.7) B+R+W+W' 橙 坪部 50 No.9・10。内外面に黒色部分

26 高坪 口16.2 調12.2 B+R+W少渭＇ 橙～灰赤 90 内外面に黒色部分
高12.7

27 高坪 口(18.1) B+R渭少州＇ 橙～黄橙 70 No.106 • 115。調部内外面に黒色部分

28 高坪 口16.8 調13.8 B+R+W+W' 橙～黄橙 80 恥73・74。焼成前穿孔坪部内面にター
高15.3 ル状の付着物

29 高坪 口(18.1) B+R+W+W' 橙 履 20 No.77。
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30 高坪 口(17。9) B少＋R碍少濯少 疇～橙 疇 40

31 高坪 口（18.1) B+R廿l1W' 橙 坪部 20 内外面に黒色部分

32 高坪 口(15.5) B+R惰少＋11'少 疇 坪部 40 Na88。

33 高坪 口16,5 B+R＋屑濯＇ 疇 坪部 100 No爪70。外面に黒色部分

34 高坪 口16.1 ll少収＋闇少叶＇少 橙 坪部 70 嵐85。外面に黒色部分

35 高坪 口18.0 B咄＋W+¥'I' 橙～赤笹 坪 90 嵐89• 93・ 104・ 108・ 111。112• 114。内外
面に黒色部分

36 高坪 口(lU) B瑶＋船屑＇ 橙～黄橙 坪部 15 No.122。

37 高坪 B少瑶惰＋闇＇ 橙 40 

38 高坪 口14.7 腿12.2 ll+R＋帳濯 黄橙～橙 95 No25 • 32。口縁端部面トリ坪部外面に
高15.2 黒色部分

39 高坪 臓13.3 B・トR＋屑＋関＇ 疇～橙 疇 90 池75。内外面に黒色晋冴

40 高坪 脚(13.3) B+R＋屑＋屑＇ 橙 50 嵐37。

41 高坪 脚11.5 B+R渭＋W' 橙～黄橙 疇 70 羽口転用

42 高坪 胸(13.8) B少紐＋肖少惰＇少 橙～黄橙 疇 70 羽口転用

43 高坪 B+R柑＋柑＇ 橙 鵬 60 羽口転用

“ 
高坪 B+R＋け濯＇ 浅黄橙～橙 疇 40 No」00。内外面に黒色部分

45 高坪 B少＋R＋屑＋閥' 橙～黄橙 疇 80 拗44。羽口転用

46 高坪 B少＋R柑少濯少 橙 疇 50 No.82。羽口転用

47 高坪 B+R渭少＋11'少 橙 脚部 50 羽口蔀用タール状の付着物

48 高汗 B+R+¥HW' 譴～黄橙 脚部 60 No.102。タール状の付着物

49 高坪 B少瑾＋tl少＋H＇少 橙 疇 60 嵐46c外面風化が著しい

50 高坪 B+R渭少瑾’少 橙 脚部 60 甑48。

51 高坪 B•fR惰少刈’少 橙 疇 60 嵐86。外面に黒色部分

52 高坪 B少サし＋W少渭＇少 橙 疇 50 嵐300羽口転用

53 ミニチュ 口(205) 最大6。6 B+R柑＋関＇ 黄橙～橙 30 恥8。焼成前穿孔内外面に黒色部分

ア 孔0.8

54 ミニチュ 口3.3 底2.3 B+R＋屑＋関＇ 橙 100 No.19。焼成前穿孔 (2孔1対）

ア 高4.4 最大6.3

55 ミニチュ B+R濯＋柑＇ 橙 35 

ア

56 ミニチュ B＋印刷 橙～赤橙 20 

ア

57 ミニチュ B+R糧＋W' にぷい橙 20 内面黒色

ア

58 ミニチュ B+R瑾＋屑＇ 橙～黄橙 20 内面黒色

ア

59 増 底4.0 胴17.2 B+R+W+li' 橙～赤橙 胴部 80 恥33。麟防ズリ内外面に黒色醐
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60 椀 口12.5 底6.2 B+R濯濯' 橙～赤橙 90 No.60・62・68。外面一部と内面黒色
高12.3 

61 はそう 孔1.2 H 灰白 60 No.16。

62 高坪 脚(12.3) B+R濯少＋柑＇ 浅黄橙～橙 疇 15

63 壷 口(24.2) B少＋R渭＋W' 橙 口縁 20 No.92。

64 甕 口(15.9) 胴20.3 B少＋R少渭渭＇少＋ にぶい赤橙 45 No.33。内外面に黒色部分
砂多＋礫少

65 褻 口20.5 胴24.8 B+R十川＋W'＋砂多＋ にぶい橙～橙 80 No.67 • 69。胴部下半黒色
礫少

66 甕 口20.2 胴26.0 B+R渭渭＇＋砂多＋ にぶい橙～橙 70 No.21・31。胴部外面下半黒色
礫多

67 甕 口17.6 胴21.4 B+R+W渭＇＋砂多＋ 浅黄橙～橙 85 No.17。胴部外面に黒色部分
礫少

68 壺 底7.1 B少＋R＋叱少＋H'少 橙 疇 80 No.39・ 40・ 41・ 51 • 53 • 59。底部ケズリ
風化が著しい胴部外面に黒色部分粘
土紐積み上げ痕

69 甕 口19.3 底8.4 B+R渭＋屑＇＋砂多＋ にぶい橙～橙 80 No.71。疇ケズリ鵬訊面に黒色翻
高29.9 胴25.9 礫多

70 甕 口18.9 底8.2 B+R＋柑＋N'＋砂多＋礫 にぶい橙～橙 90 N認0。疇ケズリ鵬捌面に黒色部分
高30.7 胴24.3 多

71 褻 口19.3 底7.6 B+R濯＋W'＋砂多＋礫 にぶい橙～黄橙 60 疇ケズリ鵬訊面回環色
高29.7 胴23.5 少

72 甕 口17.9 底6.8 B+R濯＋ii' 浅黄橙～橙 70 No.34。疇周辺に粘土貼付胴醐面黒
高27.9 胴24.1 色

73 甕 B+R+W＋附 橙～にぷい橙 胴部 20 嵐119。内外面に黒色部分

第34号住居跡（第255図）

セー369• 370 • 371、ス 369 • 370 • 371Gridに位置している。第25• 28 • 32号住居跡と重複し、

新旧関係はどの住居跡よりも古い。北側は現道にかかり、道路建設によって削平されている。また

噴砂の亀裂が入り込んでいるが、影響は少ない。規模は東西8.34m、深さ0.15~0.16mで、主軸方

位N 6 °-Eを測る大型の住居跡である。壁はほぱ乖直に立ち上がり、幅0.12~0.19m、深さ0.14

~0.22mの壁溝が東壁途中から南壁途中まで廻っている。カマドは北壁に構築され、焚き口幅

0.47mを測る。天井部がわずかに残存している。袖部は地山を掘り残し、火床面はよく焼けてい

る。また周辺部の床面もきわめてよく焼けている。貯蔵穴は南東コーナ一部に位置している。南北

1.42m。東西1.01m、深さ0.63mで、円形を呈している。ピソトは20基検出され、いずれも平面的

には小さい。 Pl • P2 • P4~P6が柱穴で、深く掘り込まれている。遣物はカマド・中央部・南壁際

中央部からおもに出土している。

第33号住居跡（第260図）

ヱ一369、ヒー369• 370Gridに位置している。削平されて、掘り込みは0.02~0.07mと浅い。カ

マドが片袖で、規模は主軸辺3.41m。3.08m、長辺4.02m、主軸方位はN 33°-Wを測る。壁溝は

廻っていない。カマドは北壁に構築され、全長が1.22m、焚き口幅は0.47mある。燃焼部は楕円形

を呈し、摺り鉢状に深く掘り込まれている。煙道部は削平されている。ピットは北東コーナ一部に

l悲検出されている。図示し得た遺物は 1点のみで、ほかに須恵器2片がある。
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第253図

第32号什居跡

1 灰黄掲色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

2 灰褐色土 焼上・炭化物粒千多く含む。しまりあい

3 褐色士 焼土・炭化物粒子若干含む。しまリ・粘性あり。

4 灰色粘士 焼:t•炭化物粒子若下含む。

5 灰黄褐色上 焼土・炭化物粒子わずかに含む。しまリあり。

6 炭化物堆積 焼土粒了若干含む。

7 暗褐色土 焼＿十・炭化物粒子多く含む。しまり。粘性あり。

8 賠褐色土 焼土・炭化物粒子若千含む。しまり・粘性あり。

9 灰褐色上 焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあリ。

第32号住居跡カマド

A 灰黄掲色上 焼上粒千・プロック多く、炭化物若干含む。しまりあリ。

B 黄灰色土 灰層。焼土粒子、炭化物多く含む。しまリ弱。

C 灰黄褐色土 焼上・炭化物粒千若千含む。しまりあリ。

D 褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあリ。

E 灰褐色上 焼土・炭化物粒子若千含む。しまりあリ。

F 暗褐色土 焼＿土・炭化物粒子、灰多く含む。しまリ弱。

ぐJ赤褐色土 焼士層。

第32号住居跡貯蔵穴

］ 灰褐色土 焼上・炭化物粒—fわずかに含む。しまりあり。

2 賠渇色士 焼土・炭化物粒子若ート含む。しまりあ')ロ

3 灰暗褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあ')。

4 茶褐色＿十 焼i．炭化物粒子わずかに含む。粘性あり。

5 灰暗掲色上 焼土．炭化物粒子わすかに含む。粘性あり。

6 灰褐色士 焼上・炭化物粒子わずかに含む。粘性あり。

7 灰茶掲色上 焼十・炭化物粒子若干含む。枯性あり。

8 灰褐色土 屁入物なし。粘性あり。

第32号住居跡(2)
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第32号住居跡（第254図）
No. 器種 大きさ (C•) 胎土 色調 残(%) 備 考

1 坪 口13.1 高5.4 B+R+W+W' 橙 60 No.44。放射状暗文

2 坪 口11.7 高4.3 B+R少＋肖少渭＇少 橙～黄橙 100 No.33。器面粗

3 坪 口18.7 高6.7 B+R少＋W少惰＇少 橙～黄橙 90 No.3 •4•7。外面に黒色部分

4 坪 口(12.8) B少＋R+W+W' 橙 30 内外面に黒色部分

5 坪 口(12.9) B+W+W' 浅黄橙 15 内外面に黒色部分

6 坪 口(12.0) B少＋R少＋伯・H' 灰白～浅黄橙 25 No.37。外面に黒色部分器面粗

7 坪 口(13.1) B+W+W' 浅黄橙 20 No.41。内外面に黒色部分

8 坪 口(11.9) B+R+W+W' 橙 20 内外面に黒色部分

， 坪 口(13.0) B少＋R少＋W+W' 灰白～浅黄橙 20 No.31。内外面に黒色部分器面粗

10 坪 口(14.0) B+R十川少渭＇少 橙 15 外面に黒色部分

11 坪 口(12.9) B+R+W'少 橙 15 口縁端部面トリ

12 坪 口(13.0) B+R少渭＋屑＇少 浅黄橙 20 No.14。内外面に黒色部分

13 坪 口14.6 B+R+W+W' にぶい橙～黒 60 内外面に黒色部分

14 坪 口(13.0) B少＋R+W少渭＇少 赤橙～橙 30 No.2。風化が著しい

15 坪 口(11.6) B+R少＋H少惰＇少 浅黄橙 20 

16 坪 口(12.1) 高4.3 B+R十川十Ii' にぶい橙～橙 45 放射状暗文内外面に黒色部分

17 坪 口（11.1) B+R少＋H十W' 浅黄橙 20 内外面に黒色部分

18 坪 口(12.3) 高4.0 B+R+W十屑＇ 浅黄橙～橙 40 No.28。口縁端部面トリ

19 坪 口(12.2) B+R+W+W' 橙～浅黄橙 20 外面に黒色部分

20 坪 口(11.9) B+R少惰+W' 浅黄橙～灰白 20 

21 坪 口(13.3) B少＋R渭少惰＇少 橙 15 

22 坪 口(13.7) 高4.1 B+R+W+W' 橙～浅黄橙 45 内外面に黒色部分

23 坪 口13.0 高4.2 B+R少惰少＋川＇少 橙～黄橙 60 No.20。内外面に黒色部分

24 坪 口(13.6) B+R少渭＇ 浅 20 口縁端部面トリ内外面に黒色部分

25 鉢 口18.0 B少＋R渭＋W' 橙 15 

26 椀 口11.6 高6.7 B少＋R渭少渭＇少 橙 60 

27 鉢 口(19.8) B+R+W渭＇＋砂多＋礫 橙 20 No.40。
少

28 高坪 B+R惰少渭＇少 橙～にぶい橙 調部 40 内面に黒色部分

29 甕 底(10.6) B+R少渭＋W' 黄橙 底部 30 疇ケズリ酪面に黒色鰤
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第34号住居跡

1 暗灰褐色士 焼土 ・ 炭化物粒子少量含む。 しまりあり。

2 灰黒褐色土 炭化物を部分的に多く含む。 焼土粒子・ ブロック若干混人へ

3 灰褐色上 焼土 ・ 炭化物粒子若干含む。 しまりあ'）。

4 灰褐色土 焼土粒子 ・ プロック多菫、 炭化物粒子若干含む。 しまりあリ ぅ

5 褐色上 焼土粒子 ・ プロック、 炭化物粒子若干含む。

6 黄褐色土 混入物なし。 しまりあり。

7 灰褐色土 焼土粒子 ・ プロック、 炭化物多星含む。

第34号住居跡貯蔵穴

1 灰黄褐色土 焼土 ・ 炭化物粒了少景含む。 やや軟質。

2 灰黄褐色土 1に焼土 ・ 炭化物プロック混入。

3 灰褐色土 焼土 ・ 炭化物粒子 ・ プロック多く含む。

4 灰色十 砂混人。 焼上粒子わずかに含む。

5 灰褐色土 焼土 ・ 炭化物粒了若干含む。 軟費。

6 灰色上 焼t ·炭化物粒子わずかに含む＂ 粘性強。

7 炭化物堆積焙

第34号住居跡カマド

A 褐色＿十 焼土粒子(5-~20mm)少呈含む。 しま1).粘性強。

B 黄褐色十 焼上粒子(3�5mm)少呈含む。 しまり ・粘性強。

（； 橙色土 内壁 ・ 天井。 きわめて良く焼けしまった焼上層。

ご 赤色上 きわめて良く焼けた焼土層。 しまりあり、 粘性弱。

D 灰褐色ナ 焼し粒子($~20m旧）、 炭化物微粒了極多星含む。 しま1)あリ、 枯件サ弓。

E I火白色上 灰「体。 焼•t粒子(3~5mnI)少呈含む。 しまリ ・ 粘件弱。

卜� 暗灰褐色上 炭化物微粒子極多贔、 焼土微粒了多納含む く、 しま＼．J -粘性やや弱。

c 暗赤色十 焼上層。 炭化物(3mm)少醤含む。 しまりあリ、 粘性弱。

日 暗赤色上 焼□昂炭化物(S~1(ImIn)多醤含む。 しよリあり、 粘性茄 C

l 赤抱色t 焼Iー陪。 砂酋。 しまりあり、 粘性欠。

」 黄橙色土 カマド袖内。 内壁に近い部分の焼土化。 しまIJあり、 粘件弱。

第255図第34号住居跡
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第256図 第34号住居跡出土遺物（1)
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第257図 第34号住居跡出土遺物(2)
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第258図 第34号住居跡出土遺物(3)

第34号住居跡（第256~258図）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口12.7 高5.5 B+R+W+W' 橙 100 No.29。外面に黒色部分

2 坪 口(11.9) B+R渭少渭＇少 黄橙 25 No.39 • 40。口縁端部面トリ内外面に黒
色部分

3 坪 口(11.6) 高5.0 B少＋R+W少濯＇少 橙 30 口縁端部面トリ内外面に黒色部分

4 坪 口(12.2) B+R+W+W' 橙 25 口縁端部面トリ

5 坪 口(12.0) B少＋R+W少渭＇少 橙 15 No.3。口縁端部面トリ

6 坪 口(12.0) B+R+W+W' 橙 20 口縁端部面トリ

7 坪 口(13.6) B+R+W+W' 橙 20 口縁端部面トリ

8 坪 口(13.8) B+R渭少＋w＇少 橙 15 口縁端部面トリ

9 坪 口13.0 B少＋R惰少渭＇少 黄橙～橙 20 

10 坪 口(14.0) B+R渭少＋H＇少 にぶい橙～浅黄橙 20 内外面に黒色部分

11 坪 口(13.9) 高5.9 B少＋RHI少渭＇少 黄橙～浅黄橙 30 口縁端部面トリ

12 坪 口(13.6) B少＋R渭少渭＇少 黄橙～橙 20 口縁端部面トリ

13 坪 口12.9 高5.0 B+R+W少＋H＇少 黄橙 60 No.31。口縁端部面トリ

14 坪 口(13.6) B+R+W+W' 橙～黄橙 20 No.38。口緑端部面トリ外面に黒色部分
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15 坪 口(14.7) B+R濯＋ti' にぶい橙～橙 15 内外面に黒色部分

16 坪 口(16.1) B+R＋柑＋H＇ 橙～赤橙 15 口緑疇面トリ

17 坪 口(lU) B+R瑾少碍＇少 橙 20 No.50。口緑端部面トリ

18 坪 口(16.6) B+R濯少碍＇少 橙 15 口緑端惜暉トリ

19 坪 口(14』)底3。4 B+R瑾少汗11'少 橙～黄橙 25 勘20。疇5ケズリ

高5.1

20 坪 口14.6 底3.9 B+R+ii+H' 橙 95 No.2・出疇ケズリ内外面に黒色部分

高5.4

21 坪 口(14.2) B+R＋関噸' 橙～黄橙 20 No.22。

22 坪 口15。1 底4.3 B+R+li+W' 橙 95 疇ケズリ

高5.3

23 坪 口14.6 底3.0 B+R叶l十屑＇ 橙～黄橙 80 Nal9。鰤砂ズリ外面に黒色醐

嵩6.0

24 坪 口(12.9) 高5.8 B+R+II'十柑＇ 橙～黄橙 30 疇ケズリ

25 ミニチュ 口（5.5) 高4.5 B瑶＋附＋W' 橙～黄橙 70 No.15。外面に黒色部分

ア

26 ミニチュ 口(10.1) 底6.0 B+R+¥Hil' 橙～にふい橙 70 疇ケズリ

ア 高3.6

27 坪 B少汎舟少＋肘＇少 橙～黄橙 70 外面に黒色部分

28 高坪 口17。3 脚12"9 B+R+¥'I瑾＇ 橙～黄橙 80 No.1・16・カマド。

高13.4

29 高坪 口(18.3) B+R＋柑＋柑＇ 橙 疇 15

30 高坪 脚16.3 B+R+IHW' 橙～黄橙 疇 80 No.48。

31 高坪 B+R+W+W' 橙～黄橙 脚部 70

32 高坪 脚14.1 B+R濯＋ii' 橙～にぶい橙 脚部 70 外面に黒色部分

33 高坪 口(18.0) B+R+W十屑＇ 橙～黄橙 暉 20 No.51。

34 高坪 B+R+i/+i'I' 橙～黄橙 脚部 70 No.37。

35 高坪 B+R+¥'I+H' 橙～浅黄橙 疇 70 No.42 • 43。内外面に黒色部分

36 高坪 B+R+WHI' にぷい橙～橙 鵬 60 No.44。

37 鉢 口(21.9) B+R+W少＋W'少 疇～橙 口縁 20 No.55。

38 鉢 胴16.0 B少＋R+W少濯＇少 橙 70 No26。内面黒色

39 台付鉢 台9.4 B+R+W柑＇ 橙～黄橙 疇 90 No.47。

40 小型甕 口14.9 底6。1 B+R瑾瑾＇＋砂多＋礫 にぶい橙～橙 100 No28。顧砂ズリ内外面に黒色部分

高18.5 少

41 小型甕 口(14。7) B+R濯少渭＇少 橙 25 No.36。内面に黒色部分

42 甕 底6。5 B+R柑＋H'＋砂多＋礫 赤橙～にぶい橙 疇 70 恥27・貯蔵穴。底部周辺に粘土貼付内

面が全体的に黒色

43 甕 底3.3 B+R少渭＋W' にぶい黄橙 疇 60 疇ケズリ内面黒色

44 窺 底7.0 B+R瑾＋関＇＋砂少 橙～赤橙 疇 60 疇ケズリ
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45 甕 底5.5 B+R渭＋H'＋砂少 橙 底部 60 疇ケズリ

46 甕 口(18.4) B+R渭＋W'＋砂多 浅黄橙～橙 口縁 20

47 甕 口17.5 B+R渭＋W'＋砂多 橙 口縁 80 No.21 • 24・ 25。

48 嚢 口(22.8) 底7.9 B+R渭＋W'＋砂多＋礫橙 80 疇周辺に粘丑詔内外面に黒色部分
高24.7 胴25.6 少

49 甕 口18.6 胴24.0 B+R少＋W+W'少＋砂灰褐～にぶい橙 60 
少＋礫少

50 甕 口(19.9) 底7.2 B+R渭＋¥II'＋砂多＋礫赤褐～橙 70 No.6. 7。底部周辺に粘土貼付胴部外面
高26.5 胴23.5 少 下半黒色粘土紐積み上げ痕

51 甕 口(18.2) 胴23.8 B+R+W渭＇＋砂少 にぶい黄橙 40 No.41。胴部外面中位に黒色部分が廻る

第35号住居跡（第261図）

第 1発掘区西半の大規模に削平されているヱー377• 378Gridに位置し、辛うじて床面付近が残存

している住居跡である。南半部は発掘区域外にかかっている。規模は主軸辺3.47mで、主軸方位は

N-68°-Wを測る。壁溝は廻っていない。カマドは西壁に 2基並んで設置されている。北西コーナ

一部のものがカマドA、西壁中央のものがカマドBである。設置されている位置から推測すると、

カマドBが住居跡構築時のもので、カマドAは新たに設置されたものと考えられる。両者とも袖部

・煙道部は検出されていない。規模はカマドAが全長1.16m・焚き口幅0.87m、カマドBが全長

0. 78m ・焚き口幅0.36mを測る。ピットは 4基検出され、貯蔵穴は確認されていない。図示し得た

遣物は 1点のみで、ほかに須恵器4片が出土している。

第259図 第34号住居跡遺物出土状況

- 335 -



y ． 

B' 

＜
 

B 
33.om 

8 'C  ..  

`¥``¥¥、、、```¥¥、、、言言言

と

E
o
・
s
s
 ．
 

＜
 

C' 

゜
2m 

｀二］

゜
10cm 

第33号住居跡

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。

2 暗褐色士 焼土粒子・プロック、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

3 黒褐色土 炭化物層。焼士粒子多く含む。

4 暗褐色土 焼土粒子若干含む。

5 茶褐色土 焼士粒子・プロック多最含む。

6 茶褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。

7 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。

8 黄褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む。

第260図 第33号住居跡・出土遺物

胎土 色調 残存率(X) 備 考

(4.5) 孔0.6 I砂 R＋砂渭’少 橙 30 焼

） 
） 

B少＋R渭胎少渭土＇少 橙

色調 残存率(X)1 備 考

(12.1) 40 
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第35号住居跡カマドA

A 暗灰褐色土 焼十~炭化物粒子多く含む。しまりあリ。

B 灰褐色土 焼上・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

C 灰黄褐色士 焼土・炭化物粒子わすかに含む。しまりあり。

第35号住居跡カマドB

A 赤褐色土 焼士層。

B 灰黄褐色土 焼上粒子・プロック、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

C 灰褐色土 焼十＿・炭化物粒子多く含む。しまりあリ。

D 灰黄褐色土 焼上・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

E 灰賠褐色上 焼土粒了・プロック、炭化物多く含む口しまりあり。

汀 灰掲色士 焼上・炭化物粒子若―「含む。しまりあリ＂

G 暗褐色土 焼七・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

第261図 第35号住居跡・出土遣物
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゜
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第36号住居跡

l 暗褐色土 焼上・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

2 暗褐色土 焼七粒了・プロック、炭化物粒子芥干含む。しま IJぁ IJ.,

3 黒褐色士 焼土粒子・プロック、炭化物粒子多星含む。しまりあ＇）。

4 暗褐色土 焼十粒了・プロック、炭化物粒子多旦含む。しまりあり。

5 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む口しまりあり。

6 黄掲色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

第36号什居跡カマド

］ 暗茶褐色十 灰色砂粒子若干含む。しまりあり。

IT 賠黄褐色十 地IlI。灰色砂粒子若丁含む。しまリあり。

旧 黄褐色十 焼土・炭化物粒千わずかに含む。しまりあり。

A 茶褐色士 炭化物粒―fわずかに含む。しまりあり。

B 暗茶褐色上 焼土粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。

しまりあり。

C 灰茶褐色七 焼j_•炭化物粒子、灰色粘質土若干含む。

しまリ・粘性あり。

D 賠褐色十 焼十粒子・プロック、炭化物粒子多呈含む。

しまりあリ。

ロ 灰暗褐色上 焼上粒子・プロック、炭化物粒子、灰色粘質土若干

含む。しまリあり。

第48号住居跡

1 茶褐色土

2 暗褐色上 焼士・炭化物粒子わすかに含む。しまりあ 1)。

3 暗褐色士 ）尭土粒子・プロック、炭化物粒子多く含むロ

しま 1)あり。

4 暗茶褐色七 焼十粒子・プロック、炭化物粒子多く含む。

しまリあり。

5 炭化物堆積／曾

F 灰褐色土 焼土・炭化物粒了・プロック多く含む。軟質。

G 灰褐色土 Fに多星の焼土含む。

日灰色土 焼士・炭化物粒千・プロック、灰色砂多く含む。

軟質。

］ 暗黄褐色上 焼土粒子・プロック、炭化物粒子少最含む。

しまリあリ。

J 暗褐色土 焼土粒了若干含む。しまりあり。

k 黄褐色上 焼土粒子少量含む。しまりあり（プロック状）。

L 暗褐色土 焼土粒子・ブロック少最含む。黄褐色土混入。

しまりあり。

M 暗褐色土 焼土粒子・プ[lック、炭化物粒子若干含む。

黄掲色土わずかに混入。しまりあり。

第262図 第36号住居跡（1).第48号住居跡
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N 灰黄褐色士 焼土粒子少呈含む。しまりあい

〇 灰暗褐色十 焼十＿粒了若十含む（プロック状）。

P 暗黄褐色十 焼土粒子少景含む。しまリあり。

Q 賠赤褐色土 焼土層。橙色焼十＿ープロック含む。じまりあり口

R 灰黄褐色上 焼土、焼ナブロック多く含む。しまりあり。

焼1

゜
1m 

S 灰褐色土 混入物なし。しまりあり。

T 暗黄褐色t 焼十・炭化物粒千少昆含む＼焼十プllック混人。

しまりあり。

u 暗褐色土 焼上プロック多く、焼」ー．炭化物粒千若干含む。

v 暗赤褐色士 Qに暗褐色土混入。しまりあり。

第263図第36号住居跡(2)
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第264図 第36り住居跡出土追物

lミー365• 366、

□惰262• 263位1)

ヘ--366G直に1立置し、東西に閲炒の亀裂が走っている。大半の部分が発掘区域

外にかかっている。第48号仔屈的は平面的戸 することができず、 断面観察から存在を知ること

ができた。 また第芍号件居跡は第46号1T国跨とも し、新旧閂係は第36号住居跡が最も古い。第

36号住居闘の）翡摸は東内0.g4m、深さ().3l~0.57rnで、主軸方賃はN-6°-vVを測る。 カマドは北

際に構笠され、令長286m．一焚き［」的049mの規模をもつ。袖謡 c 燃焼部は第48号住居跡によって

削平され、辛うじで狽跡が秘められているっ岬道罰は天Jl^ーがしっかりと残仔し、煙出部は円形のピ．

ソト状を兒している。火床口，岬道部はよ〈焼けている。詐蔵火。ピソト s 壁溝等の柿設は検出さ
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第36号住居＿―-魏〖頃詮堕図）
No。器種

―̀大’--きさ-'（――C‘目’） --~ 胎•-~ -土---. 
色調 残存率（災） 偏 考

l 坪 口10。1 B+R+W濯＇ 浅黄橙～橙 25 

2 坪 口(12。2) B+R＋糾渭＇ 浅黄橙～控 25 口縁錯陪陣トリ

3 坪 口(13.5) B少斗R舟少＋M'少 疇遭 25 

4 椀 口（14.1) l!+R+W瑾＇ 橙～にぶい橙 20 

5 坪 口10.5 高5.8 B+R＋船十l/1' 浅黄橙～にふい橙 90 No.5。外面に黒色部分

6 椀 口(13.6) ll少伐＋屑少濯＇ 橙 口怒： 20 甑13。

7 高坪 口15.6 B+R+li+i1' 橙 暉 90

8 高坪 口(13.9) B+R瑶＋屑＇ 棚 暉 30

I ， 謁坪 口17.7 B+R少＋H碍＇ 橙 暉 40 池6。21。口縁端疇トリ

10 高坪 口16。8 B少斗R+W+i1' 橙～浅黄橙 坪部 90 嵐7。

11 高坪 口1A8 叱釣R＋帳少柑＇少 橙～にぷい橙 汗部 80 I如24。

I I 
12 高坪 口16.5 脚14.2 B+R+W濯＇ 橙～黄橙 90 細。

高16.0

13 高坪 口16。4 B少＋R柑少碍’少 橙～黄橙 70 郎11。25・26,風化が著しい

14 高坪 口(15。0) B少紐碍＋W' 橙～黄橙 暉 20 料o.23。

15 高坪 閥13.3 B+R堺＋W＇ 橙～黄橙 疇 60 焼成前穿孔

16 柑 口9.0 B+R噸＋ii' 橙～にぶい橙 口緑 100

17 坦 胴15.2 B+R+H濯' 橙～黄橙 胴部 30

18 褻 口(19,6) B+R＋闇濯＇＋砂多＋砂 黄橙～にぶい橙 ロ縁 20 粘土紐穣み上げ痕
多

19 甕 底(7.6) B+R舟少斗屑＇＋硝少 にふい橙～橙 疇 50 疇ケズリ

20 甕 底7.0 B+R瑾湘’叶渠少 橙 疇 60 即8・20。麟砂ズリ内外面に黒色部分

21 嚢 底4.6 B+R濯＋W' 橙 疇 50 疇ケズリ外面に黒色醐

22 竪 底(6.2) B瑶＋闇渭＇＋橙 浅黄橙～橙 疇 50 疇ケズリ

23 台付鉢 台11。1 船R少柑少刊’少 橙 謁部 20

れていない。遺物は第36• 48号住居跡のものが混合している可能性が高く、石製剣形品 1戎、石製

紡錘車 1点も出土している。

第37号住居跡（第265• 268図）

ほ 368。369Gridに位置している。南半部分は発掘区域外にかかり、東壁付近には噴砂の亀裂が

入り込んでいる。規模は主軸辺3.06m、深さ0.18~0.52mで、主軸方位はN-68°-Eを測る。壁は

傾斜をもって立ち上がり、幅0.12~0.34m、深さ0ぷl~0.54mの壁溝が北壁，西壁に廻っている。
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第37号住居 ホ（第266図）
No. 器種 大きさ（田） 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(14.1} B+W多 灰白 20 底部回転ヘラケズリ

2 坪 底(6.9) B渭少 灰白 疇 40 回転糸切り離し

3 坪 底10.0 B少廿l 灰白 疇 90 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

4 坪 口(12.9) B+R少渭少＋W' 橙 40 螺線状暗文

5 台付甕 口12.6 胴16.1 B少＋H多 明赤褐 70 No.13。胴部内面上半に黒色部分

6 甕 口(20.1) 胴20.8 B+R+W+W' 橙 口縁 30 No.20 • 23・カマド。

7 甕 底4.6 胴19.2 B+R+W+W' 橙 胴部 40 No.23。疇ケズリ犀外面下半に黒色
部分

8 甕 口(15.4) Wt片少 褐灰 口縁 40 No.3。

， 壷 底(10.8) B+W渭＇＋砂少＋礫少 灰 胴部 20 疇ケズリ

10 甕 B少舟 灰 外面に波状文

11 甕 B少渭＋砂少 灰 外面に波状文

第38号住居跡（第269図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残（％） 偏 考

1 坪 口11.4 高5.3 B+R+W' 橙～浅黄橙 100 

2 椀 口13.0 底2.6 R多 橙 90 No.1。
高6.3

3 小型甕 口13.2 底3.4 B多＋R濯 橙 100 No.5。
高10.7

4 均 底5.2 胴13.6 H 橙 胴部 100 No.4。胴部下半に黒色部分粘土紐積み
上げ痕

5 甕 口14.2 R多＋H多 橙 上半部 70 No.8。粘土紐積み上げ痕明瞭

6 甕 口(18.2) R+W多 橙 口縁 20 No.6。

7 琵 口18.2 底8.2 R多渭多 にぶい橙 100 No.ふ疇ケズリ胴鋤面黒斑粘土
高28.7 胴29.0 紐積み上げ痕

8 高坪 口20.0 R多柑多 橙 嘩 60 No.9。

， 高坪 口17.4 H （内）浅黄橙 坪部 100 No.12。
（外）橙～浅黄橙

10 高坪 H 橙 脚部 30 外面に黒色部分

11 高坪 R多＋H 橙 臓部 80 粘土紐積み上げ痕明瞭

12 高坪 B+W多 橙 脚部 80 No.2。粘土紐積み上げ痕

13 高坪 R 橙 70 No.11。内面風化

14 高坪 調12.0 R+W 橙 40 No.10。
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第269図 第38号住居跡出土遺物

カマドは東壁に構築されているが、上半部が攪乱を受けているため煙道部は確認されていない。全

長1.82m、焚き口幅0.56mの規模をもち、燃焼部が壁外に掘り込まれている。袖部は検出されてい

ない。ピット状の煙出部が認められている。ピットは北東コーナ一部と中央部に 2基みられる。貼

床が顕著に施され、床面直上には拳大の礫が多く検出されている。遺物は土師器・須恵器のほか、

凹石 1点、磨石 2点（12:8.8Xl2.1X5.0cm • 710g、 13: 12. 9 X 13. 6 X 3. 8cm • 940 g)、編物石 1

点が出土している。
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第39号住居跡

1 暗茶褐色土

2 暗茶褐色土

3 暗灰褐色士

4 褐色土

5 褐色土

6 灰褐色土

7 褐色土

8 暗褐色土

9 暗黄褐色土

焼士粒子(3~5mm)少量、火山灰多晨含む。

しまり・粘性あり。

焼土粒子(5~10mm)少量含む。しまり・粘性あり。

焼土粒子(10mm)、炭化物粒子(5~10mm)多星含む。

しまり・粘性あり。

焼土粒子(7~8mm)少羹含む。しまリ・粘性強。

灰赤色砂粒子多量含む。しまり・粘性弱。

焼土粒子(5mm)、炭化物粒子多量含む。しまり・粘性弱。

焼土粒子(5~10mm)、炭化物粒子(]0mm)少量含む。

しまり・粘性あり。

炭化物粒子少量含む。しまりあり、粘性やや弱。

焼土微粒子、細粒砂微量含む。しまり・粘性あり。

第40号住居跡

l 暗茶掲色士

2 褐色土

3 褐色土

4 茶褐色土

5 暗褐色土

6 暗褐色土

7 暗黄褐色土

8 褐色土

9 暗黄褐色土

10 暗茶褐色士

焼土粒子(3mm)少量含む。しまり・粘性あり。

焼士粒子(5~10mm)微晨含む。しまり・粘性あり。

灰赤色砂粒子多量含む。しまり・粘性弱。

焼土粒子(3~10mm)極多最含む。しまり・粘性あり。

炭化物微粒子多く含む。しまり・粘性あり口

焼土微粒子微量含む。しまリ・粘性あり。

炭化物微粒子微蓋含む。しまリ・粘性強。

炭化物粒子(5mm)少量含む。しまり・粘性強。

焼土粒子(3~5mm)少菫含む。しまり・粘性強。

焼土粒子(5~10mm)含む。しまり・粘性あり。

第270図 第39• 40号住居跡
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0 10cm 
I -------1 -•4 

第272［叉［ 第39号仕居跡出土遣物(2)

（第267図）

ほー369。370Griclに佼置し、人半が発掘区域外にかかっている。北コーナ一部のみが検出され、

規模は明確ではない。 1架さ0.24~0.56m、北西辺の方位はN-47°-Eを測る。壁はほほ垂直に立ち

「かり、壁溝は廻っていない。カマド。胴蔵穴。ピ、ノト等の施設は検出されていない。完形もしく

はそれに近い状態の遺物か多く出上している。

第273図 第42号仕居跡遣物出土状況
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第275図 第40号住居跡出土遣物(2)
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46 

゜
10cm 

第277図 第40号住居跡出土遺物(4)

第39。40号住居跡（第270図）

ほ一369• 370、ヘー369• 370Gridに位置し、北側の大半部分が発掘区域外にかかっている。新旧

関係は第39号住居跡が第40号住居跡よりも新しい。

第39号住居跡には南北に噴砂の亀裂が走っている。規模は東西4.18m、深さ0.41~0.61mで、南

辺の方位はN-86°-Eを測る。壁はほぱ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマド・貯蔵穴

・ピット等の施設は検出されていない。床面はあまりしっかりしておらず、遺物も少ない。

第40号住居跡の規模は東西6.03m、深さ0.55mで、南辺の方位はN_94°-Eを測る。壁はほぼ垂

直に立ち上がり、幅0.27~1.04m、深さ0.30~0.91mの壁溝が途切れながら廻っている。貯蔵穴が
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第39号住居 祢（第271• 272図）
恥． 器稲 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（匁） 備 考

1 蓋 口(14.3) W少 灰 10 

2 坪 口(13.8) B+R+W 橙 10 

3 坪 口(12.0) R にぶい橙 20 

4 坪 口(12.4) R多 橙 30 

5 坪 口(13.8) R多＋H にぶい橙 10 

6 坪 口12.9 高5.9 R 浅黄橙 80 嵐10。

7 坪 口(12.4) R 橙 20 

8 坪 口(14.0) R多 橙～浅黄橙 20 内面風化

， 坪 口(16.0) R 橙 10 

10 坪 口(14.2) R+H 橙 口緑 20

11 椀 口(16.O) R+W 橙 10 

12 椀 口(14.8) 底5.4 R 橙 80 No.15。疇ケズリ
高8.8

13 坪 口15.6 高5.5 橙 80 No.8 • 11。

14 坪 橙 10 

15 高坪 R渭多 橙 疇 50

16 高坪 R 橙 疇 40 粘土紐積み上げ痕

17 高坪 R+W にぶい橙～橙 30 

18 小型甕 口13.6 B 橙 60 

19 小型甕 口(16.2) R＋闇多＋砂多 橙 口縁 20 No.12。粘土紐積み上げ痕

20 高坪 脚9.6 R多＋闇 橙 脚部 80

21 高坪 関（10.4) R多＋N多 にぶい赤褐 脚部 40 No.l。

22 支脚 下端(12.2) B多＋柑＋砂多 橙 脚部 30

23 甑 口25.8 橙 上半部 60 No.13。

24 甕 口17.8 胴21.0 砂 浅黄橙 40 No.3。

25 嚢 口(20.0) 胴22.4 砂 浅黄橙～にぶい橙 上半部 20 粘土紐積み上げ痕

26 萎 口(18.2) 胴19.8 砂 橙～浅黄橙 40 粘土紐積み上げ痕

27 器 口16.0 胴19.0 砂 橙 40 嵐4。
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第40号住居跡（第274~277図）
No. 器種 大きさ(c匿） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口14.2 底4.8 R 橙 100 No.26。
高6.0

2 坪 口12.8 B+R多 橙 80 疇内外疇色

3 坪 口(13.8) R+¥II 橙 20 

4 坪 口(14.0) R+W 橙 10 

5 坪 口(14.2) 橙 20 外面黒色

6 坪 口(14.0) 底3.3 R 橙 30 
高5.7

7 坪 口（14.0) R少 橙 20 No.19。

8 椀 口13.4 底4.0 R 橙 95 No.47。疇ケズリ
高5.3， 坪 口1405 高6.o R多惰 橙 95 No.37 • 53。疇ケズリ内面風化

10 坪 口14.5 高6.0 R多＋屑 （内）浅黄橙（外）橙 90 No.4。疇ケズリ

11 鉢 口15.0 底4.6 R多濯 橙 90 No.5。疇ケズリ

高6.5

12 坪 口14.7 底4。2 R 橙 70 底部ケズリ外面黒色部分

高6.0

13 坪 口14.4 底3.8 R＋屑 橙 90 No.34。疇ケズリ
高5.8

14 坪 口15.4 底3。O R＋屑 明赤褐 100 駆 2。疇ケズリ
高5.2

15 坪 口(15.6) 闇 橙 20 

16 坪 口(13。8) 高6。7 R 橙 20 No.46。底部外面黒色

＂ 
坪 口15.2 底4.5 B+W' （内）明黄褐（外）橙 80 llo.6。疇ケズリ
高6.8

18 椀 口(16.8) R 橙 30 恥48。

19 椀 口14.8 R 橙 80 血 1。

20 椀 口15.4 R 橙 70 No.23。

21 高坪 口17.0 柑 橙 坪部 100 No.45。

22 高坪 口18.8 R多＋屑 橙 坪 90 No.42。

23 高坪 調(16.2) R+W 橙 脚部 10 内面風化

24 高坪 口17.8 調14.4 H 橙 70 
高14.5

25 高坪 口17.0 脚12.0 R 橙 70 No.36。
高13.1

26 高坪 口(16.0) 脚11.8 R 橙 70 嵐35・48。
高12.8

27 高坪 口15.5 胴12.4 R にぷい黄橙 95 No.25。
高12.6

28 小型甕 口12.0 底3.8 R十闇 橙 95 No.16。疇ケズリ
高9.9 胴12.0

29 椀 口13.6 底6.8 R 橙 80 恥31。口縁部指頭による押さえ
高10.5 胴15.4
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30 コップ型 底(7.5) 針 灰 疇 40 疇回転ヘラケズリ

31 高坪 脚（12.0) R多瑾 橙 疇 10 No.50。

32 褻 口12.0 底5.2 礫 灰黄褐～橙 90 悔44。胴部外面中位スス付着

高19.0 胴15.8

33 壺 胴19。1 R 橙 胴部 100 No.3。外面黒斑

34 鉢 口(22.2) R 橙～明赤褐 30 恥1。

35 鉢 口(24。4) 屑 橙～浅黄橙 10 

36 鉢 口(28,2) R多舟＋W' 橙 口縁 10 池30。

37 甑 口(25.0) 礫 （内）橙～にふい黄 口緑 20
橙 （外）にふい褐

38 甑 口21。6 底8.2 R多＋t1 明赤褐 80 嵐12・13。外面上半スス付着

高19.8

39 轡； 口(27.8) 底（7.5)R 橙 30 No.2。

高28.l

40 蓋 口(18。2) 礫 橙

41 嚢 口(19.4) R多柑多＋甘＇ 橙 口縁 30 No.7・33。粘土紐積み上げ痕

42 甕 口17.2 底7.0 R＋礫 橙 70 甑l.8。疇周遮辻蜘

姦28.0 胴23.0

43 甕 口16.8 底6.8 R＋礫多 橙 90 No.14。
高30.0 胴24.3

44 甕 口(20.8) 底6.6 R惰多 橙 80 No.15・ 17 • 29。胴部外面中位に黒斑
高28.8 胴26.7

45 秦 口18,5 底7。8 R+付 にぶい橙 80 恥15。

高31』胴5。O

46 蚕 口18.0 底6.5 R多惰多 橙～にぶい黄橙 95 甑40。

高28.1 胴23.5

47 甕 口(18.6) 底6.8 R惰多 橙 50 駆 7・41。

高28。2 胴22.6

48 甕 口16.0 底7.2 R＋関 橙 95 No.43。
高25.7 胴25.6

49 湮 口17.4 底6。O R＋屑 橙 95 No.24。

高29.7 閣22.0

南東コーナ一部に位置し、南北0.83m。東西0。79m、深さ0。76mを測る。ピ；；トは 3基検出されて

いる。カマドは検出されていない。遺物は貯蔵穴周辺部から出土し、ほかに石製臼王］点、編物石

1点がある。
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第~ I • 4 2号住居切

l 暗茶褐色土 焼十粒了少呈含む。しまリ・粘性あり。

已 褐色上 焼十粒了(3~10皿l)多鼠含むロ

しまリ・粘性あり。

＄ 褐色十 焼上粒子(3mm)少呈含む。

しまリ・粘性あり。

4 褐已士 灰赤色砂粒千極多呈含む。

しまり・粘性弱。

5 暗褐色土 焼士粒子（微粒～3mm)少娯含む。

しまリ・粘性あリ C

6 暗黄褐色土 焼土微粒子微最含む。しまリ・粘性強。

7 荼褐色上 焼士粒子(3mm)少呈含む。

しまり・枯性あり。

8 茶褐色土 焼上粒子（微絨～5mm)少呈含む。

しまり・粘性あり。

9 灰褐色上 焼十微粒了微星含む。

しまリ・粘件あり。

10 暗黄褐色十 焼十粒＋（3～5m]]I)少畢含む。鉄分沈着。

しまリ・粘性あリ。

第41号住居跡カマド

A 灰褐色上 焼十・炭化物粒千わずかに含む。

しまリあり。

B 灰黒褐色上 焼土粒了・・プロック、炭化物粒子

多く含む。

C 暗褐色十 焼土粒千・ブロック、炭化物粒子・

若干含む。軟質。

「） 暗黄褐色：l. 天井部崩落磨。焼上粒千・フロック

多く含む。

じ 暗苗褐色十 焼＿L粒千芳千含む。しまりあリ。

F 焼十塊 賠仇褐位十粒千混）り

C 黒褐色i 焼ト・炭化物粒了、灰多く含む。軟質。

第279図第41号住居跡(2)

第41• 42号住居跡（第273• 278 • 279図）

ヘー364• 365Gridに位置している。北側は発掘区域外にかかり、噴砂の亀裂が入り込んでいる。

第41号住居跡は第46号住居跡とも重複している。新旧関係は第41号住居跡が第42• 46号住居跡より

も新しい。

第41号住居跡の規模は主軸辺3.05m・長辺4.00m、深さ0.21~0.59m、主軸方位はN-142°-E

を測る。カマドは南壁に構築され、全長1.46m、焚き口幅0.34mの規模をもつ。袖部は地山を掘り

残し、燃焼部は隅丸長方形を呈している。火床面はよく焼けており、緩やかな窪みをもっている。

高杯形土器が支脚に転用されている。貯蔵穴はカマド西側の南西コーナ一部に位置し、円形で、南

北0.68m。東西0.87m、深さ0.47mを測る。検出されている 2基のピy卜は、柱穴である。住居跡

の壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。遺物はカマドおよび中央部から出土し、須恵

器 1片、石製管玉 1点、土王 1点、土製紡錘車 1点、磨石 (12.6 X 21. 2 X 3. 7 cm。1,085g) 1点、

縄文土器 1片がある。

第42号住居跡の規模は明確ではないが、比較的大規模な住居跡である。壁はほぼ垂直に立ち上が

り、幅0.12~0.18m、深さ0.07~0.30mの壁溝が南壁に廻っている。貯蔵穴が南東コーナー部に位

置している。南北0.74m・東西1.02m、深さ0.18mを測り、楕円形を呈している。カマド。ピyト
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第286図 第41号住居跡出土遺物（4)

第41号住居跡（第280~282図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（駕） 備 考

1 坪 口13.0 高5.4 R 橙 50 No.55。外面黒色

2 坪 口12.2 高5.3 R 浅黄橙 90 No.11。

3 坪 口(12.0) H 橙 20 

4 坪 口(12.4) R＋屑＋＼i＇ 橙 30 No.20。

5 坪 口(14.0) にぶい橙 10 

6 坪 口(14.8) R 橙 10 

7 坪 口(14.0) R 橙 10 内面風化

8 坪 口(14.0) R+W 橙 10 No.10。

， 坪 口(16.2) R 橙 20 

10 椀 口(13.8) R 橙 10 No.53。
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11 鉢 口(18.4) R 橙 20 風化

12 小型甕 口14.2 礫 橙～浅黄橙 口縁～胴部No.2・24・49。外面に黒色部分
80 

13 高坪 口18.2 腿112.4 R 橙～にぶい橙 60 No.2。
高13.9

14 高坪 口(18.0) 佑礫多 橙 口縁 10

15 高坪 調11.5 R 橙 調部 60 No.3 

16 甕 口(18.4) 礫 橙 口縁 30

17 壷 口(20.2) R 橙 口縁 10 No.34。

18 壷 礫 （内）明赤褐（外）橙底部 10 No.1。

19 壷 R 橙 疇 10 内面風化黒斑

20 甕 口(18.4) H （内）にぶい赤褐 口縁 10
（外）橙

21 甕 口16.2 佑礫多 橙 80 No.5。

22 甕 口17.8 底7.0 礫 浅黄橙 70 No.19。底部ケズリ底部外面黒色
高27.8 胴20.5

23 甕 口16.6 底6.0 N多＋礫 橙 90 No.27。底部ケズリ底部外面黒色
高28.6 胴19.0

24 甕 口16.0 礫 橙 口緑～胴部 No.9・13。胴部外面に黒色部分
70 

25 甕 口(19.6) 礫 にぶい橙 口縁 20 llo.30。

26 甕 口16.8 礫 橙 50 No.19。胴部中位に黒色部分粘土紐積み
上げ痕

27 甕 口18.2 R 浅黄橙 80 No.28。胴部外面下半黒色

28 甕 口(20.2) R＋礫多 橙 口縁 20 No.41。粘土紐積み上げ痕明瞭

29 甕 底6.5 礫 （内）明赤褐 調部～底部 No.53。底部ケズリ
（外）浅黄橙～橙 30 

30 甑 口22.6 底9.2 R＋礫 橙～浅黄橙 80 No.26。外面下半にスス付着
高28.0

31 壷 口21.8 底7.4 B多＋R多＋W+W' 橙～黄橙 80 No.6。胴部黒斑と対向する位置に坪口径
高40.8 胴36.6 と一致する円形の焼けムラ2つ（重ね焼

きの痕跡）

第42号住ご ，，，．（第283~285図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(14.0) 高6.0 R 橙 60 No.122 • 123。

2 坪 口(14.6) 高6.7 R多＋H 橙 30 No.126 • 129。

3 坪 口(14.2) R にぶい橙 10 

4 坪 口(14.2) R+W+W' 橙 40 No.57 0 

5 坪 口(14.0) R 橙 20 風化が著しい

6 坪 口(14.9) 高7.3 B+R+W+W' 橙 50 No.64。

7 坪 口12.2 R 浅黄橙 70 No.32。

- 365 -



8 坪 口(12.4) N 橙 20 No.66。

， 坪 口(12.2) R+W 橙 10 

10 坪 口12.0 高5.3 R 橙～浅黄橙 90 No.43。黒斑

11 坪 口(12.2) ¥i 橙 10 No.118。

12 椀 口(12.0) R 橙 20 

13 坪 口(11.0) 高5.1 li 橙 40 No28。外面黒色

14 坪 口(11.2) 高5.0 R （内）にふい橙 40 No.15。
（外）橙

15 坪 口(12.0) 高5.4 R 橙 60 

16 坪 口12.2 高5.5 B+R 橙～にふい橙 90 No.34 • 53。

17 坪 口12.0 高5.6 R多惰 橙 100 No.78。内面風化

18 坪 口12.5 高5.7 R 橙 70 No.27。外面黒色

19 坪 口(12.0) R にふい橙 20 No.87。内面風化

20 坪 口12.2 高5.1 R 橙～にふい橙 80 No.60。内面風化

21 坪 口12.4 高5.5 R多＋H 橙 70 No.124。

22 坪 口(13.0) R 橙 10 

23 坪 口(12.1) B 橙 20 

24 坪 口(12.0) 柑 橙 30 

25 坪 口(12.2) 柑 橙 30 内面風化

26 坪 口(12.2) 橙 20 

27 坪 口12.6 高5.1 R 橙 80 No.62・99。外面に黒色部分

28 坪 口(14.2) 高5.0 R 橙 30 No.129。

29 坪 口(13.4) 高4.6 R 橙 40 No.8・ 86"内面黒色

30 坪 口(12.6) H 橙～浅黄橙 20 風化

31 坪 口(12.1) R多＋H 浅黄橙 20 内面風化

32 坪 口(14.2) R+W 橙 20 No.54。

33 坪 口(15.3) R 橙 20 

34 坪 口(14.0) 橙 10 

35 坪 口(14.4) 高4.8 R 浅黄橙～橙 40 外面黒色

36 坪 口(15.4) 橙 ロ縁 20

37 小型甕 口(12.4) R多＋H 橙 口縁 20 No.48。
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38 小型甕 口(12.2) R多柑 橙～浅黄橙 口縁 20 詢125。

39 小型甕 ロ(16.2) 礫 橙 口縁 20 嵐80。風化が著しい

40 鉢 口(18.0) R 橙 口縁 30 No.49。

41 鉢 口(18.4) 伯礫 浅黄橙 口縁 10 No.19。

42 ミニチュ 口6.6 高5.4 R 橙 95 嵐131。
ア

43 高坪 脚11.6 R 橙 鵬 30 風化

44 高坪 R 橙～浅黄橙 疇 70 慟25。

45 高坪 脚13.6 R多＋H 橙 脚部 90 嵐6。

46 高坪 脚11.8 H 橙 鵬 20

47 高坪 脚10.0 R 橙 疇 90 嵐32。風化

48 台付蓋 台10.0 R 橙～浅黄橙 脚部 70 No.18。

49 壼 口17.4 R 橙 口緑 90 嵐5。

50 壷 口(22.4) R （内）浅黄橙（外）橙 口縁 10

51 査 口(18.2) B+W 證 ロ縁 20

52 甕 口18.5 礫 浅黄橙 口縁 30 No26。

53 甕 口16A 屑＋W' 橙 口縁 20 嵐16。内面風化

54 器 口15.2 底5.6 R＋礫 橙～明赤褐 90 No.120。疇ケズリ疇中位に黒斑
高27。2 胴19.5

55 甕 口(18.0) 礫 浅黄橙 20 No.42。
胴(25.0)

56 甕 口(18.5) H 橙 口縁 20 No.98。

57 甕 底(6.0) R 橙 疇 20 嵐58。

58 嚢 底6.2 礫 （内）浅黄橙（外）橙疇 30 疇木葉痕、外周のみケズリ

59 萎 底6.2 礫 （内）明褐灰（外）橙疇 70 疇周辺に粘坦甜

は検出されていない。東半部に貼床が顧著に認められ、遺物も集中している。はかに編物石 2点が

出土している。

第43• 44 • 45 • 46号住居跡（第287• 288 • 289 • 290 • 292。298図）

は一364• 365、ヘ一364• 365Gridに位置し、南半は発掘区域外にかかっている。第46号住居跡が

第36• 41号住居跡と重複している。新旧関係は第45号住居跡→第44号住居跡→第46号住居跡→第43

号住居跡の順に構築されている。第46砂住居跡は第36号住居跡よりも新しく、第41号住居跡よりも

古い。

第43号住居跡の規模は主軸辺3.48m、深さ0.24~0.57mで、主軸方位はN-76°-Eを測る。壁は

ほほ垂直に立ち上がり、幅0.12~0.27m、深さ0.05~0.22mの壁溝が北壁中央部のみ廻っている。
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第43号住居跡 第44号住居跡

1 表土層 7 暗褐色土 焼十微粒子少量含む。しまり・粘性あリ。

2 褐色上 焼上粒子(3~10mm)少量含む。しまリ・粘性あり。 8 暗褐色土 暗黄色土プロック(1~2cm)多塁含む。しまリ・粘性強。

3 暗褐色土 焼土粒子(3mm)少羅含む。しま IJ・粘性あり 0 9 暗茶褐色土 焼土粒子、炭化物微粒子多呈含む。しまリ・粘性あり。

4 茶褐色土 焼七粒子(3~5mm)、炭化物粒子少景含む。 10 暗黄褐色士 暗黄色土フロック (2~3cm)多埜含む口しまり・粘性強。

しまり・粘性欠。 ］1 褐色土 焼土粒＋（3mm)少量含む。しまり・粘性あり。

5 暗茶褐色土 焼土粒子(3~5mm)、炭化物粒子(3mm)多鍼含む。 12 暗茶褐色土 焼土微粒子微呈含む。しまり・粘性あり。

しまり・粘性あり。 13 茶褐色土 暗黄色上プロック(1~2cm)少呈含む口しまリ・粘性あり。

6 暗黄色土 貼床。暗黄色土粒子(3~10mm)多星、炭化物微粒子 14 暗褐色土 炭化物粒子(3mm)微量含む。しまり・枯性あり口

少塁含む。しまリ・粘性強。 15 褐色土 炭化物粒子(3mm)、細粒砂微最含む。しまり・粘性あリ。

第45号住居跡

16 暗黄掲色七 焼土微粒子微鼠含む。しまり・粘性あ 1).

第46号住居跡

20 褐色土 糾粒砂少最含む。しまり・枯料あり。

17 暗褐色土 黄色土ブロック (3cm)少星含む。しまり・粘性あリ。 2] 賠褐色上 焼＿L 粒—f- (3~5Inm)少呈含む。しまリ・枯竹あり。

18 暗黄色土 炭化物粒千、細粒砂微餓含む。しまリ・粘性強。

19 暗灰色ナ 炭化物微粒子極多呈含む，，しまり・粘性弱。

第287図第43。44。45• 46号住居跡
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第43号住居跡カマド L 褐色土

A 茶褐色上 暗赤色焼上料'i--f(5mm)多娯含む。しまり 粘性あり。

B 橙色：j_ よく焼けしまった焼七屑（天井部）。 M 褐色土

C 暗褐色七 炭化物粒子(2~3mm)多く含む。しまリ・粘性あり。 N 褐色土

D 暗渇色七 Cより黄色昧強。炭化物粒子(3mm)微塁含む。

しまリ・粘性あリロ 〇 黄褐色土

E 褐色土 焼土粒子(2~3mm)、炭化物粒子(2~3mm)多足含む。 P 黒褐色土

しまリ・粘性強。 Q 暗灰褐色土

F 褐色土 焼土プロック (2cm)多量含む口しまリ 粘性あ')口

G 黄褐色土 焼土粒子(2~3mm)、炭化物粒子(2~3mm)少呈含む。 R 暗灰色土

しまリ・粘性あり。

H 灰渇色上 焼土粒子(2~3mm)、炭化物粒子(2~3mm)多景含むロ s 黄褐色土
しまリ 粘性あり。 T 灰褐色土

T 褐色上 焼土粒子(2~3mm)多呈含む口しまリ・粘性あリロ U 灰褐色土

J 茶褐色上 焼土ブロック (2cm)極多景、炭化物粒子(5mm)少量含む。

しまリ・粘性あり。 V 暗黄褐色土

k 灰褐色土 炭化物徽粒子極く多量含む。しまリ・粘件やや弱。 w 黒褐色土

焼土プロック (2cm)少餓、炭化物粒＋（2-3mm)多呈含む。

しまリ・粘性あり。

炭化物微粒子少量含む。しまり・粘性強。

暗赤褐色焼土粒子(5~20mm)多量含む。炭化物なし。

しまリ・粘性あり。

砂極多最含む。しまり・粘性弱。

炭化物微粒子極多量含む。しまり・粘性弱。

焼土粒子(3~5mm)少菫、炭化物微粒子多量含む。

しまリ・粘性弱。

焼土微粒子少葉、炭化物微粒子多星含む。

しまリ・粘性あり。

焼土・炭化物微粒子微量含む。しまリ・粘性あリ。

焼土プロック、炭化物微粒子多量含む口しまり・粘性弱。

灰色粘質七主体。焼土粒子・プロック、炭化物多く含む。

しまりあり、粘性強ロ

貼床。焼士粒子・プロック、炭化物少量含む。しまり強。

炭化物層。しまり・粘性弱。

第288図第43号住居跡
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第44号住居跡カマド

A 暗茶褐色土 焼土粒子・ブロック少最、炭化物粒子わずかに含む。

しまりあり、粘性ややあリ。

焼土粒子・プロック若干、炭化物粒千多最含む。しまり・粘性弱。

焼土粒子・ブロック若干含む。しまりあり口

焼土粒子わずかに含む。しまりあ IJ、粘性強。

焼土粒子•プロックわずかに含む。しまり・粘性あり。

黄褐色士ブロック若干、焼土粒子わずかに含む。しまりあり。

焼上・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

焼土粒子少星、炭化物粒子多く含む。
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暗黄褐色土

灰褐色七

暗褐色土

黒褐色七
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第291図 第44号住居跡出土遺物

第44号 （第291図）
No. 器種 大きさ（C量） 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(14.0) R+W 橙 10 

2 坪 口(12.0) R+W 橙 20 風化

3 坪 口(14.0) B+W 橙 30 

4 坪 口13.0 高4.6 R+W 黒褐 70 全体的に黒色
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第293図 第43号住居跡出土遺物

第43号住居跡（第293図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

l 蓋 口(18.8) B少惰 灰白 20 No.10。

2 坪 口(12.3) B+R+W+W' 灰白～にぷい橙 25 回転糸切り離し

3 坪 底6.2 糾針 灰白 疇 80 No.6。回転糸切り離し後、周辺ヘラケズ
リ

4 坪 口(12.0) B+R＋叱少柑＇少 にぶい橙 20 

5 坪 口12.3 高2.9 B+'II少＋屑＇少 橙 85 No.8。

6 蚕 M 灰 胴部 10

7 甕 胴(30.0) B少＋甘＋砂少 灰白 50 No.l • 3 • 5。外面平行タタキ内面青海波
文

8 甕 口(20.7) B+R＋屑柑＇ 橙 口縁 20 t虹2。

， 甕 口(21.7) B少渭＋屑＇ 明褐灰～にぶい橙 口縁 25 No.9。

10 甕 口(21.9) B+R+IHW' 橙 口縁 25

11 甕 底8.3 B+R＋柑＋！i'＋砂多 にぶい黄橙～橙 疇 50 底部ケズリ
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第295図 第46号住居跡出土遺物（1)
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第296図 第46号住居跡出土遺物(2)
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第297図 第46号住居跡出土遺物(3)

カマドは東壁に構築され、全長2.49m、焚き口幅0.25mを測る。袖部はみられない。燃焼部が隅丸

方形を呈し、深く掘り込まれている。火床面は 3面確認されている。カマド北側にテラス部が存在

し、貯蔵穴は検出されていない。鉄製の刀片、刀子 1点が出土している。

第44号住居跡は第45号住居跡との重複が激しく、詳細は不明である。規模は主軸辺3.22m、深さ

0.36~0.44mで、主軸方位はN-28°-Eを測る。主軸辺が短い形態を呈しているようである。壁は

ほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構築され、煙道部と燃焼部・袖部の

一部が確認されている。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に設置されている。編物石 1点が出
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第46号住居 亦（第295~297栢）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残（％） 備 考

1 坪 口9.9 高4.6 B+R+W十屑＇ 橙～にぶい橙 100 No.5。内外面とも全体的にうすい黒色

2 坪 口12.4 高5.3 B+R少渭＋H＇少 にぶい橙 100 No.24。口縁端部面トリ外面に黒色部分

3 坪 口12.7 高5.6 B+W少＋川＇少 橙 100 No.13。口縁端部面トリ外面に黒色部分

4 坪 口13.2 高5.3 B+W少＋川＇少 橙～黄橙 95 No.24。外面に黒色部分

5 坪 口10.1 高4.4 B+R少渭少渭＇ 黄橙 100 No.2。外面に黒色部分

6 坪 口12.2 高5.2 B+R+W渭＇＋砂少 橙 100 No.34。器面粗

7 坪 口12.1 高5.1 B+R少＋屑十H'少 橙 100 No.4。口縁端部面トリ外面に黒色部分

8 坪 口12.4 高5.0 B+R十川十W' 黄橙 100 No.3。

， 坪 口13.5 高5.5 B+R渭＋W' 橙～黄橙 90 No.6。外面に黒色部分

10 坪 口(13.3) B+R+W+W' 橙 40 口縁端部面トリ外面黒色

11 坪 口(12.1) 高5.2 B+R少渭少渭＇少 橙～黄橙 45 No.27。口縁端部弱い面トリ

12 坪 口12.3 高5.5 B+R十屑＋H'＋砂少 橙 100 No.30。器面粗

13 坪 口12.4 高5.3 B+R少渭＋H' 橙 90 No.7。口縁端部面トリ外面に黒色部分

14 坪 口13.1 高5.5 B+R渭少＋H＇少 黄橙～橙 95 No.31。外面に黒色部分

15 坪 口13.2 高5.3 B+W+W' 黄橙～橙 90 No.33。

16 坪 口13.1 高5.2 B+R渭少惰＇少 橙～黄橙 95 No.23。

17 坪 口12.3 高5.2 B+R+W+W' 橙 90 No.14。外面は全体的にうすい黒色

18 坪 口12.9 高5.5 B+R渭少渭＇少 橙 95 No.1。口縁端部面トリ

19 坪 口(12.7) B+R+W+W' 橙～黄橙 45 No.29。口縁罐疇トリ

20 坪 口(13.6) B+R渭少 橙 20 

21 坪 口15.7 高7.4 B+R+W渭＇＋砂多 黄橙 100 No.10。口縁端部面トリ器面粗

22 坪 口16.0 高7.1 B+R+W+W' 橙 85 No.11。体部外面は全体的にうすい黒色

23 鉢 口20.5 底6.1 B+R+W少 浅黄橙～橙 100 No.12。底部ケズリ底部黒斑

高14.4

24 鉢 口22.3 底5.8 B+R+lHW' 橙～黄橙 95 No.17。疇ケズリ犀訊面中位に黒色

高14.4 部分が廻る

25 甕 口16.6 B+R+W渭＇＋砂少 橙～にぶい橙 40 No.25。外面に黒色部分

26 甕 口16.8 B+W惰＇＋砂多 橙 口縁 60 No.21。

27 甕 底6.5 B+R＋砂多＋礫多 橙 40 底部ケズリ

28 甕 底7.8 B+W少舟＇少 浅黄橙 疇 100 No.28。底部ケズリ外面に黒色部分

29 甕 口(14.7) 底5.8 B+R少渭＋W＋砂少 橙～黄橙 80 No.9。疇ケズリ醗訊面に黒色翻

高20.3 胴15.4
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30 甕 口17.1 底6.5 B濯＋H'＋砂多 橙 90 No.8。瞬砂ズリ外面に黒色部分粘土
高25.8 胴19.5 紐積み上げ痕明瞭

31 甕 口17.6 底5.0 B+R+W渭＇＋礫少 橙 100 No.18。底部ケズリ胴部外面下半黒色
高23.5 胴19.6 粘土紐積み上げ痕

32 甕 口17.9 底6.0 B+R+W+W' 橙 85 疇ケズリ胴勁直下半にカマドの二
高29.1 胴21.1 次焼成による粘土付着

33 甕 口15.6 底5.5 B+R+W+W' にぶい橙～にぶい 95 No.15 • 16。底部周辺に粘土貼付外面に
高30.0 胴19.6 黄橙 黒色部分

34 甕 底4.8 B+W濯＇＋砂少＋礫少 橙～浅黄橙 疇 50 疇ケズリ

35 窺 底8.1 B+R+W渭＇＋砂少 橙 疇 50 No.20。疇ケズリ

36 這 上端5.0 下端14.3 B+R+W+W' 黄橙 100 No.35。カマドニ次焼成による粘土付着
高16.6

37 甑 口25.6 底8.8 B+R+W+W' 橙 95 No.26。
高29.0

第298図第43• 44 • 45 • 46号住居跡全景
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第47号住居跡

1 暗茶掲色土 焼土粒子(3~5mm)少量、火山灰多号含む。

しまり・粘性あリ。

2 暗茶褐色土 焼土粒子微景含む。しまリ・粘性強。

3 褐色土 焼土粒子(3mm)、炭化物粒子（微粒～3mm)微鼠含む。

しまり・粘性あり。

4 黄色上 黄色土ブロック主体。しまリ・粘性強。

5 暗茶褐色土 炭化物粒子(3mm)少鼠含む。しまリ・枯性あり。

6 茶褐色上 暗黄色土プロック (2~5cm)多呈含むC

しまり・粘性あり。

7 暗褐色土 焼土粒子(3~10mm)、炭化物粒子（微粒～3mm)少旦含む。

しまり・粘性あリ。

千

-9'----

ょ＿ーーロ

B' 

゜
2m 

I I―.. -•—J 

8 暗褐色土 焼士粒子 (3mm) 、賠黄色寸プロック (~~10cm) 多沿合む。

しま l) ・粘性あ IJ口

9 暗褐色士 暗黄色士フロック (2~3cIII)多昂含む＂

しまリ・粘性あり。

10 暗茶褐色土 焼土粒子(3mm)、暗貨色トプロック (2-、-:]rlll)少焙含む

しまり・粘性ぁ I),』

］］ 暗黄褐色七 炭化物粒子(2~3mm)少星含む。し出 IJ・粘杓併し

12 暗茶褐色土 10より賠い。炭化物粒了(2~3mm)、Iii『黄色 1-プ11ッタ

(2cm)少呈含むでしま IJ.粘性防 IJ.

第299図第47号住居跡（1)

土している。

第45号住居跡の規模は主軸辺3.22m、深さ0.24~0.56mで、主軸方位はN-76°-Eを測る。カマ

ドは東壁に構築されているが、第43号住居跡のカマドによって攪乱されている。ピット 3基、中央

部に土坑 1基が検出されている。遣物は土師器のはかに須恵器10片、土製紡錘車 1点、貝巣穴痕泥

岩 1点が出土しているが、第44号住居跡のものと混合が激しいようである。

第46号住居跡は噴砂の亀裂が東西に走っている。規模は主軸辺5.52m・短辺5.32m、深さ0.11~

0.23mで、主軸方位はN-58°-Wを測る。カマドは北西壁中央に構築され、噴砂の亀裂によって煙

道部が横にズレている。推定全長2.16m、焚き口幅0.31mで、煙道部の天井が残存している。袖部
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第47号住居跡カマド

A I天褐色土 焼土粒子・ブロック、炭化物粒子少景含むC

黄褐色上ブ[Iック混入，しまリあり。

B 茶褐色上 焼七・炭化物粒千少呈含む口しまリあり。

C 暗茶褐色上 焼十粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

D 暗茶褐色．十 焼土粒千・プロック、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

E 灰黒褐色土 灰層。焼土粒子・プロック、炭化物粒—f極多景含む。軟質。

F 赤掲色十 焼上t体。しまリ弱。

G 灰褐色上 焼士粒子・フロック、炭化物粒子多く含む。しまりあり口

H 赤褐色上 焼土主体。きわめて堅固。

！ 褐色土 焼土粒子、炭化物粒子少呈含む。しまりあリロ

』 灰褐色土 焼＿十粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

k 累褐色七 焼土粒子・ブロック、炭化物粒子多く含む。しまり弱。

第300図第47号住居跡(2)

は地山を掘り残し、燃焼部は摺り鉢状に掘り込まれている。火床面。煙道部はよく焼けている。遣

物はカマド周辺部に集中し、石製剣形品 1点、須恵器］0片が出土している。
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第301図 第47号住居跡出土遺物

第47号住居跡（第299• 300図）

ほー367• 368Gridに位置し、南半が発掘区域外にかかっている。規模は東西4.12m、深さ0.39~

0.40mで、主軸方位はN-3°-Wを測る。壁はほぱ垂直に立ち上がり、幅0.18~0.57m、深さ0.04

~0.05mの壁溝が廻っている。カマドは北壁中央に構築され、煙道部の天井が残存している。全長

2.28m、焚き口幅0.42mを測り、燃焼部は長方形を呈している。袖部は地山を掘り残し、火床面は

よく焼けている。煙出部はピット状に掘り込まれている。貯蔵穴はカマド西側に接している。南北

0.32m・東西0.49mと規模は小さい。ピットは 1基のみ検出されている。遺物はカマド・貯蔵穴に

集中し、ほかに縄文土器 1片が出土している。
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第47号 （第301図）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口11.8 高5.4 B+R+W+W' 橙 100 No.10。口縁端部面トリ器面粗

2 坪 口(11.9) 高5.1 B+R少惰渭＇少 橙～にぶい黄橙 70 No.1。口縁端部面トリ外面に黒色部分

3 坪 口12.6 高4.8 B+R十川十W' 橙～黄橙 70 No.9・11。口縁端部面トリ

4 坪 口12.0 B+R渭少渭＇少 橙～黄橙 50 口縁端部面トリ

5 坪 口16.2 高7.3 B+R+W+W' 橙 60 No.6。口縁端部面トリ内外面にうすい
黒色部分

6 椀 口12.5 B+R＋川渭＇＋礫少 にぶい黄橙 80 No.3。歪んでいる外面に黒色部分

7 ミニチュ 口7.1 高3.4 B+R渭少渭＇少 橙 60 No.13。外面に黒色部分
ア

8 高坪 臓12.1 B+R+W十肖＇ 橙～黄橙 60 No.5。外面は全体的にうすい黒色粘土
付着， 高坪 調10.1 B+R+W十川＇ 黄橙 調 15

10 台付鉢 台10.0 B+R消少渭＇少 橙～浅黄橙 調部 80 No.12。

11 壷 口16.2 B+R少渭少＋M＇少 橙 口縁 80

12 襄 底8.5 B+R＋屑＋W' 橙～にぶい橙 疇 50 底部ケズリ外面に黒色部分

13 小型甕 口(15.9) B+R少渭＋屑＇少 橙 15 

14 小型嚢 口(14.8) B+W渭＇＋砂少＋礫少 橙～淡赤橙 口縁 40 No.8。内面黒色

15 小型甕 底5.5 B+R+W+W' 淡 底部 80 No.7。底部ケズリ底部黒色

16 甕 底6.7 B+R+W+W' 淡赤橙～にぶい黄底部 70 底部ケズリ内外面とも全体的にうすい
橙 黒色

17 小型甕 底(4.1) B+R渭＋礫少 にぶい黄橙～橙 疇 40 底部ケズリ外面黒色

18 椀 底(6.3) B+R~り刈＇少 橙 20 底部ケズリ

第148号住居跡（第302図）

スー366• 367、ン一366• 367Gridに位置し、第149号住居跡のカマド煙道部が重複している。新

旧関係は第149号住居跡よりも古い。北側は発掘区域外にかかり、調査の際に掘り込んだ排水溝が

東西に走っている。規模は東西5.92m 、深さ 0.03~0.25m で、主軸方位はN-33°—Eを測る。壁は

ほぽ垂直に立ち上がり、幅0.12~0.21m、深さ0.08~0.31mの壁溝が全周している。カマドは検出

されていない。貯蔵穴は南コーナ一部に位置し、南北0.91m・東西1.07m、深さ1.04mを測る。ピ

ットは 3基検出されている。貼床が全面に施されており、特に貯蔵穴周辺部においては隆起してい

る。遺物は貯蔵穴および周辺部に集中している。なかでも杯形土器が圧倒的に多く出土している。

ほかに土錘 1点、石製臼玉 1点が検出されている。 2ヵ所で炭化材が検出されているものの、本住

居跡ば焼失住居とはいえないであろう。
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第14 8号什居跡

］ 暗褐色土 炭化物・茶褐色土説了多醤、黄掲色七粒子プロック状に多呈含む。

堅緻。

炭化物・茶褐色士粒千少盤、黄褐色上粒子多饂含む。堅緻。

2よI)炭化物粒子多星含む。

炭化物・茶褐色土粒子少塁、黄褐色土粒子多埜含む。堅緻。

焼上・炭化物・茶褐色土・黄褐色上粒子少量含む。堅緻。

炭化物粒子少量、茶褐色上・黄褐色土粒子多最含む。堅緻。

2 暗黄褐色士

2'暗黄褐色土

3 褐色七

4 褐色士

暗褐色土

第148号住居跡貯蔵穴

1 暗黄褐色土 炭化物・茶褐色土・砂粒子少呈含む。しまりあり。

2 褐色土 微砂粒層。粘性ややあリ。

3 褐色土 炭化物・茶褐色土拉子少星含む。しまし）あリ。

゜
第302図 第148号住居跡
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第303図 第148号住居跡出土遣物(1)
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第148-r丘＇（第 303~3051日）
No. 器稲 大きさ(ell) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口9.0 高4.4 B+R惰少濯少 橙 100 貯蔵穴。

2 坪 口12.9 高5.9 B+R+W少碍＇少 （内）橙 100 駆・貯蔵穴。外面に黒色部分

（外）にぶい橙

3 坪 口12.7 高6.1 B咄柑少渭＇少 （内）橙 100 貯蔵穴。外面に黒色部分

（外）にふい橙～橙

4 坪 口12.4 高5.7 B+R瑾＋屑＇ 橙． 90 貯蔵穴。

5 坪 口13。1 高6,5 ll+R少碍 橙 95 甑6・貯蔵穴。口縁端部面トリ

6 坪 口11.5 高5.3 B-卜R+t]少 橙 100 洵.22・貯蔵穴。口縁端部面トリ外面に
黒色部分

7 妍 口12.4 高5.4 B+R少濯少 （内）明赤褐 90 ロ縁端部面トリ外面に黒色部分

（外）橙～にふい橙

， ゚ 坪 口12.6 高5.7 B+R少碍少 （内）明赤褐～橙 100 口緑端部面トリ外面に黒色部分

（外）橙～にぶい橙， 坪 口12.5 高5.1 B咄少舟少 （内）橙（外）橙～浅 100 No.5。
疇～橙

10 坪 口12.5 高5.7 B+R惰少噸' （内）橙 90 No.21・貯蔵穴。口縁端部面い）外面に
（外）にぷい橙～橙 黒色部分

11 坪 口12.7 高5.4 B+R瑾＋W'多 橙 100 甑5・貯蔵穴。口緑端部面トリ外面に

黒色部分器面粗

12 坪 口12。6 高5.8 B+R+¥'I少瑾＇少 （内）橙 95 No.20・貯蔵穴。口縁端部面い）外面に

（外）黄橙～橙 黒色部分

13 坪 口(11。O) B惰少柑＇少 橙 40 口緑端部面トリ内外面に黒色部分

14 坪 口(12.2) B少＋R渭少 （内）にぶい橙 70 口縁端部面トリ内外面に黒色部分

（外）橙～にぶい橙

15 坪 口13.2 高5.7 B+R刊少 （内）明黄褐 95 悔14。口縁端部面い）外面に黒色部分

（外）黄褐

16 坪 口12.8 高6.0 ll+R少＋W+W'少 （内）明赤褐（外）明 90 嵐15。口縁端部面トリ内外面に黒色部

赤褐～にぶい黄橙 分

17 坪 口(11.7) 高5.4 B+R+閲 橙 40 No.9。口縁端部面トリ

18 坪 口12.4 高5.1 B少瑶濯少 橙 70 嵐8。外面に黒色部分

19 坪 口12.5 高5.3 B+R少＋屑 明黄褐 80 嵐18。口緑部面トリ外面に黒色部分

20 坪 口12.6 高5.7 B+R惰少碍＇少 橙 100 No.12・貯蔵穴。口縁部面トリ外面に黒
色部分

21 坪 口12.7 高5.7 B+R濯少惰’少 橙 100 No.23・貯蔵穴。口縁端部面トリ

22 坪 口12.5 高5.5 B+R濯少 橙 95 地3・貯蔵穴。口縁端部面トリ外面に黒

色部分

23 坪 口12.8 高5.3 B+R少柑瑾' 明赤褐 100 嵐14・貯蔵穴。口緑端部面トリ

24 坪 口13.0 高5.9 B+R+li少 （内）橙 100 諏8・貯蔵穴。口縁端部面トリ

（外）浅黄橙～橙

25 坪 口JL9 高5.5 B+R＋船惰＇少 （内）にぶい黄橙 100 拗7。口緑端部面い）外面に黒色部分

（外）にぶい黄橙～
橙

26 坪 口13。3 高5.6 B少峨少舟＋W'少 麟 100 恥7・貯蔵穴。
， 
27 坪 口13.l 高5.6 B+11少堺少 赤褐 100 嵐4・貯蔵穴。口緑端部面トリ

28 坪 口13.5 高5.6 B+R+W少＋W'少 （内）橙 95 甑1。外面に黒色部分

（外）橙～しこぶい橙

29 坪 口14.9 高?.1 B+R刈少 橙 100 悔13・貯蔵穴。口縁端部面トリ

1 -
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30 坪 口15.0 高6.9 B+R＋柑 橙 95 嵐6。口縁疇面トリ

31 坪 口（14.9) B+R＋柑＋W' 橙 20 貯蔵穴。口縁端部面トリ

32 坪 口(16.8) B少+R柑少 橙 40 外面に黒色部分

33 坪 口(15.1) B少＋R+W にぶい橙 30 恥3。口緑端部面トリ

34 坪 口(14.8) 高6.6 B+R瑾少 橙 50 Na16。口縁端部面トリ

35 均 口8.9 B+R少渭少 （内）にぶい赤褐 20 内外面に黒色部分

（外）橙～暗赤褐

36 高坪 B少伐＋付 （内）明赤褐 15 
（外）明赤灰～橙

37 台付鉢 台9.3 B少'+R柑少 （内）橙（外）赤 20 風化

38 壷 口18。3 B少＋R少＋関濯＇ 橙 20 嵐12。

39 小型甕 口14.7 底5.8 B+R+W 橙 85 No2。疇ケズリ疇•翻訊面上半に
高17.5 胴15.6 黒色部分

40 小型甕 底5.5 R+W＋砂少＋礫少 （内）明褐灰 30 No.14。鰤砂ズリ瞬繍色
（外）にぶい黄橙

41 小型甕 底6.2 B柑＋砂少 （内）橙 40 No.13。瞬防ズリ鰤訊面に黒色部分
（外）橙～暗赤褐

42 甕 口18.6 B少＋R＋W+!I'少 橙 15 llo.17。

43 鉢 口(23.0) 底6.5 B峨少瑾濯＇少 （内）明赤褐（外）橙 70 No.9・貯蔵穴。底部ケズリ底部外面と内
高13.0 面に黒色部分

44 甕 口17.2 底6.9 B濯＋砂少 にぶい黄橙 95 No.10。疇ケズリ粘土紐稿み上げ痕明
高28.0 胴20.1 瞭底部黒色

45 甑 口214 底5、7 B+W 橙 85 No.4。外面に黒色部分
高15.7

46 甑 口27.6 底9.5 R少輝＋柑＇ （内）にぶい橙～橙 90 胴部外面に黒色部分

高26.5 （外）橙～にぶい橙

第149号住居跡（第306図）

スー367Gridに位置し、第148• 154号住居跡と重複している。新旧関係は第148。154号住居跡よ

りも新しい。南壁および北コーナ一部は削平されている。カマドは片袖で、規模は主軸辺の長い方

が推定3.48m ・短い方が誰定3.Zlm 。長辺4.67m、深さ 0.07~0.50mを測る。主軸方位を

N-44°-Eに向けている。壁溝は確認されていない。カマドは北東壁中央やや東よりに構築され、

全長2.33m、焚き□幅0.57mを測る。燃焼部は鶏卵形で、深く掘り込まれている。袖部は地山を掘

り残して形成し、煙道部は長く外方に延び、煙出部はピ、ノト状を呈している。貯蔵穴は不整方形

で、カマド東側の北東コーナ一部に位置している。南北0.86m・東西0.69m、深さ0.33mを測る。

ピットは住居跡中央部 (Pl) と南西コーナ一部 (PZ) に検出されている。 Plの覆土には焼土およ

び炭化物が多量に含まれている。貼床はほぼ全面に施されており、 3面確認されている。中央部に

位置している土坑は床下土坑で、貼床下から検出されている。遺物の量は少なく、鉄鏃？ l点、刀

子 2点が出土している。
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第14 9号住居跡

］ 灰褐色土 貼床。焼土・炭化物粒子少量含む。

2 灰褐色土 焼上・炭化物粒子少菫、ブロック多呈含む。

3 灰褐色土 焼土・炭化物粒子多益、黄白色土フロック多量含む。

4 灰褐色上 焼土・炭化物粒子少呈含む。

5 黄白色土 砂賀。焼土・炭化物粒子わずかに含む。

第14 9号住居跡貯蔵穴

1 茶褐色土 焼土．炭化物粒千、黄掲色士ブロック多最含む。

しまりあ'),

2 茶褐色士 焼士・炭化物粒子、黄褐色土ブロック少星含む。

しまりあり。

3 茶褐色上 焼土・炭化物粒子少巌含む。しまリあ IJn 

第14 9号住居跡カマド‘

A 茶褐色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)、炭化物粒千多罷含む。

しまりあリ。

B 灰色土 焼土粒子・プロック (5~20mm)、炭化物粒千、灰多量

含む。

C 黒褐色上 灰多量含む。軟暫。

D 暗褐色土 焼土粒千・プロック (5~10mm)、炭化物粒子多懐含む。

しまりあり。

E 灰褐色土 焼土粒子・プ［］ック (5~20mm)、炭化物粒子多最、

灰若下含む。しまりあり。

F 黄褐色士 焼—+ •炭化物粒子多巌含む。しまりあリ。

G 灰掲色上 焼上粒千・プロック(10~20mm) 、炭化物粒—f多齢、

灰苔―「含む口しまリあり。

I-] 暗掲色十一 、／尭士・炭化物粒子少祇、灰わずかに含む。

］ 黄褐色上 焼」．炭化物粒子少蘭含むロ

第306図第149号住居跡

- 390 -



□ ＼＝一

゜
10cm 

て口］ ／ ：口／

□□ ／口6

ロニ／ロニー8

第307図 第149号住居跡出土遺物

第149号住長喫（第307図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(13.1) 底7.6 Wt針 褐灰 50 回転糸切り離し
高4.0

2 坪 底6.1 B少惰 黒 疇 90 土坑。回転糸切り離し

3 坪 口(13.1) 伯＋針 褐灰 10 

4 坪 口14.1 B+W＋針 褐灰 10 貯。

5 坪 口(12.5) B+R少＋屑十W' 橙 20 No.3。

6 坪 口(12.2) 高3.3 B+R渭＋H'＋砂少 橙 50 No.2。器面粗

7 坪 口(12.1) 高3.8 B+R+W 橙 45 No.1。

8 坪 口(12.5) 高3.5 B+R少＋N少渭＇ （内）明褐 40 外面黒色部分
（外）褐～橙

第150号住居跡（第308図）

ン一370• 371Gridに位置している。北側の大半の部分が発掘区域外にかかり、ほかの部分につい

ては攪乱によって削平されている。南壁の一部が確認されているのみで、詳細は不明である。残存

している部分の深さは0.20~0.23mを測る。壁はほぽ垂直に立ち上がっている。ピットが2基存在

しているが、用途等は明確ではない。カマド・貯蔵穴・壁溝は検出されていない。

第151号住居跡（第309図）

ン一369• 370Gridに位置している。第152号住居跡と重複し、新旧関係は第152号住居跡よりも新

しい。北側は発掘区域外にかかり、大半の部分が削平されている。東西に排水溝が走り、南西コー

ナ一部および西壁の一部と東壁に接しているものと推測される掘り方が検出されているのみであ

る。規模は推定で東西4.66m、深さ0.07~0.32mを測る。壁は傾斜をもって立ち上がり、カマド・

貯蔵穴．壁溝は確認されていない。ピットは 2基検出されている。貼床は施されていない。遺物は

わずかに出土し、ほかに須恵器 1片がある。
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第 15 0号住居跡

1 唱色土 焼十・炭化物粒了わずかに含む。しまりあり口

2 褐色土 焼土~炭化物粒子わすかに、黄白色上プロック

多量含む。しまリあり。

A, 3 暗褐色上 ／尭上，炭化物粒子わずかに含む。

（第150号住居跡に伴わない。）
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1 1 - 1 

第308図 第150号住居跡。出土遺物

第150曼住居跡（第308図）
No. 器種 大きさ（C艮） 胎土 色調 残存率（駕） 備 考

1 坪 口（14.0) 高4.2 R多瑾 橙 40 

2 好 口(12.0) 高3.4 B 灰白 20 

3 甕 底(98) B+R 浅黄橙 疇 10 内面風化

4 小型嚢 口(12.0)胴(15.0) 礫 橙 10 

第151号住居跡（第309図）
No. 器種 大きさ（c日） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 高坪 口(16.4) R+i/ 橙 坪部 10 慟こl。

2 高坪 R+W 橙 疇 80 N認。

3 甕 口(20.2) R多＋H 橙 口縁部 10 風化肩部内面指頭押

4 小型要 底3。7 橙 疇 20 No.4。内面風化
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第
1
5
 1
号
住
居
跡

］
 
渇
色
士

焼
上
粒
千
若
干
、
炭
化
物
粒
子
少
星
含
む
。
し
ま
り
あ
り
。

2
 
暗
褐
色
土
炭
化
物
粒
子
わ
ず
か
に
含
む
。

3
 
暗
赤
褐
色
土
焼
上
プ
ロ
ッ
ク
堆
積
居
。
炭
化
物
粒
子
多
く
含
む
。

4
 
赤
褐
色
土
焼
上
ブ
ロ
ッ
ク
陪
。

5
 
黒
褐
色
上
焼
：
t
粒
子
・
フ
ロ
ッ
ク
(
5
~
1
0
m
m
)
少
呈
、
炭
化
物
粒
子
極
多
羅
含
む
。

6
 
暗
褐
色
土
攪
乱
さ
れ
て
い
る
（
住
居
覆
土
か
＇
／
）
。
焼
土
・
炭
化
物
粒
子
少
星
含
む
。

第
1
5
 2
号
住
居
跡

l
 
茶
褐
色
土
焼
土
・
炭
化
物
粒
了
わ
す
か
に
含
む
。
し
ま
り
あ
リ
。

2
 
暗
褐
色
土
焼
ナ
・
炭
化
物
粒
子
わ
す
か
に
含
む
。
し
ま
り
あ
り
。
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第15 3号住居跡

1 暗褐色土 焼十・炭化物粒子少蘊含む。しまりあり。

2 黒褐色土 焼土ブロック (2~5mm)少呈、炭化物粒子多く含む。

3 褐色土 焼上・炭化物粒千少益、焼土ブロック (3~5mm)わずかに含む。

しまリあり。

4 褐色土 焼土粒子・プロック (3~5mm)、炭化物お'l-f・わすかに含む。

しまりあり。

第15 5号住居跡

1 褐色土 黄褐色t．茶褐色土粒子多呈含む。

2 暗黄褐色士 黄褐色上・茶褐色土粕子多母含む。

3 暗褐色七 炭化物・黄褐色上粒•f少呈含む。

4 褐色土 炭化物・黄褐色土・茶褐色j粒―f少星含む。

5 暗黄褐色土 茶褐色十粒子少呈含む。やや砂質。

第310図第153• 155号住居跡

第152号住居跡（第309図）

ン一370Gridに位置し、大半の部分が発掘区域外にかかっている。第151号住居跡と重複し、新旧

関係は第151号住居跡よりも古い。そのため附壁の一部が確認されているのみで、詳細は不明であ

る。深さは0.20~0.35mを測る。カマド・貯蔵穴。ピット・壁溝は検出されていない。貼床も施さ

れていない。遺物は編物石が2点出士している。
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第312図 第155号住居跡出土遺物

第153• 155号住居跡（第310図）

第153• 155号住居跡はスー368• 369、ン一368• 369Gridに位置し、第23号住居跡と重複してい

る。新旧関係は、第155号住居跡→第153号住居跡→第23号住居跡の順に構築されている。北側は発

掘区域外にかかり、それと平行して中央部に排水溝が走っている。道路建設による削平によって遺

構の残存状態はきわめて悪い。

第153号住居跡の規模は、東西4.76m、深さ0.25~0.93mであり、東壁の方位はN-49°-Eを測
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第153号住辰 唸（第311図）

No. 器種 大きさ（C匿） 胎土 色調 残存率（％） 偏 考

1 坪 口12.0 高4.8 R 橙 90 池認。疇黒斑

2 坪 口12.4 高5.6 R 橙 90 勘2。底躙晨斑

3 坪 口(12.4) 腐5.7 R 橙 30 恥4。内面風化

4 小型甕 口（9.8) 胴（11ふ） B+R 橙 20 風化

5 小型甕 底5.0 R 橙 疇 50

6 鉢 ロ(21.4) 底4.8 R 橙 20 詢1。胴習芥半～底部黒色

高12.6

7 高坪 脚(17.2) R多十H 橙 裾部 20

8 甑 口31.0 底9.0 橙 95 駆。

高27.5

第155号住居跡（第312図）
恥． 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（図） 備 考

1 坪 口(12.6) 底(3.0)R+li 橙 30 

高5.9

2 坪 口(13.2) 底(4.8) R 橙 30 疇ケズリ

高4.8

3 坪 口(13.8) R濯 橙 20 

4 高坪 口15。2 R 橙 坪部 50 口縁部外面黒色部分

5 壷 口(18.2) 月＋礫多 橙 ロ疇 20 嵐1。カマド。

る。壁はやや傾斜をもって立ち上がり、壁溝が一部ではあるが確認されている。幅O。07~0.18m、

深さ0.17~0.19mの規模をもっている。カマド・貯蔵穴・ピソト等の施設は検出されていない。貼

床はほぼ全面に施されている。

第155号住居跡の規模は、計測することはできない。壁はやや傾斜をもって立ち上がり、カマド

・貯蔵穴・ピット・壁溝等の施設は確認されていない。また貼床は施されておらず、床面は不明瞭

である。床面直上付近からは、赤褐色の粘土塊と炭化物が少量検出されている。

第154号住居跡（第314図）

スー367• 368、ン一367• 368Gridに位置し、北側は発掘区域外にかかっている。また道路建設に

よる削平のため遺構の残存状態がきわめて悪く、南東コーナ一部は確認されていない。この部分を

復元すると、第149号住居跡と重複し、新旧関係は古い。規模は東西4.89m、深さ0.16~0,85mで

あり、南北壁の方位はN-12°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.06~0.27m、深さ0.l 6 

~0.18mの壁溝が一部確認されている。カマド・貯蔵穴は検出されていない。ピJ卜は 1某のみで

あるが、柱穴と思われる。排水溝の北側の部分の貼床が顕著に認められていることから、全面に施

されていたものと推測される。遺物は出土していない。
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第15 4衿｛中居跡

］ 茶褐色土 焼土・炭化物粒子わすかに含む。しまリあり。

2 赤褐色ナ 焼上プ［）ック(I~3cm)堆禎層。炭化物粒千多く含む。

3 暗褐色士 焼土・炭化物粒了多く含む＇

4 暗褐色十 焼土．炭化物粒了少巌含む。

5 暗褐色上 4に撹乱層混入。

6 暗褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまりあり。

7 暗褐色土 焼土粒子・フロック (5~10mm)、炭化物粒子多く含む。しまりあり。



(2) 井戸跡

井戸跡は、第 1発掘区からは第 1号井戸跡のみ検出されている（第315• 316図）。第47号住居跡

カマド東側に位置し、ほ一367にあたる。東西1.14m・南北0.99m、深さは第47号住居跡の床面か

ら0.56~0.72mを測り、円形を呈している。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面は平坦である。遺物

は杯形土器3点、甕形土器2点があるが、いずれも上層部から出土していることから、第47号住居

跡から混入したものと思われる。そのため、構築時期は明確ではない。

ロヘー367より南へZm・西へ3m

こ ／

330m 

昌
゜

2m 

゜
10cm 

4
 

第316図 第1号井戸・出土遺物

第1号井戸（第316図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(11.8) B+R多＋屑 橙 口縁 20

2 高坪 口12.0 B+R多渭 橙～浅黄橙 70 

3 坪 口(17.0) B+R多＋H にぶい橙 口縁 30

4 甕 底5.2 B+R多＋W＋砂少 赤橙～黒 疇 80 底部黒色

5 甕 底6.0 胴24.0 B+R多＋W＋砂少 橙～黒褐 30 疇周辺に粘土細外面黒色粘土
紐積み上げ痕
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第1• 5号土坑

1 にぶい黄褐色土 灰褐色粘質土、ローム粒子含む口粘性ややあり。

2 黄褐色土 1よりやや明るい灰褐色粘質土やや多く含む。

しまり・粘性あり。

3 黄褐色土 2近似。しまり・粘性やや強。

4 明黄褐色土 砂質土含む。しまり・粘性弱。

第2号土坑

1 黄褐色土 炭化物粒子若干、ローム粒子、灰渇色土（粘土質土）含む。

しまりややあり。粘性あり。

第3号土坑

1 暗褐色土 焼土・炭化物・ローム粒子含む。しまり・粘性ややあり。

2 褐灰色土砂層。

3 暗褐色土 2より、しまり・粘性やや強。

第4号土坑

l にぶい黄褐色土 ローム・赤色粒子含む。しまり・粘性弱。

2 黄褐色土 ローム・灰褐色土粒子含む。粘性あり。

第7号土坑

1 黄褐色土 ローム土主体。焼土粒子、若干の炭化物粒子含む。

しまりややあり。

2 黄褐色土 1より粘性強。

第317図第 1発掘区士坑
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第8号十坑

j にふい褐位十 焼」＿・炭化物粒f•若干含む。砂混入。

ロ 褐色上 ］よりやや荼芭く、暗い。

＇｛ 明債祀色＿I_ 背掲色 I1休。砂含む。

第318図 第8号土坑・出土遺物

第8号土坑（第318図）

No I覇；ロニ：さ口□ 土 一色調ーロ阿王（り
にふい橙～褐灰 口縁 30

備考

(3) 土坑

第 1発掘区からは、土坑が8集検出されている（第317• 318図）。いずれも本遣跡東端の谷部に

沿って存在している。第 1~5 • 8号土坑が集中し、第 6 • 7号土坑が近接している。また第 1号

土坑と第 5号土坑は重複し、新旧関係は第 5号土坑の方が祈しい。第 2 • 3 • 8号土坑は発掘区域

外にかかり、第 4号土坑には噴砂の亀裂が入り込んでいる。いずれも形態・規模はまちまちである

が、概ね隅丸の長方形や円形を呈している。規模は小さいもので0.6X0.8m、大きいものでも

1. 7mであり、小規模である。深さは第 5号土坑が1.03m、第 1号土坑が0.65mで、ほかは0.15~

0.35mと浅いものが多い。遣物は第 8号上坑から甕形土器 l点が出土しているのみで、時期・用途

・性格等を明確にでき得る資料として欠ける。

(4) 溝

第 1発掘区からは、第 1号のみ検出されている（第319図）。本遺跡東端の谷部に沿ってほぼ南北

方向に走り、北部に比べて南郎の輻が狭くなっている。重複している第 2。3号住居跡よりも新し

く、また重複部付近には噴砂の亀裂が入り込んで変形されている。最大幅4.06m、深さ0.28~0.38

mを測り、幅が広く戊い溝である。底面は北から南へ向かって緩やかに傾斜している。遣物は出土

しておらず、時期。用途。性格等は明確ではない。遺跡の端部に位置していることから集落の区画

や生活排水溝、谷部に沿っていることから増水時の防備等も考えられる。
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(5) 谷部
モ-359 干ー359

第1発掘区 谷部 (X=+23.080 Yニー47.65485~-47.670) 

l 淡灰色土 火山灰・鉄分プロック多量含む。斑文。

2 灰褐色土 火山灰・褐色土プロック多量含む。斑文。

ザラザラ。

3 灰褐色土 白色粘土・炭化物粒子含む（粘質土）。

4 暗褐色土 火山灰・褐色土粒子多量、炭化物粒子少量含む。

鉄分多（粘質土）。

4' 暗褐色土 4より鉄分多い。やや砂質。

5 灰褐色土 火山灰、鉄分多量含む。緻密な粘質土。しまり強。

6 暗灰色土 鉄分多嚢含む。粘質土。

6'暗灰色士 6より明るい。

6’'暗灰色土 6より暗い。粘性強。

7 青灰色土 粘土化。植物遺体多量含む。

8 灰色土 火山灰層。しまり強く、ザラザラ。

9 灰褐色± 3と同様。

10 灰白色土 粘質土。緻密。

11 暗灰色土 鉄分多い。ポソポソ。

11'暗灰色土 11より鉄分多い。

12 青灰色上 4に近似。火山灰多く、粘質。

12' 青灰色土 4と12の中間的存在。

13 暗黄灰色土 しまり・粘性弱。砂質。

ロ

14 暗灰色土 緻密な粘質土。 6に近似。

14'暗灰色土 14よリも暗い。

15 灰色砂層

16 黄灰色砂層 薄い灰色粘質土と互層を成す。

17 黄灰色砂層

18 灰色砂層 灰色粘質土含む。

19 灰黄色砂層 灰色粘質土含む。

20 灰黄色砂層 灰色粘質土含む。

21 灰色砂層 灰色粘質土含む。

22 暗灰色砂層 灰色粘質上含む。

23 暗灰色砂層 鉄分多量、灰色粘質土含む。

24 暗灰色砂層 灰色強粘質土含む。

25 灰色砂層 灰色強粘質土含む。

26 灰黄色砂層

27 灰色砂層

27' 灰色砂層

28 灰色砂層

29 灰黄色砂層
29'灰黄色砂層

29’'灰黄色砂層 。
30 灰色砂層

□‘‘3  

2m 

言

゜
10cm 

第320図 第1発掘区谷部・出土遺物
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第 1発掘区東端には埋没谷が存在している（第320図）。西から東へ傾斜をもち、遺構確認面もこ

の谷に向かってごく緩やかに傾斜している。この埋没谷の南北の範囲は不明であるが、東端は隣接

する新屋敷東遺跡まで続いている。遺物の多くは、西側の上層より出土している。

第 1発掘区谷部（第320図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 高台付椀 口(14.2) 台(6.8)B+R渭＋砂少 灰～浅黄橙 40 下層。回転糸切り離し後、高台ナデッケ
高5.5

2 甕 口(20.0) B+R+W にぶい橙 口縁 20 下層。内面青海波文 酸化焔焼成

3 壷 B少＋H 灰 10 下層。 櫛状工具による刺突文

4 坪 口(14.8) B+R多＋H 黄橙 50 下層。底部黒色部分

(6) グリッド

スー368、ビー358• 385、ンー374Gridから図示し得る遺物が出土している。いずれも周辺に位置

している遺構のものと考えられるが、所属は不明である。

--fl.--1 

~2 

゜
10cm 

ロ
ロ
ロー／5

第321図 第 1発掘区グリッド出土遺物

第1発掘区グリッド（第32m)
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 つまみ1.6 B+W 灰白 20 スー368G。

2 坪 口(12.4) 底5.5 B+R渭＋礫少 灰 60 ヒ-358G（下層）。回転糸切り離し
高3.5

3 壷 口9.9 W少 灰 口縁 20 ヒー358G（黄灰層）。口唇部1ヶ所内
側に屈曲

4 坪 口(13.2) 高4.8 B+W にぶい橙～褐灰 45 ヒ-358G（灰層）。外面黒色

5 甕 底（11.8) B+W 灰 底部 20 ヒー385G（灰層）。外面部分的に自然
釉

6 甕 口(16.4) 胴18.2 B+R渭＋砂少 橙～褐灰 口縁 40 ン-374G。胴部外面下半黒色
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2 第 2発掘

第 2発掘区は、 X軸のヱ～ほ (+23.068~+23. 128)、Y軸の380~400(-47. 796~ -47、916)

にあたる。遺構確認血における標高は平均32.8mで、平JHである。第 2発掘区の調査対象区域は大

きく 2つに分けられている。北側の発掘区域は土取りによる削平が著しいことも考慮すべきである

が、遺構は少なく、また重複も認められない。遺構は南側の発掘区域に集中している。北側と同様

に削平を受けているが、遺構の床面五くまで攪乱されているものは比較的少ない。噴砂の亀裂が西

臣西から東北東に向かって走り、その影愕を激しく受けている。遣構の形状が歪められ、特に亜伯

方向への地盤の移動が大きい。

第2発掘区から検出されている遣構は、住居跡52軒（第49~100号）、掘立柱建物跡 5棟（第 1~ 

5号）、井戸跡 3虹（第 2~ 4号）、土坑24基（第 9~32号）、溝 8条（第 2~ 9号）である。

住届跡は、分布が密な南側の梵掘区域で重複が著しい。特に発掘区中央部では凧複が激しく、む

しろほかの遺構と璽複していない住居跡の方がごくわずかにすぎないほどである。重複閏係は平面

確認によって把握することは可能であったが、重複している遺構群のほぼ中央に走る噴砂の亀裂の

影響を激しく受けていたため、調査は困難をきたしている。時期的な問題を度外視した場合、比較

的大別の1中居跡の周辺部に規模の小さな住居跡が構築されている傾向がみられるようである。確認

されている住居跡のほとんどのものは、カマドが北壁もしくは東睾に築かれている。例外的に西壁

に設置されているものもあるが、南壁に構漿されている例は認められていない。これらの時期別の

内訳は、古墳時代中期］0軒、古墳時代後期34軒、奈良時代 2軒、平安時代前半 3軒、不明 3軒を数

える。

掘立柱建物跡は、住居跡が密集している中央部に 3棟、西部に 2棟検出されている。いずれもほ

かの遺構と重複している。掘立柱建物跡の規模や柱穴掘り方の形態。大きさなどには、はとんど差

異は認められていない。出土遣物が少なく、また重複している遺構の遺物が混入している可能竹も

高い。そのため時期を明確にすることは難しい。概ね奈良～平安時代前半に相当するものと思われ

る。

井戸跡は、中央の住居跡密集部の周辺に位置している。第 3号井戸跡はほかの井戸跡に比べて規

模が小さく、浅い。これに対して第 2。4号井戸跡は調脊中に地山が崩壊するなどの危険を回避す

るため、全容を明らかにすることができなかった。いずれの井戸跡からも遺物が出土しているが、

特に第 2号井戸跡からは多量に検出されている。

土坑は 2~ 3基を中心に、多いもので 7基によって群が構成されている。大半のものが住届跡に

近接していることから、関連が想定される。規模・形態はさまざまであるが、円形もしくは長方形

で、約 1~2 mを測るものが多い。うち14基の土坑から図示し得る遺物が出土している。概ね奈良

～平安時代前半のものである。なかでも多量に遣物が検出されている第19号土坑は須恵器の焼成坑

である可能性が高い。

溝は輻が狭くて浅いものが多く、なかでも東西方向に走るものにはその傾向が強い。また 1条は

ほほ直角に屈曲しているものもある。第 5~ 8号は南北方向に平行して走っている。削平されてい
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第323図 第49号住居跡

ることも考慮にいれなければならないが、住居跡があまり構築されていない地域を戟ち割る様に位

置していることから、集落を区画している可能性がある。 3条の溝から図示し得る遺物が出土して

いるが、周辺から流れ込んでいる可能性も高く、時期・用途・性格等を明確にする資料に欠ける。

(1) 住居跡

第49号住居跡（第323図）

ほ一382• 383Gridに位置している。北半が発掘区域外にかかり、東壁は攪乱を受けている。規

模は長辺5.48m・短辺2.97m、深さ0.10~0.20mの長方形で、南壁の方位は N-70°-Eを測る。壁

はほぽ垂直に立ち上がり、幅0.16~0.58m、深さ0.23~0.29mの壁溝が南壁・西壁に廻っている。

ピットは南東コーナ一部に 1基検出され、壁溝に連続して掘り込まれている。カマド・貯蔵穴等の

施設は確認されていない。遺物は土師器26片が出土したのみで、図示し得るものはない。

第50号住居跡（第324図）

は一381。382Gridに位置している。土取りによって床面近くまで削平され、北壁は攪乱されて

いる。規模は東西5.07m・南北4.50m、深さ0.10~0.79mで、南北軸方位はN-7°-Eを測る。覆土
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第325図 第50号住屈跡出土遺物

第50号住居跡（第325図）
恥． 器種 大きさ（C昆） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

l 坪 ロ(14.6) B+R+W 橙 30 Na3。

2 坪 口15.4 底4.2 B少＋R渭少斗w'少 （内）にぶい橙 70 疇ケズリ外面丑饂色
高5.8 （外）浅黄橙

3 坪 口(15。9) B+R少＋屑＋関＇ 橙 15 

4 椀 口(10.9) 底11.0 B少瑶＋柑惰＇少 （内）にぶい橙 50 No.ll。内外面一部黒色
高13.0 （外）橙

5 脚暉 口(13.8) B濯＋闇＇ 橙 60 No.l • 2。

6 高坪 口18.7 B+R柑少＋屑＇少 橙 坪部70 Noふ口縁端部面トリ

7 高坪 脚(1301) B+R+W少翡＇少 明赤褐 疇 70 No.10。裾部外面一部黒色

゜゚

高坪 胴13.3 B+R＋船簡 橙 脚 0 No.8。

， 高坪 朕10.0 B十枡瑾＇ （内）赤黒 脚部30 内外面黒色
（外）暗赤灰

10 疇 上螂．5 B+R+W少＋W'少 にぶい橙 30 

11 甕 口(17.8) B+R+W+W'＋砂少＋礫 にぶい橙 口緑25 嵐7。

少

12 甕 底6.7 B濯少惰少濯＇ （内）浅黄橙 疇 0 疇ケズリ
（外）にふい橙

13 鉢 底4.0 B+R惰少舟＇ 橙 底部80 疇ケズリ内外面→瓢色
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第329図 第51号住居跡出土遺物(3)

は暗荼褐色土で、焼土・炭化物粒子を多量に含んでいる。貯蔵穴は南東コーナ一部に設置されてい

る。南北1.13m・東西1.15m、深さ1.09mで、不整円形を呈している。ピソトは 3基検出されてい

る。貼床が施され、貯蔵穴周辺は隆起している。遺物は少なく、須恵器 l片、編物石 1点が出土し

ている。

第51号住居跡（第326図）

に一386• 387Gridに位置し、南半が発掘区域外にかかっている。規模は東西6.38m、深さ0.10

~0.21mで、主軸方位はN-8 °-Eを測る。壁ははぽ垂直に立ち上がり、幅0.07~0.20m、深さ

0.05~0.17mの壁溝が廻っている。カマドは北壁に構築され、全長0.90m、焚き □幅0.43mを測

る。袖部は地山を掘り残し、悼道部は削平されている。貯蔵穴はカマドの西側に接し、柱穴は 2基

検出されている。貼床が顕著に認められる。遺物はカマド周辺部から出土している。

第52号住居跡（第330図）

に 395 • 396、ほ 395 • 396Gridに位置している。床面近くまで削平され、南半が発掘区域外

にかかっている。東西5.70m、深さ0.06~0.08mで、主軸方位はN-2°-Wを測る。カマドは北壁

に構築され、全長1.92m、焚き口幅0.64mの規模をもつ。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は方形を

呈している。幅0.16~0.30m、深さ0.04~0.08mの壁溝がほぽ全周し、貯蔵穴・ピソトは検出され

ていない。遺物はカマドから出土しているが、きわめて少ない。

- 413 



第51号住居跡（第327~329図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.2 高6.2 B+R濯＋屑＇ 橙 90 No.19。外面一部黒色

2 坪 口13.3 高5.9 B+R惰＋関＇ 橙 90 No.14。外面ー~色

3 坪 口12.3 高5.5 B+R+W十屑＇ 橙 100 No.17。外面一部黒色

4 坪 口11.6 B+R濯＋W＇ 赤褐 20 口縁菊瑯面トリ

5 坪 口12.3 高5.7 B+R瑾＋W' （内）灰褐 60 No.16。内面黒色外面一部黒色
（外）にふい橙

6 坪 口12.3 高5.6 B+R+¥,I濯＇ 橙 100 No.20・21。外面うすい黒色

7 坪 口14.5 高7.5 B+R＋闇＋W' （内）橙（外）赤 90 内面重ね焼きの痕跡外面黒色部分
外面剥離

8 坪 B+R渭少州＇ （内）橙（外）にぶい 20 
橙， 坪 口13.0 B+R+W+W' 橙 60 

10 高坪 口14.8 B+R瑾＋'II' 橙 坪部 100 No.IO。

11 高坪 脚13.3 B+R+W濯' 橙 鵬 70 No.7。

12 高坪 口15.2 脚(12.1) B+R+l'l+W' 橙 85 No.13。裾部外面黒色
高12.8

13 椀 口16.7 B+R+IHW' 橙 60 口縁端部面トリ

14 椀 B少＋R+W+W' 橙 20 No.34。

15 甕 底4.3 B+R濯＋W'＋砂多 （内）明赤褐 60 No.9。外面黒色部分廻る
（外）明赤褐～灰褐

16 甕 口(14.0) B+R柑＋N'＋砂少 橙 口縁 30

17 甕 口12.7 胴14.0 B+R+W+W'+砂多 赤褐 70 No.15。

18 窺 口14.2 胴14.8 B+R柑＋W'＋砂少 （内）明赤褐 口縁 20 内外面黒色部分
（外）橙

19 椀 口(16.8) B少刊汁W十附少 （内）橙 50 No.18。口縁端部面トリ外面一部黒色
（外）橙～にぶい橙

20 支脚 上端5.8 B+R+W+W' （内）赤 70 No.30。カマドの二次焼成による粘土の
（外）暗赤～暗赤褐 付着内外面黒色部分

21 はそう 'II少 （外）灰白（内）暗灰 No26。外面波状文内面ナデ

22 ミニチュ 底4.5 R+W' （内）にぶい橙 50 疇ケズリ
ア （外）橙

23 甕 口(16.3) 胴23.9 B+R少渭瑾’少＋砂 （内）にぶい橙 40 No.33。外面黒色部分多
少 （外）明赤褐

24 甕 口18.4 底7.0 B+R少柑＋砂少 （内）にぶい橙 95 No23・25。胴部外面下半に黒色部分が廻
高29.0 胴22.4 （外）赤～橙 る

25 褻 口19.5 底6.9 B+R舟＋剥＋砂炉礫 （内）橙（外）赤～橙 90 疇周辺i埠社貼付岬靱面嘩黒色
高26.1 胴22.2 少

26 甕 底(6.7) B+R瑾少 （内）明褐灰 40 疇ケズリ瞬飢面に黒色部分
（外）橙

27 甕 底6.4 B+R+W濯＇＋砂少 （内）橙 40 No.1。底部周辺に粘土貼付胴部外面下
（外）褐灰～灰褐 半に黒色部分か廻る

28 甕 口19.0 胴21.7 B少＋R少＋W+W'少＋ （内）にぶい橙 70 内外面黒色部分
砂少 （外）橙～にぶい橙

29 甕 底7.8 胴23.6 B+R＋屑＋関＇ （内）にぶい橙 85 疇ケズリ畔飢面上半に黒色部分
（外）赤～にぶい橙
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第330図 第52号住居跡・出土遺物

（第330図）

器鉢種 I口(1□：さ（cm)
2 I 高坪 1口19.6 

胎土 色調

B+R+W I（内）明赤褐
（外）明赤褐～橙

砂咄少濯少＋w＇少 1赤

2:町 )1外面に黒色醐備 考

坪部 60

第53号住居跡（第331図）

ヒー381、モー380• 381Gridに位置している。主軸辺3.08m・長辺3.63m、深さ0.19~0.24mの

規模で、主軸方位はN-61°-Wを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.09~0.27m、深さ0.23~

0.26mの壁溝がほぱ全固している。カマドは西壁中央に構築され、全長0.86m、焚き口幅0.42mを
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1 黄褐色土 炭化物微粒子少罷含む。しまり強、粘性あり。

2 暗褐色土 焼土粒子(5~10mm)、炭化物微粒子少量含む。
しまり・粘性あり。

3 褐色土 炭化物粒子(2~3mm)少量含む。しまり・粘性あり。
4 褐色上 焼土粒子(5~10mm)多最含む。しまり・粘性あり。

5 橙色土 天井崩落層。きわめてよく焼けた焼土層。
6 灰褐色士 炭化物微粒子多量含む。しまリ・粘性あり。

゜
2m 

7 暗赤褐色土 暗赤色焼土粒子(10mm)多量含む。しまり・粘性あり。
8 暗灰色土 焼土粒子(5~10mm)、炭化物多量含む。しまり・粘性弱。

第331図第53号住居跡

測る。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は方形を呈している。貯蔵穴は北東コーナ一部に設置され、

南北1.07m・東西0.66m、深さ0.78mを測る不整形である。遺物はカマド・貯蔵穴・中央部に集中

し、カマド周辺から土玉 3点が出土している。

第54号住居跡（第335図）

スー382、ン一382Gridに位置し、重複している第55号住居跡よりも新しい。東西方向に噴砂の

亀裂が走り、この影響によって形状が歪められ、床面には段差が生じている。規模は主軸辺6.44m

・短辺5.62m、深さ0.43~0.79mで、主軸方位は N-0°-Eを測る。カマドは北壁に構築され、

全長0.88m、焚き口幅0.34mの規模をもつ。袖部は地山を掘り残し、燃焼部は鶏卵形を呈してい
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第334図 第53号住居跡出土遺物（3)

第53~n ,,，．（第332~334区）
No. 器種 大きさ（C員） 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口12.6 高5.2 B+R+W+W' （内）橙 100 No.60・貯蔵穴。口緑端部面トリ外面黒
（外）にぶい黄橙～ 色部分
橙

2 蓋 口(12.0) B少＋H 褐灰 50 No.20 • 28 • 30。口縁端部面トリ

3 椀 口(11.7) B+R少渭＋H'少 橙 20 

4 坪 口12.2 高5.5 B少＋R惰＋屑＇ （内）橙 95 No.61・貯蔵穴。口縁端部面トリ内外面
（外）浅黄橙～橙 黒色部分

5 坪 口11.9 高5.6 B少＋R惰＋W' 橙 100 No.51。口縁端部面トリ

6 坪 口12.2 高5.3 B+R渭少渭＇少 （内）赤（外）赤褐 95 No.55。口縁端部面トリ内外面黒色部分

7 坪 口12.7 高5.6 B+R渭少 （内）橙 100 No.52。口鰤齢願トリ外面黒色部分
（外）にぶい橙～橙

8 坪 口12.1 高5.4 B+R渭少＋屑＇少 橙 100 No.58・貯蔵穴。口縁端部面トリ外面に
黒色部分， 坪 口12.5 高5.9 B+R＋佑十川＇ 明赤褐 100 No.21。口縁端部面トリ

10 坪 口12.7 高5.3 B+R＋屑十W' （内）橙 100 No.17。口縁端部面トリ
（外）にぶい橙～橙

11 坪 口12.3 高5.1 B+R渭少＋H＇少 にぶい橙～橙 100 No.49。口縁端部面トリ外面黒色部分

12 坪 口11.8 高5.2 B+R+W+W' 橙 90 No.48。口縁端部面トリ外面黒色部分

13 坪 口12.4 高5.3 B+R+W+W' 橙 100 No.52。 口縁端部面トリ外面黒色部分

14 坪 口12.7 高5.0 B+R+W+W' （内）赤褐（外）橙 100 No.14。口縁部外面黒色部分

15 坪 口(12.6) 高5.3 B+R渭少渭’少 橙 50 外面に黒色部分

16 坪 口12.8 高5.2 B+R+W+W' 橙 100 No.62・貯蔵穴。口縁端部面トリ外面黒
色部分

17 坪 口12.1 高5.0 B+R渭少渭＇少 （内）にぶい橙～に 80 No.24 • 31 • 38。口緑端部面トリ内外面黒
ぶい黄橙（外）橙 色部分

18 坪 口13.1 高5.3 B+R+W十川' にぶい橙 95 No.6。

19 坪 口12.1 B+R渭少渭＇ にぶい橙 50 外面黒色部分

20 坪 口(12.0) B少＋R＋屑十N'少 橙 20 No.29。口縁端部面トリ

21 坪 口(11.9) B+R渭少 橙 20 口縁端部面トリ
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22 坪 口(11.9) B少サし＋屑十w' 橙 20 口蒻嘩倍阻恥リ

23 坪 口(13.9) B+R+¥H屑＇ 橙 30 恥19。

24 坪 口(13.7) B+R惰少＋屑＇少 （内）にぷい橙 25 恥12。口縁端部面トリ
（外）にぶい橙～橙

25 坪 口(13.8 B少＋R柑少惰’少 橙 20 口縁姻部面トリ

26 坪 口(11.8) B+Rt屑 橙 20 印 5。口縁端部面トリ

27 坪 口(13。6) 高4。6 B+R瑾少 橙 20 口緑端部涌iトリ

28 坪 口(13。7) B少＋R にぶい橙 15 口縁端部面トリ

29 坪 口(13.6) B+R情少 （内）橙 15 
（外）にぶい橙

30 高坪 B+R+w少琳＇少 （内）橙 脚部 40

（外）にぶい橙

31 高坪 口17.5 B+R＋防十川＇ 橙 80 恥11。

32 高坪 B+R紺＋屑＇ （内）暗赤褐（外）橙 暉 30 尚23。内面黒色部分

33 高坪 口(25.3) B+R柑濯＇ （内）橙（外）浅黄橙 坪部 30 恥34。口縁端部面トリ外面黒色部分

34 鉢 口19.6 B+R+w渭＇ 橙 口緑部 15 恥18．口緑端部面トリ

35 這 上端6.2 下端12.0 B+R+w+W' （内）橙 80 嵐41。外面に黒色部分

高16.1 （外）にぷい橙～橙

36 甕 口(19.3) B+R+肖廿l' 橙 ロ縁 15 胴部外面に黒色部分

37 小型頚 口12。1 底5。3 B+R情＋関＇＋砂少 橙 95 1h59・貯蔵穴。底部ケズリ底部外面黒

高12.2 胴12.6 ＋礫少 色部分

38 小型甕 口(11.8) 胴12.5 B+R+w柑＇ 橙 15 

39 甕 底3。8 B+R柑＋W' （内）橙 疇 90 疇ケズl）外面黒色鰤

（外）にぷい橙～橙

40 甕 口(17.6) B+R紺＋W' 橙 口緑 20 内面黒色部分

41 甕 口19.3 底5.5 B+R+w十W'＋砂少 （内）明褐灰～橙 90 恥10。疇ケズリ疇外町譴色部

高20心胴21」1 （外）にぶい橙～橙 分

42 甕 口17.8 底5.8 B+R+w濯＇＋砂少 （内）橙 70 嵐53。疇ケズリ疇外面F瑕黒色部

高28.7 胴20.5 ＋礫少 （外）にふい橙 分が廻る

43 甕 口(17.2)底6.7 B+R柑＋屑＇＋砂多 （内）灰褐～橙 70 細。胴部内面・外面下半黒色部分

高29.1胴21.0 ＋礫多 （外）橙

44 翫 口27.8 底9。1 B+R惰＋II' 橙 100 血7。胴醐疇色醐

高27.0

45 甑 底(10.1) B+R+w+W' 橙 20 

46 甑 口(18.5) 底6。2 B+R+w瑾＇ 橙 70 拗5。外面黒色部分

高17.6

る。摺り鉢状に掘り窪められ、煙道部は削平されている。貯蔵穴はカマド東側に設置され、南北

0.64m。東西0.77m、深さ0.33mを測る楕円形である。 4基のピ；；トはすべて柱穴で、貼床は顧著

に認められている。カマドと対向する位置に土坑が検出されている。用途。性格および第54号住居

跡との関連は不明である。遺物はカマド。貯蔵穴から出土し、石製剣形品 1点、編物石 1点、打製

石斧 1点がある。
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第337図 第54号住居跡出土遺物(2)

第 54号住居l＇’、（第 336• 337図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(14.0) B少＋R+w+W' 橙 20 外面に黒色部分

2 坪 口(12.2) B+R渭少＋W＇少 橙 20 

3 坪 口(12.5) B+R少渭 橙 25 内外面が全体に黒色

4 坪 ロ(12.7) B+R渭少 （内）浅黄色（外）橙 30 口縁端部面トリ

5 坪 口(14.3) 高4.0 B+R渭少渭＇少 （内）にぶい橙 50 
（外）明黄褐

6 坪 口(12.0) 高4.1 B+R渭少渭＇ （内）橙（外）灰褐 45 No.3。外面に黒色部分

7 坪 口12.5 高4.0 B+R+W+屑＇ （内）明褐 90 No.1。
（外）明赤褐～黒褐

8 坪 口12.0 高3.6 B+R+W+W' 橙 90 No.8。

， 坪 口(13.7) B+R渭少惰＇少 橙 20 

10 坪 口(16.0) B+R+W少 明黄褐 25 

11 椀 口(12.5) B+R十川 橙 25 

12 椀 口13.0 B+R渭少 橙 20 

13 坪 口(15.2) B+R惰少 （内）にぶい橙 40 
（外）橙

14 坪 口13.8 B少＋R＋伯十H' 橙 20 

15 坪 口(16.0) B+R渭少 橙 15 

16 坪 口16.0 高3.3 B+R渭少渭＇少 橙 25 底部外面指頭圧痕

17 鉢 口(16.0) B+R+W 橙 15 風化

18 高坪 口(17.6) B+R渭少 橙 坪部 30 内外面に黒色部分

19 高坪 口(17.4) B+R+W少 橙 坪部 25

第54号住居跡カマド

A 褐色土 焼土・炭化物微粒子少羞含む。しまり・粘性あり。

B 橙色土 ． 天井崩落層。きわめてよく焼けた焼土層。
C 灰褐色土 焼土粒子(2~3mm)少量、炭化物微粒子極多量含む。しまり・粘性弱。
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20 高坪 口(16.0) B+R にふい橙 坪部 30

21 高坪 口(18.0) M少 橙 口緑 10 口縁端麟iトリ

22 高坪 口(19.5) B+R+W少刊＇少 橙 坪部 25

23 高坪 口(20.0) R+W少 （内）にぷい橙 暉 5 口縁端瓢iトリ
（外）橙

24 高坪 口(20。0) B少廿奸W+N' 橙 靡t10 風化

25 高坪 B+R+W 橙 脚部 50

26 高坪 B+R瑾少 橙 脚部 70

27 鉢 口(21.4) B+W （内）灰赤（外）橙 15 嵐5。口縁端部面トリ内外面に黒色部
分

28 鉢 口23.7 高8.9 B+il 明疇 70 No.7。

29 椀 口（9.9) 底3.5 B+R惰少N'少 橙 40 疇ケズリ瞬附面黒色
高7o0

30 椀 口(12.0) 底5.1 B+R+W 橙 40 外面に黒色部分
高6.5

31 椀 底(4.2) B+R柑少 にぶい橙 20 風化著しい

32 椀 口(10.0) B少＋R+附・闇＇少 橙 口縁 20

33 小型壷 胴12.8 B+R少柑＋闇＇ （内）黒 80 No.4。内面黒色外面に黒色部分
（外）橙～灰黄褐

34 壺 口12.3 胴(25.6) B+R+W渭＇少 橙 20 

35 甕 口(18.4) B+R少惰少 褐灰 ロ縁 15

36 甕 底4.8 B+R少 にぶい橙 疇 60 疇周辺に粘且甜

第55号住居跡（第338図）

ン 382 • 383、い一382• 383Gridに位置している。床面近くまで削平され、遣存状態はきわめ

て悪い。重複している第54号住居跡よりも古く、中央部には幅の広い噴砂の亀裂が東西方向に走っ

ている。カマドが北壁に構漿され、北壁はカマドを挟んだ東側が外方に張り出している。噴砂の亀

裂も含めた主軸辺は西半部が6.16m、東半部は推定で6.41mあり、東西が6.26m、深さが0.04~

0.05mの規模をもっている。本来の主軸辺の長さは噴砂の亀裂の幅分だけ短いものと思われる。主

軸方位は N-3°―W を測る。壁溝は廻っていない。カマドは全長1.06m、焚き □幅0.42mで、袖

部は地山を掘り残している。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に設置されている。円形を呈

し、南北0.88m・東西0.89m、深さ0.89mを測る。ピットは 4基検出され、すべて柱穴である。遺

物は南半部分の床面直上から出土し、ほかに編物石 1点がある。

第56号住居跡（第341図）

モー381• 382、セー382Gridに位置し、ほかの遺構との重複はみられない。規模は主軸辺5.63m

・短辺5.60m、深さ0.20~0.24mで、主軸方位はN-4°-Wを測る。壁はほぱ唾直に立ち上がる。

幅0.14~0.37m、深さ0.04~0.17mの壁溝が全周している。しかし南壁ではやや内側に廻り、カマ
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第55号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色十 焼土・炭化物粒了若干含む。しまリあ I)。

2 褐色上 焼上・炭化物粒千少埜、砂粒含む。しまリ弱。

3 賠黄褐色上 焼七・炭化物粒了わすかに含む。

4 灰褐色上 焼上・炭化物粒子わすかに、灰色粘土含む。粘性あり。

2m 0 暗褐色十~ 焼十ー・炭化物粒子若干含む。粘性ややあり。

第338図第55蛉住居跡
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第340図 第55号住居跡出土遣物 (2)

第55号住居跡（第339• 340図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪（ミニ 口8.9 高4.8 B+R多惰 橙 80 池31。
チュア）

2 坪 口(5.4) B+R多糧 （内）明赤褐（外）橙 40 外面に黒色部分

3 坪 口(11.8) B+R多柑 （内）褐灰～橙 25 内外面に黒色部分
（外）明黄褐

4 坪 口(12.0) 高5.1 B+R＋柑 橙 45 No24・ 26。口縁端部に面トリ

5 坪 口(13.7) B+R多濯 橙 15 

6 坪 口(11.7) B+R 橙 30 口縁端部面トリ

7 坪 口12.2 高5.2 B+R （内）明赤褐 80 No.8。口縁端部面トリ
（外）橙～明赤褐

8 坪 口13。0 高4。7 B+R+W （内）橙（外）黄橙 80 No.35・36。口縁端部面トリ外面に黒色
部分， 坪 口(14.8) 高6.0 B+R多柑 （内）明赤褐～にぷ 20 

い橙

（外）橙～明赤褐
10 坪 口(13.7) B+R多＋W 橙 15 口縁端商涸トリ

11 坪 口(13.5) B+R多＋H （内）橙 20 詢11。
（外）橙～黄橙

12 坪 口(14.2) B+R多＋H 橙 15 No.1。

13 坪 口13.8 B+R多＋H渭' 橙 90 嵐18。

14 小型甕 口(11。9) 底3。O B+R+W 橙 30 No.4・ 10。内外面に黒色部分
高9.3

15 小型褻 口13.2 底4.3 B+R＋屑＋砂少 （内）にぶい橙～赤80 No.24。内面剥離が著しい
高12.5 褐（外）赤橙～にぶ

い橙
16 小型甕 口13.5 底5.1 B+R惰＋砂少 （内）暗赤灰～明赤 90 詢29。内面黒色

高14.0 褐（外）橙～明赤褐

17 甕 底4.9 B+R濯＋砂少 （内）浅黄橙（外）橙 疇 25 No.6・9。外面に黒色部分

18 台付甕 B+R多＋H 橙 20 No.23。

19 甕 口(16.0) B+R濯＋砂少 浅黄橙 ロ縁 20 No.7。

20 褻 口(17.6) B+R濯少 （内）にぶい黄橙 15 No.27。
（外）にぶい黄橙～
橙

21 甕 口(17.5) B+R渭＋砂少＋礫少 橙 20 No.3・6。

22 甕 口18.3 B+R渭＋砂少 橙 35 No.15 • 16。

- 427 --



23 甕 口16.2胴17.6 B+R瑾多 明赤褐 60 内外面に黒色部分

24 甕 底6.3 B+R+W＋砂少 （内）橙（外）赤 疇 90 No22。内面に黒色の付着物

25 甕 底5.2 B+R多瑾＋砂少＋礫 （内）浅黄橙 疇 30

少 （外）橙～にぶい橙

26 甕 口(25.6) B+R＋柑 （内）明赤橙（外）橙 ロ縁 15

27 高坪 B+R+¥'I （内）明赤褐 疇 90 No.17。外面に黒色部分

（外）明赤褐～橙

28 支脚 上螂．3 B+R多＋屑＋砂少＋礫 （内）橙 20 

少 （外）にぶい橙

29 高坪 脚11.7 B多＋R+W 橙 疇 20

ド両脇ではカマドに向かって底面に段差を付けている。カマドは北壁に構築され、全長1.58m、焚

き口幅0.56mの規模をもつ。袖部は地山を掘り残し、東側が内側に屈曲している。燃焼部は釣鐘形

を呈し、煙道部に向かって若干傾斜している。火床面はよく焼けており、煉追部の幅は燃焼部に比

べて狭い。高杯形土器が支脚に転用されている。貯蔵穴は南東コーナ一部に設置されている。不整

楕円形で、南北0.78m・東西0.64m、深さ0.64mを測る。ピ、ノトは 4悲検出され、すべて柱穴であ

る。暗茶褐色の貼床が施されているが、あまり明瞭ではない。遣物はカマドおよび貯蔵穴周辺部か

ら出土している。

第57号住居跡（第344• 345図）

ン一380• 381、い一380• 381 Gridに位置している。晴砂の亀裂が東西に走り、形状が歪められ

ている。また噴砂の亀裂に平行して、 2条の溝状の攪乱によって切られている。規模は主軸辺

6.18m ・短辺6.05m、深さ0.19~0.26mで、主軸方位は N-30°-Eを測る。壁はやや傾斜をもっ

て立ち上がり、幅0.09~0.58m、深さ0.03~0.04mの壁溝がほぱ全周している。カマドは北壁に構

築され、全長0.62m、焚き口幅0.40mの規模をもつ。袖部は地山を掘り残し、「ハ」の字に開いて

いる。火床面はよく焼けている。煙道部は削平されているものと思われる。貯蔵穴は南東コーナー

部に設置されている。円形で、南北0.92m・東西1.08m、深さ0.98mを測る。ピットは 5某検出さ

れ、 Pl~P4が柱穴である。カマド東側の北東コーナー部に粘土が検出されているが、用途等は不

明である。貼床が全面に施され、特にカマド周辺部は土手状に若干隆起している。遺物はカマドお

よび貯蔵穴周辺部から出土し、ほかに須恵器 6片、打製石斧 1点がある。

第56号住居跡

1 褐色土 焼寸．．炭化物粒了•わすかに含む。しまリあり，

2 賠褐色十 炭化物粒子わすかに含む。しまリあり。

3 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒了•わずかに含む。しまりあ IJ,

4 暗褐色土 炭化物（棒状）多く含む。しまりあり C

5 掲色土 焼．t.炭化物粒子芥干含む。しま lJji,り。

6 灰褐色ナ 焼上粒子・プロ、ソク、炭化物粒了多く含む。しまリ・枯性弱

7 陪褐色上 焼上プロック含む。しまりあリ。

8 暗黄褐色土 焼士．炭化物粒fわすかに含む。しまりあ 1)。
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第56号住居跡貯蔵穴

1 茶褐色上 焼七・炭化物粒子わすかに含む。しまりあり。

2 I火茶褐色l. 焼十・炭化物粒＋わずかに含む。しまりあり。

3 暗荼褐色上 焼士・炭化物粒子わずかに、砂若干含む。

しまりあり。
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第343図 第56号住居跡出土遺物 (2)

第56旦圧!'i'!:I＊ （第342• 343図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(13.7) B+R多＋H （内）にぶい橙 30 No.21。外面に黒色部分
（外）橙

2 椀 口(14.6) 底3.7 B+R多＋M 明赤褐 45 No.4。
高6.2

3 椀 口(13.4) 底4.3 B+R多＋H 明赤褐 50 No.7。外面に黒色部分
高6.0

4 坪 口(15.3) 底4.3 B+R多＋H十肖' （内）浅黄橙（外）橙50 No.4。外面に黒色部分
高5.9 ～にぶい黄橙

5 坪 口14.3 底3.8 B+R+W多 赤 100 No.10。
高5.5

6 坪 口(15.5) 底3.4 B+R+W （内）橙（外）明赤褐 50 外面に黒色部分
高5.7

7 高坪 口17.0 B+R+W 赤褐 80 No.17・カマド。

8 高坪 口(18.0) B+R多＋H （内）にぶい橙 坪部 35 No.5。内外面に黒色部分
（外）橙， 高坪 口17.7 B+R多渭 （内）橙 坪部 90 No.19・カマド。
（外）にぶい橙

10 高坪 口15.7 B+R多＋H （内）にぶい橙 坪部 75 No.14。
（外）明赤褐

11 高坪 B+R+W 橙 脚部 40 No.24。

12 高坪 口(22.0) R多＋W+W'少 橙 口縁20 No.6。風化が著しい

13 高坪 口(22.0) B少＋R多＋肖 にぶい橙～灰褐 口縁20 No.22。口縁端部面トリ
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r ー→ 9 9.. 9 

14 高坪 B多咄多刈＋W' 浅黄橙 疇 50 池15。内外面に黒色部分

15 高坪 B+R渭多濯 赤 疇 60 勘.25。

16 小型壼 口（7.2) 高8.1 B+R多＋H 明赤褐 90 lfa8。
胴908

17 墳 口12.2 B+R+W多 明赤褐 口緑 100 No26。

18 甕 口14.3 底4.8 B+R舟＋砂少 （内）灰褐 90 勘．11。内面黒色
高13.7 （外）明赤褐

19 萎 口(22.1)胴(25。0)B+R惰＋砂少＋礫少 にぶい橙 15 No2。

20 壺 口17.9 底7.6 B+R濯＋砂少＋礫少 橙～にぶい橙 90 N11l6・カマド。底部周辺に粘土貼付胴l 
高29.7 胴23.8 部外面に黒色部分

21 甕 口(15.0) R多惰濯＇少 橙 口緑 15 勘23。

22 嚢 口19.2 B+R渭多 明赤褐 口縁 90 嵐13。

23 窺 口19.6 底7.5 B+R多瑾 橙 100 No.9。外面下半黒色
高18。3 胴19。9

24 整 口18.4 B+R瑾＋H' 橙 口縁 100 嵐12。

25 甕 口19.0 底7.7 B+R濯＋砂少汗礫少 にぶい橙 80 No.19・カマド。底部周辺に粘土貼付胴
高28.4 胴24.0 部外面に黒色部分

A 

A A' 

゜
1m 

第"'(号{j居跡

］ 褐色」 焼十・炭化物約了わすかに合むでしま 1)あ IJ_

？」 賠褐色土 焼」→・灰化物粒千芥！一含むへしまりあり。

黄褐位上 焼土・炭化物約了わすかに含む一部分的に白色粘」混入。

しまリあリ。

4 昭黄褐位 1 焼」―・炭化物応□L千芳1含む。しまiJ花リ，．
5 荼褐但十 焼十ー炭化物筒了わすかに含む。しまりあリ。

［； 拡掲色＿1 焼」―·以化物拉—f若十含む。しまりあリ、粘性弱。

7 暗荀褐色」＿ 焼土·炭化物粒子若ー1 、焼十プ ll ソク少•斌含むりしまりあり。

g 掲色—I 焼上・以化物粒千多く含む，』しまリあリ。

9 亦拐位上 焼土・炭化物和子、焼上プロック多く含む。

I 0 円掲色十 炭化物層し／見しー炭化物約千多く含む．1 しまり弱。

第57号住居跡貯蔵穴

l 暗褐色十 焼」＿ ・炭化物粒了少品合む。しまりあり。

2 褐色 I 焼十・炭化物的了若干含む。苗褐色寸プロックが混入，．しまりあり。

3 暗褐色土 焼上ぷI了少星、灰化物多く含む

4 暗褐色十 焼ナ粒了、炭化吻多く含む。

b I天褐色十 灰色粘十フ Il、ソク屁入。粘性あり。

8 訊褐色」一 灰色粘」フロック、炭化物多く令む。粘性あり。

7 暗褐色十 焼上粒了、炭化物多く含む。

第344図第57号住居跡（1)
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第57号｛お吾跡（第346~349図）
即． 器稽 大きさ（C閏） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口13.4 高6.4 B+R多舟少 橙 95 No.17 • 19 • 20。口緑端部面トリ

2 坪 口(12.0) 高(5.5)B+R多渭 橙 25 嵐16。口緑端部内側に折り返す

3 坪 口(13,0) B+W+W'少 橙 30 風化

4 坪 口(12。2) B+R多瑾 橙 20 l虹2。

5 坪 口12.1 高5.7 ll多咄多渭 橙 55 No.1314。外面黒色部分

6 坪 口(125) 高5.8 B+R多惰少 橙 25 N0,18。外面黒色部分

7 坪 口(12.0) B+R多＋11 橙 40 No25。

8 坪 口(140) 高(U)B+R多舟 橙 40 内面風化著しい

， 坪 ロ(13.6) R多柑 にふい黄橙 口縁 20 風化著しい

10 坪 口(14.0) 高5.3 B少＋R多濯 橙 20 No.8。風化著しい

11 坪 口(1広．0) B+R多瑾少 橙～黒 20 口緑端部面トリ 風化著しい

). 2 坪 口(12co) B+R多瑾 橙 20 恥9。風化

13 坪 口(14。0) B+R多＋H 橙～にふい黄橙 10 ロ縁端部面トリ

14 坪 口(16.1) 高8.2 B+R+W （内）浅黄橙 30 No、4。内外面黒色部分
（外）橙～！こぶい橙

15 高罫 口16,3 B+R多＋t1 明赤褐 暉 70 嵐71~73。 暉内外面黒色部分

16 壷 口(10。0) R惰少 にぶい橙 口縁 25 風化著しい

1 7 椀 口(12.O) R多濯少＋屑＇少 橙 20 

18 坪 口(14.0) R多＋＼i少 橙 30 lio.28。風化著しい
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19 小型襄 口14.1 底15.6 B多＋R多＋炉砂多＋ （内）明赤褐（外）浅95 No.33。底部周辺に粘土貼付 胴部外面
高13.6 胴14.6 礫多 黄橙～橙 黒色部分

20 小型甕 口14.2 底5.1 B+R多＋H 橙 95 No.50 • 58。風化著しい
高14.7 胴15.3

21 小型甕 口(14.0) 底5.2 B+R惰＋砂少＋礫少 （内）橙 70 No.41。胴部外面黒色部分
高14.5 胴15.3 （外）赤～にぶい橙

22 小型窺 口16.4 底6.4 B+R多＋W+W'＋砂少＋ 橙 90 No.57。
高13.9 礫少

23 小型甕 口(12.0)胴(12.4)R渭多 （内）橙 20 No.29。口緑端部外面弱いヘラアテ
（外）にふい赤褐 器面粗

24 鉢 口(14.0) 胴14.0 R多＋柑 橙 40 嵐59。口縁端部ヘラアテ

25 壺 口(15.0) R多＋屑 にぶい橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ・面トリ 風化著しい

26 甕 口(14.0) R少渭少＋礫多 橙～灰白 口縁 5 No.38・42・43。口縁端部弱いヘラアテ

27 甑 口17.2 底5.4 B+R渭少＋屑＇少 橙 95 No28。胴部外面黒色部分
高15.1

28 甕 口16.3 底6.7 B+R多柑多＋砂少 （内）橙（外）橙～褐 60 No.12。胴部外面下半位黒色
高29.9 胴20.5

29 甕 口19.8 底6.3 B+R瑾＋砂少＋礫少 （内）にぶい橙 80 No.47・51・54・64。粘土紐積み上げ痕
高29.1 胴23.5 （外）にぶい橙～橙

30 甕 口18.8 底6.0 B+R多＋W+閉＋砂少 （内）橙 80 No.1。胴部外面黒色部分
高28.6 胴22.2 （外）橙～にぶい橙

31 甕 口18.0 底6.1 B+R多＋H多＋砂少＋ （内）にふい橙～に 75 No.9。胴部外面下半黒色
高30.1 胴22.2 礫少 ぶい褐（外）にぶい

疇～橙

32 甕 底6.3 B+R濯＋砂少 （内）にふい黄橙 20 No.69。胴部外面黒色部分
（外）にぶい橙

33 甕 口(19.4) 底7.2 B+R多＋H多＋W'＋砂橙 40 No.39・44。胴部外面黒色部分
高27.5 胴23.5 多

34 甕 口(18.8) B+R多瑾多＋闇＇＋砂 （内）にぶい褐～に 25 No.24。
胴(24.7) 少 ぶい橙

（外）にぶい黄橙

35 甕 底6.9 胴22.7 B多＋R多＋［i+関＇＋砂 （内）灰褐（外）浅黄 70 No.69。胴部外面下半黒色
少 橙～にぶい褐

36 甕 口17.5 胴22.8 B+R多濯少＋1i'少 橙 40 嵐37。胴部外面黒色部分

37 甕 口(22.4) B多＋R濯＋砂少 にぶい橙 口縁 15

38 甕 口17.6 胴(22.2) B+R＋屑＋砂多＋礫多 にぶい黄橙 25 No.26。口縁部内面黒色部分

39 甕 口(19.6) 胴27.9 B+R＋屑柑＇＋砂少 （内）にぶい黄橙～ 20 No.72。胴剖堺面黒色部分
橙（外）橙～明赤褐

40 甕 口(20.0) 関＋礫多 にぷい橙 口縁 30 No.58。

41 窺 口(20.4)胴(25.2)B多＋R多惰＋砂少 （内）橙（外）橙 口縁 25 No.68。

42 甕 底5.8 B多＋R多＋屑 （内）橙（外）橙～に 疇 60 No.23。内外面黒色部分
ふい黄橙

43 甕 B+R多＋H （内）灰黄橙 胴部 20 No.3。
（外）明黄橙

44 壷 底7.4 B+R+W渭＇＋砂少＋礫 （内）にぶい黄橙 疇 80 No.52。外面黒色
少 （外）にぶい橙

第58号住居跡（第350図）

ヱ一383 • 384、ピー383• 384Gridに位置し、南側は発掘区域外にかかっている。土取りによっ

て床面近くまで削平され、遺存状態はきわめて悪い。規模は東西5.38m、深さ0.06~0.llmで、主

軸方位は N 7 °-Wを測る。カマドは北壁に構築され、全長1.14、焚き口幅0.50mの規模をもつ。
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第 58号住居跡

1 褐色士 炭化物粒子(3~5mm)少呈含む。しまリ・粘性あり。

2 暗褐色土 焼土粒子(3~5mm)、炭化物粒子(5mm)少呈含む。

しまリ・粘性あり。

暗褐色土 焼土粒子(5~15mm)多量、炭化物粒子(3mm)少鼠含む。

しまり・粘性あり。

暗褐色砂 炭化物粒子(10mm)少最含む。しまりあリ、祐件弱。

0 2m 
I I I 

第58号住居跡

袖部は地山を掘り残し、 やや「ハ」の字に開いている。貯蔵穴
はカマド東側の北東コーナ一部に設

置されている。南北0.87m・東西1.18m、深さ0.74mを測る
不整形を呈している。壁溝・ピットは

検出されていない。暗茶褐色の貼床が施されているが、あま
り明瞭ではない。遺物はカマド・貯蔵

穴および中央部から出土している。

第59• 76号住居跡（第353図）

セー383• 384、スー383• 384Gridに位置し、 噴砂の亀裂が東西方向に走っている。第59• 76号

住居跡の新旧関係は、 第59号住居跡が第76号住居跡よりも新
しい。 また第59号住居跡は北西コーナ

一部を第10号土坑に切られ、西壁の南半部を方形の攪乱によ
って侵されている。
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第352図 第58号住居跡出土遺物(2)

第58ロー…（第351• 352区）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口11.8 高5.7 B+R多 （内）橙 85 No.3。外面に黒色部分
（外）にぶい橙

2 坪 口(13.8) 高5.6 B+R多 橙 50 No.8・ 10・ 12。

3 坪 口(14.2) 高5.8 B+R+W少渭＇少 橙 70 No.10。外面に黒色部分

4 坪 口(16.0) B+R+W少＋砂少 （内）にぶい橙 20 No.2 • 14。
（外）にぶい橙～橙

5 坪 口14.0 高6.9 B多＋R渭多 橙 100 No.15。口縁端部面トリ外面に黒色部分

6 坪 口14.3 B+R多＋H 橙 40 恥5。口縁端部面トリ

7 坪 口(16.0) B+R多＋H 橙 15 口縁端部面トリ

8 甕 口12.9 底6.4 B+R渭＋砂少＋礫少 （内）明赤褐 95 No.7。内外面に黒色部分
高15.9 胴15.2 （外）にぶい橙， 甕 口12.5 底5.6 B+R多＋M （内）橙 100 No.16。胴部外面に黒色部分
高14.6 胴14.5 （外）橙～にぶい橙

10 鉢 口(12.2) 底4.8 B+R+W 橙 70 No.11。胴部外面に黒色部分
高10.6 胴13.1

11 甕 口(19.5) B+R+W+砂少 （内）にぶい橙 ロ縁 15
（外）橙

12 甑 口21.4 B+R+W 橙 口縁 15

13 甕 口17.2 底6.7 B多＋R渭＋砂少＋磯 橙 70 No.9。胴部外面に黒色部分
高29.4 胴21.4 少

14 甕 口17.9 底6.6 B+R多＋屑＋砂少＋礫 橙 90 No.1 • 8。胴部外面に黒色部分
高30.1 胴21.0 少

15 甑 口(27.5) B多＋R多＋H 橙 口縁 25 No.13。

16 壷 底8.0 胴27.6 B+R+W＋砂少＋礫少 （内）橙（外）灰褐 30 外面黒色

第59号住居跡は台形を呈し、主軸辺5.96~7.45m・南北6.06m、深さ0.26~0.31mの規模を有し

ている。主軸方位は N-60°-Wを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマ

ドは西壁に構築され、全長1.50m、焚き口幅0.46mである。袖部は地山を掘り残し、「ハ」の字に

わずかに開いている。火床面はきわめてよく焼け、急激に立ち上がって煙道部へ続いている。貯蔵
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| 1 」

焼上粒チ・プロック、炭化物粒子少是含む＜，しまリあり。

焼十i芍了・フ [lック、炭化物粒r若干含む。しまリあり。
焼」ー・炭化物粒fわずかに含む．』しまりあり，

黄褐色七プロックi人）町責。焼i．炭化物粒了凶干含む，9

しま I) ・粘性あり口

偵褐位上｀ブロック状、焼」

しまリ・枯杵あり。

5,J: i)焼」―Jロック多い。しまり・粘舛あり。

焼f•以化物粒『・ブロック多く含む。

黄褐色土が部分的糾人。しまリ・粘件あリ，．

炭化物粒了多く含むい

第'I6号仕居跡

1 暗褐魚上 焼上・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

第59号住居跡貯蔵穴

1 荼褐色十 焼七粒—f(10mm)、多最の炭化物粒了（：j～10IIIIn)含む。しまり
り 賠茶褐色十 炭化物粒子(5~]0111111)極多足含む。しまリ・粘性あfJ,

3 褐色土 炭化物微粒子徴最含む。しまり・粘性あり。

4 暗褐色」 焼十粒子(3mm)、炭化物粒子(3~5111111)少戯含む。しま＇）

5 褐色上 3 1」足化物微粒了、繍約砂含む。しまリ・粘性あリ，．

粘性あり

粘性あり。

0 2m 
1 1 -—--I 

第59• 76号住居跡
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第59号住居中（第354• 355骰l
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口12.3 高5.2 B+R+W 黄橙 90 口縁端部面トリ

2 坪 口12.1 高5.0 B+R多惰 明赤褐 90 No.1。外面に黒色部分

3 坪 口12.6 高5.5 B+R+W 橙 90 No.17・22。外面に黒色部分

4 坪 口12.9 高5.1 B+W （内）橙 95 No.4。口縁端部に沈線
（外）にぶい橙

5 坪 口12.2 高4.5 B+R+W （内）明赤褐（外）橙 90 No.3。口縁端部面トリ

6 坪 口12.7 高5.1 B+R多惰 橙 95 No.4。口縁端部面トリ風化

7 坪 口(10.7) 底3.0 B+R多渭＋闇＇ （内）にぶい赤褐 70 No.6。底部ケズリロ縁部内外面黒色

高5.3 （外）にぶい橙

8 椀 口(12.0) W少 橙～褐灰 20 風化が著しい

， 坪 口(11.2) B+R多＋N にぶい橙 40 口縁端部面トリ

10 坪 口(12.4) 屑＋礫少 橙 25 口縁端部面トリ

11 坪 口12.8 高5.0 B多＋R渭 にぶい橙 80 No.13。外面に黒色部分

12 坪 口(12.6) 高5.2 B+R多＋M 橙 75 No.16。外面に黒色部分

13 坪 口(13.6) R多＋W少 浅黄橙 30 口縁端部面トリ

14 坪 口12.9 B+R渭少 橙 80 No.6.口縁端部面トリ

15 坪 口(13.0) 高5.1 B+R多＋H 橙 50 No.16。口縁端部面トリ外面に黒色部分

16 椀 B+W 明赤褐 95 No.28。外面慰暉重ね焼きの痕跡

17 坪 口16.7 高7.3 B+R+W 橙 100 No.18。口縁端部面トリ

18 坪 口14.6 B多＋R+W にぶい黄橙 70 No.2。口縁部内外面に黒色部分

19 坪 口15.1 底4.4 B+R+W+W'少 赤 90 No.8。内外面とも半分が黒色

高5.5

20 椀 口(14.0) 肖＋礫少 橙～にぶい黄橙 20 口縁端部面トリ

21 高坪 口16.0 B+R+W 赤 90 No.30。内外面に黒色部分

22 高坪 B+R+W （内）にぶい橙 60 No.25。

（外）橙

23 均 口(10.0) R少 橙～にぶい橙 口縁 30

24 均 口8.0 底4.8 B+R渭＋W' 橙 100 No.29。胴部外面に黒色部分

高13.6胴14.9

25 柑 口8.0 底4.4 B+R+W+W' 橙 95 No.11。
高13.0胴15.2

26 小型甕 口13.2 底4.9 B+R少渭少 （内）にぶい橙（外） 100 No.23。風化

高12.0 にぶい橙～明赤褐

27 小型甕 口11.3 底4.3 B+R+W （内）にぶい橙 100 No.7。黒色部分
高10.5 胴13.0 （外）明赤褐

28 小型甕 口13.3 底5.0 B+R渭少 橙 80 No.3。胴部外面に黒色部分

高13.9 胴13.4

29 小型甕 口16.0 高17.3 B+R十川＋砂少 （内）にぶい橙～明 95 llo.9。内外面に黒色部分粘土紐積み上

胴16.9 赤褐 げ痕

（外）橙～にぶい橙
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第356図 第76号住居跡出土遺物

30 甕 口17.9 底5.9 B+R惰＋砂少＋礫少 （内）にぶい橙（外） 85 No.19 • 21,疇ケズリ胴鋤面に粘土
高30.7 胴18.7 にぶい橙～浅黄橙 付着

31 甑 口17.9 底4.2 B+R多 （内）橙 85 No.4。外面に黒色部分
高15.2 （外）橙～浅黄橙

32 台付甕 脚11.0 B+R+W 明赤褐 30 No.5。

33 甑 口25.3 底9.0 B+R渭少 橙 95 No.4。胴部外面に黒色部分
高25.3

胎土

B+W戸
色調

黄橙～橙
5-m)1風化力瑾しい備 考

B+R+W+W' にぶい橙～浅黄橙 140 疇ケズリ顧内外面に黒色部分

穴は南東コーナ一部に設置されている。方形で、南北1.22m・東西1.18m、深さ0.75mを測る。こ

れに対応する北東コーナ一部には、貯蔵穴と同規模の棚状の高まりが存在している。ピットは 2基

確認され、すべて柱穴である。全面に、焼土・炭化物が多量に混入されている貼床が施されてい

る。遺物はカマド・貯蔵穴の周辺部から出土し、円孔の開けられている砥石 1点が検出されてい

る。また重ね焼きの痕跡が認められる椀形土器もみられる。ほかに編物石 1点が出土している。

第76号住居跡は不整方形を呈している。第59号住居跡が床面近くまで掘り込まれていたため、平

面形態を確認することは困難であった。規模は南北5.51m・東西3.22~3.88m、深さ0.02~0.22m

を測り、東壁を N-26°-Eに向けている。壁はやや傾斜をもって立ち上がっている。壁溝・カマド

・貯蔵穴・ピット等の施設は確認されていない。遺物は少なく、時期はカマドが設置される以前の

段階のものとも考えられる。としても、炉跡は検出されていない。
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第357図 第60号住居跡

第60号住居跡（第357図）

ン一383• 384Gridに位置し、南西コーナ一部を第10号土坑によって切られている。また床面近

くまで削平され、遺存状態はきわめて悪い。いびつな台形を呈し、規模は主軸辺4.82~3.69m・南

北5.00m、深さ0.33~0.58mである。主軸方位は N-83°-Eを測り、壁溝は廻っていない。 カマ

ドは東壁に構築され、全長1.14m、焚き口幅0.39mの規模である。地山を掘り残している袖部は左

右の形状が異なっている。燃焼部は鶏卵形で、摺り鉢状に掘り窪められている。貯蔵穴はカマド南

側の南東コーナ一部に設置されている。南北1.21m・東西1.53m、深さ0.68mの不整形である。
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第358図 第60号住居跡出土遺物

第60号住居 ＊ （第358図）
No. 器種 大きさ(C・) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(12.7) 高5.8 B+R渭＋W'＋砂多 橙 60 No.1。

2 坪 口(12.0) B+R+W 橙 20 外面に黒色部分

3 坪 口(13.5) B+R+W 橙 15 外面に黒色部分

4 高台付椀 口(14.7) 台8.2 B+W多 褐灰橙 30 回転糸切り後、高台ナデッケ
高5.9

5 甕 底4.0 B+R+W （内）灰褐（外）橙 15 内外面黒色

6 甕 底(7.2) B+R渭 （内）にぶい黄橙 疇 30
（外）橙

7 壷 口(25.5) B+W+W' 灰白 口縁 15

8 甕 口(25.4) B+R渭少 橙 20 胴部外面に黒色部分

ットは 4基検出され、 P2• P4が柱穴と思われるが、あとの 2基の用途は明確ではない。遺物は少

なく、また後世のものも混入している。ほかに縄文土器 1片が出土している。

第61号住居跡（第359• 360図）

セー385• 386 • 387、スー385• 386Gridに位置し、噴砂の亀裂が東西方向に走っている。その影
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第61号住居跡

l 暗褐色土 焼土粒子微羹、褐色士粒子多量含む。粘性弱．やや粗い。

2 暗褐色土 1より細かい。

3 暗赤褐色土 焼土層。ブロック状の焼土。暗褐色土・灰粒子混入。

4 黒褐色土 炭化物層。焼土少量含む。

5 褐色土 灰粒子多景含む。

第61号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色土 焼士粒子微量含む。しまりあり。

2 黒褐色土 焼土粒子少量含む。しまりあり。やや砂質。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子微量含む。砂質強。

4 褐色土 3よりやや砂質弱。

5 灰黄褐色土 炭化物粒子微量含む。やや砂質。

第360図第61号住居跡(2)

第61号住居跡（第361~366医）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口(12.4) B+W 橙 30 No.13。

2 坪 口13.6 高4.5 B+R+W 橙 95 No.16。内外面黒色部分

3 坪 口(14.1) B+R多＋H 橙 20 内面黒色部分

4 坪 口(13.0) B+R+W にぶい橙 30 内面黒色部分

5 坪 口(13.4) 高(3.9)R+W少 浅黄橙～黒 10 
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第361図 第61号住居跡出土遣物(1)
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第364図 第61号住居跡出土遺物（4)
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第365図 第61号住居跡出土遺物(5)
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6 坪 口(14.o) R少＋W+W' にぶい橙 25 

7 坪 口13.5 高4.9 B多＋R多＋M 橙 100 No.15。放射状暗文

8 坪 口(13.1) 高4.7 B+R多＋H にぶい黄橙 60 外面黒色部分

， 坪 口13.8 高4.5 B+R多＋H にぶい橙 50 ロ緑端部沈線 口縁部外面黒色部分

10 坪 口13.6 高4.6 B+W+W' 褐 100 No.14。内面・外面口縁部黒色部分

11 盤 口14.3 底12.2 B多＋R+W 橙 90 No.29。
高3.6

12 坪 口(16.0) B少＋R多＋W少 にぶい黄橙 30 体部外面剥離

13 坪 口(15.0) R多 にぶい橙 10 

14 坪 口(17.0) R多 にぶい橙 口縁 30

15 鉢 口(17.7) B+R渭＋砂少＋礫少 （内）橙（外）黄橙 15 

16 坪 口12.2 B+R多＋N 橙 55 

17 坪 口12.0 高5.0 B+R+¥ti （内）にぶい橙 90 No.91。内外面黒色部分
（外）明赤褐

18 坪 口12.2 高5.2 B+R+W 橙 90 No.5。

19 坪 口12.3 高4.2 B+W+W' にぶい赤褐 95 No.9。血栂音文内外面黒色

20 坪 口12.6 高4.5 B+R＋屑十W'少 （内）橙～明赤褐 85 池7。外面黒色部分
（外）橙～明赤褐

21 坪 口12.0 B+R多 にぶい黄橙 50 口縁部外面黒色部分

22 坪 口(12.0) B+R少＋H 橙 30 No.230 

23 坪 口12.6 高4.3 B+R+W 橙 50 

24 坪 口(12.6) 高4.5 B+R+W 灰褐 35 内外面黒色部分

25 坪 口12.7 B少＋R+W （内）明赤褐 50 No.20。内外面黒色部分
（外）にぶい赤褐

26 坪 口(12.1) 高4.7 B+R+W+W' （内）にぶい橙～橙 70 No.35。内外面黒色部分
（外）橙

27 坪 口(12.0) B+R多＋H 浅黄橙 口縁 30 口縁端部弱いヘラアテ

28 坪 口12.8 B+R+W にぶい橙 70 

29 坪 口(14.0) R多＋W少 橙 口縁 20

30 鉢 口15.5 底8.5 B+R+W惰＇＋砂少 橙 60 No.8。内外面黒色部分

31 鉢 口(19.5) B+R少渭 にぶい黄橙 20 No.1。

32 鉢 口(16.0) B+R渭＋礫少 （内）橙（外）橙 15 No.41。胴部外面黒色部分

33 甕 口17.5 B+R+W （内）にぶい黄橙 口縁 100 No.4。口縁部外面黒色部分
（外）にぶい橙

34 坪 口18.8 高7.5 B+R+W （内）橙 100 放射状暗文 内外面黒色部分

（外）にぶい褐

35 台付鉢 口16.6 B+R渭＋砂少＋礫少 橙 70 No.18。内外面黒色部分
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36 甕 口14.7 底5.0 B+R渭＋砂少＋礫少 灰白 80 No.39。胴勁頃黒色翻
高19.4

37 甑 口16.5 B+R濯 橙 70 No.44。内外面黒色部分

38 甑 口(18.2) B+R+il 橙 15 

39 襄 口16.3 胴19.5 B+R渭＋砂多＋礫多 （内）橙（外）にぶい 30 No.50。
橙～赤褐

40 甕 口(18.9)胴(26.4) （内）にぶい橙 15 No.53。
（外）灰褐

41 壷 B+R多＋H 橙 20 No.49。胴部外面黒色部分

42 甕 口(18.2)胴(24.8)B+R渭＋砂少＋礫少 （内）にぶい黄橙 15 No.58。内外面黒色部分
（外）橙

43 甕 口18.3 胴24・0 B+R渭＋砂少＋礫少 にぶい褐 30 No.27 • 37。

44 壷 口15.8 胴24.1 B+R+W少 灰白 70 No.17・19・25・27・34・51。胴部内外面黒
色部分

45 甕 口19.0 底4.8 B+R渭＋砂少＋礫少 （内）橙（外）橙 85 No.84・90・92。胴部内外面黒色 カマド
高40.0 の二次焼成による粘土付着

46 甕 口19.0 底3.8 B+R＋川＋砂多＋礫多 にぶい黄橙 70 No.45・46・59・60・64。胴部外面黒色
高36.7

47 甕 口20.5 底3.8 B+R+W+砂少＋礫少 （内）褐灰 90 No.73。カマドの二次焼成による粘土付
高38.2 （外）にぶい橙 着胴部内面黒色

48 甕 口19.4 高37.6 B+R渭＋砂少 橙 85 No.42 • 70 • 74・ 80。

49 襄 口19.5 高36.8 B+R+W （内）橙 85 No.43 • 66 • 71。胴部外面黒色 カマドの
（外）にぶい橙 二次焼成による粘土付着

50 甕 口18.5 底3.5 B+R+W多 橙 85 No.11・100~102。胴部外面黒色部分
高35.7

51 甕 口18.7 B+R渭＋砂少＋礫少 （内）橙（外）明赤褐 80 No.69。胴部外面黒色部分

52 甕 口16.3 高33.6 B+R+il＋砂多礫多 にぶい黄橙 95 No.72。胴螂疇色鰤
胴17.0

53 甕 口17.4 高34.4 B+R+W 橙 90 No.6 • 99・100• 101。胴部外面部分的黒色
胴18.2 カマドの二次焼成による粘土付着

胴部内面黒色
54 甕 口(21.3) B+R渭＋砂少＋礫少 橙 15 

55 嚢 口(20.4) B+R+W 橙 20 カマドの二次焼成による粘土付着

56 襄 底4.6 B+R渭＋砂少 橙 20 No.22・26・33。胴部外面黒色部分

57 甑 口24.6 B+R多柑 （内）橙（外）橙 70 胴部外面黒色部分

58 窺 口19.0 B+R+W+砂少＋礫少 （内）橙～明赤褐 75 No.28 • 30~32・57。胴部外面下半黒色部
（外）明赤褐～橙 分 カマドの二次焼成による粘土付着

59 甕 口18.4 B+R+¥11＋砂少＋礫少 （内）にぶい黄橙 80 No.74・76・93。外面黒色部分
（外）明赤褐

60 窺 口19.2 B濯＋砂少 （内）灰褐 50 No.77。胴部外面黒色 カマドの二次焼
（外）にぶい褐 成による粘土付着

61 支脚 上端4.7 下端8.2 B+R+W 橙 100 No.38。内外面黒色部分
高15.1

62 甕 底8.5 B+R渭＋砂少＋礫少 橙 60 胴部外面黒色部分 粘土紐積み上げ休
止痕明瞭

響によって若干ではあるが、形状は歪められ、床面には段差が生じている。規模は主軸辺5.87m • 

東西6.11~5.60m、深さ0.12~0.17mで、主軸方位は N-35°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立ち上

がり、幅0.13~0.55m、深さ0.04~0.07mの壁溝がほぼ全周している。北東コーナ一部のみ、壁溝
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゜第62 • 6 3号住居跡

l 暗褐色t-. 焼七・炭化物粒子少最含む。粘性弱。部分的に貼床。

2 暗褐色t 焼土・炭化物粒子少星、渇色土粒子多星含む。

しまりあり、粘性弱。

2'暗褐色土 2より焼土・炭化物粒子多量混入。

3 黒褐色土 焼土・炭化物・褐色土粒子多最含む。

しまりあり、粘性弱

4 褐色土 焼土粒子極微菫含む。しまりあり、粘性弱。

4'褐色土 焼土粒子なし。炭化物・暗褐色土粒子少量含む。

しまり・粘性あり。

5 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少鼠含む。しまりあり、粘性弱。

6 暗褐色士 焼土粒子少量、炭化物粒子多量含む。

しまりあり、粘性弱。

7 褐色土 焼土・暗褐色土粒子少量含む。

8 褐色土 焼土粒子極多量、炭化物・灰粒子少量含む。

しまり・粘性あり。

9 褐色土 8より灰多量含む。しまりあり、粘性弱。

10 灰黄褐色土 灰層。焼土粒子多量含む。粘性強。

11 暗赤褐色土 焼土層。灰粒子微量含む。

12 褐色土 焼土・炭化物粒子微量含む。しまりあり、

粘性ややあり。

13 褐色土 焼土・暗褐色土粒子多量含む。しまりあり、粘性弱。

14 暗褐色土 焼土粒子多量、炭化物粒子微最含む。しまりあり、

粘性ややあり。

第367図第62• 63号住居跡
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第370図 第63号住居跡出土遺物

は廻っている。カマドは北壁に構築され、全長2.49m、焚き口幅4.50mの規模をもつ。袖部は地山

が掘り残され、燃焼部は長方形を呈している。摺り鉢状にやや窪められ、火床面はよく焼けてい

る。煙道部は途中削平されているが、長く外方に延びている。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナー

部に設置され、南半部を噴砂の亀裂によって侵されている。南北が推定で0.90m、東西0.71 m、深

さ0.43mを測る円形である。ピットは 7基検出されているが、柱穴は不明である。貼床はカマド前

面から住居跡中央部にかけて顕著に認められている。遺物は多く、内面に放射状の暗文が施されて

いる坪形土器や須恵器 2片、編物石 7点が出土している。なかでも大型の杯形を呈している鉢形土

器、脚部がスリムで長い台付鉢形土器や特大の甕形土器の存在は注目される。

本住居跡の周辺には多くのピソトが確認されているが、用途・性格やまた本住居跡との関連は明

確ではない。

第62• 63号住居跡（第367図）

スー387• 388、ン一387• 388Gridに位置している。重複している 2軒の住居跡の新旧関係は、
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第62号住居跡（第368• 369図）
No. 器種 大きさ(c置） 胎土 色調 残存率（匁） 備 考

1 椀 口13.8 B+R少斗W少 橙 60 No.18 • 19。

2 椀 口(15.3) 高5.3 B+R+W少 橙 70 内面に黒色部分

3 椀 口(13.7) 底2.9 B+W少 橙 50 No.15。
高5.8

4 椀 口(15.2) 底3.8 B+R+w+W'少 橙 50 No.6。底部外面に黒色部分内面風化
高6.1

5 坪 口(13.0) B+R+W 橙 10 No.17。風化

6 椀 口(15.0) B+R多＋W 橙 20 

7 椀 口(10.2) 底8.9 B+R+W+W'少 橙 35 No.7。
高6.6 最大13.2

8 高坪 口19.9 B+R＋屑 橙 80 No.4。口縁端部面トリ内外面に黒色部
分， 高坪 B+R惰少 橙 50 No.9。

10 高坪 口15.9 B+R+W 橙 坪部 100 No.2・カマド。内外面に黒色部分

11 高坪 口17.4 B+R+W少 橙 坪部 95 No.5。

12 高坪 口(16.5) B+R少＋屑 橙 40 No.36。

13 甕 口(22.0) B+R+W 橙 口緑 10 No.11。

14 甕 口(20.0) B+R多＋闇 橙 口緑 30 指頭押

15 甕 口(17.0) 胴22.5 B+R+W少 にぶい橙 15 外面黒色

16 甑 口(18.4) 底5.3 B少サ,+w 橙 30 外面に黒色部分
高13.3

17 甕 口(19.6) 胴24.7 B+R濯＋砂少 浅黄橙～橙 60 No.25。

18 甑 口(21.7) B+R少刊 橙 20 

19 甕 口(15.9) B+R渭＋砂少＋礫少 （内）浅黄橙（外）橙 20 No.30。

第63号 、，．（第370図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(13.9) 高4.1 B+R+W 橙 40 No.6。

2 坪 口(12.8) 高4.2 B+R+W十屑＇少 （内）橙 70 蜘暉文内外面に黒色部分
（外）にぶい橙

3 椀 口14.1 底4.3 B少斗R+il 橙 100 No.1。外面に黒色部分
高4.6

4 坪 口12.7 高4.0 B+R柑少 橙 50 No.5。口緑端部面トリ沈線

5 小型甕 口13.1 底3.1 B+R少惰濯＇ 明赤褐 60 No.4。底部ケズリ底部黒色
高16.3 胴15.5
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第64号住居跡

1 褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

4 灰褐色土

5 暗褐色土

6 灰褐色土

7 灰色土

8 褐色士

9 茶褐色土

10 灰黒褐色土

11 灰褐色土

12 灰赤褐色土

13 黄褐色土

14 黄褐色上

焼土・炭化物粒子わずかに、黄褐色土プロック若干含む。

しまりあり。

焼士・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

焼土粒子・プロック、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

焼土粒子若干、炭化物粒子多く含む。軟質。

焼土．炭化物粒子多く含む。しまリあり。

焼土粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

灰層。しまり弱。

焼土．炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

焼土・炭化物粒子若干含む。しまりあり。

焼土・炭化物粒子多く含む。しまりやや弱。

炭化物粒子若干、黄褐色土プロック少最含む。しまりあり。

焼土粒子多量、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

焼土粒子わずかに含む。しまり・粘性あり。

焼土粒子わずかに含む。しまりあり、粘性弱。砂質。

冒疇
D 
33.1 m 

D' 

第64号住居跡貯蔵穴

1 暗褐色士 焼土・炭化物粒子少屋含む。しまりあり。

2 黒褐色土 焼土粒子少星、炭化物粒子多最含む。

しまりあり。やや砂質。

焼土・炭化物粒子微量含む。しまり・

粘性あり。

炭化物粒子微量含む。しまり・粘性あり。

やや砂質。

3
 

4
 

暗褐色土

黒褐色土

第371図 第64号住居跡
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第372図 第64号住居跡出土遺物（1)
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第374図 第64号住居跡出土遺物(3)

第64号住居 亦（第372~374図）
No. 器種 大きさ(c璽） 胎土 色調 残存率（匁） 備 考

1 坪 口11.4 高4.3 B+R+¥'I （内）明赤褐～赤灰 95 No.39。内面灰色
（外）橙

2 坪 口10.0 高4.2 B+R少斗屑廿I' にぶい赤褐～黒 95 No.19。口縁端部面トリ内外面黒色

3 坪 口12.0 高4.8 B+R+W 橙 90 No25。口縁端部面トリ

4 坪 口12.2 高4.6 B+R渭 橙 100 No.3。口縁端部面トリ外面に黒色部分

5 椀 口11.5 高5.4 B+R惰＋砂多 （内）黒～橙（外）橙 100 嵐5。内面黒色

6 坪 口12.0 高5.2 B・トR+H （内）褐灰 100 No.20。内面黒色
（外）橙～灰褐

7 坪 口12.4 高5.2 B+R舟少 （内）橙 100 嵐30。口縁端麟iトリ
（外）明赤褐～橙

8 坪 口12.3 高5.0 B+R+W （内）赤橙～黒 100 No.26。口縁端部面トリ内面に黒色部分
（外）橙～にぶい橙， 坪 口12.0 高5.0 B+R多＋柑 橙 100 No.40。口縁端部面トリ外面に黒色部分

10 坪 口12.3 高5.0 B+R+l'/+W' （内）にぶい橙 100 No.21。口緑端部面トリ内外面全体に黒
（外）にぶい橙～橙 色

11 坪 口(12。0) 高4.6 伯礫少 橙～にぶい橙 40 No.34。口縁端部ヘラアテ面トリ

12 坪 口(12.6) R+W 橙 40 No.33。口緑端部ヘラアテ面トリ

13 坪 口(12.0) R瑾多 橙 25 No.24。口緑端部ヘラアテ面トリ

14 坪 口(12.8) 高5.4 B+R+W （内）にぶい橙～灰 40 No.32。坪部内外面黒色
褐（外）黒～赤橙

15 坪 口13.2 B+R多柑 橙 40 No.1。口縁端部ヘラアテ面トリ風化

16 坪 口(13.0) B少咄多＋船屑＇ にぶい橙 40 No.1。口縁端部ヘラアテ面トリ
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17 坪 口16.5 高7.1 B+R少廿I 橙 95 嵐18。口縁端部面トリ沈線

18 高坪 口12.7 鰤．7 B+R多＋屑 （内）黄灰 90 恥31。内面黒色

高8.8 （外）橙～赤灰

19 小型壷 口11.9 高10.0 B+R+¥'I （内）橙～褐灰 100 No.27。口縁端部面トリ底部外面・胴部
胴12。1 （外）橙～赤橙 内面黒色

20 小型甕 口11。9 底4.9 B+R惰＋砂少 橙 90 四 3。
高12.l 胴12.8

21 小型甕 口11.7 底5.4 B+R多＋H （内）橙 95 No.14。外面に黒色部分
高14.4 胴13.1 （外）にぶい橙～橙

22 小型甕 口14.1 ll+R＋船砂少＋礫少 （内）赤橙（外）赤橙 70 No.17。口縁部外面・胴部内面黒色
～にぶい橙

23 葱 口18.6 B+R+W 赤橙 50 印 8・37。剥離か著しい外面黒色

24 甕 口14.7 胴18.8 B+R （内）褐灰 60 駆 4。内面黒色
（外）橙～にぶい橙

25 甕 口17.0 胴17.7 B+R＋屑＋砂少 （内）にぶい橙～赤 70 llo.14・ 15。内外面とも全体に黒色
灰（外）赤橙～橙

26 甕 口(19.2) 底6.1 B+R＋関＋砂少 （内）灰白～にぶい 50 No.29。麟内外面に黒色鰤
高30.0 胴20.6 疇（外）疇～橙

27 甕 口16.3 B+R少刊 橙～にぶい橙 30 嵐16。胴部外面黒色

28 甕 口(18.0) B+R+W少 （内）灰白（外）淡黄 20 No.13。

29 甕 底5.8 B+R少刊少 （内）にぶい黄橙 40 池4。胴部外面下半黒色

（外）明褐

30 甕 底(7.0) R+M少 （内）黒（外）橙 疇 30 底部ケズリ風化が著しい

31 甑 口24.0 底10.5 B+R少廿l少 （内）明赤褐 90 駆。胴部外面に黒色部分胎土密丁寧

高29.6 （外）橙～にぶい橙 なつくり

32 甑 口21.4 底8.8 B+R廿i （内）橙～明褐 100 悔41。胎土密丁寧なっくり

高20.7 （外）橙～にぶい橙

33 支閾 上螂。6 下端8.4 B+R＋屑 橙 95 No.22。
高16.9

第62号住居跡が第63号住居跡よりも古い。しかし第63号住居跡の重複していない部分が削平の影響

によってきわめて浅いことから、第62号住居跡との重複部分の平面プランは明確にはできなかっ

た。おそらく、消失している可能性が高い。

第62号住居跡の規模は主軸辺3.76m ・長辺4.63m、深さ0.08~0.24mで、主軸方位は N-15°-E

を測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構築されている。全長

0.79m、焚き口幅0.38mで、袖部は地11」が掘り残されている。火床面はあまり焼けていない。煙道

部は第63号住居跡に削平されているものと思われる。貯蔵穴は検出されていない。ピットは 4基確

認され、うち 3基は柱穴と考えられる。遺物はカマド周辺部を中心に出土している。カマド袖部付

近から土製勾玉 1点、南西コーナ一部付近には石製臼王 2点が検出されている。

第63号住居跡の規模は、東西4.84m、深さ0.01~0.04mで、東壁の方位は N-31°-Eを測る。

カマド・壁溝・貯蔵穴は検出されていない。ピットは 3基検出され、 PZ• P3が柱穴である。遺物

は少なく、第62号住居跡のものと混入して須恵器2片がある。遺物の年代から、カマドが設置され

ている時期の住居跡と考えられる。もし設置されているとすれば、西壁の南西コーナ一部付近か南

壁に構築されているものと思われる。南壁であれば、上敷免遺跡における数少ない例となる。
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第6C)．ぢ住店跡

l 賠褐色士 焼寸• ・炭化物粒子若千含む。しまりあり。

こ 掲色・［ 焼上・炭化物粒子若「含む。しまリあり。

t勺 黒褐色上 焼士~炭化物粒了多鼠含む。しまリ・粘性あり。

4 灰黒褐色土 焼士・炭化物粒子多く含む。しまりあり。

5 暗黄褐色土 焼上．炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

6 暗褐色土 焼士・炭化物粒子わずかに含む。しまリあり。

第375図第65号住居跡

第64号住居跡（第371図）

ヱ一386、ヒ 386Gridに位置し、台形を呈している。規模は主軸辺4.22m・短辺3.55~4.20m、

深さ0.09~0.12mで、主軸方位は N 62°-Wを測る。壁は傾斜をもって立ち上がり、壁溝は廻っ

ていない。カマドは西壁に構築され、全長1.43m、焚き口幅0.40mの規模をもつ。袖部は地山が掘

り残され、やや「ハ」の字に開いている。火床面はよく焼けている。貯蔵穴は北東コーナ一部に設

置されている。南北0.73m・東西0.66m、深さ1.02mを測り、不整円形を呈している。ピットは確

詔されていない。北壁に接してピソトが 1某検出されているが、本住居跡との関連は不明である。

床面にはきわめてしっかりとした貼床が施され、カマドと対向する位置では、馬蹄形の土手状に隆

起しているのが認められている。この付近は特に床面が堅くしまっていることから、この部分が住
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第65号住居跡（第376図）
No. 器種 大きさ(cm)

1 坪 口12・4 底13・6
高4.5

2 坪 口(14.0)

3 坪 口(14.0) 高4.3

4 坪 口(14.0)

5 坪 口(16.0) 高(4.3)

6 坪 口(15.0) 

7 這 上端3.6

8 鉢 口(15.4) 高13.9
胴15.8， 甕 口16.2 底5.4
高23.7

~"j_-</ 

ロニロ
ロ

第376図 第65号1中居跡出土遺物

胎土 色調 残存率（％）

B+R+W にぶい赤褐 100 

R多濯 にぶい赤褐 40 

B少＋R+W 橙 40 

B少＋R＋関少 橙 40 

R少＋W少 橙 30 

B+R多＋H 橙～にぶい橙 口縁 20

¥IIt礫 橙 上部 70

B+R多＋M 赤褐 60 

B+R惰＋砂多 赤褐 85 

＼口／

0 10cm 
トー―- l I 

備 考

No.4。外面黒色部分

口縁端部弱いヘラアテ

No.3。丁寧なつくり

丁寧なつくり

風化

丁寧なつくり

No.l。底部外面黒色

No2。胴部外面黒色部分

居跡の入口部に相当するものと思われる。また南西コーナ一部からは粘土がまとまって検出されて

いるが、用途・性格等は明確ではない。さらに入口部付近から炭化材が確認されている。この周辺

部は貼床も焼土化していることから、本住居跡が焼失住居跡である可能性もある。遺物はカマド・

貯蔵穴周辺部から出土し、土錘 l点のほか、須恵器 1片、編物石 3点がある。
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第66号住居跡

1 暗黄褐色土 焼．＿L・炭化物粒了少呈含む口しまりあリ。 10 暗褐色上 焼士・炭化物粒子微呈含む。しまリ・粘性あり。

2 黒褐色七 焼土粒子・プロック多く、炭化物多鼠含む。 ］］ 暗灰褐色土 焼」＿ ~炭化物粒了わずかに含む。しまりあり。

しまりあり、粘性やや強。 12 灰褐色土 焼上・炭化物粒了わすかに含む。黄褐色十プロック状。

3 灰褐色上 焼土粒子・プロック、炭化物粒千多く含む。 しまりあり．，

しまりあり。 13 灰褐色＿t~ 焼土~炭化物粒ー子若干含む。黄褐色上プロック状。

4 暗褐色士 焼上粒子・プロック、炭化物粒千多く含む。 しまり・粘f十あり。

しまり・粘性あり。 14 暗黄褐色土 焼＿十~炭化物粒子、焼十ブロック若—I含む。

5 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子若千含む。しまりあり。 しまリ・粘性あり。

6 黄褐色上 焼上粒子・プロック、炭化物粒子若干含む。 15 黒褐色士 炭化物居。焼上粒＋ ・ブロック若干含む。しまり弱。

しまりあり。 軟質。

7 暗黄褐色士 1よりやや暗い。 16 茶褐色上 焼士ブロック多旦、焼ナ・炭化物粒子若干含む。

8 茶褐色土 混入物なし口しまリ・粘性あり。 しまりあり。

9 暗褐色上 炭化物粒子微輩含む。しまり・粘性あり。

第65号住居跡（第375図）

ヱ一386• 387Gridに位置し、南半部は発掘区域外にかかっている。各辺はごく緩やかに湾曲し、

平面形態はおそらく台形を呈しているものと思われる。規模は東西5.83m、深さ0.08~0.12mで、

南北壁の方位は N-l0-Wを測る。削平によって浅いものの、壁はほぽ垂直に立ち上がっている。

幅0.12~0.22m、深さ0.02~0.03mの壁溝が全周している。ピソトは 2悲検出され、掘り込みは浅

いが、すべて柱穴と考えられる。カマド・貯蔵穴は検出されていない。床面には砂っぽい、暗茶褐

色の貼床が施されている。遺物は少なく、東壁際から鉢．甕形土器、 P2付近から坪形土器が伏せ

られた状態で出土している。遺物の年代から、カマドが設置されている住居跡であり、第63号住居

跡と同様、南壁に構築されている可能性がある。

第66号住居跡（第377図）

モー384• 385、セー384• 385Gridに位置している。噴砂の亀裂が東西方向に人り込み、形状が若

干歪められている。主軸辺5.54m・長辺5.55m、深さ0.44~0.52mで、主軸方位は N-13°-Eを

測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.14~0.47m、深さ0.06~0.11mの壁溝がほぼ全周してい

る。カマドは北壁に構築されている。全長1.33m、焚き口幅0.39mの規模で、袖部は地山が掘り残

されている。燃焼部および煙道部の天井は暗灰褐色土を使用し、陥没している（第11層）。燃焼部

は方形を呈し、摺り鉢状に掘り窪められている。火床面はよく焼けている。煙道部ば燃焼部に比べ

て、幅が狭い。貯蔵穴は南東コーナ一部に設置されている。南北0.73m・東西0.68m、深さ0.81m 

を測る円形である。ピソトは 3基検出され、すべて柱穴である。貼床が施されているが、あまり明

瞭ではない。遺物はきわめて多く、杯形土器が多量に出土している。なかでも内外面赤色途彩が施

されている杯形土器や特大の甕形土器は注目され、また無頸壺形土器としたものはほかに例をみな

いものである。ほかに土錘 1点、貝巣穴痕泥岩 2点、磨石（10.6Xl2.6X4.6cm• 910g) 1点、打

製石斧 1点、凹石 1点が検出されている。
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第堕雙住屋踏」第378~3師図）
恥． 器棚 大きさ（頌） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口13.5 高5.3 B+R+H （内）にぶい黄橙 100 恥34。内面灰色・外面黒色部分
（外）橙

2 坪 口12.2 高5.3 B+R＋闇 （内）橙 100 邸 7。外面に黒色部分
（外）橙～明褐

3 坪 口12.9 高6.2 B+R多＋屑 （内）にぶい橙 100 N-0.33。外面に黒色部分
（外）橙

4 坪 口13。9 高7.0 B+R 橙 90 No.58。口縁端部面トリ

5 坪 口15.8 底4.1 B＋屑 （内）橙～にぶい赤 100 No.10。内外面に黒色部分
高5.2 褐（外）にぶい赤褐

6 坪 口14.5 底5.9 B・卜R廿i 赤 100 No.31。内外面赤彩
高5.0

？ 坪 口(11.9) B+R 橙 40 内外面に黒色部分

8 坪 口12.2 高5.4 B+R渭＋W' 橙 55 邸 3。内面全体的に黒色

， 坪 口(11.7) B+R+W少 （内）橙 40 
（外）にぶい橙～橙

10 椀 口(11.0) 底(4.4) B•fR＋屑 橙 25 底部一方向のケズリ外面剥離
高5.3

11 坪 口12.3 高5.9 B+R＋屑 橙 90 嵐13。底部調整不良口縁部内外面に黒
色部分

12 坪 口(12.0) R柑少 橙 40 口緑端部ヘラアテ面トリ

認 坪 口(12.4) 高5.5 B+R舟少 （内）にふい橙～橙 50 嵐84。口緑端部面トリ外面に黒色部分
（外）橙

14 坪 口(12.4) ll+R+W 橙 30 口緑端部面トリ

15 坪 口(12.0) 高5.3 B少斗R多＋付 橙 25 口縁端習嘩トリ

16 坪 口(11.5) B+R＋闇 橙 30 No.81。口緑端部面トリ

17 坪 口12.1 高5.3 B少＋R噸少 （内）橙～灰褐 50 No.39。口縁端部面トリ内面灰色・外面
（外）橙 黒色部分

18 坪 口(12.0) R少斗屑濯＇ 橙 20 口緑端部弱い面トリ

19 坪 口(12.0) B+R＋屑 橙～浅黄橙 25 口緑端部ヘラアテ面トリ

20 坪 口(12.2) R多惰 橙 30 風化が著しい口緑端部面トリ

21 坪 口(12.2) R多惰 橙 口緑 30 嵐87。口縁端部ヘラアテ面トリ

9I ’ 22 
坪 ロ(11.6) B少惰＇少 橙 10 外面風化

23 坪 口(11.9) B瑶多＋付 橙 25 I紅48。口縁端部面トリ

24 坪 口(12.0) R+il 極 20 風化が著しい口緑端部面トリ

I 

25 坪 口(12.0) R多廿l 橙 20 

26 坪 口(13.0) B少＋R少舟少 橙 30 

27 坪 口(12.2〉 B少サし廿！少 橙 20 口縁端部ヘラアテ

28 坪 口(12.4) 高5.5 B+R多舟 （内）橙 70 駆 9。口緑端部面トリ外面に黒色部分
（外）にぶい橙

29 坪 口(12.4) R濯少 橙～浅黄橙 30 
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30 坪 口(13.0) B少＋R＋付 橙 30 風化

31 坪 口(12.3) B+R柑少 橙 30 No.96。口緑端部面トリ

32 坪 口(12.4) B少＋R＋柑 にふい橙 40 口縁疇ヘラアテ面トリ

33 坪 口12.5高5.1 B+R+W にぶい褐 70 口縁端部面トリ内外面に黒色部分

34 坪 口(14.0) R 浅黄橙 25 

35 坪 口(12.4) B+R＋関少 橙 30 口縁端音厨酉トリ

36 坪 口(12.6) B+R+W にぷい橙 40 口縁端部面トリ外面に黒色部分

37 坪 口(13.0) B+R多惰 にぶい橙 30 No.80。口縁端部ヘラアテ面トリ

38 坪 口(13.2) R瑾少 橙 口縁 30

39 坪 口(13.0) 高5。6 B+R+w 赤褐 40 NoA6。口緑端部面トリ

40 坪 口(13.0) 高5.0 B+R+W少 （内）にふい黄橙 45 No.49。口縁端部面トリロ縁部内外面黒
（外）橙～明赤褐 色

41 坪 口(13.7) 高4.9 B+R多舟 橙 40 詢．8。

42 坪 口13.4 高5.1 B+R+W十関＇ （内）灰褐 60 No.53。内外面全体的に黒色
（外）にぶい赤褐

43 坪 口(12.0) B少＋R多＋H にふい橙 30 口縁端部面トリ

44 坪 口1206 B+R多＋tJ （内）橙 90 No.51 • 52 • 54 • 55。
（外）にふい橙

45 坪 口(13.4) B+R 橙 40 口縁端部面い）内外面に黒色部分

46 坪 口(12.0) R少畔少 橙～にぶい黄橙 20 口縁端部弱い面トリ

47 坪 口(14.0) R多柑少 橙 20 口緑端部面トリ

48 坪 口（14.4) R多惰少 橙 20 

49 坪 口(13.7) 高5.5 B+R瑾少 橙 40 No.81。口縁端部面トリ外面に黒色部分

50 坪 口12.0 高7.2 B+R濯 橙 70 No.3。外面に黒色部分

51 坪 口(14.0) B＋関 橙 10 外面風化か著しい

52 坪 口（14.3) 高5.8 B+R多柑 （内）橙 40 外面に黒色部分
（外）橙～明褐

53 坪 口（14.0) B+R多＋関 橙 口縁 30 口緑端音固目い）外面風化が著しい

54 坪 口(15。0) R多瑾 橙 25 恥86。風化が著しい

55 坪 口(16.0) R少柑少 橙 20 口縁端部面い）外面風化

56 坪 口(14.0) R多碍少 にぶい橙 20 洵5。風化が著しい

57 坪 口(16.0) R多＋屑 橙 25 外面風化

58 椀 口(12.2) 底3.9 B+R刊｛ （内）にぶい赤褐 50 叩 1。製作時の粘土基台がそのまま残
高6.4 （外）橙 存内外面に黒色部分 I 

59 椀 口12.8 底2.3 B+R＋屑 橙 95 No.3"外面に黒色部分
高6.5
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坪

口(l?r o) 

口(131 9) 

口(l2 R o) 

賽4r/ 

賽5,7 

庶，,,1 

底3ン，

ニーニ言..—•--―言―----―雷一［ロ

砂＋閲少 橙～異褐 [40 

LB心燻•濯公 明赤揖 120 

I 
叩凶嗜心少 浅黄椅 30 
I 

iB如 2濯少 ぶこぶい桐 口緑 20 風化疇

砂叫J} 橙舟珈稽

RI・ド多胃 'i登

E遼少濯少 明赤褐

紅噂，、l' Iにふいさ嘉
i 
l 

疇＋悶 1赤

w I明赤褐

叫濯 I（内）橙
（外）聾灰褐

B•!P:·騎 I橙～疇揖

R+W I橙

B:R湛 I（内）證
（外）にぷい橙

炉li糧 I橙

炉•R刈 1稽

I I 
B喰完濯 橙

3咄紺 證

i 

粒灼~；う＋悶

胴R+麗 朗赤椙

D+R碍少

彰j,〉団＋況9わ

（内）にぷい赤褐
（外）明赤褐

橙

30 

nJ 
n
n
}
 

40 

2(I 

60 

30 

5

E

ゞ

C,

8

ん
P

T

'

-

口縁 20

坪部 20

坪部 95

攀!ll.00 

醐部 50

脚部 100

疇 40

脚部 80

疇 60

1腐部 70

口隷響恥ラアテ

外雨黒色

口縁部外面にエ具による刺突

嵐91o

No.16。外面黒色

即．108。外面黒色内面に黒色部分が帯
状に廻る（望ね焼きの痕跡） i 
風化が著しい

風化

嵐’l。口緑端部面トリ

血1。

血6。

嵐10出

勘邸。嘩訥雨黒色

内外面に黒色部分

外面に黒色部分

Na85。内外面に黒色部分
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90 ミニチュ 口（4.3) 高5.6 B+R+'II少 橙 50 No.36。

ア

91 ミニチュ 口(5.0) B+R+W少 （内）橙 30 

ア （外）にぶい橙

92 ミニチュ 口（6.7) 高3.2 B+R （内）橙 60 No.58。
ア 最大6.7 （外）橙～にぶい橙

93 坪 口(8.0) R+W++W' 橙～黒褐 20 

94 ミニチュ 口8.1 底3.5 B+R+¥ti 橙 95 

ア甕 高5.9 最大8.9

95 用 口(9.3) B少＋R少渭 橙 15 

96 無頚壷 口6.8 底5.4 B+R+¥tl少 橙～にぶい橙 50 No.94。胴部外面下半～底部黒斑
高9.3 胴14.0

97 椀 口(12.0) 礫多 橙 口緑 25

98 椀 口(12.4) B少＋R渭 橙～灰褐 25 

99 椀 口(15.9) B+R+W にぶい赤褐 20 

100 小型甕 口11.6 底3.4 B+R刊少 明赤褐 95 No.41。内外面が全体的に黒色
高12.0 胴13.0

101 鉢 口16.1 B+R+W少 橙 50 No.4。

102 鉢 口(16.0) R+W 橙 上半部 20

103 小型甕 口11.4 底5.2 B+W 橙 100 No.58。胴部外面に黒色部分
高15.1 胴13.3

104 小型甕 口13.2 B+R渭＋砂少 （内）赤橙（外）にぶ 60 No.97。胴部内面と外面下半黒色
い橙～赤橙

105 小型襄 口15.1 B多＋H多＋砂多 赤橙～にぶい橙 95 No.79。胴部外面下半に黒色部分

106 小型甕 口12.0 胴13.3 B少＋R柑少 （内）にぶい橙 70 No.62。
（外）明赤褐

107 小型甕 口17.1 B+R+¥'I 橙～赤橙 60 No.42。

108 小型甕 底3.4 H 橙 疇 50 底部ケズリ内面風化が著しい

109 鉢 口22.1 B+R少4¥tl （内）褐灰（外）灰褐 10 No.105。内面黒色

110 甑 口15.5 底4.3 B+R+W少 橙 95 No.17。外面下半は黒色
高13.0

111 甑 口18.1 底4.0 B+R+W 橙 80 No.77。胴部外面に黒色部分
高14.2

112 甕 口(19.0) B+R少＋W+W' 灰黄褐 20 No.103。内外面に黒色部分

113 甕 口15.9 B+R舟＋砂少 （内）にぶい橙 80 No.61。胴部外面に黒色部分
（外）明赤褐～橙

114 甕 口14.8 B多＋R多渭＋砂少 橙 90 No.50・72・73。胴部外面に黒色部分

115 甕 口15.8 底6.2 B+R少渭 （内）にぶい黄橙 80 No.43。底部ケズリ胴部外面に黒色部分
高18.9 胴17.9 （外）橙～赤橙

116 甕 底5.9 B+R多＋H 橙～赤橙 70 No.106 • 107 • 109・カマド。底部ケズリ
胴部外面下半と内面中位に黒色部分が帯

状に廻る

117 窺 口15.1 底7.3 B+R多＋H+礫少 橙 70 No.11。
高24.1 胴17.7

118 甕 口16.2 底5.6 B+R+¥tl＋砂多＋礫多 （内）にぶい黄橙 90 No.12。疇ケズリ
高22.5 胴17.4 （外）浅黄橙～淡赤

橙

119 甕 口(15.6) B+R渭＋砂多 （内）灰黄 40 No.93。内外面とも全体的に黒色
（外）赤橙～灰黄
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1祠「]『|mi-5ぷ）― —~--―面面H＋砂少＋礫少 I （内）聾にふい橙 170
（外）にぶい橙～赤

121 I 甕 Iロ(18.9) IB+W I雷 |15 内外面に黒色部分

122 I 壼 I口18.3 IB+R 

123 I 壺 I口17。2 IB+R＋柑＋砂少

124 I 蚕 I口16.2 底5.7 IB瑶＋屑＋砂少
高23.7 胴20.0

125 I 翌 1口16.3 IB咄惰＋礫少

126 I 甕 I口17.4 IB+R+W 

）

）
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ロ
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7

8

 

2

2

 

1

1

 

129 

131 

132 

133 

134 

甕 I口19。3 底3・8
高28.7 胸245

褻 I口18,5 底6.3
高29.3 胴24.0

蓋口17.7 底5.2
高32.1 胴17.9

襄口(18.9) 

甕 I口(18.3)

褻 I口(18.6)

135 I甕 I口（16.0)

136 I 壺 I底6。7

137 I 襄 I口(13。1)

133 I 嚢 I口(21.3)

p 139 |羅 I口17。9

I 
I140 哀 品悶：こ止

I 
141 要底6.0

I 1421 襄 I卿．6
I 

I 143 襄底9。2
I 

底5.6

甑 I口23。3 底8.9
高23。1

甑 I口(2い）底9.5
高25.9

口2
高26.9： 底9,3

B+R多濯

U
"
 

樫～赤橙

橙

橙～黄橙

灰白～灰黄

明黄褐～橙

椅

橙～黒褐

紅＋尉砂少 l（内）にぶい黄橙～170
疇（外）橙～にぷ

扉•卜疇少 闘言塁 1100 
（外）橙～浅黄

B+R渭＋砂少＋礫少 （内）灰白（外）灰黄180

B+R＋砂少＋礫少 I橙

IB+R＋船砂多

B卜R＋恥砂少

B＋詞喝沙

B+R多渭

B瑣多＋月

B•I•R・ト科

にぶい橙

B多瑶瑾濯'+砂少 11こぶい橙

嵐18。内外面とも全体的に黒色

口縁 90 I恥69。

30|恥25。

90 1恥101。麟ケズリ

60 INo.47"胴部外面下半に黒色部分

40 I恥63・64。外面に黒色部分

15 

口縁 10

恥65・68・70・71・74。底部ケズリ胴部
外面に黒色部分

嵐102。底部周辺に粘土貼付胴部外面
に黒色部分

恥98。疇砂ズl]麟面鑓色

B+R+W 

0

0

 

l

l

 

B十閲＋砂多

明赤褐

橙 10 

即R・濯少瑾砂 I（内）浅黄橙 口緑 25 嵐60。
（外）にぶい橙

B+R＋砂 I（内）橙 麟 1360 疇ケス＼）外面黒色
（外）にぶい橙

B+R＋炉砂少 Itこぶい橙 15 甑350胴部外面に黒色部分

B+R屯＋砂少 Iにぶい橙 115 |r姐44。

B＋砂汀妙叫屯少隣黄橙～！こぶい黄130
橙

（内）にふい橙～棺 140
（外）橙～明赤褐

疇 100 国。瞬隅色外面黒色

”少可□炒 I（内）赤橙 底部 100 恥38。底部ケズl)外面に黒色部分
（外）にぶい橙

B+¥'itil'伍炒 Iにぷい橙 底部 100 嵐27。底部ケズリ外面に黒色部分

（内）橙（外）灰褐 i底部 so I底部ケか）外面は全体的に黒色

橙 150

（内）黄橙 140 
（外）橙～黄橙

明赤褐 190 

恥41。

嵐45。

恥19。麟砂ズリ

恥2。外面に黒色部分

恥94。外面に黒色部分

恥57。外面に黒色部分

15 拗邸。疇ケズリ

一
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第67号住居助

1 思掲色土

2 暗褐色土

3 暗褐色上

4 灰褐色十

5 暗褐色土

6 暗茶掲色土

焼土粒子、灰多益含む。しまリあり、粘件弱。

焼土粒子・ブロック多屋、炭化物若干含む。しまりあり。

焼土プロック、炭化物若干含む。しまりあり。

焼上粒子若干含む。しまりあり。

焼十粒千、炭化物少鼠含む。しまりあり。

焼土粒子、炭化物若「含む。しまりあり 6

0

1

 

l

l

 

7

8

9

 

暗茶掲色土 焼土ブロック多鼠含む。しま IJあ 1)。

暗砂

黒褐色土

患褐色土

賠褐色士

灰多閤、炭化物若千含む。しまりややあり。

焼上プロック、灰多拭含む。しまリややありい

焼土粒子若F含む口しまりややあり。

第386図 第67号住居跡

第67号住居跡（第386図）

ヱ 388、ヒー388Gridに位置し、第74号住居跡・第 1号掘立柱建物跡と重複している。新旧関

係は第74号住居跡よりも祈しく、第 1号掘立柱建物跡よりも古い。規模は主軸辺3.60m、深さ0.10

~0.15mで、 主軸方位は N-105° Eを測る。壁はほば垂直に立ち上がり、壁溝は廻っていない。

カマドは東壁と西壁に 2基構築されている。東壁のカマドAは全長2.35m、焚き口幅0.60mを測

り、袖部は地山が掘り残されている。燃焼部は鶏卵形を呈し、摺り鉢状に掘り窪められている。火

床面はよく焼けており、煙道部は削平されている。西壁のカマドBは全長0.82m、焚き口幅0.37m

を測る。袖部は地山が掘り残され、燃焼部は方形を呈している。 2基のカマドの袖部は地山が掘り

残されていることから、いずれも住居跡構築時に同時に設置されているものと考えられる。
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第387図 第67号住居跡出土遺物

2基のカマドをそれぞれ対向する辺に、しかも同時に設置していることには疑問が残る。 2軒の住

居跡が重複している可能性も想定されるが、調査ではこの様な状況は捉えられていない。削平によ

って残存状態があまりよいとはいえないことも加味する必要があるが、同時に 2陪のカマドが設置

されている例として挙げることができよう。貯蔵穴・ピットは検出されていない。遣物はあまり多

くなく、後世の混入品も認められる。土師器のほかに、砥石］点、編物石 1点、縄文土器 l片が出

土している。

第68号住居跡（第388図）

ス―-384。385、ン 384。385Gridに位置している。土取りによる削平を受けて、住居跡の掘り

込みはたいへん浅い。特に東半部は完全に消失し、北西壁および南西壁のみが確認されているに過

ぎない。規模は、北西辺3.87m・南西辺3.85m、深さ0.40mで、北西壁の方位は N-42°-Eを測

る。壁溝が北西壁から南西壁中央部まで廻っている。壁溝は、幅0.12~0.18m、深さ0.05~0.07m

の規模をもっている。ピノトは 3基検出されているが、 PlもしくはPZが柱穴で、ほかの用途は不

明である。カマド・貯蔵穴は確認されていない。床面には貼床が施され、顕著に認められている。

また西コーナ一部の床面直上には黄白色の帖上ブロックが多量に検出されている。この部分に粘土
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第67号住居 涼（第387図）一
NO. 器種 大きさ(c阻） 胎土 色調 残存率（％） 偏 考

1 坪 口12.0 高4.0 B多＋科 にふい橙 60 嵐5。

2 坪 口(14.0) B渭＇少 橙～にぶい橙 20 カマド。

I I 3 椀 口(13.8) 1 B+R多＋H 橙 35 

高5.3

4 椀 口(15.0) R+W にふい橙 20 口緑響丸い

5 椀 口(18.0) R碍少 橙 口緑 10

6 坪 口（12.4) B少戌少 にぶい橙 20 

7 高坪 口(20.0) B＋屑＋削 橙 口縁 lo 枷2。

8 高坪 B+R＋柑 橙 40 ND.l。

， 坪 口(14.0) B少濯 灰 20 回転糸切り離し

10 高台付椀 口(15.5) 台8.0 B十屑 （内）灰掲 50 No.4。回転糸切り離し後＼高台ナデッケ

111 

高6.3 （外）橙～灰褐

鉢 口17。3 B+R （内）浅黄色 口緑 15 甑6。
（外）灰白

12 蒻 口(18.0) 屑濯'+R （内）褐（外）橙 口縁 5

13 襄 口(18.2) B+ft+W （内）にぶい赤褐 口縁 20 カマド。内面黒色
（外）明赤褐

14 甕 口(19.5) B+R＋屑 にぷい橙 口緑 20

15 甕 底(3.3) B＋屑 （内）にふい橙 疇 20 外面黒色
（外）灰褐

がまとまっていたものと推定されるが、その用途。性格等は明確ではない。遺物はきわめて少な

く、図示し得る遺物は杯形土器4点のみで、ほかに須恵器 1片が出土している。カマドは北東壁も

しくは南東撃に構築されているものと考えられ、上敷免遺跡におけるカマドの位置と合致してい

る。

第69号住居跡（第388図）

スー386、ン一386Gridに位置している。土取りによる削平のため、住屈跡の人部分が消失して

いる。南壁のみが確認されているに過ぎない。一辺3.54mを測り、ほかの個所は測定できない。カ

マド・貯蔵穴・ピット・壁溝等の施設は確認されていない。遺物はきわめて少なく、図示し得るも

のは出土していない。わずかに、土師器 4片が検出されているのみである。
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第389図 第68号住居跡出土遺物

第68号住居跡（第389図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(14.1) B+R多 浅黄橙～橙 25 ピット1。外面は全体に黒色

2 坪 口12.8 高5.5 B+R多＋H 浅黄橙 95 ピット1。口縁端部面トリ

3 坪 口15.1 高6.9 B+R多＋H にぶい橙 90 No.l。口縁端部面トリ

4 坪 口(12.8) 底(9.3)B+R+W にぶい橙 40 ピット1。
高3.0

第390図 第70号住居跡遺物出土状況
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F 
33.2m 

F' G 
3 3 ~2m 

G' 

貯蔵穴冒 E冒
鸞二

第'/0号住肘跡

l 暗掲色土 焼上粒子少昼、炭化物粒千微呈含む。しまリあり、粘件弱。

広 暗褐色十 焼土・灰化物粒了微星含むリしまリあり、粘性やや強。

2'暗褐色上 2に炭化物含む。

げ 黒褐色士 焼」~．．炭化物粒了少呈含む。しまt)あリ、粘性弱。

4 暗褐色士 焼＿十・炭化物粒子微檻、白色微莉子多最含む。

しまりあり、粘性弱。やや砂質。

勺 開褐色十 焼土粒子多呈含む。しまりあり、粘性弱。

f; 褐色上 焼土粒子少呈含む。しまりあリ、粘性弱。

7 褐色土 焼土粒子微最含む。しまり・粘性あり。

8 暗掲色上 焼土・炭化物粒千若千含む。

第70号住届跡貯蔵穴

］ 暗茶褐色七 焼土粒子(3~5mm)少羅含む。しまり・粘性あり。

2 茶褐色土 焼土粒了ー(3~5mm)、炭化物粒千(10mm)多く含む。

しまし）・粘性あリ。

3 暗褐色寸~ 焼．上お＇［子 (3mm)少贔含む。しまり・粘性あり。

第70号住居跡カマドA

A 黒褐色土 焼土粒子少星含むC 粘性弱3

B 賠褐色上 焼土粒子多呈含む。しまりあり、粘性弱c

C 黒褐色土 炭化物辰？。焼土粒了少絨含む。粘性強。

D 褐色土 焼土粒千微菌含む。しまりあリ、粘性弱。

E 褐色t 焼土粒子極微呈含む。しまりあり、粘性弱 n

F 暗掲色上 焼上粒子多最含む（ほぽ焼十庖），

C 褐色十 l)より焼土粒子多く屁入。

l-l 暗褐色．L 焼土粒千多量含む。しまり強、粘付弱。

：［ 暗褐色士 焼士粒子微旦含む，．しまりあり、枯性弱

J 暗褐位1＿ 焼•{＿粒了—少呈含む。しまりあり、粘件弱。

k 褐色＿十 焼土粒子極微乱含む。粘性弱。

L 患掲色」＿ 焼上粒子極多呈含む（ほぽ焼土居）。

M 黒褐色土 Cに炭化物粒千含む。

N 暗褐色土 焼土粒了微詰含む。粘性ややあり。

〇 褐色土 焼土粒千極微量含むC

第70号住居跡カマドB

A 褐色土 焼士プロック(1~2cm)極多塁含む。しまり・粘性あり。

B 暗褐色土 焼上粒子微景含む。しまり・粘性あり。

c 暗茶褐色上 焼土粒千・プロック (3~30mm)極多籠、炭化物粒子
(3~5mm)少塁含む。しまり・粘性あ IJロ

1 11音茶褐色七 焼t微粒子、炭化物粒子(3mm)少凪含む。しまり・粘件強。 〇 暗茶褐色土 焼土プロック (3cm)多量含む。しまり・粘性あり。

5 賠灰色上 焼＿十傲粒子微星含む。しまり・粘性あり。 E 暗灰褐色土 焼土粒子(5~10mm)、炭化物微粒子多呈含む。

6 暗茶褐色土 炭化物微粒子少呈含む。しまり・粘性あり。 しまり・粘性やや弱。

'/ 暗褐色七 賠黄色上プロック (3cm) 少景含む。しまり・粘杵•あり。 F 暗褐色土 焼士粒了(5~10mm)少贔含む。しまり，粘性あり口

8 灰褐色七 細粒砂少醤含む。しまり・粘性強。

第392図第70号住居跡(2)

第70号住居跡（第391• 392図）

ヒー387• 388、モー387。388、セー387Gridに位置している。第78号住居跡と重複し、新旧開係

は第78号住居跡よりも新しい。方形を基本とし、北壁の東半部は不自然に外方へ張り出している。

規模は主軸辺6.39~6.66m・短辺6.29m、深さ0.13~0.16mで、主軸方位は N-14° Eを測る。

削平によってやや浅いものの、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。幅0.16~0.33m、深さ0.02~

O.llmの壁溝が、北壁の一部を除いてほぱ全周している。南半部の方が比較的深い。カマドは北壁

に2基並んで構築されている。西側に位置しているカマドAは、全長2.46m、焚き口幅0.48mの規

模をもっている。袖部は地山が掘り残され、燃焼部は隅丸長方形を呈している。火床面および煙道

部の底面はよく焼けている。東側に位置しているカマドBは、全長1.42m、焚き口幅0.29mの規模

である。燃焼部が隅丸長方形を呈し、住居跡壁外に掘り込まれている。燃焼部両脇の地山を袖部と

して利用していたものと思われる。また焚き口部が細長く張り出している特異な形態である。煙道

部は確認されていない。明確ではないが、 2基のカマドのうちカマドAが地山を掘り残して形成さ

れた袖部であることから住居跡構築時のもので、カマド Bは新たに造られたものと考えられる。
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51 
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49 

゜
10cm 

第395図 第70号住居跡出土遺物(3)

また本住居跡はカマドBの両脇のラインが本来のラインであり、北壁東半部の張りだし部はカマド

B構築の際に拡張されたものと想定される。貯蔵穴はカマド西側の北西コーナ一部に設置されてい

る。不整形を呈し、南北1.24m・東西1.03m、深さ0.69mを測る。ピットは 9基検出され、柱穴と

しては規則的な面に欠ける。これは住居跡の拡張と関連しているのかもしれない。床面には貼床が

施され、特に南半部では顕著に認められている。住居跡中央部床面直上に炭化物が薄く堆積してい

る。その下面からは土坑が検出されているが、用途は明確ではない。東西2.45m・南北1.44m、深

さ0.17~0.21mを測り、不整形を呈している。遺物はおもにこの土坑上周辺から出土し、土師器と

併行する須恵器が多い。なかでも群馬県に分布の中心をもつ、埼玉県内4例めの徳利型平底壺の存

在は注目される。石製紡錘車 1点、石製臼玉 1点、土玉 1点、磨石 1点 (4.7X9.6X2.4cm• 170 

g)、も検出され、ほかに編物石7点、石鏃2点、縄文土器10片がある。

第71号住居跡（第396• 397図）

セー387• 388、スー387• 388Gridに位置している。南コーナ一部に噴砂の亀裂が走り、水平方向

に地盤がズレたため、住居跡の形状が変形されている。また中央部の噴砂の亀裂によって、床面に

は段差が生じている。これはP5の断面に顕著に認められる。規模は主軸辺5.85m・長辺5.97m、
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第70号住居 ，，、（第393~395屈1)
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 蓋 口12.6 高3.8 B少濯 明褐灰 70 

2 坪 口(10.0) 高3.9 R 浅黄橙 20 風化著しい

3 坪 口(11.0) B少＋R にぶい橙 20 風化著しい

4 坪 口11.2 高4.6 B+R+W 暗赤褐 100 No.20。内外面黒色

5 坪 口10.8 高3.7 B多＋R渭 （内）にぶい橙 60 No.6。口諮漏内外国馳部分

（外）にぶい橙～橙

6 坪 口11.0 高4.0 B多＋R+W 橙 80 No.17。口縁端部面トリ 内外面黒色部
分

7 坪 口11.0 B多＋R+W 橙～にぶい橙 90 内面に帯状の黒色部分 外面黒色部分

8 坪 口(11.4) B+W 橙 口縁 30 口縁端部ヘラアテ・沈線

9 坪 口(12.4) B+'ll+'II' 橙 20 ビット7。風化著しい

10 坪 口(12.0) B+W にぶい橙～黒 30 No.2。外面黒色

11 坪 口1.2 高4.0 B多＋R+W 橙 80 No.68。

12 坪 口(12.0) B+R少渭少 浅 口縁 40 口縁端部ヘラアテ・沈線

13 坪 口(12.4) R+W+W' 橙～灰褐 20 内面風化著しい

14 坪 口(11.0) 高5.0 B多＋R+W 橙 60 

15 坪 口(13.O) B+R+W+W' 橙 20 

16 坪 口13.2 B+R+W 橙 80 内外面黒色部分

17 坪 口(12.4) 高5.1 B多＋R にぶい橙 20 

18 坪 口(13.0) B+R多渭 橙 40 内外面黒色部分

19 坪 口(15.0) R+W+W' にぶい黄褐～黒 10 

20 坪 口(13.0) B+R+W+W' 橙～浅黄橙 口縁 20 口縁端部ヘラアテ

21 坪 口(13.6) B+W+W'少 橙 口縁 20 外面風化

22 坪 口15.8 高5.7 B+R渭少 橙 60 No.55・58・65。内外面黒色部分

23 坪 口(16.0) 高(2.7)B+R+W+W' 橙～黒褐 10 

24 鉢 口17.4 高6.0 B+R+W （内）黒（外）橙～褐80 No.62。内面黒色

25 鉢 口16.8 高8.4 B+R+W十川＇ （内）橙～褐（外）橙 75 No.10。内外面黒色部分

26 鉢 口20.6 B+R多＋H 橙 30 外面黒色部分

27 鉢 口(18.0) 高7.4 B+R+W少 （内）にぶい褐 25 No.21。
（外）にぶい橙

28 椀 口(8.0) H少 浅黄橙 口縁 30 風化著しい

29 徳和歴平 胴17.6 N （内）灰 20 No.71。波状文・カキ目

底壷 （外）灰～暗灰
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30 壷 B渭少 灰 15 櫛状工具列点文・沈線

31 甕 B+R+W （内）にぶい黄橙 No.4。外面平行タタキ後カキメ 内面
（外）灰黄 ナデ

32 坪 口(24.0) B+R+W 黒褐 5 ピット6。口縁端部ヘラアテ

33 甕 口(19.0) B多＋R濯多 橙～黒褐 口縁 20 No.5。口縁端部弱いヘラアテ

34 鉢 口(17.0) 胴18.5 B+R濯多 （内）黒褐 15 内外面黒色

（外）褐～黒褐

35 鉢 口(22.0) B+R瑾＋礫少 にぶい黄橙 口縁 10 口縁端部ヘラアテ

36 壷 口(18.4) B+R+W にぶい黄橙 口縁 25 No.49。

37 甕 口(20.0) B多＋R多瑾 にぶい橙 口縁 25 No.l。

38 甕 口(22.6) B多＋R濯 にぷい橙 口縁 30

39 小型甕 口(12.0) B+R+W （内）黒（外）橙 上半 20

40 甕 底6.9 B+R少舟 浅黄橙 疇 70 No.56。底部ケズリ 外面黒色部分

41 高坪 脚(10.2) B+IHW' 橙 裾部 50 風化著しい

42 甕 底(3.4) B多＋R濯多 橙～にぶい黄橙 底部 100 疇ケズリ

43 甑 底(10.0) B+R濯＋W＇ 浅黄橙 疇 20 穿孔

44 甑 底(4.0) R+il 橙～にぶい黄橙 疇 25 外面風化著しい

45 甕 口(21.0) B+R柑多＋W' にぶい橙 口縁 80 No.49。

46 甕 口22.2 底2.7 B多＋R多＋H＋関＇ 橙 75 No.35・36・42。胴部外面帯状の黒色部分
高31.2 胴25.0

47 蓋 口(23.0) 底5.5 B多＋R多＋W+¥11' 橙 45 No.45。胴部外面帯状の黒色部分
高(31.4) 胴26.0

48 甕 口23.0 R＋闇 （内）明褐灰 口縁 25 No.7。浪状文
（外）灰褐

49 甕 口18.6 高3.2 屑 （内）灰 70 外面平行タタキ後、肩部のみクシ目

胴33.4 （外）褐灰～灰 内面青海波文

50 支脚 B+W 橙 40 No.3。穿孔なし

深さ0。22~O。35mで、主軸方位は N-43°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。壁溝は、

幅0,12~0.46m、深さ0,04~0.05mの規模で、北東壁。北西壁の一部および南東壁・南西壁に廻っ

ている。カマドは北東壁に 2基構築されている。北側のカマド Bは全長1.53m、焚き口幅0.36m

を測る。袖部は地山が掘り残されている。燃焼部は隅丸方形を呈し、摺り鉢状に掘り窪められてい

る。煙道部は緩やかな傾斜をもって、外方に延びている。南側のカマド A は全長2.16m、焚き口

幅0。46mを測る。北側の袖部はカマド Bと共有し、南側は確認されていない。燃焼部は住居跡の

内側に張りだし、摺り鉢状に掘り窪められている。火床面から緩やかに煙道部へ続き、煙道部底面

は煙出部で一旦窪んでから急激に立ち上がっている。 2基のカマドの内、地山が掘り残されている

袖部のあるカマド Bが住居跡構築に伴っているもので、カマドAは後に付設されたものと考えられ

る。本来袖部があるべき部分に壁溝が廻っていることからも判る。貯蔵穴はカマド南側の東コーナ
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第7l号住屈跡

」 褐色」＿ 焼j_ー炭化物粒了微晉含む。しまリあり、粘性欠。

旦 賠褐色上 焼十，似化物粒子微鐙含むーしまりあり、枯性弱。

:_I 賠掲色t 焼十・炭化物・褐位卜粒子少量含む。しまりあり、

枯性弱。

4 賠褐色十 焼＿L粒—f微星、褐色上粒r—少斌含む。しま IJあり、

粘性弱。

［） 』’叫疇 1 以化物粒子微蘭褐色士粒＋少呈含む。

も 褐色土 焼＿L恥十微足含む，しまりあリ、粘杵欠。

7 陪喝色＿L 児褐色十粒了少星含む。しまりあ I)、粘杵やや強。

g 暗褐色t

り 1陪褐位十

第i'/I号住屈跡カマドA

A 里褐（1,・十 炭化物磨。焼士粒千少号含む。

U I門褐色十 焼上・灰粒千少呈含む。しまりあり、粘件欠。

(~ 烹褐色士 炭化物層 3

「） 氾色＿t. 焼上杜子多呈、灰粒了・少益含む。しまりあり、粘性欠。

刊 覗褐色上 炭化物陪c 焼土粒了少星含む。

昔褐色f~ 焼十粒子微呈含む。粘性欠。

（； 暗褐色十 焼．t.灰約千少最含む。しまりあり、粘性ややあり。

H 暗褐色＿し~ 焼 L．炭化物・褐色十粒了少最含む。しまリあリ、

粘性弱。

！ 患褐色土 焼上・灰粒子少最含む＼しまりあり、粘性弱。

』 暗褐色上 焼土粒子少旦含む口しまりあり、粘性欠。

k 黒褐色上 焼＿十粒了多鼠、灰粒子少品含む口。しまりあり、

粘性欠。

［、 暗褐色士 焼上プロック (30~50mm)、褐色上粒子少星含む。

しまり・粘袢あり口

M 暗褐色上 焼十．．灰粒千極微娯含む。しまリ・粘件欠。

N 黒褐色ナ 焼土・褐色土粒子微呈含む。しまり欠、粘性強。

（） 暗褐色七 焼上粒—f微呈含む。しまリあり、粘性弱。

_E' 
肘祓穴

第7l号住居跡貯蔵穴

］ 暗褐色上 焼士・炭化物粒了少贔含む。

しまリあ＇）、粘性ややあり。

2 黒褐色十 焼土．炭化物・褐色上粒千少差含む。

しまリあリ、粘性強ロ

3 黒褐色上 焼上・炭化物粒子少星含む（ l• 2より多）。

しまりあり、粘性強ロ

4 暗褐色七 焼士・炭化物粒子少最含む。粘性きわめて強。

5 褐色土 黒褐色七粒子少呈含む。しまりあり、貼性強。

6 暗褐色．上 焼上粒子極微呈含む。しまりあり、粘性欠。

第71号住居跡カマドB

F' 

A 黒色土 炭化物層。焼上粒千微菫含む。しまり欠、粘性あ I)ロ

B 暗褐色土 焼＿十粒千多監含む。しま I)あリ、粘性欠。

C 黒褐色士 炭化物陪。焼土粒子少鍬含む。しまり欠、粘件弱。

D 暗赤褐色上 焼七崩。上半部ブロック状、 ド半部細粒。

E 暗掲色上 焼土粒子少最、炭化物粒子微足含む。

しまりあり、粘性弱。

F 暗褐色土 焼士・灰粒了微箪含む。しまり弱、粘竹弱。

G 暗褐色ヒ 焼土粒千少呈含む。しまりあり、粘性ややあり。

H 黒褐色七 焼上·灰粒•f多星含む。しまり欠、粘性あり。

］ 黒褐色土 焼土粒子極微呈含むc しまりあり、粘性欠。

J 暗褐色土 焼十． I火粒子多呈含む。しまリ欠、粘件強。
k 暗褐色十 焼土粒千多是、灰粒子少呈含む。

しまリあり、粘性欠。

L 黒褐色土 焼十粒子少凪含む。しまりあり、粘性欠。

M 褐灰色上 焼土粒千少最含む。しまりあり、粘性欠。

N 褐色七 焼上粒子極微星含む。しまりあり、粘件欠。

〇赤褐色七 焼土層。

P 暗褐色土 焼十粒子極微抵含む。しまりあリ、粘性弱。

第397図第71号住居跡(2)

一部に設置されている。不整形で、南北0-97m。東西1.05m、深さ0.68mを測る。ピソトは 5某検

出され、すべて柱穴と思われる。 Plに対応するピットは確認されていない。ほぼ全面に貼床が施

され、きわめてしっかりとしている。遣物は貯蔵穴周辺部から出土し、土錘 1点、土製不明品 1

点、編物石 2点がみられる。ほかに多数の縄文土器片がある。

第72号住居跡（第399。400図）

モー389• 390、セー389• 390Gridに位置している。第73。84• 98号住居跡と重複し、新旧関係

は第72号住居跡が第73号住屈跡・第84• 98号住居跡よりも新しい。東西方向に走っている噴砂の亀

裂によって平面形態は否められ、床面には0.44~0.78mにおよぶ大きな段差が生じている。さらに

- 499 



□ ロロ―□/口／
--___--三-:]---/ 
し ー～ょ＿＿アー-―- - - -•ーニ

7 □□/ 
ロニ／
ロニ／

ロ ロ
ロ／）□□ -ー一ニ□

第398図

12/ 

ロロ□
 OL

 

-- | l 
10cm 

第71号住居跡出土遺物

第399図 第72号住居跡付近の噴砂

- 500 -



第71号住居跡（第398図）
No. 器種 大きさ(ell!) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 ロ(13.2) B+R廿l 橙 30 

2 坪 口(13.0) B+R+W 橙 25 内面風化著しい

3 坪 口(13.0) R・ト屑 橙～黒褐 20 外面風化

4 坪 口(14.0) B+W 橙～黒 20 外面風化

5 坪 口(12.0) B+R＋関 橙 20 

6 坪 口(13.6) B+R十闇＋闇＇ 橙 口縁 50

7 坪 口11.0 高3.7 B+R+W 橙 70 

8 坪 口(12.0) B+¥il+W' にぶい赤褐～黒褐 20 

， 坪 口13。7 高4.1 B+R+W 橙 80 カマド。

10 坪 口13.2 高4.2 B+R+W 橙～明赤褐 75 No.2。外面黒色部分

11 坪 口(14.0) B+R少＋闇 （内）黒（外）橙 口緑 20 No.l • 3。 内面黒色

12 疇 上端(5,4) B+R＋屑 にぶい橙 10 

13 坪 口(12.0) B柑少 にぶい黄橙 20 No.2カマド。

14 坪 口(12。0) B+R+¥i+W' 橙 20 

15 甕 口(26.0) B濯少＋礫多 にぶい黄橙 口縁 25

16 甕 底5.0 伯礫多 灰黄褐～黒 疇 100 疇—方向のケズリ

17 甑 底6.0 R＋屑 橙 疇 5未満

陥没した床面は南北方向の噴砂の亀裂に向かって傾斜している。規模は主軸辺7.15m ・短辺

6.34m、深さ0.13~0.48mで、主軸方位は N-29°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がっている。

幅0.12~0.36m、深さ0.02~0.05mの壁溝が、途切れながら部分部分に廻っている。カマドは北壁

に構築され、煙道部の天井が残存している。煙道部は燃焼部から横穴状に掘り進められて、煙出部

に達している。そのため煙道部の天井は地山である。カマドの規模は全長2.45m、焚き口幅0.55m

を測る。袖部は地山が掘り残され、「ハ」の字に開いている。燃焼部は緩やかな窪みをもち、火床

面および煙道部底面には灰が溜っている。貯蔵穴は検出されていない。ピy卜は 7基検出され、

Pl。P3~P5が柱穴で、はかのものの用途は明確ではない。全面に貼床が施され、顕著に認められ

ている。遺物は比較的少なく、覆土最上層からは後世の混入品が出土している。土錘は比較的多く

6点で、ほかに石製臼玉］点、編物石 2点、縄文土器 1片がある。

第73号住居跡（第402 • 403図）

モー388 • 389、セ 388 • 389Gridに位置している。第72 • 74号住居跡と重複し、新旧関係は第
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第72号住居跡

1 褐色土

2 褐色土

3 褐色土

4 暗褐色土

5 褐色土

6 黒褐色土

7 黒褐色土

9 灰褐色土

10 灰褐色土

11 灰褐色土

12 黒褐色土

13 暗褐色土

14 黄褐色土

15 褐色土

16 褐色士

17 暗褐色土

C

D

E

 

灰層

暗黄褐色土

焼土層

B' 

第72号住居跡カマド

A 褐色土 住居跡の覆士。

B 暗黄褐色土 焼土プロック少最、褐色土プロック含む。

しまりあり、粘性やや弱。

焼土プロック多最混入。

（地山）。

煙道部天井？

焼土・炭化物粒子(5mm)わずかに含む。黄褐色土プロック状。

しまりあり。

焼土プロック、炭化物粒子若干、黄褐色土わずかに含む。

1よりやや黒い。しまりあり。

焼土粒子、炭化物粒子若干、黄褐色土少量含む。しまりあり。

2よりやや黒い。黄褐色上わずかに含む。

焼上・炭化物粒子若干含む。黄褐色土不均等で、 3より部分的に多い。

しまりあり。

焼士、炭化物粒子・プロック若干、黄褐色土プロック (5~10mm)含む。

しまりあり、粘性強。

焼土粒子わずかに、炭化物粒子多く、黄褐色土プロック部分的に多く

含む。しまりあり。

8 暗黄褐色土 焼土粒子・ブロック(10mm)若千、灰色粘性土部分的に多く含む。

しまりあり、粘性強。

焼士粒子わずかに、灰色粘性土若干、黄褐色土プロック含む。

しまりあり、粘性強．

焼土・炭化物粒子わずかに、灰色粘性土多く、黄褐色土プロック含む。

しまりあり、粘性強。

焼土粒子わずかに含む。 9 • 10より白い。しまりあり。
焼土粒子・プロック (5mm)若干、炭化物多く、黄褐色土ブロック

部分的に含む。しまりあり。

焼土ブロック (5mm)少麓含み、黄褐色土プロック少ない。

しまり・粘性あり。

1の黄褐色土プロック集中個所。しまリあり。

焼土・炭化物粒子わずかに、灰色粘性土プロック(5mm)若干含む。

しまりあり、粘性やや強。

焼土・炭化物粒子、焼土プロック (5mm)わずかに、灰色粘性土

ブロック (5mm)若干含む。しまりあり、粘性やや強。

焼土・炭化物粒子、焼土プロック (5mm)わずかに、灰色粘性土

ブロック (5mm)若干含む。しまりあり、粘性やや強。

第72号住居跡
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第72号住居登ー（第4但図）
No. 器種 大きさ（C阻） 胎土 色調 残存率（災） 偏 考

l 坪 口(10.0) B+W 橙 30 

2 坪 口(loco) B廿1 橙 30 

3 坪 口(10.4) B十屑 橙～黒 30 

4 坪 口10.8 !l多瑾＋関 にぶい橙 60 風化

5 坪 口(11.0) B+り にぷい橙 30 口縁端部弱いヘラアテ

6 坪 口(11.4) 屑 にぶい橙～黒褐 40 

7 坪 口(11。8) B+R濯 橙 25 ピット2。風化

8 坪 口(12.0) B+R＋関＋屑' にふい黄橙 20 口縁端部面トリ

9 坪 口(12.0) B+R多琳 にぶい粧～灰白 20 風化

10 坪 口(11.0) B+R叶i にぶい橙 10 

11 坪 口(13.0) B+R+W 橙 30 

12 坪 口(14.O) B+¥'I十屑＇ にぷい橙 30 

13 坪 口13.2 高5.8 B+R少惰濯少 橙 70 

14 坪 口(11.0) B+R+W 橙 30 

15 坪 口(20.4) R瑾濯' 疇 10 口縁端部ヘラアテ沈線 放射状暗文わ
ずかに残

16 鉢 口(20.0) 釦関＋屑＇ にふい橙 20 

17 鉢 口(26.0) B+R濯濯＇ 橙 20 

18 甕 口19.6 B+R瑾＋礫多 にぷい橙～灰褐 50 胴部外面黒色器面親

19 狸 底(5.4) R＋礫多 にぶい橙 疇 100 風化著しい

20 坪 口(15.6) 底10.4 B+W+W' （内）赤褐 40 内外面黒色部分
高4.0 （外）赤褐～暗赤褐

2 1 皿 口(16.0) B+R+屑 橙～黒褐 15 

22 疇 上端4.0 下端8.6 B多＋R+船W' （内）橙（外）にぶい 100 l姐3・カマド。
高19。3 疇～橙

23 台付甕 台(13.0) B＋船＋W' にぷい橙～浅黄橙 調台部 30

24 高台付椀 台(600) H 青灰～灰 50 回転糸切り (2度）後、高台ナデッケ

25 坪 口(16.0) 科 灰 20 

26 高台付椀 口（14.8) 台6.2 B+W （内）褐灰 40 回転糸切り離し後ナデ
高(6.2) （外）褐灰～黒

27 坪 底(6.0) R少州 灰 疇 25 回転糸切り離し

28 坪 底(6.0) 屑 灰 疇 20 回転糸切り離し

29 椀 口(22.0) 'II 灰 10 

30 甕 口(30.0) H 麟灰 口緑 10
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33.9m カマドA

＿， 

_g カマド B F' 

G 
33.a m 貯蔵穴

G' 

゜
2m 

第73号住居跡

l 茶褐色土 焼士粒子・ブロック、炭化物粒子若干含む。しまりー粘性あり。

2 黄褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまり・粘性あり。

3 褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。しまリー粘性あり。

4 褐色土 焼土・炭化物粒子多く含む。しまリ・粘性あり。

5 茶褐色土 1に部分的に黄褐色土混入b

6 黒褐色土 焼土粒子若干、灰・炭化物粒子多く含む。焼土プロック部分的混入。

しまリ・粘性あり。

7 赤褐色土焼土。

8 赤褐色土 焼土プロック。

9 黒褐色土 焼土ブロック(10~50mm)、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

10 褐色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)多く、炭化物粒子若干含む。しまりあり

11 灰色土 灰層。

12 茶褐色土 焼土粒子・プロック (5mm)多く、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

第73号住居跡カマド

A 暗褐色土 焼土ー炭化物粒子、黄褐色土プロッタ少最含む。しまりあり。

B 暗褐色土 Aより黄褐色土プロック多いロ

C 暗褐色土 A-Bに焼土・炭化物粒子多星、黄褐色土プロック含む。

D 灰層 焼土プロック、炭化物多畢含むロ

E 賠褐色」 焼十・炭化物粒子多最含む。

F 暗褐色土 焼上•炭化物粒子微蘭、黄褐色士プロック少吼含む。

G 暗褐色寸 焼士・炭化物粒子微贄、黄褐色土プ［lソク少砥含む。

H 賠1易色t 1克上·炭化物粒—f微昼、黄褐色1 フロック少榊含む。

第73号廿居跡貯蔵穴

褐色上 焼土プロック、炭化物少星、債掲色＿しプロック立',-f含む。しまりあり。

2 褐色土 焼土プロック、炭化物少絨、黄褐色士プロック多く含む。しまリあ l]。

3 凶褐色1＿ 焼土粒子姑干合む。砂質。

4 赤褐色士 焼＿L粒子多く含む。砂質。

5 黄褐色＿L 砂倒。

第403図第73号住居跡(2)

72号住居跡よりも古く、第74号住居跡よりも新しい。東西方向に走る噴砂の亀裂によって、形状が

大きく変形され、床面には0.48~0.52mの段差が生じている。規模は主軸辺7.59m・短辺6.13m、

深さ0.13~0.33mで、主軸方位は N-45°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立ち上がり、幅0.11~

0.21m、深さ0.02~0.10mの壁溝が途切れながら廻っている。カマドは北東壁と南東壁に 2基構築

されている。北東壁に構築されているカマド Aは噴砂の亀裂による影響を受けている。煙道部の

天井が残存し、カマドの構築材には焼士・炭化物粒子を微最、黄褐色上ブロックを少量含んでいる
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27 

0 10cm 
29 | 1 - | 30 

第405図 第73号住居跡出土遺物(2)

第73号住居跡（第404。405図）
恥． 器種 大きさ(clil) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 坪 口11.7 高5.5 B+R多＋w （内）橙～明褐灰 90 No25。口縁端部面トリ 沈線 口縁部
（外）明黄褐 製作時の歪み

2 坪 口(14.1) 高4.3 B多＋R+W 橙 60 勘3カマド。

3 坪 口13.0 高5.3 B+R叶i （内）橙（外）黄橙 70 駆 4。口縁端部面トリ

4 坪 口(11.2) 高4.6 B+R+W 橙 60 

5 坪 口(12.0) B+R少刊 灰褐 20 

6 坪 口(12.0) B＋関＋砂 橙 30 口縁端部ヘラアテ面トリ

7 坪 口(12。6) R少サi十屑' 橙 30 

8 坪 口12.5 高5.1 B+R少斗H廿l' 明黄褐 100 池23。黒色

， 坪 口13.0 高4.5 B+R+W 黄橙 50 No.4。

10 坪 口(12.0) B+R+W 橙 30 口縁端部弱い面トリ

11 坪 口12.2 高4.8 B+R+W 橙 90 No29。内面にタール状の付着物

12 坪 口(13.6) B廿l 橙～灰白 30 
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13 坪 口12.4 高4.4 B+R+W （内）橙（外）黄橙 50 No.4。外面黒色部分

14 坪 口11.4 高4.8 B+R+W 黄橙 70 No.4。外面黒色部分

15 坪 口12.7 高4.4 B+W+W' （内）明褐灰 90 黒色
（外）灰褐

16 坪 口(19.0) B+R少渭 浅黄橙 20 風化著しい

17 坪 口(18.0) B+R+W 橙～黒褐 20 風化著しい

18 椀 口(18.0) R多惰 橙 口縁 20 No.17。

19 鉢 口12.2 高7.9 B+R+W+W' 橙 95 No.11。口縁端部面トリ 沈線胴部外
面・ロ縁部内面黒色

20 鉢 口(18.0) R+W 橙 上半部 30 口縁端部ヘラアテ面トリ 風化著しい

21 椀 口(14.o) B少＋R渭少 橙 15 口縁端部ヘラアテ面トリ

22 小型甕 口(13.7) 底(5.0)B+R多＋H 橙 30 カマド。
高（10.8)

23 鉢 口21.1 B多＋R渭 橙 60 No.1。胴部外面黒色部分

24 椀 口(24.0) R+W 橙 口縁 20 No.26。

25 壷 底8.7 B+R渭＋N'＋砂少 橙 底部 50 No.2・貯蔵穴。内外面黒色部分

26 甕 口(22.3) B+R渭＋砂少 （内）橙（外）橙～に 60 カマド。 胴部外面黒色部分
ぶい黄橙

27 甕 口(18.3) B+R+W にぶい黄橙 口縁 40 No.19.胴部外面黒色 粘土付着

28 甑 底(5.2) B+R多＋川 橙 底部 50 No.14。

29 甑 口23.0 底8.3 B+R+W渭＇＋砂少 にぶい黄橙 95 No.5、貯蔵穴。内外面黒色部分
高23.7

30 甑 口27.5 底9.0 B+R多＋H＋屑＇＋砂少＋ 橙 95 No.27・貯蔵穴。底部ケズリ
高29.6 礫少 外面黒色部分

暗褐色土が使用されている。全長2.23m、焚き口幅0.42mを測り、袖部は地山が掘り残されてい

る。燃焼部は箱型を呈し、火床面は煙道に向かって傾斜している。灰が溜り、よく焼けている。煙

出部は鶏卵形を呈している。南東壁に構築されているカマドBは全長1.39m、焚き口幅0.33mを測

り、袖部は確認されていない。燃焼部は方形に深く掘り込まれ、火床面の立ち上がり部はよく焼け

ている。煙道部底面には灰が堆積している。貯蔵穴はカマド B南側の南コーナ一部に設置されて

いる。不整円形で、南北1.00m・東西0.95m、深さ0.86mを測る。ピットは 4基検出され、 1基を

除いてすべて柱穴である。貼床が2面確認され、上面は部分的に施されている。いずれの面も直上

に薄い炭化物層が堆積している。また住居跡中央部床面からは、焼土塊が検出されている。遺物は

カマドおよび貯蔵穴から出土している。なかでも特大の甕形土器の存在は注目される。ほかに須恵

器15片、編物石 2点、縄文土器14片、弥生土器 2片がある。

第74号住居跡（第406図）

ヱー388• 389、ヒー388• 389、モー388• 389Gridに位置し、南西コーナ一部が発掘区域外にか
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口一

65 

□ 
第409図 第74号住居跡出土遺物(3)

¥ __.-
＼ 

72 

0 10cm 
I ヘ--―—← l 

かっている。第67• 73。98号住居跡、第 1号掘立柱建物跡と重複し、新旧関係は第74号住居跡がい

ずれの遺構よりも古い。規模は主軸辺8.40m ・長辺8.57m、深さ0.13~0.19mで、主軸方位は

N-17° W を測る。周辺に位置している住居跡と比べて大型のものである。壁はやや傾斜をもっ

て立ち上がっている。壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構築され、大部分が第73号住居跡によ

って削平されている。焚き口幅が0.73mで、袖部は地山が掘り残されている。燃焼部が方形を呈
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第74号 （第407~409区）
No. 器種 大きさ(C•) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(14.0) 高(4.2)B+R+W 橙 20 

2 坪 口(14.0) B少渭 橙～褐 20 風化著しい

3 坪 口(15.0) R多＋H （内）橙（外）浅黄橙 30 外面風化著しい

4 坪 口14.2 高4.5 B+R多 （内）黒褐～橙 50 内外面黒色部分

（外）明赤褐～にぶ
い赤褐

5 坪 口14.0 高4.2 B+R多惰 橙 35 

6 坪 口(13.6) 底3.5 B+R多 （内）橙 45 外面黒色部分

高4.8 （外）にぶい橙

7 坪 口14.2 底3.4 B+R多 明赤褐 90 No.27。内面黒色部分
高5.2

8 坪 口14.0 底4.5 B+R多 橙 60 外面黒色部分

高4.8， 坪 口(14.4) 底4.0 B+R多 橙 60 
高4.7

10 坪 口(15.0) 底3.5 B+R多＋H （内）橙～明赤褐 50 底疇色
高5.1 （外）橙

11 坪 口(15.0) 底4.5 B+R多＋肖 橙 70 内外面黒色部分

高4.5

12 坪 口(16.0) R多＋N 橙～にぶい赤褐 20 内面風化

13 坪 口（14.0) B+W 橙 20 外面風化著しい

14 坪 口(12.6) 底4.0 B+R多渭 橙 40 No.23。
高(4.o)

15 椀 口(14.0) R多渭 橙 25 外面風化著しい

16 坪 口14.0 底4.0 B+R+W少 橙 50 No.19。内外面黒色部分
高5.7

17 坪 口(13.6) 底4.0 B+R多＋H 明赤褐 90 No.24。
高5.2

18 坪 口13.2 B+R+W多 明赤褐 55 外面黒色部分

19 坪 口13.0 底4.8 B+R多＋N少 （内）にぶい橙 95 No.26。外面黒色部分
高5.7 （外）明赤褐

20 坪 口12.0 底3.7 B多＋R多＋屑＋W' にぶい赤褐 80 No.18・35。
高6.0

21 坪 口(14.2) 底4.6 B+R多惰多 明赤褐 50 No.28。
高(5.6)

22 坪 口14.0 底4.8 B+R+¥tl少 （内）橙～明赤褐 95 No.29. 
高5.7 （外）明赤褐

23 坪 口(15.4) 底(4.2)B+R渭少 （内）にぶい赤褐 40 内外面黒色部分
（外）橙～にぶい赤
褐

24 椀 口(16.0) H （内）黒 20 外面風化著しい
（外）にぶい橙

25 椀 口(12.0) B+R多＋屑 橙 25 風化著しい

26 椀 口10.0 底4.2 B+R多＋N 橙 75 底疇色
高5.8

27 椀 口(9.8) R少 にぶい橙 25 カマド。胴部外面黒色部分

28 椀 口(12.0) B少＋R惰＋礫少 橙 25 口縁端部ヘラアテ 風化著しい
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29 鉢 口11.4 底4.2 B多＋R多＋屑 にぶい褐 95 No.44。内外面黒色部分
高10.6 胴11.9

30 椀 口(12.0) R多渭 橙 20 口縁端部面トリ 風化著しい

31 鉢 口(14.2) 底5.3 B+R渭少 （内）にぶい赤褐 40 No.25。内外面黒色部分
高(7.6) （外）にぶい橙

32 壷 底（3.4) 胴14.4 R多舟 橙～にぶい黄橙 20 指頭押

33 壷（ミニ 底3.4 胴8.2 B+R十川 にぶい橙 40 
チュア）

34 壷（ミニ 胴9.0 B+W 黒褐 30 内外面黒色
チュア）

35 壷（ミニ 底2.6 胴7.6 B+R+W 橙 80 No.2。胴部外面黒色部分
チュア）

36 小型壷 底（4.0) 胴10.4 R+W+W'多 （内）にぶい橙 胴部 10 疇ケズリ
（外）暗赤褐

37 柑 口(11.8) B多＋R にぶい橙 口縁 45

38 高坪 口18.0 調13.6 B+R+W 赤褐 85 
高16.2

39 高坪 口17.4 調13.8 B+R+W （内）橙～にぶい橙 80 No.30。坪部内外面黒色部分
高14.1 （外）橙

40 台付鉢 口17.6 B+R多 橙 60 No.15 • 16 • 21。口緑端部面トリ

41 高坪 口(18.0) R+W+W' 橙 口縁 30 放射状ヘラミガキ

42 高坪 口(18.4) R+W十川＇＋礫 橙 坪部 25 内面風化

43 高坪 口(16.8) B+R多＋H にぶい赤褐 30 内外面黒色部分

44 高坪 口(18.0) B少＋R十川 橙 ロ縁 20 口縁端部わずかに面トリ

45 高坪 口(18.0) R多渭 にぶい橙 坪部 10 内面風化

46 高坪 口17.0 B+R+W多 （内）赤褐～暗赤褐 坪部100 No.7。
（外）にぶい赤褐～
明赤褐

47 高坪 口17.4 B+R多渭 赤褐 坪部 80 No.33。内外面黒色部分

48 高坪 口18.0 B+R+W （内）明赤褐（外）橙坪部 100 No.36。内外面黒色部分

49 高坪 口17.6 B+R+W+¥11' （内）暗赤褐 坪部 85 No.56・57。内外面黒色部分
（外）赤褐

50 高坪 口18.4 B+R+W+w' （内）黒褐 坪部 100 No.9。坪部内面黒色
（外）にぶい赤褐

51 高坪 口21.0 B+R+W にぶい赤褐 40 No.30・カマド。口縁端部面トリ 外面黒
色部分

52 高坪 B+R十川 橙 坪部 30 坪部の粘土接合痕n用賣

53 高坪 口19.0 B+R+W多＋¥ti' （内）暗赤褐～にぶ 坪部 100 No.1。内外面黒色部分
い赤褐
（外）にぶい赤褐

54 高坪 口19.4 B+W多 （内）赤褐 坪部 100 No.6。内外面黒色部分
（外）にぶい赤褐

55 高坪 口(19.6) B+R+W多 橙 坪部 50 No.17。

56 高坪 B+R+W多 橙 30 No.32。

57 高坪 調（14.0) R多惰 橙 裾部 25

58 高坪 騨20.2 B+R多＋H （内）橙～明赤褐 脚部 60 No.37・38・カマド。内外面黒色部分
（外）橙
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59 高坪 B+R多＋N 橙 疇 85 No22。

60 高坪 脚13.0 B濯多 （内）にぶい赤褐 脚部 80 No.5。羽口転用 外面黒色

（外）黒褐～にぶい

赤褐

61 高坪 脚13.6 B+R濯多 にぶい赤褐 疇 85 No.4。羽口転用

62 高坪 脚12.6 B+R+W にぶい赤褐 疇 80 嵐11。羽口転用

63 高坪 B+R+W 橙～にぶい赤褐 脚部 80 國。

64 高坪 B+R多州 橙 疇 80 恥31。

65 甕 底5.7 胴25.6 B+R濯＋砂少 にぶい黄橙 80 No.55。胴部外面下半黒色

66 嚢 口(20.0) B+R+W十屑' にぶい赤褐～黒 口縁 25

67 甕 口(18.4) 胴21.6 B+R惰＋W'＋砂多 （内）にぷい橙～に 20 内外面黒色

ぶい赤褐（外）暗赤

褐～にぶい赤褐

68 萎 口(24。2) B+R惰多惰＇＋礫少 （内）橙（外）明赤褐 口縁 15 i姐60。

69 甕 底7.6 B+R瑾＋砂少 （内）橙 疇 70 疇ケズリ

（外）にぶい橙

70 甕 底5.5 B+R＋軋 にぶい赤褐 疇 50 疇ケズリ

71 甕 底6.5 B柑多＋砂少 （内）にぶい橙 疇 70 No.42。底部ケズリ 底部外面黒色

（外）にぶい赤褐～

暗赤褐

し、煙道部の幅が狭いタイプのものであろう。火床面には灰が溜り、よく焼けている。貯蔵穴はカ

マド東側の北東コーナ一部に設置されている。南北0.77m・東西0.93m、深さ0.10mを測り、円形

を呈している。明確なピットは確認されていない。遣物はおもにカマドおよび貯蔵穴周辺部から出

土し、須恵器29片、石製有孔円板 1点、土錘］点、磨石 1点（12.3Xl2.ZX4.Zcm• 1,065g)が検

出されている。ほかに灰釉陶器 1片、石鏃 2点、打製石斧 1点がある。また鉄滓 3片がみられる

が、小鍛冶跡等の痕跡は認められていない。

第75号住居跡（第410。411図）

スー388• 389、ン一388• 389Gridに位置している。土取りによる削平のため浅い。規模は主軸

辺4.56m・長辺4.75m 、深さ 0.06~0.18m で、主軸方位は N-26°—E を測る。壁はやや傾斜をも

って立ち上がり、幅0.12~0.20m、深さ0.04~0.05mの壁溝が一部を除いて廻っている。カマドは

北壁に構築され、全長1.13m、焚き口幅0.43mの規模である。袖部は地山が掘り残され、燃焼部は

方形を呈している。火床面はよく焼けている。煙道部は削平され、燃焼部に比べて幅の狭いタイプ

のものと考えられる。貯蔵穴はカマド東側の東コーナ一部に設置されている。不整円形で、南北

0.87m・東西0.74m、深さ0.36mを測る。ピットは 4基検出され、 P4を除いてすべて柱穴である。

西壁際にピットが1基確認されているが、本住居跡との関連は明確ではない。遺物はきわめて多

く、カマドおよび貯蔵穴周辺部には特に集中している。出土した遺物には特異な形をしているもの

が多い。大型の杯形をしている鉢形土器、特大の甕形土器のほかに、台部が直立している台付鉢形
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第75号住居 ＊ （第412~417図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口14.1 高4.4 B+R+W 暗 95 No.114。放射状暗文 口縁端部ヘラアテ
内外面黒色部分

2 坪 口13.5 高4.1 B+R多＋H 明赤褐 100 No.111。放射状暗文

3 坪 口13.8 高4.1 B+W にぶい赤褐～黒褐 95 No.85。放射状暗文 内外面黒色部分

4 坪 口13.8 高4.7 B+R渭多＋H＇多 赤褐～暗赤褐 95 No.115。放射状暗文 内外面黒色部分

5 坪 口14.0 高4.3 B+R少惰少 明赤褐～黒褐 95 No.16。口縁端部ヘラアテ 内外面黒色
部分

6 小型坪 口(8.0) B少＋R＋伯十W' 橙 10 

7 坪 口13.8 高4.5 B+R+W （内）暗赤褐（外）に 95 No.107。放射状暗文 内外面黒色部分
ぶい赤褐～橙

8 坪 口(14.0) 高4.4 B+W'少 にぶい橙 20 放射状暗文

， 坪 口(13.0) B+R十川 橙 口縁 20 風化著しい

10 坪 口(14.0) R+W 橙 10 

11 坪 口(16.0) B+R+¥ti 橙 20 

12 坪 口(13.8) 高4.6 B+R+W （内）暗赤褐 70 内面黒色

（外）明赤褐

13 坪 口(14.0) R+W+W' 明赤褐 30 

14 坪 口(18.0) 高6.3 B+R少＋W 橙 30 

15 坪 口(14.2) R+W 黒褐 口縁 20

16 坪 口(14.0) 高(4.3)B+R+W にぶい橙 40 No.102・ 105。

17 鉢 口(18.9) 高6.8 W+W' （内）黒褐 40 No.35。蜘漏文郊面黒色
（外）にぶい赤褐

18 坪 口15.0 高3.8 B+W （内）黒（外）暗赤褐 70 No.28。内面黒色胎土もろい

19 坪 口(13.3) 高5.5 B+R多 橙 45 口縁端部面トリ 外面黒色部分

20 鉢 口19.8 高5.5 B+R渭＋砂少 にぶい赤褐～黒褐 95 No.27。蜘暉文内醒色

21 坪 口(12.8) B+R+ll/+W' 褐 45 No.116。内外面黒色

22 坪 口(13.0) 高(4.2)R+W 橙～黒褐 25 No.86。

23 坪 口12.5 高4.8 B多柑多＋W' にぶい褐 100 No.30。内外面黒色

24 坪 口12.5 高4.5 B渭多＋W' にぶい褐～黒褐 100 No.34。口縁部内外面黒色

25 坪 口12.4 高4.2 B+R+W多 暗赤褐 100 No.112。内外面黒色

26 坪 口12.4 高4.3 B+R+W にぶい赤褐～灰褐 90 No.110・貯蔵穴。内外面黒色部分

27 坪 口(11.0) R+W少 浅黄橙～黒褐 口縁 20

28 坪 口(12.1) 高4.1 B+R+W 暗 35 内外面黒色

29 坪 口12.3 B+R多＋H 橙～にぶい赤褐 50 No.40 • 88。内外面黒色部分
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30 坪 口(12.6) 高4.5 B＋屑 （内）黒褐 40 池99。放射状暗文 内面黒色
（外）褐～黒褐

31 坪 口11。8 高3。7 B多＋R多＋H 橙 95 No.29。

32 坪 口12.2 高3.7 B+R渭少 にふい褐～にふい 80 内外面黒色部分

橙

33 坪 口12.8 高3.6 B+R多＋屑 明赤褐 75 諏38。口疇内外面黒色

34 坪 口12.5 高4.1 B多＋R多柑 にぶい赤褐～黒褐 95 嵐80。口縁部内外面黒色

35 鉢 口18.0 高7.1 B+R+W （内）橙 90 嵐31。外面黒色部分
（外）にぶい橙

36 坪 口(17.0) B+W 橙 10 

37 鉢 口18。1 高(6.6) B+R+W+W' （内）赤褐 70 No.33。外面黒色
（外）黒褐～赤褐

38 椀 口(12.0) B+R+W 橙 上半部 20 風化

39 高坪 口(12.0) R多＋屑 にぶい橙 口縁 10 No.93。

40 鉢 口23.2 高11.2 B+R渭＋砂多＋礫多 橙～にぶい橙 90 嵐18。21。内外面黒色部分

41 甑 口17。7 B+R濯＋屑＇＋砂少 橙～にぶい赤褐 60 No.97 • 102。内外面黒色部分

42 はそう 口(18.0) B+R+W にぶい橙 口縁 40 嵐87。口縁部外面に粘土積み上げ痕

43 鉢 口16.5 底7.5 B+R惰＋礫少 （内）橙 100 No.36。外面黒色部分
高10。3 （外）橙～にぷい橙

44 台付鉢 口15.3 脚11.8 B+R洲＋砂＋礫多 黄橙～橙 70 No.96。脚端部指頭圧による歪み 内外
高14.6 面黒色部分

45 窺 口(16.0) B+R+W 橙～黒褐 口縁 10

46 甕 口13.0 B+R＋関 橙 ロ緑 80 No.1。外面黒色部分

47 甕 口(12.8) 底5.3 B+R+W多 浅黄橙～灰褐 50 No.91・ピット。胴部外面下位と内面全体
高22.7 胴19。3 黒色

48 甕 口13.7 胴(21.5) B+R多＋屑十W' 橙～にぶい橙 40 地61・65。胴部外面黒色部分

49 甕 口17.3 胴(26.7) B+R濯＋砂少 浅黄橙 20 No.83 ° 101。外面黒色部分

50 甕 口(14.2)胴(25.5)B+R多＋W多 赤褐 15 No.92。外面黒色部分

51 嚢 口19.9 胴(26.7) B+R多惰 橙～浅黄橙 50 嵐53・55・61・65・70・75。胴部外面中位
に帯状の黒色部分

52 甕 口17.9 胴(29.1) B+R+W＋砂少 にぷい黄橙 45 恥32。胴部外面黒色部分

53 甕 口(22.0) R惰＋礫多 にぶい橙～灰褐 口縁 10 No.39。

54 窺 口14.0 底2.8 B+R舟多＋砂少 橙～にぶい橙 75 No.48 • 50。胴部外面黒色部分
高36.3 胴16.4

55 甕 口19.1 底4.5 B+R＋屑＋礫多 にぶい橙～橙 90 No.45 • 50。鵬訥外面黒色
高36.9

56 甕 口21.3 底3.1 B+R+W＋礫多 にぶい黄橙～橙 85 No.20 • 21。胴部外面下半黒色
高35.4 ＋砂多

57 甕 口18.9 底4.6 B+R濯＋砂少 橙～明黄褐 80 No.67・72・76・77~79。胴部外面黒色部
高35.5 分

58 甕 口18.5 B+R濯＋礫少 浅黄橙 70 No.26 • 44 • 45。47・62・74・75。胴部外面
下位黒色

59 甕 底3.5 B+R＋関＋砂少 （内）にぶい赤褐 底部 60 疇ケズリ
（外）橙
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60 窺 底3.7 B+R渭＋砂少＋礫少 （内）褐灰 底部 50 底部ケズリ
（外）にぶい橙

61 甕 底(4.6) B+R+W 橙～灰褐 疇 30 No.2。疇ケズリ

62 台付甕 口17.8 台13.7 B+R+W+砂少 にぶい黄橙～橙 75 No.41・42・95。胴部外面下半黒色部分
高29.5 胴18.0 （帯状）

63 甑 口19.2 B+R+W 浅黄橙 40 No.48・49・60・63。外面黒色部分

64 甑 口23.3 B+R少濯 浅黄橙 70 No.6 • 9・12・51。内外面黒色部分

65 甑 底10.3 B+R+W 浅黄橙～橙 20 No.69・101。胴勁直黒色醐

66 甕 口23.4 底9.8 B+R+W にふい黄橙 70 No.3・ 4・5 • 13・ 15 • 17 • 19 • 23・ 37 • 64・ 79 • 
高47.9 胴38.5 89・100。胴部外面黒色部分 胴部内面

灰黒色粘土紐積み上げ痕明瞭
67 甕 底8.5 胴(40.4) B+R+W にぶい黄橙 60 No.54・ 57 • 71 • 74・ 77 • 98・ 106。胴部外面

黒色部分 粘土紐積み上げ痕明瞭

土器やカマドの支脚を付設したような台付甕形土器は注目される。ほかに須恵器4片、組物石 3

点、灰釉陶器 1片、縄文土器10片が検出されている。

第77号住居跡（第418図）

セー389• 390、スー389• 390Gridに位置し、土取りによる削平の北壁・西壁の一部を消失して

いる。第85号住居跡と重複し、新旧関係は新しい。カマドは片袖である。規模は主軸辺が推定で

3.94 • 4.33m・短辺4.13m、深さ0.08~0.16mで、主軸方位は N-74°-Eを測る。カマドは東壁

に構築されている。全長2.17m、焚き口幅0.66mの規模をもち、袖部は地山が掘り残されている。

燃焼部は主軸方向が極端に長い楕円形を呈し、比較的深く掘り窪められている。火床面ば煙道部に

向かって傾斜し、灰が溜っている。削平されていることを考慮にいれるべきではあるが、煙道部は

短い。貯蔵穴はカマド南側の南東コーナ一部に設置されている。隅丸方形で、東西0.49m・南北

0.40m、深さ0.40m前後と規模が小さい。ピットは 1基検出されているが、浅い。また土坑が3基

確認されている。第 1号土坑は北壁中央部付近に位置している。不整方形で、東西1.25m・南北

0.98m、深さ0.16~0.22mを測る。第 2号土坑は南西コーナ一部に位置している。隅丸方形を呈

し、東西0.89m・南北0.94m、深さ0.21~0.28mを測る。第 3号土坑は西壁中央部付近に位置して

いる。楕円形で、東西I.Olm・ 南北0.51m、深さ0.17~0.21mを測る。遺物はカマド・貯蔵穴およ

びその周辺部から出土し、石製臼玉 1点、砥石 2点も検出されている。

第78号住居跡（第420図）

ヒー386• 387、モー386• 387Gridに位置している。第70• 79号住居跡と重複し、新旧関係はほ

かの 2軒よりも古い。規模は、主軸辺5.34~5.83m・短辺5.17m、深さ0.13~0.32mで、主軸方位

は N-122°-Eを測る。壁はやや傾斜をもって立ち上がっている。幅0.13~0.29m、深さ0.01~

0.02mの規模の壁溝が、西壁が途切れているほかはほぼ全周している。カマドは東壁に構築され、

全長2.36m、焚き口幅0.98mの規模をもつ。袖部は地山が掘り残されているが、床面からわずかに
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第77号住居跡

1 暗黄褐色土 焼土，炭化物，砂粒子少量含む。しまりあり、粘性弱。

2 1 • 3混合層（やや黒色味強）。

3 黒褐色土 焼土・炭化物粒子、白色灰多量含む。

4 1 • 3混合層（黄色味強）。焼土粒子多罷含む。

第77号住居跡カマド

A 暗褐色土 焼土・炭化物粒子多量含む。

B 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、灰多量、黄褐色土プロック少量含む。

C 暗褐色土 焼土(2mrn）・炭化物粒子、灰多量含む。

D 暗褐色土 焼土粒子少量含む。

E 暗褐色土 焼土粒子プロック状混入口

第77号住居跡第1号土坑

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少量含む。

住居跡覆土1がプロック状混入。

しまりあり、粘性弱。

2 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子微量含む。

第77号住居跡第2号土坑

l 暗褐色土 上層部焼土粒子、下層部灰多量含む。

第418図第77号住居跡

隆起しているのみである。明確ではないが、地山袖部を基部としてカマドが構築されているものと

考えられる。袖部内壁はよく焼けている。燃焼部は鶏卵形を呈し、緩やかな窪みをもっている。火

床面はよく焼けており、中央部には焼士が集中し、盛り上がっている。その周囲には炭化物が検出

されている。まだ煙道部に繋がる部分にも、炭化物が堆積している。煙道部ば煙出部に向かって緩
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第77号住居l＇’、（第419図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(11.8) 底(5.4)屑 灰 15 回転糸切り離し

高3.0

2 椀 口12.8 底6.0 出礫少 暗青灰 100 No.3。回転糸切り離し

高3.0

3 坪 口(12.8) 屑 灰 20 回転糸切り離し

4 坪 口(12.8) B渭＋片岩 灰 30 回転糸切り離し 火だすき風の痕跡

5 坪 口(12.8) ¥II 青灰 40 回転糸切り離し

6 高台付椀 口(16.0) 屑 灰 15 回転糸切り離し後、高台ナデッケ（欠

損）

7 高台付椀 台7.6 Wt礫少 オリーブ灰 40 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

8 高台付椀 台5.2 H 灰 高台部 60 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

焼成やや不良， 皿 口(15.6) 底7.4 B濯＋礫少 灰 40 回転糸切り離し

高2.5

10 皿 口15.4 底6.6 B+屑＋礫少 灰 95 No.7。回転糸切り離し

高2.5

11 皿 口(20.8) 底8.4 B+W 灰 50 No.4。回転糸切り離し

高3.5

12 坪 口(12.0) B十闇 橙 20 

13 坪 口12.0 高3.3 B多＋R＋屑十ii' にぶい橙 95 No.3。

14 小型甕 口(8.0) B+R少柑 橙～浅黄橙 口緑 30 風化著しい

15 台付甕 台(8.0) B少＋R+W 橙 疇 45 四。

16 甕 口(24.0) H 灰 口縁 15 カマド。

17 甕 口(30.0) B+R濯多＋礫 橙～灰白 口縁 10 No.3。焼成不良

18 甕 口(18.0) B+R少＋屑 橙 口緑 20 風化

19 甕 口(20.0) B+W 橙 口縁 10

20 甕 口(19.6) 胴22.4 B多＋R多＋H 橙 口縁 60

21 甕 底(4.0) 佑砂 橙 疇 25 カマド。底部ケズリ 内面風化

第78号住居跡 10 暗褐色土 焼土粒子・ブロック (5mm)多く、炭化物若千含む。

1 茶掲色土 焼土．炭化物粒子少星含む口黄褐色土ブロック状。 しまりあり。

しまりあり。 11 褐色土 焼土粒子・プロック (5mm)多砥、炭化物わずかに含む。

2 褐色土 焼土粒子若干、炭化物多最含む口しまりあり。 しまりあリ。

3 褐色上 焼土粒千・プロック (5mm)、炭化物若干含む。 12 黒褐色土 焼土粒子、炭化物多く含む。

しまりあり。 13 暗褐色土 焼土粒子(3~5mm)、炭化物粒子若干含む口しまりあり。

4 褐色土 焼士粒子わずかに含む。砂質シルト状で軟質。 14 橙色土 焼土プロック (5~20mm)主体。暗褐色土粒子混入。

5 褐色土 焼土・炭化物粒子少最、黄掲色土わずかに含む。 しまりあり。

しまりあり。 15 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに、黄褐色砂多く含む。

6 褐色土 灰色砂多く含む。しまり弱。軟質。 しまリあり。

7 黒褐色土 焼土粒子・プロック (5mm)、炭化物粒子若干含む。 16 暗褐色土 焼上粒子(3~5mm)若干、炭化物多く含む。

しまりあり。 しまリ・粘性あリ。

8 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり口 17 炭化物層

9 黄褐色土 黄褐色土プロック状。しまりあリ。 18 暗赤掲色土
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第424図 第78号住居跡出土遺物(4)

やかに傾斜し、煙出部には甕形土器が使用されている。煙道部の天井は住居跡廃絶後早々に陥没

し、住居覆土と同様の土層が堆積している。貯蔵穴はカマド南側の南東コーナ一部に設置され、壁

溝と接している。一旦方形に掘られ、 さらに中心部が不整円形に掘り込まれている。方形部は東西

1.41m。南北1.21m、不整円形部は東西0.63m・南北0.77mを測り、深さは0.42mである。 ピット

は4基検出されているが、いずれも浅い。 しかし位置からは、 Pl~P3が柱穴と考えられる。第70

号住居跡と重複していることを考慮すべきではあるが、

溝が廻っていない。特別な施設は設けられていないが、

カマドと対向している西壁の中央部には壁

この部分が住居跡の入口部にあたるのもと想

定している。遺物は多く、カマド・貯蔵穴およびその周辺部からおもに出土している。なかでも脚部

が直線的に開いている高杯形土器（脚付椀形土器？）は特異な形である。石製有孔円板 1点、石製不

明品］点も検出され、ほかに編物石1点、打製石斧 2点、石鏃1点、 凹石 l点、縄文土器25片がある。

第79号住居跡（第425図）

ビ―-385• 386、モー385。386Gridに位置し、重複している第78号住居跡よりも新しい。規模は

主軸辺4.25m・長辺4.54m、深さ0.08~0.16mで、 主軸方位は N-126°-Eを測る。壁はほぽ垂直
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第78早圧早Iが（第421~424図）
No. 器種 大きさ（C騒） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口(14.o) B+R礼ltN'少 橙～浅黄橙 40 内面風化が著しい

2 坪 口（14.0) R多＋屑 にぶい黄橙 20 風化が著しい

3 坪 口(15。O) B+W+W' 橙 30 

4 坪 口(13,0) B+W十関＇ 橙 30 放射状暗文

5 坪 口(12.0) B少＋屑 明赤褐 30 口緑端部ヘラアテ

6 坪 口（U.O) B+R+W丹I' 橙 20 詢72。

7 椀 口(13.6) 底（4.6)B+R＋闊 橙 50 疇ケズリ

高5.7

8 椀 口13。O 底4.2 B+R＋闇＋関＇少 （内）にぶい橙～明 100 悔33。内外面に黒色部分

高5.0 疇

（外）橙～にぶい橙， 坪 口14。6 高5。3 B+R多柑濯＇ 橙 70 閲 1。外面に黒色部分

10 椀 口(14.0) B+R＋屑渭＇ 橙 5 口縁部外面に指頭押

11 坪 口（14.0) R多惰 橙 30 内面の風化か著しい

12 坪 口14.7 底3。1 B+R濯惰＇ （内）橙～にぶい橙 55 No.18。口緑端部面トリ

高4.6 （外）明赤褐～にぶ

い橙

13 坪 口(13.8) 高4.6 B+R多渭 （内）橙（外）浅黄橙 40 

～にぶい橙

14 坪 口(16.0) 高4.5 B如 R+il十闇' 橙 30 

15 坪 口(160) 底(4。0)R多惰 橙 10 llo.42。風化が著しい

高(4.7)

16 坪 口(16.0) 底(3.0)B+R+W 明赤褐～黒 25 恥78。疇＜ぼむ

高4.4

＂ 
坪 口15.6 底5.2 B+R柑少 （内）橙～にぶい橙 95 嵐88。9似疇ケズリ内外面に黒色部

高5.3 （外）橙 分

18 椀 口12.9 高5.7 B+R多＋屑渭＇ （内）明赤褐（外）橙 80 洵66・86。内面の風化が著しい内外面

に黒色部分

19 椀 口（12.l) 底5.5 B+R＋屑十W' （内）にぶい橙 45 恥48。疇ヶズリ外面に黒色部分

高6.1 （外）橙

20 椀 口12.0 底3.8 B+R柑少＋屑＇少 （内）橙 95 恥108。器厚が薄い外面上半に黒色部

高6.5 （外）橙～にぶい橙 分

21 椀 口13。3 底4,5 B+R+¥11 （内）橙 70 面ふ疇ケズリ外面に黒色鰤

高6.5 （外）にふい橙

22 鉢 口12.8 底5。O B+R多＋H （内）黒（外）明赤褐 60 郎82。内面黒色

高9.2 胴13.8

23 椀 口15.0 底4,5 B＋関多刊＇＋砂少 （内）灰黄～赤橙 85 No.7。内外面赤彩内外面に黒色部分

高8.0 （外）赤橙～にぶい

橙

24 椀 口(17.6) B+R多＋層 橙 20 恥36・38。風化が著しい

25 甕 口(17.1) 底4.3 B+R＋屑＋砂少 （内）にぶい橙 45 恥58。疇ケズリ内外面に黒色部分

高15.1 （外）明黄橙～橙

26 甕 口17。2 B+R＋屑惰＇＋砂少 （内）にぶい橙 70 恥4・5・6。内外面に黒色部分

（外）明黄橙～橙

27 鉢 口19.6 高12.8 B+R多舟＋屑' 明赤褐 60 恥68・69。内面に黒色部分

28 小型甕 口(13.1) ll少＋R＋闇 （内）にぶい橙 40 勘 7。内外面に黒色部分

（外）明赤褐
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29 小型襄 口14.8 底4.6 B+R+¥1/+W' （内）にぶい橙～橙 70 No.7 • 8。疇ケズリ内外面に黒色部分
高13.1 胴15.2 （外）橙～赤橙

30 小型甕 口(15.4)胴（18.2)B+R多渭 明赤褐 35 No.12 • 13。

31 小型甕 底5.9 B+R渭＋H'＋砂少 （内）にぶい橙 20 No.84。底部ケズリ胴部外面に黒色部分
（外）明黄橙

32 甕 口(17.0) B+R+W 明赤褐 口縁 25

33 甕 口(18.0) B+R+W+W' 橙 口縁 10 No.37。外面風化

34 小型壷 口(14.o) B渭＋礫多 橙～黒褐 口縁 20

35 高坪 口(17.0) B+R+W 橙 口縁 25 No.94。口縁端部面トリ外面の風化が著
しい

36 甕 底(6.0) B+R+W渭＇＋砂少＋醤 （内）にぶい橙 15 No.76。疇ケズリ鵬訊面に黒色部分
少 （外）橙

37 高坪 口16.7 B+R+W 橙 70 No.53。坪部風化外面に黒色部分

38 高坪 口(14.1) 調12.6 B+R少＋屑十H'少 橙 70 臓部内外面に黒色部分
高10.6

39 高坪 口19.0 調13.6 B+R+W+W' （内）橙～にぶい橙 70 No.28。坪部外面に黒色部分
高15.2 （外）赤橙～橙

40 高坪 口18.0 調13.8 B+R渭多 （内）明赤褐 80 No.30. 
高14.8 （外）明赤褐～橙

41 高坪 口(19.5) B+R多＋H （内）橙 40 No.100。
（外）橙～にぶい橙

42 高坪 口18.6 騎113.6 B+R+W多 （内）明赤褐（外）明 100 No.24。口縁部内面に帯状の黒色部分
高15.7 赤褐～橙～浅黄橙 （重ね焼きの痕跡？）

43 ミニチュ 底3.5 B+R多＋H （内）明赤褐（外）橙 60 No.21。
ア

44 ミニチュ 底3.2 B+R+W （内）橙 60 No.47。内外面に黒色部分
ア （外）にぶい橙

45 ミニチュ 底3.0 B+R+W 橙 80 No.106。
ア

46 ミニチュ B+R十川 明赤褐 90 No.92。胴部外面に黒色部分
ア

47 小型壷 B+R+W 橙 肩部 20 No.46。風化

48 均 口(12.2) 底3.3 B+R+W+W' 橙 80 No.1。
高14.7

49 高坪 口(22.0) B少＋R渭＋W' 橙 坪部 10

50 高坪 口(20.1) B+R+W （内）明赤褐 坪部 25
（外）にぶい赤褐

51 高坪 口(18.4) B+R渭少 橙 坪部 40 No.22。口縁端部面トリ

52 高坪 口(18.9). B+R+W+W' 明赤褐 坪部 90 No.26。内外面に黒色部分

53 高坪 口(19.6) B+W+W' （内）橙（外）明赤褐 坪部 50 内外面に黒色部分

54 高坪 口(17.0) B+R多＋H 橙 暉 20

55 高坪 口(18.0) B+R+W （内）橙 坪部 25 No.34。
（外）にぶい橙

56 高坪 口(19.0) R+W 橙 嘩 25 No.27 • 64。口縁端部付近外面のエ具痕明
瞭

57 高坪 口(20.0) B+W 明赤褐 口縁 20 No.32。

58 高坪 口18.2 B+R+W 明赤褐 坪部 70 内面に黒色部分
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59 高坪 B+R+W少 橙 坪部 20

60 高坪 R多＋柑 にぶい黄橙 坪部 30 恥64。内面風化

61 高坪 B+R+W （内）明赤褐（外）橙 坪部 40 No.18。

62 高坪 B少斗W少 橙 70 恥93。

63 高坪 B＋関＋砂少 橙っ 70 No.87。

64 高坪 脚(13.4) B+litN' 橙 疇 10 No.74。

65 高坪 脚17.6 B+R+l'I 浅黄橙～橙 60 No.101 • 105。

66 高坪 脚14.0 B+W十屑' （内）明黄褐～橙 脚部 70 No.95。内外面に黒色部分
（外）明黄褐～黒

67 高坪 脚(13.2) B多＋R+関多＋W' 橙～明黄褐 脚部 60 No.60。

68 高坪 B+R＋闇 （内）明赤褐（外）橙 脚部 70 No.96。

69 高坪 B+W （内）明赤褐 脚部 60 No29。
（外）にぶい橙

70 高坪 B+R+¥11 （内）赤橙 脚部 70 No.63。
（外）にぶい橙

71 高坪 B+R+W 橙 疇 70 No.97。

72 高坪 口(17.8) 脚10.9 B少＋R濯少 （内）橙～明赤褐 40 No.17 ・89。台付椀？外面に黒色部分

高13.3 （外）橙～にぶい橙

73 台付鉢 口14.8 B+R渭多＋ii' （内）にぶい赤褐 70 No.109。外面に黒色部分
（外）にぶい橙～明
赤褐

74 台付鉢 口15.8 胴16.5 B+R+W 明赤褐 70 No.2。外面下半と内面に黒色部分が廻る

75 褻 口(18.6) B+R+W にぶい橙 口縁 40 No.58。内面に黒色部分

76 甕 口19.3 胴23.3 B+R+W （内）橙 60 No.llO。胴部外面下半に黒色部分
（外）灰白～浅黄橙

77 甕 底7.0 W渭＇＋礫多 橙～にぶい橙 疇 50 蒻周辺に粘土貼付

78 甕 口19.2 胴25.8 B+R+W にぶい橙 60 N叫4・15・16・23。内外面に黒色部分

79 甕 B+R+W濯＇＋砂少 （内）橙（外）明橙 15 No.11。丸底底部ケズリ外面に黒色部
分

80 甑 口(22.1) B+R多＋屑濯＇ 明赤褐 15 No.56。口緑部外方に折り返し後、指頭

| i 
押内外面に黒色部分

に立ち上がり、幅0.12~0.44m、深さ0.06mの壁溝が北壁中央部を除いてはぽ全周している。カマ

ドは東壁に構築され、全長0.92m、焚き口幅0.50mを測る。袖部は地山が掘り残され、「ハ」の字

に開いている。燃焼部は不整方形を呈している。火床面には灰が堆梢し、よく焼けている。煙道部

は削平されているものと思われる。貯蔵穴はカマド南側の南東コーナ一部に設置されている。不整

隅丸方形で、南北l.Olm・東西0.77m、深さ0.79mの規模をもつ。ピットは 4基検出され、すべて

柱穴である。特別な施設は確認されていないが、壁溝が途切れている北壁中央部が人口部と想定さ

れる。隣接している第66号住居跡とは出土遺物の年代にそれほどの差が認められず、両者の関連は

興味深い。遺物は貯蔵穴周辺部からおもに出土し、士製不明品］点も検出されている。ほかに縄文

土器14片がある。

- 540 -



"1 

f 
° 06 
Os 

◎ 
~- II 15 

◎[/) 

゜
,_ ¥II¥ 

｀ 
＾ 

I¥ ¥¥ _s' 

＝＝＝＝＝＝＝＝ 

0| 

B B' E E' 
33 1m 33.1m 

冒 冒□``麟`` ―``̀ ¥＼`` 疇`＼ 瓢
A A' 

C' 

゜
2m 

第79号住居跡

1 褐色士 焼土・炭化物粒子少量含む。黄褐色土プロック状。

しまりあり。

2 褐色土 1より少量の黄褐色土混入。

3 褐色土 炭化物多く含む。黄褐色土少星混入。しまりあリ。

4 黄褐色士 炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

5 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む。黄褐色土若千混入。

しまりあり。

6 暗赤褐色土 焼土堆積。炭化物若干含む。しまりあり。

7 黒褐色土 炭化物のうすい堆積。

第79号住居跡カマド

A 褐色土 焼土若干、炭化物粒子多く含む。黄褐色士混入。

しまりあり。

B 褐色土 焼土・炭化物粒子多昼含む。しまりあり．

C 橙色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)主体。

D 灰褐色土 灰主体。炭化物、焼土粒子・プロック多く含む。

しまり弱。

E 赤褐色土 焼土面（火床面）。

F 暗褐色土 焼土粒子・プロック (5mm)わずかに、炭化物粒子

多く含む．黄褐色士少量混入。しまりあり。

第425図第79号住居跡
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゜
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第426図 第79号住居跡出土遺物（1)

第79号住居跡（第426• 427医）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口11.2 高5.5 B+R多渭 橙 100 No.10。外面に黒色部分

2 坪 口11.4 高5.2 B+R多＋H （内）にぶい橙 95 No.13。外面に黒色部分
（外）橙

3 坪 口11.3 高5.6 B+R多渭 橙 100 No.1。口縁端部面トリ 内外面に黒色部
分

4 坪 口11.8 高5.6 B多＋R多渭 橙 100 No.11。口縁端部面トリ

5 坪 口12.4 高5.0 B+R多＋W+W' （内）淡橙（外）橙 100 No.7。口縁端部面トリ 外面に黒色部分
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第427図 第79号件居跡出上遺物(2)

6 坪（ミニ 口6.8 高3.5 B+R多惰 橙 90 駆。外面に黒色部分

チュア）

7 坪 口11.0 高5.2 B+R多濯 橙 80 No.12、貯蔵穴。

8 坪 口(12。7) B少＋屑 疇 口縁 20 赤彩

， 坪 口10.4 高4.3 B+R多＋H 橙 90 詢2見口縁端部面トリ 外面に黒色部
分

10 坪 口(12.0) 高4.8 B+R多 にぶい黄橙 25 カマ凡口縁端部面い） 外面に黒色
部分

11 坪 口(12.4) 高(5.0)R 橙 30 風化著しい

12 高坪 口16.7 脚11.2 B+R多＋H 橙 95 No.16 • l 7。
高11.8 

13 高坪 口17.5 脚11。9 B+R多＋闇 橙 90 拗。17。口縁端躙訃リ
高12.6

14 甕 口(17.6) B多＋R＋屑 （内）灰褐 25 No.5。
（外）明褐灰

15 小型甕 口13.1 胴(15.0) B+R多＋屑 橙 40 No2。胴部外面に黒色部分

16 高坪 口17.0 B+R多＋H 橙 70 嵐15。

17 壷 底8。2 胴31.2 B+R+W多 （内）にふい褐 20 No.18。胴部外面に黒色部分
（外）橙

18 甑 口25.1 B+R多＋屑 （内）橙 30 No.14。
（外）浅黄橙～橙

19 甑 底（10.0) B+R+¥!/＋礫少 橙 疇 10 恥14。

第80• 92号住居跡（第428図）

ン一388 • 389、い一388• 389Gridに位置し、北半が発掘区域外にかかっている。新旧閃係は第

92号住居跡が第80号住居跡よりも新しい。 2軒のそれぞれの辺は、方位にほぱ合致している。

第92号住届跡の西壁付近を調査のための排水溝によって削平してしまったので、規模は明確では
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第428図 第80• 92号住居跡

ない。第92号住居跡は一辺が5m前後で、深さは0.10~0.14mを測る。第80号住居跡壁は深さ0.36

~0.41mを測り、第92号住居跡よりも深い。 しかし東壁が第92号住居跡床面下に検出されていない

ことから、一辺が3.20~3.80m程度と推定される。

第80号住居跡の壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.33~0.66m、深さ0.10~0.21mの壁溝が全周し
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第430図 第92号住居跡出土遺物

□ 
□/  

11 

↑0cm 

二 7

ロニ
ている。 ピソトは 2基検出されている。カマド・炉跡・貯蔵穴等は確認されていない。遺物は後世
のものが混入し、明確に伴うものは高杯形土器 3点、甕形土器 1点、臼玉 1点、刀子 1点である。
第92号住居跡の壁はほぽ垂直に立ち上がり、壁溝ははほ‘全周している。壁溝の規模は、幅0.17~
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第80号住居．n （第429図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(14.0) H多 灰 20 ピット 1。回転糸切り離し

2 椀 口13.0 底6.6 B+W＋礫少 灰褐 75 ピット2。回転糸切り離し

高3.0

3 高台付椀 台(8.8) R多渭 橙～にぶい橙 下半部 30 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

焼成不良

4 高台付椀 台6.0 B+W 褐灰 20 No.6。回転糸切り離し

5 坪 底(6.0) H 灰 疇 10 回転糸切り離し

6 坪 口(12.6) B+R少廿化少 橙 40 内面風化

7 小型甕 口(12.0) 胴12.3 B多＋R多＋H 橙～にぶい黄橙 上半部 25 ピット 2。

B 高坪 口14.4 B+R多濯 橙 70 No.2。 坪部内面に黒色部分

， 高坪 口19.2 胴18.8 B+R+W 橙～明赤褐 95 No.l。口縁端部・臓端部面トリ 坪部に

高15.9 黒色部分

10 高坪 口14.B 臓12.6 B+R+W+W' （内）明赤褐 90 No.3。坪部外面に黒色部分

高15.0 （外）明赤褐～橙

11 甕 口17.8 底6.4 B+R渭＋砂少＋礫少 にぶい橙～にぶい 90 No.4。胴部外面下位に黒色帯、その下は

高31.7 胴21.0 赤褐 変色

第92号住居 ，n (第430図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（匁） 備 考

1 坪 口（11.6) R多＋H 橙 20 風化著しい

2 坪 口12.6 高5.6 B+R多＋H （内）褐～暗褐 85 全体に黒色

（外）褐～黒

3 坪 口12.0 高6.2 B+R渭少 明赤褐～にぶい橙 100 No.2。 内面に黒色部分

4 坪 口(13.3) 高6.0 B+R多＋H （内）明赤褐 100 No.1。

（外）明赤褐～橙

5 坪 口(14.0) B+R+W+W' 橙 ロ縁 10 口縁端部は弱いヘラアテによる面トリ

6 壷 口(18.0) B+R+¥tl+W' 橙 口縁 10 口縁端部面トリ 外面風化著しい

7 高坪 調（9.2) B+R+W+II/' 橙 脚部 60 ピット 1。

8 甕 底(8.0) R+W渭＇＋礫多 橙～にぶい黄橙 底部 25 疇ケズリ麒隅色

0.28m、深さ0.13~0.20mを測る。ピットは南西コーナ一部壁際に 1基のみ検出されている。カマ

ド・貯蔵穴等は確認されていない。遺物は少なく、杯形土器が中心である。また東壁溝の底面直上

から土製勾玉 1点が出土している。

第81号住居跡（第431図）

ヒー391• 392Gridに位置し、床面近くまで削平されている。第82号住居跡・第 3号掘立柱建物
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第81号住居跡カマド

A 褐色土 焼上・炭化物粕子、焼上プロック (5mm)多く含む。しまりあり。

B 褐色土 焼土・炭化物絞＋、焼上フロック (5mm)若干含む。しまりあり。

C 黄褐色上 焼土・炭化物粒子、焼土プロック (5~10mm)多く含む。しまりあり。

D 灰色上 灰層。焼土・炭化物粒子多く含む。しまり弱。

E 黒褐色土 炭化物主体。灰、焼土粒子多く含む。

F 黒褐色土 炭化物、焼十粒子多址含む。

G 黒褐色土

゜
2m 

第431図第81号住居跡
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第432図 第81号住居跡出土遺物

第81号住居跡（第432図）
No. 器種 大きさ（c国） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 口(20.0) H 灰 20 つまみ部分欠損

2 蓋 口(21.O) H 灰 10 

3 坪 口12.8 H少＋針 灰 40 回転糸切り離し

4 坪 底(8.0) R+W 橙 疇 25 回転糸切り離し 酸化焔焼成

5 坪 口(14.4) B+R+W+W' 橙～にぶい黄橙 40 風化

6 皿 口(15.0) B+W少刈＇少 橙 20 風化

7 坪 口15.0 B+R+l'I 橙 25 ロ謁部ヘラアテ 放射状暗文

8 皿 ロ(15.0) B+R多＋W+W' 橙 30 放射状暗文

， 坪 口(16.0) B濯＋W' 橙 20 口縁端部ヘラアテ

10 甕 口(14.0) 胴16.2 B+W濯＇ 橙～にぶい赤褐 口縁 10

11 琵 口19.0 B多＋R多＋w＋砂少＋橙 30 
礫少

跡と重複し、新旧関係は第82号住居跡よりも新しく、第 3号掘立柱建物跡よりも古い。平面形態は

台形を呈し、覆土は暗褐色士である。炭化物。焼土粒子、砂粒、黄褐色土ブロックを少量含み、し

まり・粘性は弱い。規模は主軸辺3.80~4.39m・南北4.12m、深さ0.04~0.08mを測り、主軸方位

を N-87°-Eに向けている。壁溝は廻っていない。カマドは東壁に構築され、全長0.72m、焚き

口幅0.65mを測る。燃焼部が壁外に掘り込まれ、鶏卵形を呈している。袖部は確認されていない。

火床面は摺り鉢状に窪み、炭化物・焼土粒子が堆積している。貯蔵穴は検出されていない。ピット
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は8基検出され、柱穴は各コーナ一部近くに掘り込まれている。なかでもカマドの前面にカマド幅

の間隔でピットが存在している点は興味深い。遺物は少ない。

第82号住居跡（第433図）

ヱー391、ビー390• 391 • 392、モー390• 391 • 392Gridに位置し、北コーナ一部からカマドにか

けて噴砂の亀裂が東西方向に走っている。この影響によって、床面が噴砂の亀裂に向かってなだら

かに傾斜している。第81• 84 • 98号住居跡、第 2 • 3号掘立柱建物跡、第 3号溝と重複している。

新旧関係は第84• 98号住居跡よりも新しく、第81号住居跡、第 2 • 3号掘立柱建物跡よりも古い。

第 3号溝との新旧関係は明確ではない。規模は主軸辺7.3lm・短辺7.12m、深さ0.03~0.23mで、

主軸方位は N-41°-Wを測る。壁は傾斜をもって立ち上がり、幅0.18~0.22m、深さ0.09~

0.14mの壁溝が途切れながらもほぼ全周している。カマドは北西壁に 2基並んで構築されている。

東側に位置しているのがカマドAで、煙道部先端の天井が残存し、焼土化している。煙道部底面に

は噴砂の亀裂によって段差が生じている。全長2.42m、焚き口幅0.45mを測る。袖部は地山が掘り

残され、燃焼部で若干すぼまっている。火床面は窪みをもち、炭化物が堆積している。西側に位置

しているカマドBは燃焼部が壁外に掘り込まれ、袖部は確認されていない。全長2.58m、焚き口幅

第82=•一 上（第434図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口11.4 高4.2 B+R+W 橙 95 外面黒色

2 坪 口(11.8) B+R渭少惰’少 浅黄橙 45 

3 坪 口(14.0) B+W+W' 橙 25 

4 坪 口(16.0) R+W+W' 橙 15 

5 坪 口(12.0) B+R+W+W' 橙～黒褐 10 

6 坪 口(18.0) B+R+W 橙～褐灰 40 

7 壷 口12.8 B+R少刈 褐灰 口縁 80 内外面黒色

8 甕 口(20.0) B渭多 橙 口縁 35

9 窺 口(19.6) B+R+W 黄橙 口縁 75 口緑部内面に黒色部分

10 甕 口(20.0) B+W多 橙 口縁 10

11 甕 口16.8 底4.6 B+R渭＋砂少 （内）にぶい赤褐 50 底部ケズリ 外面に黒色部分残
高26.8 （外）橙

12 甑 底(9.0) B+R+W 浅黄橙 底部 20 カマドB。風化が著しい

13 這 上螂．o B+R+W にぶい黄橙 20 カマド。

14 支調 上螂．5 B+R+W にぶい黄橙 25 

15 這 上端2.2 下端8.8 B多＋R惰＋W' （内）橙（外）黄橙 100 カマド。 外面にカマドニ次焼成による
高19.1 粘土付着

16 支脚 上端2.5 B多＋R渭＋W' にぶい橙 40 カマド。カマドニ次焼成による粘土付着
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二

第82号住居跡カマドA

八 褐色上 焼上・炭化物粒子少最、黄褐色士多最含む。

B 褐色土 焼十・炭化物粒了少呈、黄褐色十少呈含む。

C 褐色土 焼士・炭化物粒子、黄褐色土わずかに含む。

D 褐色士 焼七粒千多く、炭化物粒子少最含む。赤昧帯びる。

E 渇色十 焼土粒子・プロック (5~10mm)多く、炭化物粒子少巖含む。

・［三：：言：口□9三□
し 褐色土混入。

J 黒褐色土 炭化物居。焼土・炭化物粒子多く含む。軟質。

k 黒褐色上 炭化物層。焼上プロック堆積。

L 黄褐色土 焼上・炭化物粒千、焼士プロック少呈含む。砂質。

第82号住居跡カマドB

A 褐色土 焼土粒子・焼上プロック(JO~20mm)、炭化物粒子少贔

'̀ : ]::: 、］；：沫；：5:百□□］含む

灰ブロック状。

G 灰色上 焼土粒子少塁、白色砂粒—F含む。攪乱彩繹。

目 褐色上 焼土粒千・プロック (5~10mm)多暦、炭化物粒了

わずかに、灰少抵含む。

゜

第82号住居跡ピット 2

］ 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少呈、黄褐色上多く含む。

2 黒褐色土 焼土・炭化物粒子多く、焼J_プロック少昌含む。

3 褐色士 焼土・炭化物粒子少最、焼土プロック含むロ

2m 第82号住居跡ピット3

］ 褐色士 焼土・炭化物粒子少量、黄褐色土ブロック多く含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色土プロック少星含む。

3 黒褐色上 焼十，．炭化物粒子多蘊、黄褐色土プロック少羅含む。

4 黄褐色上 焼士・炭化物粒子わずかに含む。

第82号住居跡
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第434図 第82号住居跡出土遺物

0.58mを測る。火床面中央部はピット状に掘り込まれ、）火が溜っている。 2基のカマドの内、地山

が掘り残されている袖部をもつことからカマド Aが住居跡構築時のもので、カマドBは新たに設置

されたものと考えられる。一方の袖部は共有し、他方ぱ燃焼部をより外方に掘り込んでいる。その

ため燃焼部は歪な形態を呈している。貯蔵穴はカマド東側の北コーナ一部に設置されている。南北

0.82m・東西0.76m、深さ0.43mを測る円形である。ピソトは 4基検出され、すべて柱穴である。

遺物は比較的少なく、土錘 1点、釘 2点のほかに、縄文土器6片が出土している。

第83。99号住居跡（第435図）

ヒ 396 • 397、モー396• 397Gridに位置し、土取りによる削平のため残存状態はよくない。祈

旧関係は第83号住居跡が第99号住居跡よりも古い。
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第83号住居跡

l 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少羅混入。粘性やや弱ロ

第99号住居跡

［ 暗褐色土 焼上・炭化物粒子少量混入。粘性やや弱。

第99号住居跡貯蔵穴

］ 暗褐色土 焼土粒子・ブロック (3~5mm)、炭化物粒子少是含む。しまりあり。

2 暗褐色土 焼士粒子・ブロック (3~5mm)、炭化物粒子少呈含む。しまりあり。

黄褐色七ブロックが部分的に集中。

3 暗褐色土 焼土粒子・ブロック (3~5mm)、炭化物粒十多く、黄褐色土ブロック

わずかに含む。しまりあり。

4 暗褐色上 焼土粒子、炭化物粒子わずかに、黄褐色土プロック状に多く含む。

しまりあり。

5 暗褐色土 焼土粒子少量、炭化物粒子多く、黄渇色土粒子わずかに含む。

しまりあり。

6 暗褐色土 焼士・炭化物粒子わすかに、黄褐色土フロック少凪含む。しまりあリロ
第99号住居跡カマド

A 暗褐色土 焼上粒子多呈、炭化物粒子少星含む。しまり・粘性やや弱。

B 暗褐色上 焼十粒子多呈、炭化物粒子少呈含む。

c 暗褐色士 焼土・炭化物粒子多呈含む。

D 暗黄褐色土 焼土・炭化物粒子少呈含む。

第435図第83• 99号住居跡
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第437図 第99号住居跡出土遺物(2)
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第438図 第83号住居跡出土遺物

第83号住居跡は一辺が4m前後で、深さは0.02~0.04mを測る。ピットが1基検出されているの

みで、カマド・貯蔵穴。壁溝等の施設は確認されていない。出土遺物も少ない。

第99号住居跡の南側は発掘区域外にかかり、規模は東西5.75m、深さ0.08~0.09mで、主軸方位

は N-3°-Eを測る。壁溝は廻っていない。カマドは北壁に構築され、全長1.32m、焚き口幅

0.55mの規模をもつ。袖部は地山を掘り残し、「ハ」の字に開いている。火床面は緩やかな窪みを

もっているが、中央部だけはやや深い。貯蔵穴は南東コーナ一部に設置され、東壁に接している。

南端は発掘区域外にかかり、東西1.40m、深さ］．Olmを測る。ピソトは 4某の内、 3基が柱穴であ

る。遣物はカマドおよび貯蔵穴周辺部から出土し、土師器のほかに石錘 1点、土錘 1点、土王 1

点、縄文土器 1片がある。

555 -



第83号住居跡（第438図）
No. 器種 大きさ（C囮） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 高坪 口(18。4) B+R多＋H 赤褐 暉 30 内外面に黒色部分

2 高坪 脚14.0 B+R+W 量少し にぶい赤褐 脚部 60 内外面に黒色部分

3 甕 底6.7 胴22.2 B+R惰＋砂少 （内）にぶい橙（外） 70 胴部外面下半黒色
黒褐～にぶい橙

第99号住居跡（第436• 437図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口（14.0) B+R多＋H （内）浅黄橙（外）橙 30 

2 坪 口（14.0) B+R+W+W' 橙 20 No.6。

3 坪 口(13.8) B柑＋屑＇ 浅黄橙～褐灰 口縁 10 口縁端部ヘラアテ 風化が著しく調整
不明瞭

4 椀 口9.4 高5.7 B+R+W （内）暗赤褐（外）赤 100 No.10。胴部内面に黒色の付着物
胴10。3 褐～にぶい赤褐

5 坪 口14.0 高6.0 B+R+W 明赤褐 90 

6 坪 口(13.8) B+R+W 橙 10 

7 椀 口(14.0) B+R濯＋屑＇ 橙～にぶい橙 上半部 20

8 鉢 口12.6 底7.6 B+R濯＋砂多 （内）にぶい赤褐 100 No.11。疇ケズリ
高10.3 胴14.4 （外）にぶい橙， 小型甕 口（14.0) 底4.8 B+R＋附砂多＋礫多 にぶい橙 40 
高17.6 胴16.3

10 甕 口(18.0) B十屑＋屑＇多 にぷい橙 上半部 20 疇内面の風化が著しく、器面は剥離

11 甕 口(18。O) 胴24.0 B+R＋屑＋砂如礫少 （内）にぶい褐 40 No.12。胴部外面中位に黒色の帯が廻る
（外）にぶい褐～褐

12 甕 底(8.4) B+R柑＋砂少＋礫少 にぶい橙 底部 25 No.4。疇ケズリ

13 甕 口20.8 底6.2 B+R多＋屑＋砂少＋礫 （内）にぶい橙（外） 95 No.9。胴部外面下位黒色
高30.6 胴23.6 少 褐灰～にぶい橙

14 甑 口20.0 高14.2 B+R多＋N （内）赤褐～明赤褐 60 No.8。
（外）明赤褐

15 大 口(23.6) 底6.3 B+R多＋闇 （内）にぶい赤褐 70 No.7。疇ケズリ 醗訊面に黒色翻
高18.2 胴24.0 （外）明赤褐

16 甕 口23.8 B+R＋屑＋砂少 （内）にぶい橙～黒 60 No.5。口縁部に黒色部分
（外）にぶい橙～褐
灰

17 大塁凜 B+R舟＋砂少サ礫少 にぶい赤褐～明赤 15 No.4。外面に黒色部分
褐

第84号住居跡（第439図）

モー390。391、セ 389 • 390。391Gridに位置している。噴砂の亀裂によって、床面には段差が

生じている。第72• 82 • 85 • 86 • 98号住居跡と重複している。新旧関係は第85• 86号住居跡、第98

号住居跡よりも新しく、第72• 82号住居跡よりも古い。大型の住居跡であり、主軸辺9.12m・短辺

7.97m、深さ0.18~0.29mの規模を測る。主軸方位を N-3°-Eに向けている。壁はほば垂直に

立ち上がり、幅0.08~0.21m、深さ0.04~0.06mの壁溝が北東コーナ一部と西壁中央部に確認され
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第440図 第84号住居跡出土遺物（1)
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第441図 第84号住居跡出土遺物(2)

ている。カマドは北壁に構築され、重複および噴砂の影響によって煙道部は明確ではない。袖部は

地山を掘り残し、さらに外側に甕形土器（東側 3個体、西側 1個体）を倒立させて補強している。

- 560 -



第84号暉跡（第440• 441医1
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(12.0) 高3.9 B+R+W+W' 橙～浅黄橙 20 橙・浅黄橙土のマーブル状胎土

2 坪 口(12.0) B+R少渭少渭＇ にぶい橙 10 口縁端部弱いヘラアテ

3 坪 口(12.0) 高(4.0)B+R少惰＋川＇ にぶい黄橙～黒褐 40 

4 坪 口(12.0) B+W+W' にぶい黄橙 40 風化により調整小明嫌

5 坪 口12.2 高4.2 B+R+W 黄橙 90 No.12。

6 坪 口(22.8) 高(4.5)B+R+W+W' 橙 40 No.25。

7 坪 口(13.0) B+R+W+W' 橙 10 

8 坪 口13.2 高4.8 B多＋R渭 （内）橙 100 No.22。口縁端部沈線
（外）橙～黄橙， 坪 口(12.0) H渭'+砂 橙 口縁 15

10 坪 口(14.0) B+R+W 灰白 10 内面は風化が著しく調整小明

11 坪 口12.0 高4.7 B+R+W+W' （内）黒 95 No.23。内面黒色
（外）にぶい褐

12 坪 口(12.0) B+R+W+W' 橙 30 口縁端部ヘラアテ

13 坪 口(14.0) B+R渭少 浅黄橙 20 

14 坪 口(14.0) 高（4.0)W にぶい黄橙～黒褐 30 

15 椀 口(14.0) 高(7.0)R多＋H 橙 30 内面の風化が著しい

16 鉢 口(28.0) B+R多＋W+W' 橙 口縁 20 No.13。

17 鉢 口(20.0) B+R+W+W' 浅 10 

18 甕 口(16.0) B+R多＋川十W' 浅黄橙 口縁 20

19 壷 口(20.0) B+R+W多 橙 口縁 25 風化が著しい

20 甕 口(20.0) B+R渭少 橙 口縁 15

21 甕 口(20.2) B多＋R+W＋礫少 （内）橙 口縁部 40No.6。
（外）にぶい赤褐

22 甕 口18.6 B多＋R渭 浅黄橙 口縁部 50

23 甕 口21.8 B+R少濯＋砂少 にぶい褐 40 内外面に黒色部分

24 甕 口21.4 B多＋R+W＋砂多 明黄褐 35 No.l。口縁部内面に黒色部分

25 甕 口15.4 B多＋R渭＋砂少 （内）にぶい黄橙 25 No.3。
（外）橙～にぶい黄
橙

26 甕 底5.5 B多＋R惰多＋砂少 （内）にぶい褐 65 No.2・4。内外面に黒色部分
（外）橙～にぶい橙

27 甕 口20.6 B多＋R+W多＋礫少 橙 70 嵐5。胴勁直黒色

28 甕 底2.8 B多＋W＋砂多 （内）黒褐 30 No.26。疇ケズリ 内外面黒色
（外）にぶい黄褐

29 台付鉢 台13.4 B+R+W にぶい黄橙 調部 80 No.27。内外面に黒色部分

30 這 下端12.6 B+R渭＋礫少 黄橙 20 No.11。
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「ハ」の字に開き、焚き口幅は0.27mを測る。燃焼部から、石製子持勾玉が出土している。また石

製臼玉 6点の内、 4点がカマド周辺から検出されている。このことからカマドに関連した祭祀行為

が行なわれていた可能性が高い。ピットは 2基検出され、いずれも柱穴である。貯蔵穴は確認され

ていない。南西コーナ一部南壁際には粘土が堆積している。用途。性格等は明確ではない。遺物は

カマドおよび粘土堆積部から出土し、土錘 1点、）］子 1点、不明鉄製品 1点、磨石 1点 (9.1X 

] 1. 7 X 2. 0cm • 250 g)、編物石 6点のほか、打製石斧 3点、凹石］点、須恵器4片、縄文土器 9片

がある。

第85号住居跡（第442図）

セー390• 391、スー390• 391Gridに位置している。第77。84• 86号住居跡、第 3号井戸跡、第

21号土坑と重複し、新旧関係は第86号住居跡よりも祈しく、第77• 84号住居跡、第 3号井戸跡より

も古い。第21号土坑との新旧閃係は明らかではない。規模は主軸辺6.45m ・長辺7.05m、深さ0.06

~0.14mで、主軸方位は N-37°-Wを測る。土取りによる削平を受けているため浅く、壁溝は廻

っていない。カマドは北壁に構築され、全長2.04m、焚き口幅0.73mの規模である。袖部は地lllが

掘り残され、燃焼部は鶏卵形を呈している。摺り鉢状に掘り窪められ、火床面にば焼土・炭化物・

灰が堆積している。貯蔵穴はみられず、ピットは 4基確認されている。遺物はカマド周辺部および

中央部から出土し、臼玉 1点、編物石1]点も検出されている。脚部が「ハ」の字に開いている大型

の高杯形土器は特異な形態である。また酸化焔焼成で、須恵質の壺形土器の存在ぱ注目される。

第86号住居跡（第445図）

セー391、ス 391Gridに位置し、重複している第84。85号住居跡よりも古い。一辺 5m前後の

規模と推定され、削平によって、深さは0.12~0.14mと浅い。主軸方位は N-66° W を測る。壁

溝は廻っていない。カマドが西壁に構築されている数少ない例である。煙道部先端が攪乱され、焚

き口幅0.20mを測る。袖部は確認されていない。燃焼部は鶏卵形を呈し、火床面はよく焼けてい

る。貯蔵穴は認められず、ピットは 1基のみ検出されている。遺物はカマドを囲むように出土して

いる。土師器のほかに、不明鉄製品 1点、縄文土器 1片がある。

第87号住居跡（第447図）

スー39]、ン 390 • 391Gridに位置している。第 3号井戸跡と重複し、新旧関係は古い。規模は

主軸辺5.0lm・長辺5.25m、深さ0.10~0.18mで、主軸方位は N-33°-Eを測る。壁はほぼ垂直
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l 褐色 l 焼 1・.・1尖化物お"i(わすかに、偵掲（り上・白色．士却―r
名く含む。しまリあり。

2 暗掲（f!t? 焼し粒了・プJJゾク（ふ～心 111111) 、炭化物粋~千少星合む。

しまり戌り。

:, 陪褐色上 焼［粒了・フJJ、‘}｝） （：炉on1111)、炭化物粒f多く、

灰わすかに含むぐしまリあ IJ,

4 暗褐色j 焼し拉子~フJJヅク（応］（）111111) 、炭化物粒千多く、

I火少足含む「』しまりあり C

5 暗褐色＿し 焼十粒了．j[！ック (3~5IIIIll) 、i火化珈粒—f•、J天多笙含む。

やや軟質n

G 凡褐色i＿ 焼十粒了．jI Iツり (4~10IIl[ll)、炭化物料I『多応

／火オ）すかに含む。しま 1]あり。

7 黄褐色＿j_. 焼＿1＿•炭化物粒了わずかに含むC しまりあり．．
8 暗褐色上 焼．l..炭化物拉了わすかに含む。しまりあり 9』

第442図第85号住居跡
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゜
10cm 

33 

34 

第444図 第85号住居跡出土遺物(2)

第85号住居跡（第443.444屈I)
No. 器種 大きさ(C・) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪（ミニ 口7.1 高3.4 B+R+W 橙 75 外面に黒色部分
チュア）

2 坪 口11.2 高3.6 B+R少渭少 橙 100 No.23。 外面全体黒色

3 坪 口11.3 高(3.4) B+R+W 橙 50 内外面に黒色部分

4 坪 口(11.0) B＋屑 橙 口縁 40 No.18。

5 坪 口(10.4) 高3.6 B十屑 橙～にぶい橙 25 口縁端部ヘラアテ

6 坪 口(11.8) B+R+W 赤褐 40 内外面に黒色部分

7 坪 口11.3 高4.2 B多＋R少渭 浅黄橙 80 No.9。風化

8 坪 口11.1 高3.8 B+R+W （内）橙～にぶい赤100 No.2。内外面黒色
褐（外）橙， 坪 口(10.4) B+R多＋W 橙 40 口縁端部ヘラアテ

10 坪 口(11.8) B+R少＋H少 橙～黒 40 カマド。口縁端部ヘラアテ沈線

11 坪 口12.3 高4.2 B+R少渭少 浅黄橙 90 口唇部沈線内外面黒色風化

12 坪 口10.9 高4.3 B+R+W （内）橙～にぶい橙 100 No.17。口縁端部面トリ 内外面に黒色
（外）にぶい橙～橙 部分
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13 坪 口(12.0) 高4.7 B+R+W 橙～黒褐 15 口縁端部ヘラアテ沈線

14 坪 口(13.0) B多惰 灰白 20 カマド。内面風化

15 坪 口(12.2) B+R+W にぶい赤褐 35 No.8。放射状暗文

16 坪 口11.3 高4.9 B多＋R多惰 橙 95 No.8。外面に黒色部分

17 鉢 口11.2 高7.2 B+R＋屑 （内）黒褐 100 No.10。内外面黒色
（外）にぶい橙

18 坪 口(12.0) B+W 灰白～にぶい橙 30 口縁端部ヘラアテ沈線

19 坪 口(12.0) B+R少惰 灰白～灰黄褐 20 口縁端部ヘラアテ

20 坪 口(13.3) 高5.2 B+R多＋H 橙 70 No.15。

21 坪 口(17.3) 高6.2 B渭少 暗赤褐～にぶい橙 40 内外面に黒色部分

zz 坪 口(19.0) B多＋W 橙 口縁 15

23 壷 B少＋R少＋屑 赤褐～明赤褐 70 No.4。肩部に爪の圧痕酸化焔焼成

24 高坪 口17.9 調19.1 B+R多＋肖 嘩（内）赤黒～明70 No.16。坪細痺黒色

高14.5 赤褐（外）明赤褐

臓部—明赤褐

25 高坪 臓13.3 B+R渭 橙 40 No.7。

26 高坪 調（13.0) B+W+W' 橙～灰白 調部 40

27 甕 口19.5 底4.3 B+R多渭 （内）赤（外）橙～赤80 No.11。 胴部外面に黒色部分 底部木葉

高29.5 痕

28 甕 口(14.0) B多＋R＋屑 橙 口縁 40 No.21。肩部内面に粘土紐積み上げ痕明
瞭

29 甕 口15.2 胴(18.0) B+R+W 橙 30 No.12。外面に黒色部分 口縁部に穿孔

30 甕 口20.3 B+R十川 橙～にぶい橙 60 No.1。

31 甕 底5.2 B+R+W 橙 30 嵐12。底部ケズリ 胴部外面に黒色部
分

32 甕 口(17.9)胴(20.6)B+R+W （内）黒褐 40 内面は全体に黒色

（外）にぶい黄橙

33 這 上．8 下端5.0 B+R+W 橙 100 

高14.5

34 支臓 上 .0 下．3 B+R+W 橙 100 No.22。外面に黒色部分

高22.2

に立ち上がり、幅0.14~0.28m、深さ0.02~0.08mの壁溝が南東コーナ一部を除いてほぼ全周して

いる。カマドは北壁に構築され、全長0.81m、焚き口幅0.56mの規模をもつ。袖部は地山が掘り残

され、燃焼部は方形を呈している。煙道部は削平されているものと思われ、燃焼部に比べて幅が狭

いタイプのものであろう。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に設置され、 Plと接している。

円形で、南北0.81m・東西0.71m、深さ0.43mを測る。ピットは 4基検出され、すべて柱穴であ

る。壁溝が廻っていない南西コーナ一部には土坑状の落ち込みが認められている。用途・性格等は

明確ではない。遺物はカマド周辺部から出土し、甕・甑形土器の煮沸形態がまとまっている。また

南西コーナ一部西壁際に、編物石35点が集中して検出されている。ほかには、須恵器16片、縄文土

器4片がある。
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第86号住居跡カマド

八 黄褐色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)、炭化物粒子、褐色上多く含む。

しまりあい

B 掲色上 焼土・炭化物粒子多く含む。しまりあり。

C 掲色土 焼上・炭化物粒千わずかに含む。しまりあり。

゜
2m 

第445図第86号住居跡

第86号住居跡（第446図）
No. 器種 大きさ（C皿） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口14.0 高4.8 B+R多＋屑 橙 70 外面にカマドニ次焼成による粘土付着

2 鉢 口13。6 高6.2 B+R多＋W少 橙 95 No.7。外面に黒色部分

3 高坪 口(16.2) B+R多＋W濯' 明赤褐 坪部 30 No.2。

4 高坪 口14.8 脚(10.8) B+R濯＋W' 明赤褐 80 No.1。 坪部外面に黒色部分
高11.0

5 高坪 B+R＋屑サl' 明赤褐 30 No.11。内外面に黒色部分

6 高坪 口(15.4)脚(10.0)B+R多＋H濯＇ 明赤褐 45 No.12。
高10.8

7 甕 口15.0 底5.4 B+R+¥'I+W' にぶい褐 95 No.9。内外面に黒色部分
高18.5 胴15.6 

8 甕 口19.0 底6.8 B+R舟＋砂少 にぶい橙～褐 80 No.5・10・13・14-15。胴部外面下半黒色
高27.8 胴23.6 部分多 カマドニ次焼成による粘土付

着， 甕 口(19.6) 底7.0 B+R+W＋砂少 （内）にぶい褐（外） 60 No.3。疇ケズリ 寧外面上位に黒色
高26.0 胴22.8 にぶい橙～赤褐 剖玲が残、下位は熱を受けて赤く変色・

剥離粘土紐積み上げ痕
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第446図 第86号住居跡出土遺物

第88号住居跡（第450図）

ン一392。393、い一392• 393Gridに位置している。規模は主軸辺4.93m・長辺4.97m、深さ

0.28~0.36mで、主軸方位は N-4°-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁溝は南西コーナ

一部および北壁西半をのぞいて、ほぽ全固している。幅が0.12~0.32m、深さは0.04~0.08mであ

る。カマドは北壁に構築され、全長1.14m、焚き口幅0.40mの規模である。袖部は地山を低く掘り

残したものを基部としている。燃焼部は隅丸長方形で、 立ち上がりは住居跡の壁と一致し、壁外に

は至っていない。火床面はよく焼け、灰が堆積している。煙道部は短い。支脚は基部が生焼けの状

態で、 カマドで焼成した可能性がある。貯蔵穴は南東コーナー部に設置され、南北0.82m・東西

0.90m、深さ］．53mを測る。方形を呈し、 3段に掘り込まれている。
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第87号住居跡

1 黒褐色十． 炭化物多呈含む。しまリ・粘性弱。

2 黒褐色七 炭化物少罷含む。 1よりしまリ・枯舛ややあり。

3 褐色上 炭化物粒子微巖含む。しまりややあリ。

4 暗褐色土壁溝毅上。

量

゜
2m 

第87号住居紡カマド

A 褐色土 炭化物粒子微量含む。しまりややあり。

B 暗褐色土 焼土ブロック多量含む。

C 褐色土 焼土粒子、炭化物少旦含む。

D 灰層 焼土粒子多呈含む。

E 褐色土 焼土粒子、炭化物多盤含む。

F 褐色土 Eより焼土粒子、炭化物多呈含む。

第87号住居跡貯蔵穴

］ 暗褐色土 焼土プロック少最含む。しまりあり。

2 褐色土 焼土・炭化物粒子微屎含む。しまりあり。

第447図第87号住居跡
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第449図 第87号住居跡出土遺物(2)

第87号住居 亦（第448• 449図）
No。器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.8) B多柑＋W' （内）黒褐 30 
（外）明黄褐

2 坪 口(14.0) 底(4.5)B+R多判 疇 30 No.6。口緑端部面トリ 内面黒色

3 坪 口(12.0) 高(4.5)B+R＋屑・トW' 黒褐 70 

4 坪 口(14.O) B少濯瑾＇ 橙 10 

5 坪 口(20.0) B+W 橙 口緑 10

6 甕 口(20.0) R多＋11 橙 口縁 10 内面風化

7 小型甕 口(15.0) 商16.0 B+R惰＋W'＋砂少 にぶい橙 70 疇内外面全体に黒色

8 鉢 ロ(32.2) B+R+W十柑＇ 浅黄橙 ロ縁 30 No.7。内外面に黒色部分

， 甑 口(31.6) B多＋R渭＋W' （内）灰黄褐 ロ緑 30 No.5。内外面に黒色部分
（外）浅黄橙

10 翫 底(9.6) B+R渭＋闇＇ （内）褐灰 疇 30 土坑。
（外）明褐灰

11 翌 口18.8 底5.1 B+R多渭＋礫少 橙～にぶい橙 50 No.3・4。内外面に黒色部分
高34.0

12 甕 口(18.2) 底46 B+R多＋w＋砂少＋礫橙～にふい橙 90 
高(37.3) 少
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第452図 第88号住居跡出土遣物(2)

第S8号住居跡

l 灰褐色土 焼七・炭化物粒子少批含む。黄褐色上、灰色粘質土混入。

しまリあり。

2 褐色土 焼士・炭化物粒子少晟含む。多呈の黄褐色上、灰色粘質上混入。

しまりあり。

3 褐色土 焼土ー炭化物粒子多く含む。しまりあり。

4 炭化物集中堆積層 焼土粒子含むロ

5 暗褐色土 焼土ー炭化物粒千若千含む。しまりあり。

6 褐色土 焼上粒子・プロック (3~5mm)、炭化物粒子多錯含む。

しまりあり。

7 黄褐色土 焼土ー炭化物粒了わずかに含む。しまりあり。

8 橙色土 焼土賠。炭化物粒子少鼠含む。褐色士況人。

9 黒褐色上 灰陪。焼土，炭化物粒子若干含む。軟質。

10 掲色上 ブロック状。混入物なし。しまリあし）。

11 褐色上 灰多屋含む。しまりあリ，．

12 黄褐色＿十 焼tプロック (5~10mm)含む。しまりあり U

13 黄褐色十 焼土，炭化物粒千若干含む。灰色粘質上混入＂

14 暗渇色十 炭化物粒子わすかに含む。灰色粘質上多く混入 n しまりあり。

15 黄渇色＿t 灰色砂少品混入。しまりあり＂

第88号住居跡貯蔵穴

1 褐色上 焼上・炭化物粒子わすかに含む。黄褐色土、

灰色粘土若1・混人。しまりあり口

2 茶褐色上 焼上粒千わすかに、炭化物粒子多鼠含む。

黄褐色上少星、灰色粘土若干混入。しまりあり。

3 茶褐色土 焼上・炭化物粒子少巌含む。黄褐色土プロック状。

しまりあり。

4 茶褐色土 焼上・炭化物粒子少最含む。しまりあり。

5 灰褐色上 地111か？。混人物なし。砂質強。

6 暗褐色上 しまりあり。

~P4が柱穴である。床面にはほぽ全面に貼床が施されている。カマドと対向する位置には、「コ」

の字状に貼床が隆起している。「コ」の字に囲まれている内部も堅くしまっており、この部分が入

D部と考えられる。遺物はおもに、カマド・貯蔵穴。入口部から出土している。出土位置は明確で

はないが、土製模造鏡 1点、土王］点、ミニチュアの甑．壺形土器が検出されている。このことか

ら、なんらかの祭祀行為が行なわれていたことが推定される。ほかに須恵器40片、灰釉陶器 1片、

編物石 1点がある。

第88号住居跡の周辺にはピットが配されている。住居跡の南東コーナ一部・南西コーナ一部に重

複しているものも含めて10基、また 3mほど離れた地点からも 5基検出されている。これらのピソ

トは掘立柱建物跡の柱穴とも規模が異なり、規則性も認めることができない。第88号住居跡との関

連や用途・性格等は明確ではない。
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第88号住居跡（第451• 452屈）
No. 器種 大きさ（C園） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 坪 口12.4 底6.0 B+R+W 橙 100 No.l。

高5.6

2 坪 口12.3 高5.2 B+R＋屑＋屑＇ 橙 95 No.5。

3 坪 口12.8 高5.4 B+R多柑 疇 100 嵐6。

4 坪 口12.3 高5.2 B+R＋屑 にぷい黄橙 95 内外面に黒色部分

5 坪 口(13.0) 高5.0 B+R＋屑＋闇' 橙 25 貯。

6 坪 口12.2 B+R+li+W' 橙 70 貯。

7 坪 口(13.0) R多惰 橙 30 

8 坪 口13.0 高5.8 B+R にふい橙 90 貯蔵穴。口緑端部面トリ

， 坪 口(12.7) 高6.0 B+R＋屑渭＇ 黄橙 80 N認。

10 坪 口12。6 高5.9 B+R+W 赤橙 95 No.9。外面は黒色部分多く剥離部分あり

11 坪 口13.1 高6.1 B+R＋船屑＇ （内）橙～にぷい赤 75 No.8。口縁部内面は黒色

褐（外）にぶい黄橙

12 坪 口(14.0) R＋屑瑾＇ にぶい橙～黒 10 貯蔵穴。

13 坪 口(14.0) B+R多＋11' 橙 40 ロ緑端部面トリ

14 坪 口(14.0) 高5.5 B+R+W 橙 10 口縁端部ヘラアテ面トリ

15 坪 口(12.0) B＋屑 にぶい橙 25 

16 坪 口(14.8) B+R+¥ii+W' 橙 10 口縁端部ヘラアテ面トリ

17 甑（ミニ 口（7.0) 底(3.4) B+R多＋屑 橙 25 口緑端部面トリ 穿孔

チュア） 高3.5 孔(1.0)

18 壷（ミニ 胴6.2 B+R+W 浅黄橙 80 内面赤彩 外面に黒色部分

チュア）

19 柑 胴14.4 B+R多＋関 橙 35 

20 支脚 上端5.3 下端7.4 B+R+W 明赤褐 90 No.11。カマド焼成粘土付着下位は

高16.8 生焼け状態

21 甕 口15.1 B+R+W 橙 口縁 70 貯蔵穴。

22 鉢 口15.8 底5.6 B+R+W 橙 75 No.13。

高15.2 胴17.1

23 甕 口(16.7)胴(20.6)B+R＋闇＋礫少 （内）にぶい黄橙 30 胴部外面に黒色部分

（外）橙

24 甕 口(21.2)胴(21.6)B+R+W にぶい黄橙 口縁 40 No.10。胴部外面に黒色部分

25 甕 底7.1 B+R濯＋W' （内）黒褐（外）橙 疇 90 貯蔵穴。

26 甕 口27.0 B+R濯＋砂少 橙 40 No.13。

27 甑 口(20.0) 底(5.0)R多廿l濯＇ 橙～浅黄橙 20 恥3。底部付近外面に粘土折り返し

高13.6
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- 576 -



第89号住居跡（第453図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 蓋 口(16.0) H 灰 5 

2 坪 底(8.0) W 暗灰～にぶい赤褐 底部 40 回転糸切り離し焼成不良

3 坪 口(14.4) 底6.3 B渭＋W'＋礫少 灰 55 貯蔵穴。回転糸切り離し
高5.3

4 坪 口13.4 底6.8 B+W＋砂少 灰 90 貯蔵穴。回転糸切り離し口縁端部ヘラ
高3.7 アテ

5 高台付椀 台7.6 B+W多 灰白 疇 100 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

第9_Q号住居跡（第455図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(15.4) 高（3.5)B+R多＋H （内）明赤褐 30 No.1 • 2。外面に黒色部分
（外）赤褐～黒褐

2 甕 口(18.2) B渭＋砂少 黒褐～にぶい赤褐 50 No.4。内外面とも全体に黒色

3 甕 口(19.8) 胴34.0 B+R多＋H 橙 10 No.5。胴部外面に黒色部分

4 甕 底9.8 B+R渭＋砂少 （内）にぶい赤褐～ 15 No.1。内面に黒色部分
赤褐（外）明赤褐

5 襄 口19.8 B+R渭＋砂少 （内）にぶい赤褐～ 15 No.1。内外面に黒色部分
明赤褐（外）明赤褐
～にぶい赤褐

6 甕 口(21.0) B+R渭＋砂少＋礫少 （内）明赤褐（外）橙 10 

7 甕 口20.6 底5.6 B+R多t¥tit砂多＋礫 浅黄橙～橙 60 No.3。胴部外面に黒色部分
高31.8 胴20.8 多

第89号住居跡（第453図）

モー397、セー396• 397Gridに位置している。土取りによる削平を受けているため、北壁および

壁溝の一部が確認されているに過ぎず、深さは0.01~0.05mとたいへん浅い。規模は東西4.36m• 

南北5.16mで、北壁の方位は N-75°-Eを測る。幅0.14~0.18m、深さ0.04~0.09mの壁溝が、

北壁および南壁の一部に廻っている。西壁には壁溝の痕跡が認められている。貯蔵穴が南西コーナ

一部に設置されている。南北1.23m・東西1.21m、深さ0.16mで、不整円形を呈している。ピット

は1基確認されている。遺物は少なく、須恵器19片の内、図示し得るものは 5点である。ほかに刀

子 1点が検出されている。

東半部では第28~30号土坑と重複しているが、新旧関係は明らかではない。特に第28号土坑は位

置および形態から、第89号住居跡のカマドの可能性もある。しかし覆土には炭化物粒子が比較的多

贔に含まれているが、焼土粒子が少量であることから、明確ではない。

第90号住居跡（第454図）

ヒー393• 394、モー393• 394Gridに位置し、土取りのため床面近くまで削平されている。覆土は

暗褐色土で、しまり・粘性が弱い。規模は主軸辺5.06m・短辺4.93m、深さ0.02~0.07mで、主軸

方位は N-7°-Wを測る。幅0.11~0.15m、深さ0.06~0.08mの壁溝がほぽ全周している。カマ
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第90号住居跡

1 黒褐色七

2 褐色土

3 褐色上

4 黄褐色土

5 暗褐色土

灰層。焼士・炭化物粒子多く含む。しまり弱。

焼土粒子・ブロック (5mm)、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

焼上粒千・ブロック (3mm)若干含む。しまりあ 1J。

焼土・炭化物粒了わずかに含む。しまりあり。

焼上粒子・プロック (3mm)、炭化物粒子若干含む。しまりあり。

゜
2m 

第90号住居跡貯蔵穴

1 褐色上 砂粒少醤、炭化物粒子微焙含む。粘件欠。

2 暗黄褐色＿十 砂粒少最、炭化物粒千微足、黄褐色十ープ1コック(10mm)多塁含む。

粘件欠。

2' 暗黄渇色t '1'i褐色士プ「］ック少最含む。

3 褐色上

第454図第90号住居跡
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！ 

ドは北壁に構築され、全長0.76m、焚き口幅0.50mの規模をもつ。袖部は地山が掘り残され、燃焼

部は方形を呈している。火床面はよく焼けている。煙道部は削平され、幅が燃焼部に比べて狭いタ

イプのものである。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に設置されている。円形で、南北5.03 m 

・東西5.08m、深さ0.49mを測る。ピソトは 6基検出され、 Pl~P4が柱穴である。カマド両脇に

位置しているピソトの用途は明らかではない。遺物は少なく、貯蔵穴および周辺部から出土している。
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第456図 第91号住居跡

第91号住居跡（第456図）

ヒー392• 393Gridに位置し、南半部が発掘区域外にかかっている。削平によって、深さは0.06

~0.15mと浅い。規模は主軸辺3.31mで、主軸方位は N 75° W を測る。南北は 4m前後と椎測

される。壁は傾斜をもって立ち上がり、幅0.07~0.llm、深さ0.05~0.07mの壁溝が北東コーナー

部を除いてほぱ全周している。カマドは西壁に構築され、全長0.69m、焚き口幅0.45mの規模をも

つ。袖部は地山か掘り残され、燃焼部は方形を呈している。火床面はよく焼けており、煙道部に向

かって緩やかに傾斜している。煙道部は削平されているものと思われる。貯蔵穴は北東コーナ一部

に設置され、 この部分には壁溝が廻っていない。南北0.73m・東西0.76m、深さ0.61mを測る円形

である。 ピットは 6基検出されている。遺物はカマドおよび周辺部から出土し、後懺のものも混入

している。

第93号住居跡（第458図）

スー394• 395、ンー394• 395Gridに位置し、調査のための排水沿によってカマド周辺部を削平

している。規模は主軸辺3.90m・短辺3.80m、深さ0.02~0.14mで、 主軸方位は N-69°-Eを測

る。壁は傾斜をもって立ち上がり、壁溝は廻っていない。カマドは 2甚構築されている。東壁に構

築されているカマドAは、全長1.56m、焚き口幅0.68mの規模をもつ。燃焼部が壁外に掘り込ま
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第457図 第91号住居跡出土遺物

第91号住居跡（第457図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 口12.8 高5.3 B+R+W （内）暗赤褐～明赤 100 No.3。口縁端部面トリ沈線 内面に黒色
褐（外）にぶい橙 の付着物外面に黒色部分

2 坪 口12.2 高4.7 B+R多＋H にぶい橙 80 No.7。口縁端部面トリ 外面に黒色部分

3 坪 口12.4 高4.8 B+R多渭 にぶい橙 50 No.6。口縁端部面トリ 外面に黒色部分

4 坪 口12.8 高5.1 B+R+W+W'少 にぶい橙 75 口縁端部面トリ沈線

5 坪 口(12.6) 高5.2 B+R+W 橙 45 口縁端部面トリ

6 坪 口(12.4) B+R多＋H にぶい橙 20 口縁端部面トリ

7 坪 口(11.8) B+R+W 橙 20 No.1。口縁端部面トリ

8 高坪 口11.8 調8.2 B+R+W にぶい橙 90 llo.9。口縁端部面トリ沈線
高7.7， 高坪 口11.8 調8.4 B+R+W にぶい橙 80 No.10。口縁端部面トリ 脚部に黒色部
高7.4 分

10 高坪 臓9.0 B+R多渭 橙 30 No.2。

11 甑 口23.4 B+R内少渭＇少 橙 50 No.4。粘土紐積み上げ痕

12 椀 口(13.0) 底6.2 B+R渭＋礫少 （内）橙 95 No.8。回転糸切り離し
（外）にぶい赤褐

13 皿 口(14.0) 底6.2 B渭＋礫少 褐灰 15 回転糸切り離し

14 皿 口13.9 底6.4 B＋佑礫少 褐灰 95 回転糸切り離し
高1.7 
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第93号住居跡

］ 暗褐色士 焼土粒子・プロック (3~5mm)、炭化物少菫、

白色砂粒子多く含む。しまりあり。

2 茶褐色ナ 焼上粒子・ブロック (5~10mm)、炭化物若干含む

（部分的に集中入しまりあり。

げ 暗茶褐色十 焼土粒子・ブロック (5~10mm)、炭化物多く含む。

しまリあり。

4 ,¥,'褐色土 焼t粒了ー、炭化物わずかに含む。しまりあり。

ロ 陪茶褐色L 焼＿！粒了、炭化物わずかに含む。しまりあり。

6 暗褐色上 焼土粒子・プロック (5~10lllln)若干、炭化物粒子

少最含む。しまリあり。

7 黒褐色上 焼土粒子・プロック (5~10nIIII)、炭化物粒子多く含む。

しまりあり。

8 褐色七 焼十粒千、炭化物多く含む。しまリあり。

9 黒褐色上 炭化物恩。焼上プロック(JO~20mm)、荼褐色」一

ブロック混人。しまりあり。

10 暗茶褐色土 焼十:.炭化物粒千若干含む。プロック状に堆枯。

しまりあり口

第458図第93号住居跡

れ、不整楕円形を呈している。摺り鉢状に掘り窪められ、火床面はあまり焼けていない。袖部は確

認されていない。北壁に構築されているカマドBは、全長0.61m、焚き口幅0.23mの規模をもつ。

燃焼部は長鶏卵形を呈し、摺り鉢状に 2段に掘り窪められている。火床面はあまり焼けていない

が、炭化物が堆積している。袖部は確認されていない。カマド Bの両脇にはそれぞれピットが検

出されている。明確ではないが、カマドとの関連が想定され、興味深い。 2基のカマドの併用。先

後関係は明らかにできない。貯蔵穴は 2基のカマドに挟まれている北東コーナ一部に東壁に按し

て、 2基並んで設置されている。カマド Aの北側の貯蔵穴Aは鶏卵形で、南北0.70m・東西
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第460図 第93号住居跡出土遣物(2)

0.53m、深さ0.22mを測る。カマドBの東側の貯蔵穴Bは方形で、南北0.95m・東西1.02m・深さ

0.24mを測る。 2基の貯蔵穴A・Bの位置から、それぞれカマドA・Bに対応しているものと推測さ

れる。遺物はカマドA・貯蔵穴A・貯蔵穴Bからそれぞれ出土している。

第461図 第94号住居跡カマド周辺
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第93号住居跡（第459.460図）
No. 器種 大きさ（暉） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 皿 口7.0 底6.7 B+R濯＋屑＇ 橙～灰 50 歪みが著しい 酸化焔焼成 回転糸切
高2。2 り離し

2 皿 口13.8 底6.2 B濯＋礫少 暗灰 85 No.10。カマドB。回転糸切り離し
高2.0

3 皿 口14.0 底5.8 B+R＋屑＋1i’＋礫少 橙～灰 70 No.5。貯蔵穴。回転糸切り離し 焼成不
高2.7 良

4 皿 口(15.4) 底7.2 B+R多＋H少 橙～灰 60 No.11。風化が著しい酸化焔焼成 回
高3.1 転糸切り離し

5 坪 口(12.4) 底5.9 B少濯 灰 50 No.12。回転糸切り離し
高3.8

6 坪 口(12.0) H 疇灰 10 

7 坪 口(13.0) R渭＋礫 灰黄～灰 10 焼成やや不良

8 坪 ロ(14.0) R濯＇多 にぶい橙～灰白 10 

， 坪 口(14.0) B+W 灰 20 

10 坪 口(14.0) R多＋柑＋礫 橙 5 焼成不良

11 坪 口(15.0) 伯礫 橙～灰黄 10 焼成不良

12 坪 口(14.0) 闇 灰 10 カマド。

13 坪 口(14.0) 屑 灰 ロ緑 10 ロ疇のみ輝（傾きは不正確）

14 皿 口(13.6) 底(8.0)W 灰 30 回転糸切り離し
高2.0

15 坪 口(14.8) R多舟 にぶい橙 30 回転糸切り離し 焼成不良

16 高台付椀 口(13.3) 台6.9 B+W＋附＋礫 灰 60 No.8。9・貯蔵穴。回転糸切り後、高台ナ
高6.1 デッケ

17 高台付椀 口(14.4) 台6.9 B舟＋礫 灰 50 No.1・150回転糸切り後、高台ナデッケ
高5.8

18 高台付椀 口14.4 台7.4 B濯多＋w'＋礫少 （内）黒（外）橙～黒 70 No.13。酸化焔焼成 回転糸切り後、高
高5.9 台ナデッケ

19 高台付椀 台8.0 B濯多 灰 疇 60 回転糸切り離し後、高台ナデッケ 底
部変形

20 高台付椀 台6.4 R＋屑 灰白 疇 100 No.12。回転糸切り離し後、高台ナデッ
ケ

21 高台付椀 台(7.0) B+R+W 灰白 疇 40 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

22 甕 口(16.0) B+R濯＋礫 橙 口縁 20 嵐4。

23 襄 底6.0 B+R+W （内）橙（外）黒 疇 100 疇—方向のケズリ

24 台付甕 台(10.0) B+R＋柑 橙 疇 30

25 甑 W多＋1i' 灰 下部 20 No.14。

26 甕 口(20.0) B+R少＋1粁柑' 橙 ロ縁 10 恥3・17。

27 甕 口20.5 高6汀 B+R+'II 橙～にぷい橙 口縁 50

28 甕 口(19.2) B惰渭’少 （内）赤褐 10 嵐3。外面に黒色部分
（外）にぶい赤褐

29 翌 口(21.5) 胴23.2 B+R+W （内）明赤褐（外）橙 15 No.6。内外面に黒色部分
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第94号住届跡

］ 渇色七

2 褐色十

3 炭化物屑

焼土粒子、炭化物少呈含む。しまリあり。

焼土粒子~ブロック (3mm) 、炭化物粒子若千含む。

部分的に黄褐色土プロック混入。しまりあり。

焼上粒子若干含む。しまり弱。もろい。

4 焼土ブロック厨 炭化物若干含む。

5 暗黄褐色土 焼土ブロック (5~10mm)、炭化物粒子若干含む。

しまりあり口

゜
2m 

6 黄褐色土 焼土・炭化物粒了わずかに含む。しまりあり。

7 茶褐色土 焼士プロック(10~20mm)多く、炭化物若F含む。

しまりあり。

8 暗茶褐色士 炭化物粒子わずかに含む。しまりあり。

9 暗黄褐色土 焼士・炭化物粒了多く含む。しまリあり口

第462図第94号住居跡

第94号住居跡（第462図）

ヒ 395、モー395Gridに位置している。削平を受けて、深さが0.08~0.16mと浅い。覆土は暗

褐色土で、焼土・炭化物粒子を微量に含み、砂粒が混入している。しまり・粘性は弱い。規模は主

軸辺4.33m・長辺4.49mで、主軸方位は N-80°-Wを測る。幅0.14~0.24m、深さ0.04~0.07m

の壁溝が北壁・南壁に廻っている。本住居跡はカマドが西壁に構築されている数少ない例である。

全長0.82m、焚き口幅0.30mの規模をもつ。南側の袖部は甕形土器を 3個体並べて芯とし、北側の

袖部は地山を掘り残して悲部としている。燃焼部は隅丸方形を呈し、摺り鉢状に掘り窪められてい

る。火床面はよく焼け、炭化物が堆積している。貯蔵穴はカマド北側に設置されている。 0.16~
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第94号住居跡（第463図）
No. 器種 大きさ(c璽） 胎土 色調 残存率（箕） 備 考

1 坪 口13.2 高4.0 B+R+W 明赤褐 100 No.3。

2 坪 口14.2 高4.0 B+R+W （内）にぶい褐 95 No.1。全体に黒色
（外）にぶい褐～橙

3 坪 口(14.4) 高4.6 B+R+W （内）黒褐 95 No.10。口縁部外面と内面は黒色
（外）橙～褐

4 坪 口12.2 高4.0 B+R+W にぶい黄橙 95 No.9。全体に黒色

5 坪 口(14.0) B+R+W 橙 30 口縁端部ヘラアテ

6 坪 口(13.2) 高4.3 B+R+W 橙 40 内外面に黒色部分

7 鉢 口24.0 高9.5 B+R多＋H 明赤褐 80 No.2 • 5。

8 壷 口17.0 B+R+W+W' 明赤褐 20 No.7・カマド。内外面に黒色部分

， 甕 口20.2 B+R渭＋砂多＋礫多 （内）にぶい橙 35 カマド。内外面に黒色部分
（外）橙

10 甕 口21.4 B+R渭＋砂多1礫多 （内）にぶい橙 25 No.13。胴部外面は黒色
（外）橙

11 甕 口18.6 B+R少渭＋砂少 にぶい黄橙 15 No.12。内外面に黒色部分

12 甕 口18.6 B+R渭＋砂少＋礫少 橙 20 No.11。

13 甑 口25.0 底9.0 B多＋R+W 橙 95 No.6。穿孔 (2孔1対） 外面端部に黒
高30.2 色部分

0.20mほど南北0.64m・東西0.78mの方形に掘られ、さらに中央部は東西0.39m • 0.36mの円形に

0.30mほど掘り込まれている。ピットは 1基のみ検出されている。遺物は貯蔵穴および周辺部から

出上している。士師器のほかに、須恵器 2片、編物石 1点がある。

第95号住居跡（第464図）

ヒー394• 395Gridに位置している。土取りによる削平を受けて、深さが0.10~0.17mと浅い。

南半部は発掘区域外にかかり、また発掘区域内も大部分が攪乱を受けている。規模は一辺3.14mを

測る。壁はほぽ垂直に立ち上がっている。幅0.12~0.18m、深さ0.05~0.06mの壁溝がほぽ全周し

ている。カマド・貯蔵穴・ピット等の施設や貼床は確認されていない。遺物も少なく、土師器のほ

かに編物石 1点が出土している。

第96号住居跡（第465図）

モー395• 396、セー395• 396、スー395• 396Gridに位置し、璽複している第97号住居跡・第 4

号掘立柱建物跡よりも古い。規模は主軸辺6.56m・短辺6.54in、深さ0.10~0.18mであり、周辺の

ものと比べて、比較的大型の住居跡である。主軸方位は N-10°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立ち

上がっている。幅0.13~0.34m、深さ0.05~0.14mの壁溝が、所々途切れながらもほぽ全周してい

る。カマドは北壁に構築されているが、重複している第 3号掘立柱建物跡によって攪乱されてい

る。規模は不明である。袖部は地山が掘り残されているものと思われる。火床面はよく焼け、灰が
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第464図 第95号住居跡・出土遺物

第95号住居跡（第464図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口11.0 高4.2 B多＋R+W+W'少 （内）灰白～浅黄橙 95 No.1。外面に黒色部分
（外）浅黄橙～明黄

褐
2 坪 口(13.0) B+R+W 浅黄橙～黒 25 

3 椀 口(18.0) B多＋R+W にぶい橙～灰褐 口縁 10

4 甑 底9.6 B多＋R+W+W'少 浅黄橙～黄橙 20 No2。外面に黒色部分

堆積している。貯蔵穴は南東コーナー部に接して設置され、この部分には壁溝が廻っていない。南

北1.25m・東西1.57m、深さ0.50mを測り、隅丸方形を呈している。ピットは 7基検出され、柱穴

はPl~P3とP3~P5の2つの組み合わせが考えられる。このことから、痕跡等は確認されてないも

のの、住居跡が拡張されている可能性もある。遺物は貯蔵穴およびその周辺部から多贔に出土し、

杯・高杯形士器が中心である。ほかに須恵器4片、編物石 l点、凹石 1点が検出されている。
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第96号住居跡

1 暗褐色土 焼上・炭化物粒子多星含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子微是含む。粘性欠。

3 暗褐色七 2より黒い。

第97号住屈跡

］ 賠褐色上 炭化物粒了．、苗褐色十プ[Jック少蟄含む。

冒 。 2m 

第96号住居跡カマド

A 暗褐色上 焼土プロック少氣含む。

B 焼上プロック屑ロ

C 灰層 炭化物多贔含む。

f) 暗掲色土 Aより焼上プロック含む。

第97号什居跡カマド

A 暗褐色＿十 焼十・炭化物粒千多最含む。

[] 暗褐色十 Aよリ焼士・炭化物粒千少址含む。

第465図第96• 97号住居跡
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第466図 第96号住居跡出土遺物（1)
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第467図 第96号住居跡出土遺物(2)
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第468図 第96号住屈跡出土遺物(3)

第96号住居跡（第466~468図）
恥． 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 偏 考

1 坪 口(11.0) R濯濯' 橙～黒褐 ロ緑 30

2 坪 口（14.0) B少+R少＋W濯’少 橙 10 

3 坪 口(14.0) B濯＋W' 橙 20 No.41。

4 坪 口(13.0) R+W 橙～黒褐 40 口縁端部弱いヘラアテ

5 坪 口(14.0) B+W 橙～黒褐 20 口縁端部弱い面トリ

6 坪 口(14.0) B+R+W 橙 20 ロ縁端部ヘラアテ面トリ

7 坪 ロ(14.0) W十屑＇少 橙～黒褐 25 口緑端部弱いヘラアテ面トリ

8 坪 口(14.0) B+R+W少 橙 30 
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， 坪 ロ(iZ.O) R多＋屑濯＇ 橙 40 内面風化

10 坪 口(15.0) B＋闇濯' 橙 口縁 30

11 坪 口14.0 高5.0 B+R＋屑渭＇少 （内）赤褐～明赤褐 100 No.60。内面に黒色の付着物と紅色の変

（外）明赤褐～橙 色

12 坪 口13.6 高5.0 B+R+W＋闇少 明赤褐 100 No.61。

13 坪 口14.4 高4.8 B+R多惰＋1i' 明赤褐 100 嵐63。器面風化

14 坪 口（14.0) B+R多惰＋W' 橙 20 

15 坪 口(16.0) B+R＋屑 橙 20 No.13。

16 坪 口14.0 底3.7 B+R濯濯＇少 橙 100 Nu6。

高5.0

17 椀 口(15.0) 底4.6 B+W+W' 橙 40 No.59。内面風化著しい

高5。1

18 坪 口15.0 底4.0 B+R多舟＋W' （内）明赤褐 100 No.64。器面風化

高5.0 （外）明赤褐～橙

19 椀 口(14.0) R 橙 30 No20。

20 椀 口(13.0) H多＋柑' 橙～黒褐 i5 No.30。

21 椀 口(13.0) R濯＋屑＇ 橙～にふい褐 40 嵐18。

22 椀 口(16.0) B+R多＋屑十屑' 橙 口縁 5 ロ緑端部面トリ 風化著しい

23 鉢 口(21.0) R+l'I 橙 10 

24 鉢 口21.6 底5.3 B+R渭＋ii'＋砂少 赤褐 95 No.67。口縁端部面トリ 内外面に黒色

高15.7 部分

25 鉢 口25.6 底7.9 B+R濯＋W'＋砂少 （内）明赤褐 100 No.8。胴部外面に黒色部分
高10.0 （外）赤褐

26 高坪 口18.2 臓13.4 B+R惰＋屑＇ （内）明赤褐 100 No.11。坪部内面に黒色の付着物 外面

高14.5 （外）明赤褐～橙 に黒色部分

27 高坪 口17.4 脚13.8 B+R+IHW' 明赤褐～橙 95 No.2。外面に黒色部分

高14.2

28 高坪 口18.2 脚13.4 B+R惰＋W' 橙～明赤褐 100 No.9。外面に黒色部分

高13.9

29 高坪 口17.4 脚13.6 B+R+'11+W' 赤褐 100 No.3 • 65。口縁端部面トリ 脚端部面ト
高13.6 リ 外面に黒色部分

30 高坪 口17.2 脚11.8 B+R濯多＋屑＇ 明赤褐 95 No.68。

高13.5

31 高坪 口17.0 脚12.8 B+R+W にふい赤褐 80 No.7。坪部・脚部接合面積拡大のため
高16.1 線刻（投鋲技法と同様）

32 高坪 口17.0 脚13.2 B+R+W十屑＇ 橙 95 No.12。口縁端部面トリ
高16.4

33 高坪 口17.0 脚13.8 B+R+Wt閉＋砂少 明赤褐 95 No.13。口縁端部面トリ
高17.3

34 高坪 口(17.0) B+R濯＋W' （内）明赤褐～にぶ 70 No.55。内外面に黒色部分

い赤褐

（外）赤褐～にぶい

赤褐

35 高坪 B+R＋柑十W' （内）明赤褐～にぶ 70 No.42。内外面に黒色部分
い赤褐

（外）赤褐～にぶい

赤褐

36 高坪 口(18.0) 尉H'少 にぶい赤褐 口縁 10 ロ縁端部ヘラアテ面トリ

37 高坪 口(20.0) B+R+W 橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ面トリ
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38 高坪 口19.4 脚18.8 B+R＋情濯＇少 明赤褐～橙 100 No.4。口縁疇面トリ麟麟暉トリ
高15.8

39 高坪 口(23.4) 脚18.6 B+R糧＋W'少 明赤褐 100 No.5 • 66。
高20.7

40 甕 口(12.0) H＋柑＇ 橙～にぶい黄橙 口縁 30

41 壷 口(18.0) B+R＋屑 橙～黒褐 口縁 15

42 甕 口(17.0) B瑾＋礫 にふい橙 口緑 25 No.10。

43 甕 口(17.6) B+R少濯＋W' にふい赤褐～黒褐 口縁 25 N認8。

44 壺 底6.0 関 橙 疇 80 疇ケズリ1鱈 l辺ナデ

45 褻 底6.6 R+'II にぶい赤褐 疇 50

46 壼 底8.0 R+W瑾＇＋礫 橙～にふい橙 疇 100 No,15。

47 甑 底（5.0) 孔(3.0) B+R多＋W十闇＇ 橙 疇 30 No.50。

48 壷 底8.4 R濯多 橙 疇 100 疇—方向のケズリ

49 甕 口(19.6) B+R濯＋W'＋礫 にぶい橙 口縁 20 No.44。

50 甕 口(20.0) ＼1+礫 橙～灰褐 口縁 20 No.39。

51 甕 口17.0 底(8.2) B+R瑾多＋砂多＋礫 にぷい橙～褐 85 No.56。胴部外面下半黒色
高29.0 胴23.6 多

第469図 第97号住居跡遣物出土状況
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第97号住居跡（第470図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 口18.6 高3.5 B+W 灰 100 No.4。外面右回転ヘラケズリ ツマミ端
部欠損

2 蓋 口(19.0) 高2.5 B濯＋'II' 灰 100 恥3。外面回転ヘラケズリ
つまみ5.0

3 坪 底(7.4) 柑 灰 30 回転糸切り後、周辺ヘラケズリ

4 盤 口19.0 高3.1 B+R廿l+t1' （内）橙（外）暗赤褐 95 No.14。
～明赤褐

5 坪 口(16.0) B+R＋屑 明赤褐～暗赤褐 5 

6 坪 口19.0 高4.5 B+R+W+屑＇ （内）暗赤褐～橙 90 No.8。放射状暗文 内外面黒色
（外）橙

7 甕 口(24.0) B+R多＋H濯＇ にぶい橙 口緑 20 No.5。

8 甕 口(16.0) B+W渭＇＋礫 にぶい橙 口緑 20 No.12。器面粗

， 壷 底6.5 胴24.4 B+R瑾＋W' 橙 90 No.l。 胴部外面に黒色部分 底部周辺
に粘土貼付

10 ミニチュ B+R+W 橙 10 カマド。底部ケズリ
ア椀

11 壺 底4.0 B+RHI 橙～黒褐 疇 50 No.11。疇ケズリ

第97号住居跡（第465• 469図）

セー395• 396Gridに位置し、第96号住居跡の中に構築されている。第 4号掘立柱建物跡とも重

複し、新旧関係は第96号住居跡よりも新しく、第 4号掘立柱建物跡よりも古い。規模は主軸辺

2.64m・短辺2.22m、深さ0.08~0.10mで、主軸方位は N-58°-Eを測る。壁はほぽ垂直に立ち

上がり、壁溝は廻っていない。カマドは東壁に構築され、全長0.76m、焚き口幅0.48mの規模をも

つ。燃焼部が壁外に掘り込まれ、不整方形で、摺り鉢状に掘り窪められている。住居中央部には円

形の土坑が確認され、東西0.49m。南北0.65m、深さ0.19mを測る。貯蔵穴・ピットは検出されて

いない。遺物はカマドおよび土坑周辺部から出土し、第96号住居跡のものも混入している。ほか

に、磨石 2点（12: 9.4 X 10. 7 X 2. 3cm • 330 g、 13:19.0X18.4X4.3cm • 1,865g)、編物石 4点が

ある。

第98号住居跡（第471図）

ヒー389• 390 • 391、モー389• 390。391Gridに位置している。住居跡中央部・東壁付近を調査

のための排水溝によって削平している。第72• 7 4 • 82 • 84号住居跡・第 3号掘立柱建物跡と童複し

ている。新旧関係は第72• 82 • 84号住居跡・第 3号掘立柱建物跡よりも古く、出土遺物から第74号

住居跡よりも新しい。上取りによる削平のため、深さは0.18~0.22mと浅い。一辺が7.0~7.5mと

大型である。主軸方位は N 9 °-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ち上がり、幅0.10~0.17m、深さ

0.06~O.llmの壁溝が南壁に廻っている。カマドは北壁に構築されているが、第72号住居跡との重

複のため、焚き口部のみが検出されている。焚き口幅0.38mを測り、袖部は痕跡のみ確認されてい

る。火床面はよく焼け、炭化物が堆積している。貯蔵穴はカマド東側の北東コーナ一部に設置され

ている。円形で、さらに中央部が掘り込まれ、また南部分が張り出している。東西1.25m、深さ
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第9S号住居跡

1 灰褐色土 焼土・炭化物粒子少巌含む。しまりあり口

2 黒褐色土 焼土・炭化物粒子多最含む。しまりあり。

3 黒褐色上 焼土粒子少巖、炭化物粒子多く含む。しまりあり。

4 褐色土 焼十・炭化物粒子わずかに含む。しまりあリ。

5 黄褐色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)わずかに含む。しまりあり。

6 灰褐色上 1に準する。焼土プロック (3~5mm)若干含む。しまりあり。

7 暗褐色上 焼＿十粒子・プロック (3~5mm)、炭化物若干含む口しまり・粘性あり。

8 赤褐色上 焼土ブロック層。灰混入。しまり欠。

9 黒褐色上 炭化物層。しまリ弱。 ゜
2m 

第471図第98号住居跡
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第98号住居跡（第472• 473区）
No。器種 大きさ(clll) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.2 高4.1 B+R瑾少 灰褐 95 No.3。口縁端部面トリ 脆い

2 坪 口14.0 高3.6 B+l/1十屑＇ 黒褐 95 No.10、カマド。口縁端部面トリ沈線
内外面黒色

3 坪 口(12.0) 高(3.9)R+W 橙～黒褐 20 口縁端部弱いヘラアテ

4 坪 口(11.0) B+R+W 橙 20 貼り床一括。

5 坪 口(13.0) B+R+W 橙 25 No.7。口縁端部ヘラアテ

6 坪 口(13.0) B+R+W+W' 橙 30 口縁端部弱いヘラアテ

7 坪 口13.0 高4.7 B+R+W 橙 85 嵐8・9。口縁端部面トリ沈線 外面に黒
色部分

8 坪 口(13。6) B+R+W 橙～浅黄橙 15 外面風化

， 坪 口(14.o) B+R+W濯＇ 浅黄橙～にぶい黄20 
橙

10 坪 口(14.0) B濯 橙 25 口縁端部弱いヘラアテ

11 坪 口(14.0) B＋屑 橙～浅黄橙 20 口緑端部弱いヘラアテ

12 坪 口13.6 高4.2 B+R+W多 赤褐 75 内外面に黒色部分 器面粗

13 坪 口(14。O) 高4.0 H+H' にぷい橙～褐灰 25 

14 坪 口(140) 高4。5 R少舟＋H＇少 橙 20 口緑端部弱いヘラアテ

15 盤 口(13.2) 高3.0 B多＋R にぶい黄橙 30 No.6。外面に黒色部分

16 坪 口(16.0) B少＋R＋屑十W'少 橙～浅黄橙 10 

17 高坪 口(18.0) B十関 にぶい橙～灰褐 坪部 10 口縁端部弱いヘラアテ

18 坪 口(14.0) R多柑 にぶい橙 25 口縁端部面トリ 外面風化

19 坪 口(12.6) B+R十川 橙 40 

20 坪 口(9.0) B+R多濯 橙 45 

21 坪 口(12.0) B+W 橙 20 

22 坪 口(16。0) R渭＋砂 橙 10 口縁端部面トリ

23 坪 口(13.2) 高3.6 B+R濯少 橙 60 外面に黒色部分

24 坪 口(12.0) B+W にぶい赤褐 25 口縁端部ヘラアテ

25 坪 口(13.0) B＋屑＋砂 橙 20 

26 坪 口12.6 付 灰 80 ピット 2。回転糸切り離し 火だすき
風の痕跡

27 鉢 口(19.0) B+R+W 橙 15 外面に黒色部分

28 椀 口(12.0) B+R+lv+W' 橙～黒褐 15 風化

29 鉢 口(11.2) 底3.2 B+R＋料 橙 20 口縁端部面トリ
高6.3 胴12.6 
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30 鉢 口(10.4) 胴13。2 B+R多渭 橙 25 

31 甕 口(14.0) B+R+W 橙 口縁 30

32 鉢 口(24.0) 高2.4 B+R＋屑 橙 口緑 10

33 ミニチュ 口(6。0) R+i/1 橙 20 風化

ア坪

34 ミニチュ 口(7.0) R+W にぶい橙 20 
ア椀

35 ミニチュ 口6.0 R+W 橙 25 風化著しい

ア椀

36 高坪 B+R＋柑 （内）にぶい褐 瞬~ 20 
（外）橙

37 鉢 口16.6 高11.7 B+RH/ （内）橙 90 No.11,疇は熱を受けて器面剥離
（外）橙～明赤褐 翻の黒色部分か残

38 鉢 胴12.0 B+R+W 橙 30 焼成後の穿孔胴部に黒色部分

39 壷 口(10.0) R＋屑 橙 口縁 25 風化

40 甑 口(18.0) 底5.4 B多惰 にぶい黄橙 30 外面に黒色部分

高17.4

41 甕 口(17.8) B+R＋屑＋砂少 橙 15 No.1。胴部外面に黒色部分

42 蒻 口(15.6)胴(20.6)B+R濯少 明赤福 30 No.14。

43 癒 口19.5 B+R濯＋礫多 橙 70 No.13、カマド一括。胴部外面下位黒色

44 甕 底8.1 胴22.4 ll+R+W少 （内）灰黄褐（外）橙 40 疇周辺に粘且紺底疇色

□ /  ＼ニ一軍 0 10cm 
ト―-- --1- 1 

第474図 第100号住居跡出土遣物

坪 I口(1言口」fB多 Ri:土 三 ほ）にぶい橙～黒褐 口緑 5

備考

坪 柑 灰 疇 20 I回転糸切り離し

0.27mを測る。ピソトは 2基確認されている。遺物はカマドおよび貯蔵穴周辺部から出土し、重複

している遣構からの混入品も認められている。石製勾王 1点、土製小王 3点、土錘 6点、編物石 2

点、石鏃 1点も検出されている。

第100号住居跡（第475図）

い 399 • 400Gridに位置し、第 2 • 3癸掘区にまたがっている。大祁分が発掘区域外にかかり、

東コーナ一部・西コーナ一部のみ確認され、それぞれ第 5• 10号溝と重複している。規模は推定で

東西5.80m・南北5.15mを測る。カマト・貯蔵穴・ピソトは検出されていない。
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第10 0号住居：化物 黄褐色土粒千少焙含む。砂註入。粘性屯七
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第475図 第100号住居跡
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(2) 掘立柱建物跡

第1号掘立柱建物跡

ヱー387• 388、

行 2間 (4.50m)

（第476図）

ヒー387• 388Gridに位置し、第67• 74号住居跡と重複している。桁行 3間X梁

の建物と考えられ、南面列が発掘区域外にかかっている。南側の梁行が長い台形

呵 `
3
 

A 

＼
 

A' 

l 
QI 

□ ！．．．  ¥’,..i ` •........... -•9‘’ 
．ヽ．ー．．．．．．．．

A331m 

a 
~.~ _9 9 9 

麟，自

艮cm 

゜
第1号掘立柱建物跡

1 暗灰褐色土 焼土粒子(5~lOu)、炭化物粒子、暗黄色土、粘土少量含む。

しまリ・粘性あり。

2 暗茶褐色土 焼土粒子(3mm)、炭化物粒子(3皿）少量含む。しまり・粘性あり。
3 茶褐色土 焼土粒子(10mm)、炭化物粒子(5mm)、暗黄褐色土ブロック(3~5..)

少量含む。しまり・粘性あり。

4 灰褐色土 砂主体。暗黄褐色土ブロック(211111)含む。しまリ・粘性欠。
5 暗褐色土 焼土粒子(lOu)、炭化物粒子(5mm)少量含む。しまり・粘性あリ。
6 暗黄褐色土 焼土粒子(1~2u)少量含む。しまり・粘性あり。

第476図 第1号掘立柱建物跡
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A33'm P, P, P、 A'

B331m P,, p, 1R  B 
― ― 第2号掘立柱建物跡

1 黒褐色土 粘性ややあり。

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少且、

黄褐色土ブロック(1cm)含む。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子微蘊、

黄褐色土ブロック少紘含む。

4 暗褐色土 2より黄色い。
c_ P。 p,2 p』:’

0 2m 

第477図 第2号掘立柱建物跡
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第3号掘立柱建物跡

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少量含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物・白色砂粒子若干含む。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子若干含む。

黄褐色土ブロック混入。

暗褐色土焼土粒子・ブロック、炭化物粒子、

黄褐色土ブロック若干含む。

焼土・炭化物粒子若干含む。

黄褐色土ブロック多量混入。

4
 

5 褐色土

゜
2m 

第478図 第3号掘立柱建物跡

を呈している。主軸方位は N-10°-Eを測る。柱間は梁行が2.25m、桁行は2.05~2.35mで、中

央 1間は狭い。柱掘形は方形を基本とし、平均0.87Xl.06mの規模である。深さは0.38~0.56m

で、概ね直に掘り込まれている。底面は平坦である。柱痕は 7基すべての柱穴から確認されている

が、直線的には並ばず、特に北面の梁行では著しい。柱材の歪みを柱痕の位置によって調整してい

るものと思われ、その影響を受けて、柱掘形も変形している。また柱掘形の方向は主軸方向とも異

なっている。柱痕は柱穴よりも深く掘り込まれ、覆土には少量の粘土が含まれている。遺物は重複

している遺構のものが混入し、明確に本掘立柱建物跡に伴うものかの判断はつかない。
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第4号掘立柱建物跡

1 黒褐色土 柱痕。焼土粒子多量、炭化物粒子少量含む。

黄褐色土ブロック混入。

2 暗褐色土 黄褐色土ブロック少量含む。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少量、黄褐色土ブロック多量含む。

4 暗褐色土 黄褐色土ブロック多量、褐色土粒子微量含む。

゜
2m 

第479図第4号掘立柱建物跡
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第480図 第5号掘立柱建物跡

第2号掘立柱建物跡（第477図）

ビー392、モー392• 393、セー392• 393Gridに位置し、第82号住居跡・第22号土坑と重複してい

る。桁行 3間 (6.43~6.53m) x梁行 2間 (4.08~4.31 m) の母屋に 1間 (1.89m) の庇部が付属

されている。主軸方位は N-17°-Wを測る。梁行の柱間は西側の方が広く、 それぞれは一定して

いない。北面は西から2.57m• 1.74m、南面は西から2.06m• 1.91mである。特に庇部が付設され

ている北面での差が大きい。桁行の柱間は中央 1間が狭く 1.88mで、ほかは平均2.30mのほほ等間

608 -



SB2 

／へ、：ヽ̀—J 

＼ー／

ここ／

ロニ
□三二三
゜

10cm 

SB 3 

←-9 -—ヒ＿ ~6

~-✓, 

ロ三］ー一／

こ—

゜
10cm 

三一ーロ

1 1 

S84 I S85 

□三ー／こ3こノ4 言J

゜
10cm 

゜
10cm 

第481図掘立柱建物跡出土遺物

隔に配されている。柱掘形は楕円形を基本とし、規模は母屋と庇部では平面的には遜色がない。母

屋は平均0.70X0.94m庇部は中央部の規模が大きく 0.94Xl.43m、ほかは0.70XO. 77mを測る。一

方断面的には差があり、母屋が0.28~0.68m、庇部は0.14~0.28mで、浅い。柱痕は母屋で7基、

庇部ではすべて確認されている。柱痕はほぽ直線的に並び、 0.15~0.20mのわずかなズレを計測す

る程度である。遺物は柱掘形および柱掘形によって区画された範囲の遺構確認面から、土師器445

片、須恵器49片が出土している。他の遺構との重複が少ないことから、本掘立柱建物跡に伴うもの

と思われる。
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掘立柱建物跡（第481図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 高台付椀 口(14.0) 台6.0 B＋礫少 灰 40 SB2回転糸切り離し後、高台ナデッケ

高5.4

2 高台付椀 台(5.4) B+R+W にぶい橙～灰 30 SB2回転糸切り離し後、高台ナデッケ
酸化焔焼成

3 坪 口12.4 底7.0 B+R少刊少 褐灰～にぶい橙 60 SB2 

高4.5

4 坪 口(11.8) B濯少 橙 口縁 20 SBZ 

5 坪 口(14.6) 高3.4 B+R濯少 橙 口縁 25 SB2 

6 蓋 口(16.0) 灰 ロ縁 10 S83 No.1。

7 坪 口(12.0) B+R 浅黄橙 10 S83 No.5。酸化焔焼成

8 坪 口(14.0) M 灰 10 SB3 No.7。

， 皿 口(20.0) B+R＋屑 灰 口縁 10 SB3 No.6。

10 甕 口(20.0) B＋屑渭＇ 橙 口縁 10 S83 No.3。

11 甕 B多＋R多＋ii （内）橙 30 SB3 

（外）橙～にぶい橙

12 坪 口13.6 H＋礫少 灰 口縁 25 SB4 

13 坪 底5.6 B濯＋熙少 灰 40 SB4回転糸切り離し

14 坪 底6.2 B+W 灰～明褐灰 30 SB4回転糸切り離し

15 坪 口(13.5) 底(7.8)B+W 灰白 口緑 30 SB5回転糸切り離し 風化著しい

高3.4

第 3号掘立柱建物跡（第478図）

ヱ一391、ヒ 390 • 391、モ 390 • 391Gridに位置し、第81。82• 98号住居跡と重複している。

桁行 3間 (6.75m) X 2間（4.65m) の建物跡である。主軸方位は N-68°-Eを測り、桁行を東

西に向けている。梁行の柱間は2.16~2.54mと一定せず、北側の方が広い。桁行の柱間は東から西

に向かって狭くなり、平均2.39m • 2.28m。2.08mを計測する。柱掘形は隅丸方形を基本とし、平

均0.73Xl.00mの規模である。深さは0.30m前後の浅いものが多く、概ね直に掘り込まれている。

底面は平担なものが多い。柱痕は 3基の柱穴から明確に確認されている。またP4からも柱痕状の

痕跡が認められているが、これを柱痕として柱痕間を直線で結ぶとたいへん歪な建物跡が復元され

る。遺物は土帥器318片、須恵器15片、臼王 1点、不明鉄製品 1点、縄文土器 2片が出土している。

第3号掘立柱建物跡は全面が他の遺構と重複していることから、これらの遺構からの混入品が多く

含まれているものと思われる。

第 4号掘立柱建物跡（第479図）

セー395• 396、スー395Gridに位置し、第96• 97号住居跡と重複している。桁行 3間 (6.60m)

x梁行 2間 (4.26m) の建物跡で、主軸を N-17°-Wに向けている。土取りによる削平を受け、

南西コーナ一部 1基、南東コーナ一部 2基の柱掘形は検出されていない。梁行の柱間は北面の西側
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が2.34m、東側が1.92mを測る。桁行の柱間は中央部が2.04mと若干狭く、北側は2.22m、南側は

推定で2.36mである。柱掘形は方形を基本とし、平均0.52X0.78mを測る。深さは0.33~0.43mと

比較的浅いが、南面のP7のみは0.52mとやや深い。ほぽ直に掘り込まれ、底面は平坦である。柱

痕は不明瞭ながらも総ての柱穴から断面によって確認されている。遺物は土師器84片、須恵器］6

片、臼玉 1点が出土しているが、大半の部分が重複していることから、明確に本掘立柱建物跡に伴

うものかどうかの判断はつかない。

第5号掘立柱建物跡（第480図）

スー398• 399、ンー398• 399Gridに位置し、第 5 • 6 • 7 • 9号溝と重複している。西側が発

掘区域外にかかっている。他の掘立柱建物跡を考慮にいれると桁行3間x梁行 2間の建物跡とも考
えられるが、 P4に対応すべき柱穴が検出されていないことから、桁行4間X梁行 2間の建物跡と

想定している。主軸を N-84°-Eに向けている。東面の梁行長は4.90mを測り、西面はこれに比

べて長くなる台形を呈している。東面梁行の柱間は北から2.24m• 2.66mである。桁行の柱間は中

央2間が狭くなる傾向が窺われる。北面は東から2.24m• 2.06m、南面は東から2.58m• 2.17m • 

2.18mを測り、南北面でのバラッキが大きい。柱掘形は円形を基本とし、 0.56X0.76m~0.93X

1.30mと規模はまちまちで、平均は0.87X1.05mである。深さは0.20m前後と浅く、 P7• PSだけ

は0.60mと深い。柱痕は柱穴 8基のうち 5基で確認されているが、すべてを直線的に結ぶことはで

きない。遺物は土師器120片、須恵器8片が出土しているが、図示し得る遺物は須恵器杯形士器 1

点のみである。重複している溝の年代が明確ではないが、検出された遺物の年代を第 5号掘立柱建

物跡の年代として捉えられそうである。ほかに臼玉 1点がある。
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(3) 井戸跡

第2号井戸跡（第482図）

ン一390、い一390Gridに位置している。不整円形を呈し、東西3.15m・南北2.95mを測る素掘

りの井戸跡である。深さは 2m以上あり、調査の安全を計るため全掘していない。ピンポールを差

深さは2.5~3.0mと推定される。深さ1.70m以下の部分については水溜部が設し込んだ感触から

¥ 

3蕊皿

゜
第2号井戸

1 黒褐色士 焼土粒子少量、炭化物粒子徴量含む．しまり欠、粘性やや欠．

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色土プロック少晨含む。しまり・粘性やや欠

3 黒褐色上 1より茶色い。焼士粒子少量、炭化物粒子多量含む。粘性ややあり．

4 暗褐色土 焼土・炭化物粒子微量、黄褐色土プロック多量含む。黄色味をおびる

5 暗褐色士 4より黄褐色土プロック少量含む。

6 暗褐色土 4・5より小粒径の黄褐色土プロック含む。

7 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色土ブロック微羞含む。しまり・粘性欠。

8 暗褐色士 黄褐色土プロック含む。

9 暗黄褐色土 焼土プロック、炭化物・暗褐色土粒子微量含む。

10 暗黄褐色土 炭化物・暗褐色土粒子微屋含む。

第482図 第2 • 3号井戸
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第4号井戸

1 褐色土 焼土・炭化物粒子少巌、黄褐色土粒子部分的に少

鼠、鉄分多く含む。

しまりは全体的にあり、中央部はもろい。

2 茶褐色上 鉄分多く、焼土・炭化物粒子、黄褐色土ブロック

少最、灰色粘土、灰白色砂プロック多く含む。し

まりあり。

3 灰色粘土 灰色粘土主体。焼土・炭化物粒子わずかに含む。

鉄分を斑状に多く含み、層の境に沈着。灰白色砂

プロック状に多く混入。しまりあり。

4 灰色粘土 i尭上・炭化物粒子わずかに含む口鉄分を斑状に多

く含み、層の境に沈着。灰白色砂プロックわずか

に混入。しまりあり。軟質。

5 灰色粘土 焼土・炭化物粒子少鼠、鉄分を斑状に多く含み、

屑の境に沈着。灰白色砂プロック少凪含む。しま

りあり。

6 灰色粘土 5に噴砂多く混入。

゜
2m 

第483図第4号井戸

置され、東西0.73m。南北0.71mを測る方形を呈している。ピンポールによって石組や木枠・曲物

などの有無を確認したが、これらは確認されていない。遺物は多く、須恵器が主体に出士してい

る。 3個体が焼成時に癒着している高台付椀形土器の存在は、現在発見されていないものの、周辺

での須恵器生産を想起させる。また「田夫口」の墨書士器は、第19号土坑の墨書と同一人物の筆跡

である可能性がある。さらに内外面に粘土紐積上痕を明瞭に残存している筒形土器は、遺構として

は検出されていないが、井戸祭祀と関連する遺物と考えられる。はかに土玉 4点がある。

第3号井戸跡（第482図）

スー391Gridに位置し、第85• 87号住居跡と重複している。円形を呈し、規模は東西1.55m・南

北1.60m、深さ1.36mを測る。はぽ直に掘り込まれる素掘りの井戸跡で、底面は平坦である。遺物

は少ない。

第4号井戸跡（第483図）

モー393、セー393• 394Gridに位置し、噴砂の亀裂が入り込んでいる。不整楕円形を呈し、規模

は東西3.04m・南北3.74mを測る。遣跡の冠水のために全掘できなかったが、深さ1.65mと推定さ

れる。素掘りの井戸跡で、段を形成して掘り込まれている。遣物は少ない。
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第485図 第 2号井戸出土遺物(2)
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第2曼荘巨（第484• 485図）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 蓋 つまみ5.4 B+W多 にぶい黄橙 つまみ

100 

2 蓋 つまみ3.2 B+R多＋H 暗灰～灰白 20 焼成不良

3 坪 口(12.4) 底(6.0) 悧・礫量多い 暗灰 20 回転糸切り離し

高（3.7)

4 坪 底(6.0) B+W 灰 疇 30 回転糸切り離し

5 坪 口(13.0) 底5.8 B少渭 オリーブ灰 45 回転糸切り離し

高4.3

6 坪 口12.0 底4.7 川十川＇ 灰 90 回転糸切り離し

高4.3

7 坪 口12.6 底5.1 B+W 灰 90 回転糸切り離し

高4.2 内面油芯状のスス（灯明皿？）

8 坪 底6.0 屑＋礫少 灰 40 回転糸切り離し

， 坪 底6.0 B+W 灰白 疇 60 回転糸切り離し

10 坪 底5.6 B惰＋礫 灰 40 回転糸切り離し

11 坪 底6.4 R+W 灰～にぶい褐 底部 50 回転糸切り離し

12 坪 底(6.0) B+W 灰白 底部 45 回転糸切り離し

13 坪 底6.0 H 灰 底部 50 回転糸切り離し

14 坪 底(6.1) R+W 灰白 底部 20 回転糸切り離し

15 坪 底(6.0) B+R少＋屑 にぶい橙～灰黄 底部 45 回転糸切り離し 焼成不良

16 坪 口14.6 底5.8 B+W 灰 60 謡饂文回転糸切り離し

高6.4

17 坪 底(6.0) W+W' 暗灰 底部 30 回転糸切り離し
内面に重ね焼きの痕跡

18 高台付椀 口13.8 台6.8 B+R+W にぶい黄橙 100 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

高5.9 酸化焔焼成

19 高台付椀 口13.6 台7.4 B+W 暗灰 95 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

高5.0

20 高台付皿 台7.2 B+W十W' 灰白 疇 60 回転糸切り離U愛、高台部ナデッケ

21 高台付椀 台7.0 B+W 灰 30 回転糸切り離U浚、高台部ナデッケ
墨書「田夫世」

22 高台付椀 口13.2 B+R+W 灰～浅黄 65 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

風化著しい

23 高台付椀 口13.4 台6.1 B+W+W' 灰～黒 95 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

高5.0

24 高台付椀 口13.8 台6.5 B+R多＋M少 灰 90 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

高5.6

25 高台付椀 口15.2 台7.7 B+W 灰 100 回転糸切り離U浚、高台ナデッケ（糸切
高6.2 り痕イ』櫂泉）

26 高台付椀 騨(8.0) B少＋H 灰 20 回転糸切り離し後、高台部ナデッケ

27 高台付椀 台7.2 B+W 灰白 底部 100 回転糸切り離し後、高台ナデッケ（高台
部欠損） 風化著しい

28 高台付椀 B+W 灰 回転糸切り離し後、高台部ナデッケ

焼成時に3個体が接着

29 高台付椀 台(8.0) B+W 灰 臓部 30 回転糸切り離U浚、高台部ナデッケ
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30 高台付椀 台(7.4) R+ii 灰～灰白 底部 30 高台ナデッケ

31 高台付椀 台(7.0) B+W 灰 底部 10 回転糸切り離U浚、高台部ナデッケ

32 高台付椀 台(8.0) H 灰 高台部 30 回転糸切り離し後、高台部ナデッケ

33 高台付坪 口(18.0) B+R多＋屑 灰～橙 20 焼成不良

34 高台付椀 台10.6 B+R+W 灰 切り離し後、高台ナデッケ

35 高台付甕 台(12.0) B多＋R+W 淡黄 底部 30

36 調付椀 騨10.4 B+W 灰 40 脚転ナデ

37 高台付甕 台(11.0) R+W （内）灰白 底部 15 焼成不良
（外）にぶい橙

38 甕 底(12.0) H多＋W' 暗灰 底部 25 底部ヘラケズリ

39 壷 口(25.0) B 灰白 口緑 20

40 甕 口(26.2) H 暗灰 口縁 10

41 鉢 口(29.0) H 灰 口縁 10

42 襄 B渭＋礫 灰 底部 25

43 襄 B+W 灰～オリーブ灰 底部 10 風化

44 壷 H 暗灰 外面ナデ後、波状文 内面ナデ 内外
面自然釉

45 甕 口(20.0) B少＋H＋砂 橙 口縁 10

46 甕 口(9.8) B+W にぶい橙 30 粘廿丑積み上I潰暉襄

47 甕 B+W にぶい橙 40 粘土紐積み上げ痕明瞭焼成良好

48 甕 B+W にぶい橙 30 粘土紐積み上げ痕明療（左廻り） 焼
成良好

第3.4号井戸（第486図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(13.0) 底(7.0)W 灰 20 SE3回転糸切り離し
高(3.5)

2 坪 口12.7 高4.6 B+R多＋H 橙 60 SE3放射状暗文

3 甕 口(28.0) R+W多 にぶい黄橙 口縁 5 SE3焼成やや不良

4 甕 底(14.0) H 灰 疇 10 SE3疇ケズリ

1 坪 底7.0 Wt針少 灰白 疇 50 SE4回転糸切り離し後、周辺ヘラケズ
リ

2 坪 口(13.0) B+W+W' 橙 20 SE4 

3 甕 口(22.0) 佑礫 褐灰 口縁 5 SE4 

4 褻 H多 灰 SE4 
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第486図 第3 • 4号井戸出土遺物

(4) 土坑（第487• 488 • 489 • 490図）

第 2発掘区からは、 24基の土坑が検出されている。 2~ 3基を中心にして、多いものでは 7悲の

土坑によって群が構成されている。これらは住居跡に近接して位置していることから関連が想定さ

れるが、それを証明する明確な根拠は得られていない。もし仮に関連するものとしても、用途・機

能等は不明である。規模・形態はさまざまである。円形もしくは長方形を呈し、約 1~2mを測る

ものが多く、掘り込みは比較的浅い。遺物は14基の土坑から図示し得る遺物が出土している。概ね

奈良～平安時代前半のものである。ほかに第30号土坑からは不明鉄製品 1点、第42号土坑からは不

明石製品が検出されている。

第19号土坑（第488図）はスー391• 392、ン一392Gridに位置している。不整方形を呈し、規模

は東西1.43m・南北1.74m、深さ0.48mを測る。レンズ状に掘り込まれ、北コーナ一部は深く窪め

られた後、急激に立ち上がっている。覆土は暗褐色土で、灰、焼土・炭化物粒子が多量に含まれて

いる。粘性に欠ける。遺物は須恵器の坪・高台付椀形土器を中心として、多旦に出土している。こ

れらの須恵器は還元焙焼成で焼かれているものの、通常の須恵器生産窯焼成のものと比べて、たい

へん焼きが甘い。これは胎土の分析の結果でも証明されている。覆土に多量の灰、焼土・炭化物粒

子が含まれ、焼きの甘い須恵器が多量に出土していることから、須恵器の焼成遺構の可能性が高

い。構造は明確ではないが、北コーナ一部の窪みが焚き口もしくは憚出の施設とも考えられる。底

面はあまり焼けていない。出土遣物のなかには、「田口世」と書かれている墨書土器が含まれてい

る。これは第 2号井戸跡と同一人物の筆跡と思われる。ほかに不明鉄製品 l点もある。

第22号土坑（第488図）はモ 392 • 393、セ 392 • 393Gridに位置し、第 2号掘立柱建物跡と重
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第9号士坑

］ 賠褐色土 焼土・炭化物・ [I ーム粒子含む。しまり~粘性弱。

2 暗褐色土 炭化物粒子若千混入。
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第11号土坑

1 灰褐色土 焼土粒子・ブロック (5mm)、炭化物多く含む。しまりあり口

2 褐色土 焼上粒子、炭化物わずかに含む。しまりあり。

3 褐色土 焼土粒子、炭化物ぷ干含む。しまりあり（攪乱？）。

第12号土坑

1 褐色土 焼土・炭化物粒子多く、焼上プロック (5~10mm)多塁含むロ

しまりあり。部分的灰層。

2 灰褐色土 焼土粒子わずかに、炭化物若干含む。しまリあり。

3 暗黄褐色土 炭化物わずかに含む。しまりあり C

4 灰褐色土 焼土粒子・プロック (5~10mm)、炭化物多く含む口しまりあり。

10 5 灰層

6 暗褐色土 焼土粒子、炭化物若干含む。しまリあリ。

第13号土坑

1 黄褐色土 焼土粒子わずかに含む。しまりあり。

2 暗褐色土 焼土粒子・プロック (3~5mm)、炭化物若干含む。しまりあり。

3 暗黄褐色土 焼上粒子、炭化物わずかに含む。やや軟質。

4 灰黄褐色土 焼土粒子、炭化物若干含む口灰混入。しまリあり口

5 黒褐色土 炭化物層。焼土粒子・プロックわずかに、炭化物多く含む。軟質。

6 黒褐色土 焼土粒子、炭化物多量、焼土プロック(5~20mm)含む。しまり欠。

7 褐色土 焼土粒子多星、炭化物若干、焼土プロック (5~20mm)含む。しまり

あり。

8 暗黄褐色土 焼土粒子・プロック (5~20mm)、炭化物多く含む。しまりあリロ

9 褐色土 焼土粒子多凪、炭化物、焼土プロック (3~5mm)若f含む。しまりあり C

10 黒褐色土 6より炭化物少ない。

11 褐色土 9より炭化物多い。しまリ欠。

12 黄褐色土 炭化物わずかに含む。しまりあり。

第487図第 2発掘区土坑（1)
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第18号土坑

1 褐色土 炭化物粒子若干含む。しまりあり。

2 褐色土 焼土・炭化物粒子若千、黄褐色土粒子少呈含む。

しまりあり、粘性弱。

3 褐色土 焼土・炭化物・黄褐色土粒子わずかに含む。

しまりあり、粘性弱。

4 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに含む。しまりあり、粘性弱。

5 褐色土 焼土・炭化物粒子若干、白色粘土ブック少量含む。

粘性あり。

6 黄白色粘土層

第19号土坑

1 暗黄褐色土 炭化物粒子微量含む。粘性ややあり。

2 暗褐色土 炭化物粒子、灰多量含む。粘性欠。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子多量含む。粘性欠。

第21号土坑

1 黒褐色士 焼土・炭化物粒子多く、焼土プロック少量含む。

しまりあり。

2 黄褐色土 焼土・炭化物粒子少蘊含む。しまりあり。

第22号土坑

22 1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子少量含む。灰色砂多く、部分的に黄褐

色土プロック状混入。しまりあり。

2 黄褐色土 プロック状堆積。焼土・炭化物粒子わずかに、暗褐色土

少量含む。しまりあり。

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色土少巖含む。鉄分3 • 4層間

堆積。しまりあり。

4 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに、黄渇色土プロック多く含む。

しまりあり。

第488図第2発掘区土坑(2)
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第26号土坑

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色士プロック少量含む。しまりあり C

2 黒色炭化物堆積層

3 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに、黄褐色土・灰色粘ナプロック少菫含む。

しまりあり。

4 暗褐色土 焼土・炭化物粒子わずかに、黄褐色土・灰色粘土プロック多く含む。

しまりあり。

第27号土坑

1 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色上プロック少屋含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子、黄褐色土粒子少星含む。

3 茶褐色土

第28号土坑

1 褐色土 焼土粒子微星含む。

2 炭化物層 焼土粒子少量含む。

3 暗褐色土 焼土粒子少量、炭化物粒子多晟含む。

3'暗褐色土 焼t．炭化物粒子少最含む。

第29号上坑

1 暗掲色士 焼上・炭化物粒f、黄褐色＿十プロック少塁含む。

2 暗褐色土 焼土・炭化物粒子多品含む。

第489図第2発掘区土坑(3)
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第30号十坑

1 暗褐色士 焼t-.・炭化物粒了多呈含む。しまりやや欠。

2 暗褐色士~ 焼七粒子少量、黄褐色：トプロック多呈含む。

3 暗褐色上 炭化物粒了・多星含む。しまり・粘件欠。

第31号土坑

1 暗褐色土 炭化物粒＋多拭、白色粘質土粒千少最含む。

l'暗褐色土 炭化物粒子多星、白色粘賓土・灰色粘質士粒了少鼠含むロ

2 賠褐色土 黄褐色土プロック多景含む。

第32号土坑

l 暗褐色ナ 炭化物粒了多凪含む。

2 暗褐色土 炭化物粒子、黄褐色上プロック少星含む。

2'暗褐色上 炭化物粒子少旦、黄褐色士プロック多誡含む。

第490図第2発掘区士坑（4)

複している。東に張り出しがある方形を呈し、北壁は噴砂の亀裂によって壊されている。規模は東

西5.08• 3.35m、南北は推定3.27• 2.10m、深さ0.34mを測る。底面には起伏があり、南東コーナ

一部にはピットが確認されている。用途・性格は不明で、第 2号掘立柱建物跡との関連は認められ

ない。遺物は土師器の杯形土器を中心に、土玉 1点も出土している。

第26号土坑（第489図）はヒー392Gridに位置し、屈曲している第 3号溝コーナ一部外側と重複

している。円形を呈し、東西1.67m・南北1.38m、深さ0.75mを測る。階段状に掘り込まれ、底面

は狭い。覆土は暗褐色土を主体とし、途中炭化物が堆積している。用途・性格および第 3号溝との

関連は明確ではない。遣物は図示し得るものが杯形土器 l点のみである。
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第2発掘区土坑（第491~49紅図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口(13.6) 底(5.6)B十関＋礫少 灰白～灰 30 SKll回転糸切り離し
高2.7

2 坪 底6.0 B＋闇＋礫少 灰白～灰 30 SKll回転糸切り離し

3 坪 口(11.5) B十阻＋礫少 灰 口縁 20 SKll 

4 坪 底(5.0) H 灰 疇 10 SKll回転糸切り離し

5 坪 口(13.6) R+W 灰 口縁 10 SKll 

6 坪 口(15.4) R多柑 灰白～にぶい橙 口縁 15 SKll 

7 羽釜 B＋屑 灰 10 SKll突帯ナデッケ

8 壺 底（10.6) B+R 灰～浅黄橙 疇 25 SKll回転糸切り離し

， 甕 口(20.0) B+R+W 橙～にふい橙 ロ緑 20 SKll胴剖堺面黒色部分

10 高坪 腿9.2 B+R＋闇 橙 疇 SKll内面黒色

11 甕 底(4.8) B+R+W少 浅黄橙～にぷい橙 疇 20 SKll疇ケズリ

12 坪 口(14.0) B＋闇 灰 口縁 10 SK12 

13 坪 口(14.0) R＋屑十W' にぶい黄橙～灰黄 5 SK12焼成不良

14 坪 口(14.4) R＋屑濯' にぶい黄橙～黒 20 SK12焼成不良

15 坪 口(14.0) R多＋W濯＇ にぶい黄橙 10 SK12焼成不良

16 坪 口(15.0) B+R+W 橙 30 SK12 

17 甕 口(20.0) B+R＋闇 橙 口縁 5 SK13 

18 甕 底5.0 B+R瑾＋W' 橙 疇 50 SK13疇 1方向のケズリ

19 高台付椀 台6.0 B+W多 灰 疇 100 SK20回転糸切り離し後、高台ナデッケ
内面に重ね焼き痕

20 坪 口(14.0) B+W 灰 10 SK20 

21 椀 口(14.O) H 灰 5 SK20口縁端部面トリ

22 坪 口(14.0) B+W 灰 20 SK20 

23 甕 口(20.0) B+R十川 （内）橙（外）黒褐 ロ縁 10 SK20 

24 坪 口(18。0) B+川 灰白 5 SK22内面自然釉付着

25 高台付椀 台(6.0) 屑 灰 20 SK22回転糸切り離し後、高台ナデッケ
（欠損）

26 皿 底(6.0) 屑 暗灰～赤灰 疇 40 SK22回転糸切り離し

27 椀 口（14.0) B+R+W十屑＇ 橙 20 SK22風化著しい

28 坪 口(11.2)高5.8 B+R+W 橙 45 SK22 

29 坪 口（14.0) B+R+W 橙～にぶい橙 20 SK22 
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30 皿 口(14.0) B+R廿i 橙～にぶい黄橙 30 SK22 

31 皿 口(13.0) 高3.1 B+R+W十関＇ にぶい橙 40 SK22 

32 坪 口(14.O) B+R+W 橙 20 SK22風化著しい

33 皿 口(14.0) B+R＋柑十W' 橙 30 SK22 

34 坪 口(14.0) B+W 橙 30 SK22 

35 皿 口(14.0) B+R+W 橙 30 SK22 

36 皿 口(14.0) B+R+W少 橙 40 SK22 

37 皿 口(16.0) B+Rサl にぶい橙 30 SK22放射状暗文

38 好 口18.0 高5.0 B+R+W にぶい橙～橙 40 SK22外面黒色

39 甕 口(18.0) B+R+W十川＇ にぶい橙 口緑 20 SK22 

40 坪 口(11.7)高3.8 B+R瑾多 橙 35 SK22風化

41 坪 口（14.0) B+W 橙 20 SK23表面粗

42 坪 口(14.O) B 橙 30 SK23 

43 坪 口(14.0) B渭＋屑＇ 橙 20 SK23内面風化著しい

44 鉢 口(22.0) B+l'/ 橙 口縁 10 SK23口縁端部弱い面トリ

45 坪 口(12.6) 底8.8 B+R惰＋屑＇多 浅黄橙～褐灰 95 SK26内外面黒色部分
高3・2

46 坪 口(14.0) 柑 灰 20 SK27 

47 高台付椀 台6.4 R+W にぶい赤褐 疇 100 SK27疇から高等砂デ卿訪良

48 坪 底6.6 B＋柑 灰白 疇 100 SK27回転糸切り離し

49 坪 口(12.0) 屑 灰～にぶい橙 5 SK28 

50 坪 口（14.0) 底(7.0)B+R渭＋W' 橙 20 SK28疇 1方向のケズリ
高3・8

51 坪 口12.5 高4.0 B+R+W廿l' 橙 100 SK25外面黒色部分

52 鉢 口(14.0) 胴14.8 B+R 浅黄橙 20 SK25外面黒色部分

53 甑 口20.0 B+R少 浅黄橙 口縁 SK25 

54 鉢 口(21.6) 底8.0 B+R 浅黄橙～橙 25 SK25胴部外面黒色部分
高11.8 

55 蓋 口(16.0) B+W 灰 30 SK29 

56 蓋 口(16.0) B濯多 灰 5 SK29 

57 坪 底(~.O) R+il 灰白 疇 30 SK29回転糸切り離し

58 皿 口14.6 底6.5 船礫少 青灰 100 SK29回転糸切り離し 歪みあり
高2.5

59 高台付椀 台8.2 B少＋R少舟t屑' 灰 疇 100 SK29回転糸切り頗し後、高台ナデッケ
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了「］示一芦面o「―·--•-•――`--- 灰 30 SK29 

61 坪 口(12.0) 船甘＇ 灰 30 SK29回転糸切り離し

62 坪 口(14.0) B+R＋軋 灰黄 10 SK29 

63 坪 口(12.0) B+R＋柑 にふい橙 30 SK29 

64 甕 口(20.0) B+R＋柑 橙 ロ縁～罠部 SK29 
10 

65 甕 口(20.0) B+R+W瑾＇ 橙 口縁 20 SK29口緑端部内傾

66 蓋 口13.4 つまみ7.1 B瑾＋礫少 灰 SK30天井部回転糸切り離し後、つまみ

高3.1 ナデッケ

67 坪 底5.6 B＋屑十W' 灰 50 SK30回転糸切り離し

68 皿 口(16.2) 底（7.0)W 灰 30 SK30回転糸切り離し

高2.7

69 甕 口(15.0) B+R少濯濯＇ 橙 口緑 30 SK30 

70 甕 口(20.0) B+¥Hi/' 橙 口緑 20 SK32 

第19号土坑（第494• 495図）
No. 器種 大きさ(c籠） 胎土 色調 残存率（駕） 備 考

1 辛豆 口(15.0) H 灰 10 

2 蓋 口(15.8) B＋屑 灰 10 つまみ部分欠損

3 蓋 口16.4 つまみ3.0 B柑＋礫少 灰 80 

高3.8

4 蓋 口(15.6)つまみ2.4B＋屑＋礫少 灰 40 上半部外面ヘラケズリ（右回転）

高(4.0) 天井部回転糸切り痕

5 蓋 口17.2 つまみ3.1 B多＋屑 灰黄 85 

高3.5

6 蓋 口(17.0) B瑾多＋屑＇ 灰 40 

7 蓋 口16.2 B+R少＋付 灰黄 90 回転糸切り後、周辺ヘラケズリ（右回

転） 風化

8 坪 口(12.2) 底(6.0)R少惰 灰 10 回転糸切り離し

高(3.3)， 坪 口12.2 底6.0 B+R少濯＋W' 灰 65 回転糸切り離し

高3.5

10 坪 口12.2 底6。1 B＋柑＋礫少 灰 90 回転糸切り離し

高3o4

11 坪 口12.4 底6.2 H多＋1'/＇＋礫少 暗青灰 70 回転糸切り離し

高3.6

12 坪 口(12.2) 底5.6 B+R少＋11 オリープ灰 45 回転糸切り離し

高3.4

13 坪 口(12.4) 底6.3 B+R+W 灰 60 回転糸切り離し

高3.3

14 坪 口(12.8) 底5.5 B+l'I 灰 45 回転糸切り離し

高3.6

15 坪 口(12.8) 底5.7 B+R・ト屑 灰白 60 回転糸切り離し

高3.7

16 坪 口12.8 底6.4 B＋船礫少 灰 90 回転糸切り離し

高3.5

17 坪 口12.5 底6.6 B瑾多渭＇＋礫少 疇灰 ] 00 回転糸切り賭し

高3.3
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18 坪 口1208 底6。4 B濯＋W' 灰 70 回転糸切り離し
高3.6

19 坪 口13.0 底6.3 B+R少濯＋N'＋礫 暗オリープ灰 100 回転糸切り離し
高3.2

20 坪 口13.0 底6.4 B+R+W多＋砂少 暗緑灰 70 回転糸切り離し
高3ふ

21 坪 口13.6 底6.7 B濯＋礫少 灰 50 回転糸切り離し
高3.7

22 坪 口(12.0) R+W 灰白 20 疇欠損

23 坪 口(1200) B＋伯廿I' 灰 30 回転糸切り離し

24 坪 口(12.0) RH/ 灰白～淡橙 30 疇欠損麟やや不良

25 坪 口(12.0) 出礫少 灰 20 疇欠損

26 坪 底(6.0) R＋屑 灰 底部 40 回転糸切り離し

27 坪 底6.0 R+ti 灰 疇 50 回転糸切り離し 周辺部ナデ

28 坪 口(12.2) 底(6.0)R多＋W 橙～灰黄 20 回転糸切り離し 焼成不良
高(3.3)

29 坪 口(12.2) 底5.6 B+R+W 灰 50 回転糸切り離し
高3.4

30 坪 口(13.0) 底6.6 B+W多 灰 50 回転糸切り離し
高3.4

31 坪 口(12.0) B+W＋針 灰白 20 疇欠損

32 高台付椀 台7.1 B濯濯＇少＋礫少 灰 40 回転糸切り離し後、高台部ナデッケ
墨書「田夫世J

33 坪 底5.0 B+W 灰 疇 60 回転糸切り離し

34 坪 底(6.0) 針 灰白 疇 100 回転糸切り離し

35 坪 底7.0 B+R+W 灰黄 疇 60 回転糸切り離し

36 高台付椀 口15.6 台8.5 B+W 灰 70 回転糸切り離し後、高台ナデッケ
高6.7

37 高台付椀 口(16.0) 台7.8 B濯多惰' 灰 40 高台ナデッケ 端部ヘラアテ
高7.2

38 椀 口(16。0) 屑 灰 10 疇欠損

39 蓋 口13.6 つまみ7.3 B+R+W 褐灰～にぶい橙 65 回転糸切り後、つまみ部分ナデッケ
高2.5

40 高台付皿 口14.3 台8.2 B渭多 褐灰 95 回転糸切り後、高台ナデッケ 内面に

高3.3 重ね焼き痕（高台径大）

41 蓋 つまみ6.8 B濯＋礫少 灰 つまみ100 回転糸切り後、つまみナデッケ

42 高台付皿 口13.8 台8.0 B惰＋W' 灰 100 回転糸切り後、高台ナデッケ 内面に
高3.0 重ね焼き痕

43 高台付皿 口14.4 台8.2 B+R少柑 灰黄 100 回転糸切り後、高台ナデッケ
高3o3

44 高台付皿 口14.6 B＋関多＋H 褐灰 80 回転糸切り後高台ナデッケ（高台欠失）
内面重ね焼き痕

45 甕 口(19。4) 即礫少 灰 上半部 15

46 甕 底(10.0) H 灰 疇 15 疇ケズリ

47 甕 底(10.O) H 灰 疇 25 疇ケズリ
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48 坪 口(12.6) 高39 B濯少 橙 40 放射状暗文

49 坪 口(13.0) 高4.2 B十屑 にぷい橙 55 疇な麟煽文

50 台付甕 台(5.0) B＋屑＋11' 橙 胴部下位20

51 甕 口(19.0) B+R多＋伯＋闇' 橙 口縁 10

52 蓋 口19.4 B+W多＋屑＇ 橙 口縁 95

53 竪 口(19.3) B+W 橙 口縁 30

(5) 溝

第2発掘区からは、溝 8条が検出されている。いずれも、発掘区西半部に位置している。幅が狭

く、浅いものが多い。第 2~ 4号溝は、それぞれ独立している。一方、第 5~ 8号溝は一地域に集

中し、平行して走っている。遺物は第 4 。5 • 8号溝から出土しているが、たいへん少ない。特に

第4号溝には時期の異なる遺物が存在している。

1
，

一 ーー

口

+396  

口゚

班

攻

羞

゜
2m 

第496図第2号溝
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口
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胃

SJ81 

0 2m 
| | | 

第3号溝

1 褐色t 茶褐色土プロック状に多く含む。

第497図第 3号溝

第 3号溝は（第497図）はヱ一392、ヒー392Gridに位置し、ほぼ方位と平行して、直角に屈曲し

ている。コーナ一部では第26号土坑と、東側では第82号住居跡と重複している。幅が70cm弱で、深

さは10cmにも満たない。第 4号溝（第498図）はスー396、ン 396。397• 398Gridに位置し、中央

部で屈曲している。幅0.50~0.87m、深さ0。14~0.23mを測る。底面は、東から西に緩やかに傾斜

している。

第 5.6 。7号溝（第499図）は平行しながら重複し、第 2発掘区西端をほば南北に走っている。

第100号住居跡・第 5号掘立柱建物跡と切りあっている。またこれらと平行する第 8号溝も検出さ

れている。さらに第 9号溝（第499図）は第 5~ 7号溝と、ほぱ直角に交差している。第 6号溝

（第499図）を除いて、幅は30cm前後と狭い。発掘区域外にかかっており、全長等は不明である。深

さは浅いものの、底面は北から南に緩やかに傾斜している。第 5~ 8号溝は方向性や規模等から、

それぞれ関連性をもっている遺構と想定される。これら 4条の溝は、削平による影響を考慮にいれ

なければならないが、住居跡の分布密度がきわめて簿い地域を歓ち割るように位置している。この

ことから集落の区画などの機能が考えられる。
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(6) ピット

1 ロニ：一

口ー／

ロ
／ーロロ¥， 

0 10cm 
←-- I l 

第500図 第 2発掘区溝出土遺物

ロロニこ／。

□ ^ 

□ 

に 10cm 
| --

SD8 

＝こロ- -―ノ／：
0 10cm 
1 | - - | 

ピ、J卜は他の遺構の位置していない間隙に掘り込まれている。概ね数基が密集しているが、規則

性は認められない。また周辺の遺構との関連も明らかではない。出土遺物も少なく、年代も定かで

はない。このため、用途・＇性格・機能等を明確にすることはできない。

第 1号掘立柱建物跡の北東、ヒー397• 388Gridにはピットが6基と 4基の列が平行している。

それぞれの列のピットは等間隔に配されている。一方、両列の間隔は異なっている。また周辺の遺

構との関連も明らかではない。ピットが規則的に並んでいることから柵列の可能性もあるが、機能

・性格は明確にはできない。ここでは柵列の可能性を指摘するに留める。
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第 2発掘区i皇（第500図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 蓋 口16.8 H＋針 灰白～灰 15 SD4端部濃灰色

2 坪 口(12.8) 底(7.6)Wt針 にぶい赤橙～灰 45 SD4底脚部回転ヘラケズリ 酸化焔焼成
高3.0 口縁端部濃灰色

3 坪 底(12.O) 佑針 灰 底部 45 SD4底部手持ちヘラケズリ後、周辺回
転ヘラケズリ

4 坪 底(8.6) B渭＋針 灰白～浅黄橙 疇 25 SD4底部回転ヘラケズリ

5 甕 口18.6 B少惰 灰 口縁 20 SD4 

6 坪 口(11.8) B+R+W にぶい橙 25 SD4 

7 甕 口(20.8) 胴21.3 B+R+W 橙 口縁 40 SD4 

8 坪 口13.0 高4.3 B+li 黒～にぶい褐 60 SD4外面黒色

， 台付甕 台(11.0) B+R+W にぶい橙～褐灰 脚部 60 SD4内外面黒色

10 盤 口13.4 高2.9 B+W にぶい黄橙 40 S04 

1 1 盤 口13.6 高3.6 B+W にぶい橙 95 SD4 

12 盤 口14.0 高3.8 B+R+W少 黄橙 60 SD4 

13 壷 底（10.0) B+R+W 灰白～灰オリーブ 疇 30 SD5底部ヘラケズリ後、高台ナデッケ
外面部分的に自然釉残

14 皿 口12.6 B+W 灰 20 SDB 
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第501図 第 2発掘区ピット出土遺物

第 2発掘区ピット（第501図）
No. 器種 大きさ（C員） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.8 底5.6 B消＋礫少 灰白 60 セー399Gピット 1。回転糸切り離し
高3.7

2 坪 底6.0 H 灰 40 セー399Gピット 2。回転糸切り離し後
高台ナデッケ

3 高台付椀 口(14.5) 台7.2 B渭＋礫少 灰白 40 モー397Gピット 2。回転糸切り離し後
高6.0 高台ナデッケ

4 甕 底（17.6) 佑礫少 灰 疇 20 モ-398Gピット 1。
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